


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ミス・ファーブルの蟲ノ荒園4]







本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　わたしは親の顔を知らない。会ったこともない。

　物心ついたときには既すでにサルデーニャ王国のとある孤児院にいた。

　まだ赤ん坊だった自分を軒のき先さきに置いていった誰だれかは、子供に確固たる存在の証明さえ与えてくれず、名づけ親になったのはシスターだと聞いている。

　ロセリーニ孤児院のマルティナ。それが、わたしの名前だ。

　だから、薄はく情じような親には長らく興味を抱くことすらできなかった。

　わたしを産んだのは、果たしてどんな人たちだったのだろう？

　そんな当たり前の疑問を持ったのは、孤児院にバチカンの修道士たちが現れて、どこかの施設へ連れて行かれてから暫しばらく経ったあとのことだ。

　思えば、孤児院時代がこれまでの人生のなかで、一番穏おだやかな日々だった。

　極ごく貧ひんでその日の食べ物にも困る生活だったけれど、少なくともあの場所は人間らしい営いとなみに溢あふれていた。シスターは優やさしかったし、境遇を同じくする仲間たちもいた。

　そんな平へい穏おんを壊こわしに現れたバチカンが、いったいどこで自分の存在を嗅かぎつけたのか、それは今以もって不明のままだ。けれど順当に考えて、やっぱり両親絡がらみなのではないかと思う。

　我々がこの子を引き取り、立派な聖せい職しよく者しやに育ててみせる──そんな言葉でシスターを騙だましたバチカンの修道士たちは、わたしが普通ではないことを最初から理解していた。当時はまだわたし自身ですら知らなかった、わたしの秘密を誰よりも正確に。

　魔ま女じよ、と一口に言ってみても、その能力は決して一律ではない。

　持ち得る才能が血に因よるのであれば、必然、血ち筋すじによって才能の『種類』にも大きな偏かたよりができる。古い血脈ともなれば、単純に『魔ま術じゆつを行使できる』という括くくりでは扱えない、ある種の異能めいたモノまでときとして発現することがある。

　わたしの場合がまさにそうだった。

　語フりイ部ラ。

　ヨーロッパ人の起源であるとされるケルト民族のなかで、韻いん律りつに詩しい歌かを乗せて人々に物事を伝える役目を担になった者を、彼らはそう呼んで一般的な民たみと区別したらしい。自分はその末まつ裔えいなのだと、バチカンの人間たちは口を揃そろえて言った。

　──さあ、詠うたえ。

　秘密施設に連れて行かれたあと、嫌になるほど聞かされた言葉だ。それと同時に渡されるのは決まって、ぼろほろになった数枚の紙片だった。

　先に白状してしまおう。死しに神がみベノワやヤニック・アルノーを苦しめた原因、あの『魔ま本ほん』の完成には間違いなくわたしの存在が大きく関わっている。

　聖書の後半に記されていた『原始の詩』の意味を、当時のバチカンはまったくと言っていいほど解明できておらず、わたしが従事させられた数え切れないほどの人体実験が、結果としてその手助けをしたであろうことは疑いがないからだ。

　染み一つない真っ白な部屋。

　研究者だか狂信者だか、判然としない大人たち。

　来る日も来る日も歌わされて、罪もない大勢の人たちの悲鳴を聞いた。

　──もっとだ、もっと詠うたえ。

　歌うのはあまり好きじゃない。孤児院のシスターに歌い方を習って、皆と一緒に喉のどを震わせていた頃ころは良かった。けれど、今はもうあんな純粋な気持ちではとても歌えない。

　自分が〈裸蟲ミルメコレオ〉に変えてしまった被験者たちの顔を思い出すからだ。

　己おのれの所業がとても恐ろしいことだと薄うす々うす気づいていながら、かつてのわたしは我が身可か愛わいさで彼らに不遇を強しいた。

　殴られるのが怖かった。食事を抜かれると苦しかった。明かり一つない独房に罰ばつとして何日も閉じ込められると気が狂うかと思った。だから、生きていくためには仕方がないと、自己の行ないの非道さから必死で目を逸そらし続つづけた。

　──もっとだっ、もっともっともっともっと詠え！

　わたしを産んだのは、果たしてどんな人たちだったのだろう？

　おそらく、バチカンの関係者──いや、被害者であったろうことは間違いない。

　バチカンは昔からケルト民族の血を色濃く受うけ継つぐ者を躍やつ起きになって探してきたようで、施設の人間が何かの拍ひよう子しに零こぼしていた話によれば、交配めいた真ま似ねまで行なっていたらしい。

　もしかしたら両親は、バチカンの元から逃げ出した脱走者か何かで、わたしを捨てたのも追跡の手が及ばぬようにするための、やむを得ない措そ置ちだったのかもしれない。

　でも、そんな可能性は考えてみたって詮せん無ないことだった。

　だって結局、わたしは捕まってしまったのだから。

　両親は最終的に、わたしの居所を吐いたのだ。追っ手から逃げ切れず、拷ごう問もんでもされたのだろう。だから、もう生きてもいまい。確実に分かるのはそれくらいだった。




　そんな日々がどれくらい続いたのかは分からない。

　バチカンの施設には時計も窓もなく、昼夜の区別さえ曖あい昧まいだった。ひどく長い歳さい月げつだったような気もすれば、たった一、二年のことだったようにも思える。栄養失調が原因なのか身体からだも殆ほとんど成長しなかったため、それを目安に時の経過を計ることもできなかった。

　その頃のわたしは、反抗の意思も罪悪感もとうに摩ま耗もうし切り、あらゆる感情を『無む駄だ』と排して、歌を紡つむぐだけの機械になり果てていた。だから、ある日、バチカンの隠し施設が何者かの手によって襲しゆう撃げきされたときも、さりとて期待に胸を膨ふくらませることもなく、ただ事の成り行きをぼんやりと眺めていたように思う。

　施設を襲おそったのは〈裸蟲ミルメコレオ〉の軍勢だった。

　それを率いていたのは、三人の騎き士しと一人の少女だ。

　彼らのやり取りに関しては、不思議と今でもはっきり思い出せる。

　──嘆かわしいことだ。噂うわさには聞いていたが、よもやここまでとは。

　一人は『右の剣』。

　先代のクリザリッドだ。〈ブリュム・ド・シャルール〉を施設へ手引きした張本人だった彼は、当時〈ゲオルギウスの剣〉の前身たるバチカンの非正規部隊を与あずかる身だった。なぜ組そ織しきと内通するに至ったかは、実のところわたしも詳くわしく聞かされていない。

　──カカッ、身内の恥に猛たけりおるか。連中の非道など今いま更さらだと思うがの？

　一人は『左の盾』。

　見た目は妙みよう齢れいの女性だが馬ば鹿かげて長生きで、施設から保ほ護ごされたあと、わたしは彼女から魔ま術じゆつの手ほどきを受けることになる。つまり一応、師弟関係ということになるのだが、あまり尊敬に値あたいする人物ではない。はっきりと人じん格かく破は綻たん者しやなのだ。

　──……それで、肝かん心じんの者は？

　一人は『中央の鎧よろい』。

　正直、彼のことは殆ほとんど何も知らないに等しい。必要最低限のことしか喋しやべらず、常つねにむっつりと押し黙っている偉い丈じよう夫ふだ。ただ、その目はどこか悲しみの色を湛たたえており、相対するとわけもなく落ち着かない気分にさせられる。わたしは今も昔も彼のことが苦手だ。

　──あ、たぶんあの子だと思う。ほら、黒い髪かみの一番ちっちゃな子。

　一人は『女王』。

　わたしの見ている世界を良くも悪くも変えてくれた子。いや、『子』なんて言い方をするのはおかしいか。外見にしたって当時はまだわたしのほうがずっと幼い。彼女が組織の本拠地たる『城』の外に出るのが、どれほど異例の事態なのか、あの頃ころのわたしは知る由よしもなかった。

　──初めましてね、詠うたい手ての貴女あなた。わたしたちは間に合ったかしら？

　爽さわやかな笑みと共にそう言った彼女に、わたしは何も返すことができなかった。外界の物事にいちいち反応を示すほどの余裕がなかったのだ。無言が問いへの雄ゆう弁べんな答えともいえた。

　──ごめんなさい、遅れちゃって。今から貴女を解放してあげるわ。

　──でね？　え～っと、もし良かったらでいいんだけど……ここを出たあと、わたしたちにちょっと、ついて来てくれないかな？　悪いようにはしないから。

　ついて来てくれ？　頼み事なんて馬鹿げてる。どうせ自分には選択権などないのに。

　そう心で思っただけだったのに、彼女はなぜか正しくこちらの意を読み取った。

　──そんなことないわ。人はいつだって多くの選せん択たく肢しを持ってる。たぶん、当人が思っているよりもずっと多く。

　──わたしの『予言』にしたって、みんなが考えてるほど絶対のものじゃないの。

　──ただ、まだ外はずれたことが一度もないっていうだけで。

　外れたことがない？　ならば絶対と同義ではないか。そう反感を覚おぼえたけれど、今度は彼女は何も答えなかった。眉まゆ尻じりを下げて少し困ったように微ほほ笑えんだだけだ。

　──わたしは星を詠よむ。貴女あなたは歌を詠む。

　──ねえ、詠フいイ手ラ？　欧州の封ふう印いんを解くために貴女の力は必須だけれど、でもわたしはそれを強要したくないの。貴女自身に選んで欲しいのよ。

　──貴女はとても変わった星をしてる。たぶん、これからの世界の行く末を、もっとも深い場所で観測する一人なんだと思う。

　──だから、わたしたちが正しいかどうかを見み極きわめて？

　──間違っていると感じたら、そのときは容よう赦しやなくわたしたちを止めて？

　わけの分からない言葉の羅ら列れつ。ただ、それでも子供心に少し疑問に思うことはあって、「貴女の予言では、どうなるの？」と、わたしは初めて口に出して問いかけた。

　彼女は再び眉尻を下げ、けれど包み隠さず答えてくれた。

　──貴女は歌ってくれるわ、詠フいイ手ラ。

　──わたしたちのために。色んな人たちのために。様々な場面で、様々な歌を。

　でも、と言葉が続けられる。忘れないで、と申し訳なさそうに。

　そして続けられた最後の台詞せりふを聞き、わたしは一いつ拍ぱく置いたのち大笑いした。自分のなかにまだそんな感情が残っていたなんて意外だった。

　声は他人のもののように罅ひび割われていて、哄こう笑しようは怖おぞ気けを振るうくらい邪よこしまで。

　心の底から怒ったとき嫌な笑い方をする癖くせは、たぶんこのとき身についたのだと思う。




　　　　○




　そこで目が覚さめた。

「…………？」

　起きがけは、いつも頭が上う手まく回らない。マルティナは自分の置かれた状況を、すぐには正しく把は握あくすることができなかった。

　とりあえず朝のようだ。空気が冷たい。窓から差し込む光に照らされた部屋は、掃除こそされているものの、木製の床や壁かべはかなり腐ふ蝕しよくが進んでいる。室内には自分が寝ているものも含めて幾いくつかベッドが置かれていて、シーツや枕まくらだけがやけに真新しかった。

　あぁ、そうか、と身を起こす途中で俄にわかに思い出す。ここはパリ郊外のほど近くにある廃工場だ。〈ブリュム・ド・シャルール〉が保有している隠れ家の一つで、この部屋は元は作業員用の仮眠室か何かだと、昨日、構成員の誰だれかが言っていたような気がする。

　そこまで考えが及べば、あとは独ひとりでに次々と、現状が呼び起こされた。

　リグワール邸での騒そう動どうから、既すでに一夜明けたらしい。聖カトリーヌ学園聖せい歌か隊たい・出張公演の旅、六日目──本来ならそうなる予定だったはずの日だ。もうそんな日程、自分にはなんの関係もないし、聖歌隊の皆も今いま頃ごろは公演どころの騒さわぎではないだろうけれど。

「あら、起きられましたのね？」

　不意にドアが開く音がした。青い衣装を着た誰かが、声をあげて室内に入ってくる。

　現クリザリッドの義理の娘で、〈七星コキシネル〉の第六席に就ついたばかりだという、あの日本かぶれを絵に描いたような少女だ。確かノエとかいったか？　フランスではさほど珍めずらしくもない名前だけれど、漢字表記もできそうなあたり、おそらくクリザリッドがつけたのだろう。

　聞けば、元は自分と同じで孤児らしい。

　彼女が本当の親から名前を貰もらったのか否いなか、もし貰ったのだとしたらそれはどうしたのか──昔の夢を見たせいか、そんな益やく体たいもないことが少し気になった。

「ワッショイですの、マルティナ様♪」

　おはようボンジユール的なニュアンスだろう、ノエが朗ほがらかに挨あい拶さつをしてくる。マルティナは「ええ」とだけ返して、のろのろとベッドを降りた。まだ頭の奥がちょっと重たい気がする。

「なんだか、お顔の色が優すぐれませんの。大丈夫ですの？」

「……平気。いつものことだから」

　かぶりを振って眠気と鬱うつ気きを追い払い、

「それより、他の連中は？」

「もうみんな起きてますの。マルティナ様が最後ですのよ」

「……そう」

　どうやらノエはわざわざ自分を起こしに来てくれたらしい。マルティナは身み支じ度たくを整えようと部屋の隅すみに放り出してあった鞄かばんに手をかけた。が、そこでふと工場の外が騒がしいことに気づく。窓を開けてみれば、その原因は一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　人だ。

　凄すさまじいまでの人。

　通りを埋うめ尽つくしている。

　道路では蒸気自動車が渋滞の列を為なし、空を見上げれば飛行船やシエルバレがそこらじゅうを飛び交っていた。一般人は皆、街まちの外を目指しているようで、誰だれも彼も大なり小なりの荷物を抱えている。顔には一様に恐怖と焦しよう燥そうの色。警けい察さつや軍人たちが怒鳴り声をあげ、必死で彼らを市外へと誘ゆう導どうしていた。このぶんでは鉄道も推おして知しるべしだろう。

　まるでどこかの国が戦争でも仕掛けて来たような有あり様さまだった。

「……住民の避難は、今、どれくらい？」

「まだ四割にも満たないそうですの。それでも半日足らずにしては上出来って話ですけれど」

　ノエが応じてくる。すべての事情を弁わきまえているマルティナは深々と溜ため息いきをついた。

　昨晩のことだ。リグワール邸での作戦が終わった時点で、あらかじめ決めてあった段取りどおり、ティエールを通じてパリ全域に緊きん急きゆう避ひ難なん警けい報ほうが発令された。

　名目は『大規模〈蟲ギヴル〉災害』。多数の〈蟲ギヴル〉がパリ市内に侵入し、場合によってはアバドン・ショック並みの大災害も予想される。また〈ブリュム・ド・シャルール〉のテロである疑いも強く、全住民は速すみやかに誘導に従って避難されたし──

　無論、すべて狂言だ。

　それも〈蟲ギヴル〉観測所や軍の上層部を抱き込み、捕ほ獲かくしてあった〈蟲ギヴル〉を実際に街へ放ってまで為された、馬ば鹿か馬鹿しいまでに大それた狂言だった。

　イースという前例があるためか、『〈ブリュム・ド・シャルール〉のテロ』という触れは、予想どおりパリの住民たちを強きよう烈れつに衝つき動うごかしたらしい。現時点で三割を超こえているなら、確かにまずまずの避難率だ。住民全員、とまではいかずとも、せめて七割──いや、なんとか八割には届いてほしいと、マルティナは身勝手な願いと知りつつも切に思う。

　何しろ、今はまだ単なる狂言に過ぎなくとも、最終的に『アバドン・ショック並みの大災害』という言葉は現実化するのだ。余計な犠ぎ牲せいは少なければ少ないほうが良かった。

「……ひどい話ね」

「？　何がですの？」

　これから街まちで起こることなど、なんとも思っていないのか、ノエがきょとんと訊きき返かえしてくる。そんな彼女を、マルティナは素っ気なくあしらった。

「別に。──それより、貴女あなたは先に戻ってて。着替えたら行くわ」

「ですの？　なら、そうさせてもらいますの」

　ノエが会え釈しやくして部屋を出て行く。そうして、マルティナはまた一人になった。

　一人になると思考は自己の内面に向かってゆく。昔はごく当たり前だったことが、なぜか今はひどく苦痛だった。初めに脳のう裏りに浮かんだのは学園の生徒や教師たち。次は血ち溜だまりに伏せった慧けい太た郎ろうと、自分の裏切りに顔を強こわ張ばらせたクロエ。そして最後は、

　──なんとか言え、マルティナァァ──────ッ！

　知らぬ間に自分のなかで、随分と面倒な存在になっていた、あの少女の叫び声だった。

「っ……」

　息が詰つまる。なぜかは分からないけれど、無む駄だなものが胸の内で渦うず巻まいている。

　無駄は嫌いだ。だって意味がない。

　この世にレールが敷しかれていて、そこから外はずれることが叶かなわないなら、何をどう頑張ったって結局はすべて同じこと。行き着くべき場所に、ただ行き着くだけだ。

　受うけ容いれようと思ったのは、いったいどうしてだったか。

　何もかもが面倒になったから？　それとも、自分が〈裸蟲ミルメコレオ〉に変えてしまった人々に対する罪悪感？　あるいは、もう会えもしない親との繫つながりである、この特異な血に何か意義を見出して？　組そ織しきへの仲間意識？　もっと単純に〈裸蟲ミルメコレオ〉を救いたいという理想？

　分からない。そのどれもが正しくて、どれもが間違っている気がした。

　ただ、一つだけ確実に言えることもあって、それは──

　──でも、忘れないで。

　女王の『星ほし詠よみ』。バチカンの施設で彼女が為なした、予言の最後の一節。

　絶対ではない。そう言いながら、結果的に相手の可能性を摘つみ取とってしまう、神の託たく宣せんが如ごとき運命レールの示し唆さ。




　──自分のために歌うことだけは、きっと一生できない。




「……くくっ」

　なるほど、正しい。確かにそれだけは未み来らい永えい劫ごうあり得ないだろう。

　だって、マルティナ・ロセリーニはもう歌うことが、好きでもなんでもないのだから。

　バチカンの手を逃のがれたあとも、結局、自分は何も変わらなかった。ただ、必要なときに必要な歌を紡つむぐ機械のままだった。そう在あることをマルティナ自身が望んだからだ。

　無む駄だは嫌いだ。如何いかんともし難がたいと自分でも理解できているなら、尚なお更さらそこに俠きよう雑ざつ物ぶつを持ち込む意味はない。だから、マルティナもいつしか感情ではなく理性で割り切った。それしかできないのなら、せめて効率と確実で以もって己おのが使命を全まつとうしよう、と。

　そして今日、自分はそんな詠うたい手てとしての生き方に大おお詰づめを迎える。

　外は相変わらず騒さわがしかった。作戦の決行は日づけが変わってからの予定だが、果たしてパリの街まちに住む何人が逃げ切れるか。また、何人が自みずから渦か中ちゆうに飛び込んで来るか。

　慧けい太た郎ろう？　現れるだろう。彼が本当に〈蟲天の瞳エレクトロン〉の最終保持者たり得るならば。

　クロエ？　現れるだろう。彼女の答えがなんであれマクシムとの再さい対たい峙じは不可避だ。

　なら、ムシ好き女は？　あの面倒な少女はどう動く？

「……来るでしょうね。世話焼きだもの」

　あれほど突き放してやったのに、性しよう懲こりもなく再び自分の前に立つだろう。

　そのことを考えると、また無駄なものが心中でのさばり始める。消えろと何度強く念じてみても、ソレは自分を効率的な詠い手ではいさせてくれない。

　ジャンヌ＝アンリエット・カジミール・ファーブル。

　たかが端は役やくのくせに、しつこく舞ぶ台たいに齧かじりつく嫌な女。さしたる孤独も知らないくせに、いつも自分は独ひとりだと酔っていた情けない奴やつ。主演を降りられない者の気持ちなど、彼女には到底分かるまい。孤独にならざるを得なかった者の悲嘆など及びもつくまい。

　マルティナは、あんな女のことなど、なんとも思っていない。

　そのはずだ。

　そのはずなのに、どうしてこうも心中穏おだやかではいられないのか。

「わたしはっ……」

　やがて怒りが独りでに口を衝つく。いつものように嫌な笑顔を表情に塗と布ふすることもできない。こんなはずではなかったと、理り不ふ尽じんさに対する苛いら立だちばかりが胸の奥で募ってゆく。

　マルティナは柄にもなく癇かん癪しやくまで起こし、手にしていた鞄かばんを乱暴に打ちやった。

「……わたしは友達なんていらないのよ、アンリエット……っ！」

　壁かべに当たった鞄から中身が散らばる。ホテルを出るとき搔かき集あつめてきた最低限の荷物だ。その殆ほとんどは魔ま術じゆつ品ひんで、量にしても微々たるものだけれど、そんななかに唯ゆい一いつ、他と比べて妙に浮いた品が紛まぎれ込こんでいた。それを目にしたマルティナは不覚にも息を吞のむ。

　自分の趣味などでは断じてない、洒しや落れたデザインの黒いミニハット。

　それが床の上に、ちょこんと転ころがっていた。

　所有者の意思がどうあれ、細い絆きずなの糸を懸けん命めいに主張するように。
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　覚かく醒せいは唐突だった。

「……ッ！」

　普段の寝起きの悪さもどこへやら、秋あき津つ慧けい太た郎ろうは意い識しきを取り戻すなり、寝かされていたベッドから跳とび起おきる。そして、周囲に鋭く気を配った。

　ここはどこだ？　今はいつだ？

　無む垢く嬢じよう矩のり安やすは──良かった、ちゃんとある。

　ベッドの枕まくら元もとに立てかけられていた愛刀を、莵とにも角かくにもまずは回収する。手を伸ばした途端、左肩から右みぎ脇わき腹ばらにかけて鋭い痛みが走ったが、それはあまり意に介さない。誰だれにつけられた傷であるかは自明だし、上半身が裸のため適切な処置が施ほどこされていることも一目で分かったからだ。既すでに粗あら方かた完治しているらしい。

　時刻は夜。壁かべにかかった時計を見るに、もうじき日づけが変わる。

　だが、リグワール邸で戦いが起きた『あの夜』とは、おそらく別の夜だ。

　あれから僅わずか数時間しか経っていないなど、身体からだの節々の状態から見てもあり得ない。つまり自分は、最低でも丸一日以上、暢のん気きに寝こけていたことになる。

　部屋は常じよう軌きを逸いつした豪ごう華かさだった。間取りは途方もなく広く、ベッドは天てん蓋がいつきのそれ。室内の意い匠しようや設しつらえられた調度品には、本物の金や銀、宝石がふんだんにあしらわれている。目が眩くらむどころか美的感覚が狂いそうなバロック様式だ。天井まで届く大窓の外にはバルコニーが存在し、更さらにその向こうには湖かと見み紛まがうほどの水園が広がっていた。王族の住まいもかくやといった具合だが、だとすればいったい誰が自分をこんな場所へ？

「……あっ」

　訝いぶかりつつも更に室内を見回していると、途中で見慣れたデザインの旅りよ行こう鞄かばんを発見した。

　ソファーに置かれているそれは間違いない、『ホテル・ド・グロワール』にあるはずの自分の鞄だ。駆かけ寄よってなかを検あらためてみると、所持品もすべて揃そろっていた。

　ますます疑念は深まるが、なんにせよ男物の服を取り出す。いつまでも半裸ではいられないため、素早く装よそおいを改めた。着替え終える頃ころには、僅わずかだけれど気も静まっている。

　負けた。

　完かん膚ぷなき敗北だ。

　クリザリッドとの立ち合いで、自分は一刀の下に敗れ去った。

　昏こん倒とうさせられる直前のイメージが強過ぎて、目め覚ざめても暫しばらくは戦いの昂こう揚よう感かんを引ひき摺ずっていたのだが、どれほど神経を尖とがらせても今この場に敵はいない。まずは落ち着くべきだった。

「……くそっ」

　瞼まぶたを閉じながらも吐き捨てる。他者に明確な敗北を喫きつするのはこれで二度目だ。

　しかも、ジョゼフのときとはわけが違う。万全の状態で同じ雲うん耀よう使いに、同じ雲耀で真っ向から後れを取った。共に『二にの太た刀ち要いらず』と称される奥おう義ぎを用いながら、しかし自分の剣は薬やく丸まるのそれに拮きつ抗こうさえし得なかったのだ。

　悔しかった。

　ひさしぶりかもしれない。純粋に『負けたこと』がこんなに悔しいのは。

　人を助けられなかったことや、戦う相手に想おもいが届かないことに、肺はい腑ふを焼かれた経験なら幾いく度どとなくある。けれど、ただ剣の腕が及ばぬことに歯は嚙がみするのは、少なくともフランスに来てからは初めてのような気がした。

　薬やく丸まる長ちよう左ざ衛え門もん兼かね武たけ。もし本当にクリザリッドが『そう』なら、寧むしろ若じやく輩はい者ものの自分が敗れるのは必ひつ定じようだ。相手の手並みに感服なりなんなり覚おぼえても良いはずなのに、そんな綺き麗れい事ごとで本音を誤ご魔ま化かすこともできないほど、あとからあとから憤いきどおりと情けなさが込み上げてくる。

　それと同じくらい、勝利への強い欲求も。

「──勝ちたい、と思えるうちはまだ大丈夫だ」

　己おのれに言い聞かせるように呟つぶやいたのは師の言葉だった。今よりもずっと未み熟じゆくだった頃ころ、こてんぱんにされるたび、よくそう諭さとされたのだ。同時に「勝ちたいのならまずは立て」とも。

　何度か深呼吸を繰くり返かえす。ややあって瞼を開ければ、平常心、とまではいかないものの、どうにか行動を起こせる程度の冷静さは取り戻せていた。

「よし」

　気き懸がかりは多い。リグワール邸で起きた事件の顚てん末まつや、アンリを始めとする皆の安あん否ぴを確かめるためにも、早急にここを出る必要があった。場合によっては敵中ということも考えられるため、用心に用心を重ねて慧けい太た郎ろうは部屋のドアへ向かう。

　だが、そのときだった。

『ちょっと、どこまでついて来る気よ!?』

　出し抜けに声が聞こえた。部屋の外からだ。

『無論、どこまでもです、マドモアゼル。吾わが輩はい、首相から貴女あなたがたの身の回りの世話を仰おおせつかっておるものですゆえ』

『噓うそばっかり！　単なる監視でしょ!?　ほら、あんたもなんか言ってやんなさい！』

『……いえ、わたしは別に、何も……』

『アンリエット、少し落ち着きなさい。さきほどから貴女は興こう奮ふんし過ぎですよ』

　声の主たちはこの部屋を目指しているようだったが、もちろん到着を待たねばならないというルールもない。慧太郎は居ても立ってもいられず、ドアから室外に飛び出した。

　相手はすぐに見つかった。長い廊下の先、今しも部屋から出たこちらを、ぽかんとした表情で眺めてくる四人。いずれも知った顔であり、真っ先に我に返ったのは、

「け、慧けい太た郎ろう！　良かった、意い識しきが戻──って、ああ!?」

　アンリだったが、駆かけ出だして胸に飛び込んで来たのは、クロエのほうが先だった。

「ケイ！　気がつかれたのですね!?」

「あ、ああ、うん……た、たった今だけど、なんとかね……あ、あはは」

　腕のなかで双そう眸ぼうを潤うるませるクロエは大変健けな気げだったが、当然というべきか先を越されたアンリが壮絶に不ふ機き嫌げんになりつつあったので、両者の板挟みに遭あって慧太郎は思わずしどろもどろになる。素直に再会を喜ぶこともできやしない。

「……今すぐどいて、おっぱい。それ、あたしの役目だから」

「潔いさぎよく諦あきらめなさい、アンリエット。こういうものは早い者勝ちですよ」

　そう言ってアンリを諌いさめたのはマザー・テレーズだった。その背後には達磨だるまめいた体形の憲けん兵ぺいが、厳いかめしい顔つきで仁に王おう立だちしている。話したことはないが、パリ大学で雪蘭シユエランたちと交戦していたあの男だ。確か名前は、エルネスト・オージェ・ド・ラ・ボーメスニルだったか。

「？　？？？」

　状況がよく吞のみこめない。なんだ、この面子メンツは？　なぜアンリたちが憲兵と一緒にいる？

「……僕は、どれくらい寝てたんだ？」

「ざっと丸一日よ。〈ブリュム・ド・シャルール〉とやり合ったのは昨日の晩ね」

　なるほど、だいたい予想どおりだ。ただ、アンリが組そ織しきの名前を口にした途端、全員の顔にはっきりと翳かげりが差した。特にアンリと、そして今ようやくこちらから離れたクロエが、共にかつてなく複雑なものを表によぎらせる。悔かい恨こん、戸惑い、不安、憤いきどおり──それらが混ぜこぜになった、どこか卑ひ屈くつとも取れる色。二人には似つかわしくない面おも持もちだったと思う。

　ほどなくアンリが嘆息した。次いで彼女はボーメスニルに向き直り、

「少佐。こいつ起きたけど、それでどうするの？」

「全員揃そろったのであれば話は早い。これより首相の元へお連れする」

「……そ。やっぱりそうなるわけ」

「？　ま、待ってくれ。首相っていうのは、もしかして……」

　聞きき咎とがめて口を挟めば、テレーズが簡かん潔けつに答えてくれた。

「ティエール首相ですよ」

「なっ……!?」

　アドルフ・ティエール!?　あの男の元に行く、ということは、この建物にいるのか!?

　いよいよわけが分からない。顎あごを落とす慧太郎に、アンリが踵きびすを返しながら言ってきた。

「時間がもったいないから、歩きながら話しましょ。どのみち、あいつの部屋まで長いもの。行くまでのあいだに簡単な現状説明くらいできるでしょ」

「……ここは、いったいどこなんだ？」

「ヴェルサイユ宮きゆう殿でんです。ご存知ですか、ケイ？」

　とりあえず場所だけは、という気持ちで尋たずねれば、クロエの回答がまたとんでもなかった。

「ヴェ、ヴェルサイユ!?　じゃあ、パリを出たのか!?」

「否いや応おうなしよ。あたしたちは憲けん兵ぺい隊たいにしょっ引かれたの。……ま、どっちにしろパリは今、あちこちで戦せん闘とうが起きてるうえ、ちょっとしたゴーストタウン状態だから、腰を据すえて話し合いなんて、とてもできなかったでしょうけどね」

　アンリのさり気ない言葉に、慧けい太た郎ろうは今度こそ我が耳を疑い、その場に釘くぎづけとなる。

　どうやら自分が寝ていた僅わずか一日のあいだに、事態は本格的にのっぴきならない状態へと移行しつつあるようだった。




　かつてブルボン王朝の最盛期、太陽王ルイ一四世はこう言ったという。

　──有史以来、もっとも大きく、もっとも輝かしい宮殿を！

　その要求を受けて建設されたヴェルサイユ宮殿は、豪ごう華か絢けん爛らんを体現するまさにヨーロッパ黄金時代の象徴的建造物だ。

　所在地はパリ近郊に位置する同名の街まち。ルイ一四世の死後も、何度かこの街に首都が移されたことがあり、そのときはヴェルサイユ宮殿が公式の王宮と見なされたらしい。実際、パリのルーヴル宮殿より知名度も壮そう麗れいさも遥はるかに勝まさっているだろう。

　昨日リグワール邸を訪れたとき、慧太郎は心中で『マリー・アントワネットの宝石箱のなかだ』などと気取った言い回しをしたものだったが、まさか本当に彼かの王おう妃ひが贅ぜい沢たくの限りを尽つくしたその場所に、こうして足を踏ふみ入いれることになろうとは。どこもかしこも奢しや侈しに過ぎる宮殿のなかは、侘わび寂さびを重んじる日本人としては、些いささか以上に感覚としてついてゆけない。

　とまれ──歩かされた。

　アンリの言うとおりだった。

　広い。滅法広い。そのうえようやく着いた居室にティエールはおらず、別の場所へ移動したと見張りの憲兵に教えられて、更さらにそこからがまた飽きるほど長かった。

　図らずも現状の説明には充分な時間が取れたといえよう。

「……そうか。パリは今、そんなことに……」

　すべての話を聞き終えた慧太郎は、事態の規模とその推移の速さに眉まゆ根ねを寄せた。

　パリに侵入した大量の〈蟲ギヴル〉。緊きん急きゆう避ひ難なん警けい報ほうの発令。現時点での住民の避難は六割弱。軍と警けい察さつが総掛かりで対処に当たっているが、未いまだ街から銃じゆう声せいが止やむ気配はなし──

　驚おどろきだ。たった一日でよくもまあ、ここまで事態が悪化したものである。

　肝かん心じんなときに寝ていることしかできなかった己おのれに忸じく怩じたるものを感じ、慧太郎は今すぐにでもパリに赴おもむいて人命救助に奔ほん走そうしたいという欲求を脹ふくらませるが、

「駄だ目めよ、慧けい太た郎ろう。今あんた一人が街まちに出てったところで、大した効果なんて見込めやしないんだから。それより、まずはここで確かめなきゃいけないことがあるわ」

　こちらの右みぎ隣どなりを歩くアンリに、そう機先を制された。

　分かっている。先走ってはいけない。自分たちがこのヴェルサイユ宮きゆう殿でんにいる意味を考えなくては。次いで慧太郎はアンリに尋たずねた。通路をゆく人数は変わらず五人のままだ。

「アンリ、〈蟲ギヴル〉の侵入っていうのはやっぱり？」

「当たり前よ。〈ブリュム・ド・シャルール〉の仕し業わざに決まってるわ」

　ムシ好き女が吐き捨てる。昨晩のリグワール邸での一件で、同じく組そ織しきが襲しゆう撃げきに用いたハエ型の〈蟲ギヴル〉を、やむにやまれず何体か屠ほふったという彼女は、口調が少し荒すさんでいた。

「街で暴れてる〈蟲ギヴル〉の種類に一貫性がないそうなの。アバドン・ショックみたいな特とく殊しゆな群体行動でも起こさない限り、『彼ら』が足並み揃そろえて何匹も人里に現れるなんて不自然だわ。それに〈ブリュム・ド・シャルール〉の連中、今回は『彼ら』を使し役えきする気もないみたい。数はともかく種類が違うと魔ま術じゆつの術式も増えるから、とても操あやつり切きれるものじゃないもの」

「つまり、街に放ほう逐ちくしたあとは、暴れるに任せてる……？」

「ええ、そういうこと。軍や警けい察さつへの陽動ってところでしょうね」

「じゃあ、奴やつらがそこまでする狙ねらいはなんなんだ？」

　パリがなくなる──クリザリッドは昨日、去さり際ぎわにそんな言葉を残したらしい。

　普通に考えれば、〈蟲ギヴル〉に街が破は壊かいされている現状が既すでにそれに当たる気もするが、しかし口にした相手が相手だけに『なくなる』というのは、少し引っ掛かりを覚おぼえる言い回しだ。

「……それに関しては、まだなんとも言えない。今のところ声明とかも出されてないみたいだし、クリザリッドの言葉の真意もよく分かんないもの」

　と、そこでアンリは一行の先頭をゆくボーメスニルに含みのある視線を投げ、

「でもまぁ、連中の狙いなんてこれからティエール首相に訊きけば、たぶん一発で分かっちゃうんでしょうけどね。──そうなんでしょ、少佐？」

　水を向けられたボーメスニルは、しかし何も答えず振り返りもしなかった。代わって慧太郎が、アンリに「どういうことだ？」と目線で尋ねる。

「簡かん単たんよ。あのタヌキは、今、街で起きてることにも一枚嚙かんでる、って言ってるの」

　思わずぎょっと目を剝むいた。彼女の言い分がひどく無茶な理屈に聞こえたからだ。

「そんな、まさかっ。仮にも首相だぞ？　自国の首都を脅おびやかすような真ま似ねをするはずが……」

「……そうね。普通に考えたらおかしい。けど、色々とキナ臭過ぎるのよ、あいつ」

　アンリは語る。外から街へ侵入したことになっている〈蟲ギヴル〉だが、数が膨ぼう大だいであるうえ飛行種でないものも多く含まれているため、寧むしろ『最初からパリ市内にいた』と考えたほうが自然である、と。そして、もしその仮説が正しかった場合、運び込んだ大量の〈蟲ギヴル〉をいざその段になるまで隠かくし果おおせる大掛かりな施設や手て管くだが必須になるのだ、とも。

「とにかくね、怪あやしい点を挙げていけばキリがないのよ。昨日のパーティーにも姿を見せてる以上、ティエールを真っ先に疑ってかかるのは当然だわ」

　殆ほとんど断じるようにそう言ってから、アンリは再びボーメスニルのほうに向いて、

「ね、正しよう味みのところどうなの、ボーメスニル少佐。貴方あなたは腹はら芸げいがあんまり得意じゃないみたいだけど、それでも憲けん兵ぺい隊たいの一少佐のくせにこうしてティエールと行動を共にしてるあたり、あのタヌキと何かのかたちで通じてるんでしょ？　あいつの思おも惑わくってどこにあるわけ？」

「……吾わが輩はいの口からはお答えしかねる」

　彼は背中を向けたまま、それだけを言った。声には微かすかに苦く渋じゆうが滲にじんでいたと思う。

　昨晩、リグワール邸から〈ブリュム・ド・シャルール〉が撤てつ退たいしたあと、自分やアンリたちを保ほ護ごという名目でここに連れて来たのも彼だという。誠実そうなタイプに見えるのに、ティエールの子飼いになっているなど、よく分からない人だなと慧けい太た郎ろうは首を傾かしげた。

〈ブリュム・ド・シャルール〉が昨日のパーティーを襲しゆう撃げきした意図に関しては、こちらの左ひだり隣どなりを歩いているクロエの口から、既すでにだいたいのところは聞き及んでいる。

　アルテュール・リグワールに化ばけていた──俄にわかには信しんじ難がたい話だが──というマクシムなる男の弁によれば、パーティー出席者に含まれていた反政府的な思想の持ち主たちと、出来レースに嵌はめられたボナパルト派の先せん鋒ぽうたちを、何者かの指示で一掃することが組そ織しきの第一目的だったらしい。自分たちへの接触はあくまで物のついでだったのだ。

　その『何者か』というのが誰だれなのかは、無論、事ここに至っては論ずるまでもない。ティエールと〈ブリュム・ド・シャルール〉の癒ゆ着ちやくはもはや動かし難い事実といえた。

　が、しかしだからといって、ティエールがパリの蹂じゆう躙りんにまで荷か担たんするかといえば、これがどうにもしっくり来ない。フランスに益するところが何もない気がする。

「──ここで頭を悩ませても仕方がありませんよ、マドモアゼル・秋あき津つ」

　うんうん唸うなっているこちらを見かねたか、少し後ろを歩くテレーズがそう告げてきた。

「じき首相にお目通りが叶かなうのです。ご本人の口から何もかも伺うかがいましょう」

　彼女は普段どおり柔和な笑みを浮かべていたものの、当然というべきかやはり憔しよう悴すいの色は隠せていなかった。慧太郎は少し心配になって背後を振り返る。

「あの、マザーは皆と一緒に学園へ戻られたほうが良かったんじゃ……？　話だと憲兵隊が身柄を預かると主張したのは、僕たち三人だけだったんでしょう？」

「気遣いは無用ですよ、秋津。あちらはシスター・ミレーユたちに任せてありますもの。国家憲兵隊の皆さんも、きちんと飛行船で送り届けると、請うけ負おってくださいましたしね」

「ふん、信じてもいない建前、しれっと口にしちゃってまぁ……」

　憲兵隊の約束など、なんの保証にもならない──アンリはそう言いたげだった。

「……でも、慧太郎の意見にはあたしも賛成かな。マザーはまだ逃げられる余地があるんだから、早く学園に戻ったほうがいいわ。このあと事態がどう転ころぶか分かりゃしないもの」

「馬ば鹿かを言ってはいけませんよ、アンリエット。我が校の生徒を四人も残したまま、学園長である私だけ逃げるなど、できるはずがないでしょう？」

「「「ッ」」」

　テレーズの何気ない台詞せりふに空気が凝ぎよう結けつした。

　アンリがたちまち柳りゆう眉びを逆立てる。クロエは深く俯うつむき、慧けい太た郎ろうも目を眇すがめた。

　発言者のテレーズだけが、持ち前のたおやかな笑みを崩くずさぬまま、葛かつ藤とうに揺れる教え子たちを静かに見守っている。だから気づいた。今のは『失言』ではないのだ、と。

「……耄もう碌ろくしたの、マザー？　生徒の数は三人よ」

「いいえ、四人で合っていますとも」

　アンリの苛いら立だちが目に見えて募る。彼女が先刻から荒れている理由の最たるもの、クロエが落ち込んでいる原因の一つ、それこそ件くだんの『四人目の生徒』にまつわる問題に他ならなかったからだ。慧太郎も既すでにアンリの事務的な説明で事情は理解していた。

「なあ、アンリ。マルティナは──」

「やめて、慧太郎」

　敢あえて話題に踏ふみ込こんでみるも、返ってきたのは明確な拒きよ絶ぜつだった。

「今は敵の話なんて聞きたくないわ」

　敵。

　そう言い切ってしまうのか、マルティナ・ロセリーニのことを。

　あの謎なぞだらけで取っつきにくい、けれど不思議と憎めない少女のことを。

　なんだかんだでこの二ヵ月間、いつも一緒にいたのに。よりにもよって自分たちのなかでもっとも彼女とつき合いが長い、アンリエット・ファーブルが。

「…………っ」

　アンリはそれっきり前を向いて黙り込んでしまう。彼女のそんな頑かたくなな態度が妙に頭にきて、慧太郎は続けて口を開こうとした。が、間の悪いことにボーメスニルが一いつ拍ぱく早く声をあげる。

「そろそろ『鏡かがみの回かい廊ろう』である。気け圧おされぬように」

　彼の言葉は正しかった。ほんの数メートルほど進んだ廊下の先で、ヴェルサイユ宮きゆう殿でん最高最美と評される煌きらびやかな空間が、慧太郎たちを待まち構かまえていたからだ。

　圧巻だった。もう溜ため息いきも出てこない。誰だれも足を止めずに済んだのは、ひとえにボーメスニルの忠告のおかげで、あらかじめ心構えができていたからだろう。

　クリスタルと鏡が織おり成なす、得えも言われぬ幻げん想そう的てきな景観。

　取り込んだ光をまるで小鳥のようにどこにも逃がさない硝子ガラスの檻おり。

　今はあいにく夜だけれど、乱反射を繰くり返かえす光が照明ではなく陽光であったなら、ここはまさしくルイ一四世の異名にちなむ太陽の御み座くらに他ならなかっただろう。天井にはル・ブランの手になる絵画が三〇点も連つらなり、彼かの王が成なし遂とげた偉業の数々を高らかに謳うたっていた。

　そして、『鏡かがみの回かい廊ろう』と名づけられた、その巨大ギャラリーのちょうど中程あたりに、

「──やあ、諸君。特等席へようこそだね」

　のんびりとした所しよ作さで佇たたずむ、瓜うり実ざね顔がおの壮漢が一人。

　アドルフ・ティエール。フランス王国の現首相でありながら、テロ組そ織しきと通じて数々の策さく謀ぼうを講じ、もしかすれば今現在、パリの街まちを危機に陥おとしいれている張本人かもしれない男。

「これから世紀の一大イベントが始まる。皆、間に合って何よりだ」

　重ねてそう言った彼は、なぜか礼服を着用していた。手にはワインがなみなみと注そそがれたグラスを持ち、その視線は窓の外に広がる闇やみ空ぞらへと向けられている。方角的に考えるとあちらにはパリが存在するはずだったが、さすがにここからでは視認できるはずもなかった。

「「「「………………」」」」

　慧けい太た郎ろうたちは厳きびしい面おも持もちでティエールと対たい峙じする。彼はまるで主導権を放ほう棄きするかのように、小首を傾かしげたまま無言でこちらの第一声を待っていた。

　日づけはとうに変わっている。聖カトリーヌ学園聖せい歌か隊たい・出張公演の旅、その七日目。本来ならすべてのコンサート依頼を済ませ、揚よう々ようとパリから引き上げるはずだった最後の日。

「──聞かせてちょうだい」

　まず初めに、アンリが硬い声音で口火を切った。

「あんたの目的は何？　〈ブリュム・ド・シャルール〉は、パリをどうするつもりなの？」




　　　　○




　銃じゆう声せいと砲ほう声せいが絶えず街がい路ろに響ひびき渡わたっている。

　それに重なって闇に谺こだまするのは、無数の〈蟲ギヴル〉が発する壮絶な金切り声。

　肉食性・鉄食性の獰どう猛もうな種ばかりを選んで街に解き放ったのが功を奏したか、何も知らない警けい察さつや軍の末端はそちらに応戦するので手て一いつ杯ぱいで、戦場の只ただ中なかで人が為なす謀はかりごとにまでは到底気が回らないらしい。自じ動どう甲かつ冑ちゆうや蒸気戦車、果ては最さい新しん鋭えいの気き囊のう内ない蔵ぞう型がた飛ひ行こう船せんまで持ち出して奮ふん戦せんしているも、やはり市街戦となると簡かん単たんにはいかないようだった。

「……花の都もこうなってしまうと形なしね」

　パリの様子を高所から一望していたマルティナは、被かぶっているミニハットを風に飛ばされないよう手で押さえながらそう囁ささやいた。

　エトワール凱がい旋せん門もん、その頂いただきの上で──だ。

　一八〇五年に起きた『オステルリッツの戦い』の記念に、皇帝ナポレオン一世が建造した巨大な門の屋上で、現在、マルティナは己おのれの役目がやって来る瞬しゆん間かんをじっと待ち続けていた。

　時刻は既すでに午前三時を回っている。もうじき夜も明けるだろう。

　街の住民の避難が、五割を超こえた頃ころから遅々として進まなくなったため、無理を言って作戦決行の時間をここまで遅らせてもらったのだが、さすがにもう引き延ばしも限界だった。

　考えてみれば当たり前の話で、王おう侯こう貴き族ぞくや資産家たちは自家用の飛行船や、根回しによって優ゆう先せん的てきに確保した他の脱出手段などで早々に街まちを出られるだろうが、金も運もない人間はそうもいかない。多くの逃げ遅れが出るのは必ひつ定じようだ。避難率がせめて八割に届いて欲しいなどという願いは、やはり身勝手で現実が分かっていない甘えた戯ざれ言ごとだったのだろう。

　一応、予定どおり凱がい旋せん門もんの周辺には、住民は人っ子一人見当たらなかった。

　作戦の要所となるこの辺り一帯から離すように〈蟲ギヴル〉を放ち、更さらに各ポイントには魔ま術じゆつで人払いの結界まで張ってあるため、戦せん闘とうも主に街の南側の区域で発生している。ここから確認できるのは、せいぜい派手な音と火の手ぐらいなものだ。

　ただ、それでも戦闘の過か酷こくさ、壊こわれゆく街並みの凄せい惨さんさは伝わってきたし、これでもまだ事はほんの序の口なのだと思うと足が震えた。他の連中はどんな心境でいるのだろうと眼下に視線を落とせば、エトワール広場に集まった〈ブリュム・ド・シャルール〉の面々は、誰だれ一人として浮き足立った様子もない。皆、毅き然ぜんとしたものだった。

　唯ゆい一いつ、指揮官の姿だけが見えなかったが──

「よう。えらく寒いな、ここ」

「ッ」

　背後からそう声をかけられて、マルティナは危あやうくバランスを崩くずしそうになった。

　足でも踏ふみ外はずそうものなら地面まで真っ逆さまだ。泡あわを食って体勢を戻し、相手を睨にらみつける。雅みやびな着物を肩から引っ掛けた、夜目にも映はえる総そう白髪しらがの男がそこにいた。

〈三蟲士レ・トロワ・ムスクテール〉が『右の剣』、クリザリッド。

　本名は薬やく丸まる兼かね武たけといったか。やや色黒で野性味のある顔立ち。身体からだは鍛きたえ込こまれているが細身で、東洋人の割に背丈もまずまずだから、豹ひようとかそのあたりの獣けものを連想させる。

　外見こそ二〇代前半の若者だが、何気に若作りが多い上級幹部のご多分に漏もれず、実じつ年ねん齢れいは既すでに六〇歳さいを超こえているらしい。組そ織しきに所属してまだ日が浅い新参者でありながら、前『右の剣』を下すという圧倒的な強さを見せつけての入団のためか、周囲ともそこそこ上う手まくやっているそうだ。この男が日本人なのは知っていたが、詳しよう細さいな生しよう国ごくまであの秋あき津つ慧けい太た郎ろうと同じであるという話は昨日が初耳で、ノエから聞かされたときは大層驚おどろいた。

　ともあれ、マルティナは言った。いつの間にここまで登ってきたのだろう、と思いながら。

「……気配を消して近づかないで」

「別に消してねぇよ。そっちが心ここに在あらずなだけだろ」

　かもしれない。だが、素直に認めるのも癪しやくだ。マルティナは言葉少なに先を促うながした。

「で、なんの用？」

「いやなに、俺おれたちはこれまで満足に喋しやべったことがなかったからな。大事の前にちっとばかし胸きよう襟きん開いて話しておこうかと思ってよ。隣となりいいか？」

　少し考えたあと顎あごを引けば、彼が「よっこいせ」と年寄り臭い物言いで胡坐あぐらをかく。

「接点がないのなんて当然よ。わたしは基本、組そ織しきのなかでは浮いていたから」

「知ってるよ。けど、先代の『右』とは割とよくつるんでたんだろ？」

　つるむ、という表現が適切かは分からないが、まぁそうだ。彼はマルティナが組織に入るきっかけを作った一人で、事情を弁わきまえているぶん他の者よりも話す機会は多かった。あと言葉を交わす相手といえば、せいぜい女王と『左』、それにマクシムぐらいだったか。

「あ～……もしかしてよ、先代を『右』の席から蹴け落おとした俺おれを、恨うらんでたりするか？」

「別に。正々堂々戦った結果、そうなったんでしょう？　なら、わたしに言えることは何もないわ。〈蟲天の瞳エレクトロン〉は然しかるべき者の手に委ゆだねられる決まりだもの」

　それに、確かに先代の『右』は自分を施設から救い出してくれた恩人だけれど、『左』とは別の意味で人格に難のある相手だった。接点はあっても親交と呼べるほどのものではない。

　いや、そういった意味で言えば、そもそも〈ブリュム・ド・シャルール〉には、マルティナの居場所などどこにもありはしなかったのだ。だからこそ、通常の任務に携たずさわる必要がない身でありながら、わざわざ学園への潜せん入にゆうに志願して、自分は組織の本拠地を出たのだから。

「……貴方あなたの娘から聞いたわ」

「ん？」

「スキナーを斬きったそうね。煮にえ切きらない態度を続けたから、という理由で」

　クリザリッドが口端を薄うすく持ち上げる。マルティナは構かまわず続けた。

「わたしのことも信用できない？」

「ああ、正しよう味みのところな」

　だろうな、と思う。それは組織に属する大多数の構成員たちの総意でもあるだろう。公然と翻ほん意いが認められている存在など、反感を覚おぼえるなというほうが無理な話だからだ。女王のお墨すみつきがあったところで、感情的に割り切れるものではない。

　先のスキナーの話から察するに、この男はそういう一線には拘こだわるタイプだ。自分が『詠うたい手て』でなければ、さっさと始末したいとでも思っているのかもしれない。

「役目は果たすわ。もう決めたことだから」

「是ぜ非ひともそう願いたいところだがね。しかし、どうにもまだ踏ふん切ぎりがつきかねるって顔をしてるぜ？　俺が怖いのはこの土ど壇たん場ばで計画が水みずの泡あわになることなんだ。分かるよな？」

　ええ、とマルティナは小さく頷うなずき、そして僅わずかに考えてから尋たずねてみた。

「貴方は〈ブリュム・ド・シャルール〉の理念に心から賛同しているの？」

「当然だろ。何しろ〈裸蟲ミルメコレオ〉になったせいで、故郷じゃ屋や久く島しまに流されたあと、えらい目に──っておい、なんだ？　そんな台詞せりふが出てくるってことは、やっぱりお前は違うのか？」

「賛同はしているわ。ただ、疑念も持っているだけよ」

　そういうのは賛同とは言わねぇよ、とクリザリッドが呆あきれたように毒づく。

　マルティナはふと気になって、再び広場を見下ろした。屯たむろする同胞たちのやり取りが、風に乗ってここまで聞こえてくる。特に輪の中心にいる四人はまことにやかましい限りで、

『まあ、雪蘭シユエラン様ってダンスも嗜たしなまれますの？　もしかしてキリキリマイですの？』

『違う！　いや、そのキリキリなんたらとかいうのは皆かい目もく知らんが！　なんだか絶対に違う気がするという意見もあるぞ！　わたしのはもっとこう優ゆう美びな感じの──』

『俺おれモ……コサックダンス、ナラ……得意ダガ？』

『うわ、ミハイールのコサックは凄すさまじく迫力がありそうだね』

　そんなような会話を交わしていた。大仕事の前だというのに、特に気負った様子もない〈七星コキシネル〉の精せい鋭えいたちを眺め、やがてマルティナは感じた疑問をそのまま口に出す。

「……やっぱり彼らもそうなのかしら？　組そ織しきの目指す場所に、なんの疑いもない？」

「少なくとも腹は決まってるだろ。どいつもこいつも過去にゃ色々あった奴やつらだからな。この段でフラつきゃしねぇよ。……ま、ノエの奴はちと例外だが」

「わたしだって、覚悟なら済ませてあるわ」

　そう。何度も言うが、もう決めたことなのだ。例たとえ意に沿わない道でも、可能性が高ければそれを選ぶ。進みたいと思うレールの上を進めるほど自分は強くない。いや、多くの人間がそうだ。だから敷しかれたものに逆らえない。無む駄だを切り捨てて効率を取るしかなくなる。

　それが普通。それが当たり前なのだ。

　女王が言うほど、人は沢山の選せん択たく肢しなど持っていない。仮に持っていたとしても、それは殆ほとんどの場合『選べない選択肢』だ。マルティナは諦あきらめることもまた立派な決断だと思う。

「ならよ、ダチ公に関してはどうする気だ？　ほれ、リグワールの屋や敷しきで最後に言い合ってた、なんとかファーブルって娘。あれはいいのか？」

　突然、思いもよらぬ相手に、思いもよらぬ問いを投げられ、マルティナは目を丸くした。

「……おかしなことを訊きくのね。計画が潰つぶれるのが怖いと言っていたくせに、わたしを情に絆ほだされる方向に煽あおってどうするの？」

「阿あ呆ほう、『筋すじ』の話をしてるんだ。俺はお前がまったく信用できんが、お前にとって信用できる相手はどうするんだ？　信義ってのはそう簡かん単たんに背そむけるもんなのか？」

　クリザリッドは知らぬ間に仰あお向むけに寝ね転ころがっていた。両手を枕まくら代わりに頭の下にやり、組んだ足をぷらぷらさせながら、雲の切れ間から覗のぞく星々を見上げている。

「もしお前が本当にウチから離反するようなら、そんときゃお前の命でさっぱりけじめを取らせてもらう。で、今回は計画を見送って別の詠うたい手てを探す。どんだけ時間が掛かるかは分からんし、これまで費ついやした仲間の命や金や手間、全部パーになるけどな。それははっきり言って最悪だ。最悪だが、手前の意志で離れる奴を引き止めるのは、『筋』が違うんだよ」

「………………」

　なるほど、そういう考え方か。このクリザリッドという男は、マルティナからすると型破りな点が目立つのだが、寧むしろこれが一般的なサムライの思考なのかもしれない。前に『左』に聞かせてもらった日本の逸いつ話わを踏ふまえると、どうも慧けい太た郎ろうのほうが異端という気がする。

「で、どうなんだ？　お前の心はどこにある？」

「……わたしは……」

　僅わずかに言いい淀よどむ。知らず知らずのうちに、指がミニハットのつばに触れた。

　なんで自分はこんなものを被かぶってきてしまったのだろう？　遅おそ蒔まきながら激はげしい後悔が胸を衝つく。廃工場を出るときはアンリエットに突き返してやるつもりでいたのに、今では単なる自分の未練がましさの象徴であるような気さえしていた。

「わたしの、心の在あり処かなんて……もう無ないわ。ずいぶん前に喪うしなわれてしまったもの」

　散々迷った末にそれだけを返した。果たして、クリザリッドは何を思ったか暫しばらくこちらを見み詰つめていたが、間もなくけったくそ悪そうに鼻を鳴らして、

「やれやれ、どうにも合わねぇな……」

　小さくそう呟つぶやくや、今度はおもむろに身を起こした。

「ま、いいやな。どのみち時間切れだ。今、蟲むしの報しらせが来たぜ」

　息を吞のんだ。それが何を意味するかは語るまでもないだろう。にも拘かかわらず、クリザリッドがわざわざ続けて言ってきたのは──つまり、そういうことなのだろうと思う。

「準備が整ったとよ。お前の出番だ、詠うたい手て」

　揺らげば、斬きる。

　暗にそう告げられ、表情を引ひき締しめる。胸の痛みを唇を嚙かんで堪こらえた。

　マルティナ・ロセリーニは、もう歌うことが好きじゃない。

　理由は二つある。一つは、かつて自分がバチカンの施設で行なった非道が脳のう裏りをよぎるため。

　そして、もう一つは──

「……ええ、分かってるわ」

　今一度、己おのれのなかで初期動因を確認する。迷う必要などどこにもないと、蕪ぶ雑ざつとした胸中に無理くり一本の線を引く。

　マルティナはその線をレールに見立て、ほどなく始まりの一歩目を踏み出した。
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「私の目的？　そんなものは決まっている。我が国の繁はん栄えいのためだとも」

　アンリがぶつけた質問に、ティエールは穏おだやかな物腰で応じた。

　ヴェルサイユ宮きゆう殿でん『鏡かがみの回かい廊ろう』で対たい峙じするフランス王国が現首相の一人は、出会ったときと変わらぬ人を食った態度でそこに佇たたずんでいる。慧太郎は思わず顔をしかめた。

　まさか欠片かけらも悪びれないどころか、糾きゆう弾だんのために現れた相手を笑顔で歓待するとは。これなら木で鼻を括くくるような対応をされたほうがまだマシだった。

「……フランスのため？」

　アンリが眉み間けんに皺しわを作り、舌ぜつ鋒ぽう鋭く吐き捨てる。

「笑わせないで！　今、パリがどんなことになってるか分かってるの!?　街まちに〈蟲ギヴル〉が侵入したのだって、あんたが〈ブリュム・ド・シャルール〉と手を組んで──」

「あぁ、うん。そのとおり。そのとおりだから、分かり切った質問はやめよう、マドモアゼル。退屈だし時間がもったいない」

　アンリが肩を激はげしく跳はねさせる。慧けい太た郎ろうも、クロエやテレーズも、皆が啞あ然ぜんと目を剝むいた。

　意外だったのはボーメスニルの反応だ。自分たちをこの場まで連れて来たあと、彼はティエールの背後で粛しゆく々しゆくと控ひかえていたのだが、やはり今は彫像のように固まっていた。

　ティエールと通じているなら、さぞ裏事情にも精通していることだろうと思っていたのだけれど、どうやらボーメスニルは事の経けい緯いを殆ほとんど知らされていなかったらしい。

「……認めるのね？　自分がパリの街を危険に晒さらしてるって」

　アンリの声が怒りに震える。けれど、ティエールは動じなかった。

「だから、そう言っているではないかね」

「ッ、なんで!?　気でも狂ったの、あんた！」

「いいや、至って正気だとも。ただ、フランス王国のために必要なことだった。そして、ひいてはそれこそが私と〈ブリュム・ド・シャルール〉が結けつ託たくした最たる所以ゆえんでもある」

「パリを無茶苦茶にすることが、テロ組そ織しきと協力関係を結んだ所以……？」

　呟つぶやいたのはクロエだった。ティエールは得たりと首しゆ肯こうし、

「そう、接触は彼らのほうからだった。申し出を受けたのだよ。『パリを崩ほう壊かいさせたい。その手助けをしてくれ』とね。わたしは彼らの言い分を聞いて、それを受けることにした」

　再び凄すさまじい戦せん慄りつが場に走った。誰だれもが初め耳を疑ったと思う。

　けれど、ティエールは待ったなしで続けた。

「結論から言ってしまえば、〈ブリュム・ド・シャルール〉にとって『パリの崩壊』は絶対に譲ゆずれない計画の一つであり、それさえ済めば彼らは『ヨーロッパから立ち去る』と私に約束したからだ。なんの因果か、パリが『五つ目』だったらしくてね」

「なっ……!?」

　衝しよう撃げき的てきな内容に反して、あまりにも軽々しい言葉だった。

　パリの崩壊が組織にとって譲れない計画？　それが終わったあとは欧州から撤てつ退たいする!?

　最後の五つ目が云うん々ぬんというのはよく分からなかったが、慧太郎は半なかば無意識のまま皆に代わって念押しの確認を口にする。

「……だから、協力を？」

「うん。話を聞けば聞くほど、彼らがパリを諦あきらめることだけは、なさそうだったからね。企たくらみを阻そ止しできないとも思わなかったが、一度や二度で終わりならともかく、延々と事を構かまえ続つづけるとなると、発生する諸もろ々もろの損失が馬ば鹿かにならない。だったら、いっそ片かた棒ぼうを担かつぐのを条件に彼らを有効利用し、事が終わったらすっぱり出て行ってもらったほうが、まだしも建設的だ。実際、〈ブリュム・ド・シャルール〉はとても役に立ってくれた。きみたちが関わった事件など、言ってしまえばほんの氷山の一角でね。彼らのおかげで前倒しして進められた構想が幾いくつもある。感かん謝しや、感謝だね」

「ッ……な、なら！　パリの被害はど──」

「それも問題ない。大事の前の小事だ。あらかじめ避難の準備は進めておいたから、人的損害は最終的に三割以下に抑おさえられそうだし、建造物の破は壊かいに関しては寧むしろ手間が省はぶけたくらいでね。近年の蒸気機械の普及率増加で、もう区画整理だけでは間に合わなくなってきていたから、議会でもパリの大改造計画を進めていたんだ。反対意見も多かったが、今回の件でさすがに皆も重い腰を上げざるを得なくなる。文化的損失に関しては少し痛いけれど、まあギリギリ許きよ容よう範はん囲い内ないかな？　移動させられるものは、既すでに街まちの外へ運び出してあるし。──あぁ、そうそう。ボーメスニル少佐、きみ、一昨日おとといルーヴル美術館に行ったろう？　モナ・リザとかミロのヴィーナス像は見た？　そうか、悪いね。レプリカなんだ、あれどっちも」

「なっ……んですと……？」

「そう、まさしくそれだ。なんですと！　もはやそう言う以外にないだろう？　だから私もちょっと大おお袈げ裟さに種明しをしてみたりするわけだ」

　言って、ティエールが両手を広げた。

「──『敵』だよ、諸君！」
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　突然の大だい音おん声じよう。回廊のガラスがびりびりと震える。彼の形相はもはや一変していた。

　途中から口を挟むゆとりもないほど饒じよう舌ぜつになり、それと同時に徐々に変化の兆きざしを見せ始めていたのだけれど、今、ティエールの顔を彩いろどるのは紛まぎれもなく理想に燃える男のそれだ。相対する者を焼き殺さんばかりの熱量を感じた。

「……敵だ！　何よりもまず敵が必要だった！　なぜか!?　決まっているっ、ここが『革命の地』フランスだからだ！　ナポレオン皇帝が残した負債で政治的派は閥ばつが幾いくつも立ち上がり、民衆は政府打倒をさしたる理解もないまま謳うたって、国のあちこちで年がら年中、銃じゆう声せい・銃声・銃声の連れん鎖さッ！　思想も主張も大いに結構だが、フランスが今どれだけ欧州で微妙な立場にあるのか、この国の未来がどうなってゆくのか、長い目でそれを見み据すえる者が誰だれもいない！　纏まとめられるものも纏められぬこの苦境を打破するためには敵が必要だった！　それも国の外にではなく内のみで帰結する、『制せい御ぎよされた闘とう争そう』で民衆の憎悪を一手に引き受けてくれる、そんな都合の良い格かつ好こうの敵が！」

　ゆえに、だからこそ──〈ブリュム・ド・シャルール〉。

　元より人に忌き避ひされがちな〈裸蟲ミルメコレオ〉という存在、その秘密結社が接触を図って来たときティエールは歓喜したのだろう。彼らを悪役に仕立て上げることができれば、と。

〈ブリュム・ド・シャルール〉が戦せん闘とう行こう為いも辞さない危険な集団だったことはおそらく最初からだが、しかしフランスで近年『テロ組そ織しき』として名を馳はせるに至ったのはティエールの指示に因よるところが大きいのだ。この男は単なる協力者の一人どころか、ある意味、国内で起きた組織絡がらみの事件、その多くの黒幕ともいえる人物だったのである。

「あんた……っ！」

　アンリが鼻はな筋すじに深く皺しわを寄せる。ムシ好き女としては当然の激げつ昂こうといえた。

「ふざけないで！　どんな大たい儀ぎ名めい分ぶんがあったって、そんなの許されるわけが──」

「ああ、許されんだろうとも！　だが瑣さ末まつ事ごとだ！」

　しかし、ティエールは別人のような苛か烈れつさで剛ごうと断じた。

「私はきみと違い、〈裸蟲ミルメコレオ〉に思い入れなどない！　己おのれ自身も含めて誰だれにも特別な感情など抱かない！　なぜなら人は皆、平等だからだ！　寝言じみた平和主義とは一切関係なく、首相の私はそう在あらねばならん！　誰も彼も同列に、道具として扱わねばならん！」

　アンリがよろめくように後ずさる。両の瞳ひとみには隠し切れない怯おびえの色があった。

　灼しやく熱ねつの塊かたまりを吐き出すように、ティエールはなおも捲まくし立たてた。

「元々〈ブリュム・ド・シャルール〉は万事を秘して行なうつもりだったらしいが、長い歳さい月げつをかけて突き止めた『五つ目』が首都のパリにあると知り、さすがに我々の膝ひざ元もとで秘密裏に事を進めるのは無理だと悟さとったらしい！　おかげで私は強力な手て駒ごまを入手できた！　彼らはもうじき欧州から去るが、それも問題ない！　パリの崩ほう壊かいという事実は全国民、いや諸外国にまで強きよう烈れつなインパクトを残す！　ならばあとは、その名を騙かたる非正規部隊を編制し、小規模なテロを随時起こすだけで、ほぼ無血で綱こう紀き粛しゆく正せいを図ることができる！　飛び火を恐れて各国も不ふ埒らちな真ま似ねは控ひかえるだろう！　分かるかね!?　長らくは国内の地固めに専念できるのだ！　今のフランスには猶ゆう予よがいる！　結果としてどれほどの人間が救われると思う!?」

　救われる──その言葉を聞いて慧けい太た郎ろうは、背せ筋すじにぶるりと怖おぞ気けを走らせた。

　アンリ、クロエ、テレーズは、三者三様の愕がく然ぜんたる面おも持もちで、二の句も継つげず棒立ちとなっていた。誰だれもがティエールの全身から発される狂気じみた威い圧あつ感かんに固かた唾ずを吞のんでいる。

　ボーメスニルもそれは同様だ。しかし、彼だけはやはりティエールの本性をある程度は弁わきまえていたからか、確かな敬意も双そう眸ぼうに滲にじませていた。

「…………っ」

　侮あなどっていた。軽んじていた。

　一国の命運を双そう肩けんに預かるという意味を。首相と呼ばれる男の覚悟と度量の程を。

　アドルフ・ティエール。彼をただの『難なん物ぶつ』という安易な理解で片づけてはいけなかったのだ。いや、あるいはそれもまた、この男の策だったのかもしれない。胡う散さん臭くさい笑顔と物腰で相手を曲解へと導き、研とぎ澄すました牙きばは常つねに周到に隠し続ける──

　傑けつ物ぶつだった。

　神しん算ざん鬼き謀ぼうの魔ま人じんがそこにいた。

　この男の策略はいったい、いつから始まっていたのか。自分たちを含め、どれほどの人間が知らず知らずのうちに操あやつり人形と化し、また同時に無自覚なまま平和を貪むさぼっていたのか。

「……きみたちを呼んだのは他でもない」

　暫しばらく経ったあと、ティエールがぽつりと呟つぶやいた。未いまだ興こう奮ふん冷めやらないでか、呼吸は荒く口調も硬いままだったが、それでも幾いくぶん抑おさえ気ぎ味みな声音で。

「これまで事態の深いところに関わってきたきみたちだ。説明の必要は感じていたわけだが、ついでに参考程度に意見を訊きいてみたくもあってね。で、どうだろう？」

「……どう、とは？」

「私は間違っているかな？」

　そこでようやくティエールが持ち前の笑みを取り戻す。こちらの回答がなんであれ、小揺るぎともしないという自負が、ありありと見て取れた。

　慧太郎は歯は軋ぎしりする。だが、感情的にどう否ひ定ていしてみても答えなど分かり切っていた。

「……貴方あなたは正しい。指導者としては、おそらく圧倒的に」

「おや、褒ほめられてしまったか。照れるね」

「だけど、僕は貴方のやり方を認められません」

　断固として告げる。ティエールの瞳ひとみに興味深げな色が宿った。

「最後に採算が取れるなら、何をしてもいいなんて考え方は、僕の目指すものとは違う」

「ふふん？　目先の物事もまた大事、ときたか。理性でそう断言できるのは、なかなか悪くないね。しかし──うむ、そうだな」

　ティエールが視線を横に流す。その先にいたのはクロエだった。

「ロシュジャクランの末まつ裔えい。きみは私のことを、どう思っているのかな？」

「わ、わたし……ですか？」

　なぜここで自分に話が振られるのか分からない、と青玉の瞳をしきりに瞬またたかせるクロエ。

　ティエールはやはり見た目によらぬ軽妙さで以もって続けた。

「マクシムくんから、もう話は聞いているんだろう？」

「ッ、な……？」

「うん、その反応で確信が持てた。まあ、そうだろうねぇ」

　隣となりでクロエが絶句するのを認め、慧けい太た郎ろうは疑問符を浮かべる。リグワール邸でクロエとマクシムのあいだに何かあったらしいことは、彼女の態度からそこはかとなく察していたが、なぜティエールの口から今その話題が出てくるのだろう？

「いや、大したことじゃない。『ヴァンデの反乱』の真相について、ちょっとね」

「ま、待ってください、首相！　その話は──」

　だが、クロエの訴えは聞き入れられなかった。ティエールは遠えん慮りよ会え釈しやくなく言葉を連つらねた。

「故アンリ・ド・ラ・ロシュジャクラン侯こう爵しやくは、民衆のために立ち上がった英雄などではなく、ただの身勝手な煽せん動どう家かに過ぎなかった、という救いのない昔話さ」




　　　　○




　これは懺ざん悔げだと、マクシムは言った。

　一昨日おとといの晩、リグワール邸の書斎で、不ふ愉ゆ快かいな笑みと共に。

　クロエは彼の声を意い識しきに届かせられないまま、ただ呆ぼう然ぜんと眼前の光景に見入っていたように思う。魔ま術じゆつの産物だという過去の情景は、すべてが薄うすぼんやりと透けていて、さながら夢か現うつつかといった具合だったが、それでも決して即興のでっちあげではないと思わせるだけの真実味を帯びていたからだ。書斎と二重写しになって存在する部屋には二人の人物が佇たたずんでおり、マクシムと対たい峙じしているもう一方、力なく項うな垂だれた祖父の言葉が皮切りだった。

　──ああ、そうだ。マクシム、すべてお前の言うとおりだ。

　──ヴァンデ軍に〈蟲ギヴル〉の扱いを教え、結果として暴走に至らせてしまったのは私だ。

　衝しよう撃げき的てき、などという表現では生なま微ぬ温るい告白だったと思う。

　少なくともクロエは、祖父のその発言にのっけから魂たましいを抜かれた。これまで拠よって立ってきたものが、根こそぎ崩くずれ去さるような感覚だった。

『ヴァンデの反乱』における一つの転機、『ロワール川の悪夢』。

　蜂ほう起きした民たみたちは反乱軍を結成し、長らく共和国軍相手に奮ふん戦せんを続けていたが、負けが込み始めロワール川まで撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされると、どこからか相当数の『戦車イモムシ』を調達してきて、それらをスタンピードに陥おちいらせることで劇的な勝利を収めた。

　だがその後、大勝に気を良くしたか〈蟲ギヴル〉という力に酔ってしまったか、彼らはそのまま統制も何もない暴徒の集団と化して、近きん隣りんの街まちや村を荒らし回るようになる。

　ゆえに、そのとき既すでに反乱軍の指揮官に就ついていた祖父が、断だん腸ちようの思いで敵であった共和国軍と密ひそかに通じて、元は仲間であった民たちと戦車イモムシを駆く逐ちくしたのだ。

　そう、それが反乱の一いつ旦たんの終結。そして何もかもの始まり。

　ロシュジャクラン家が『ムシ殺し』という蔑べつ称しようで呼ばれるようになったその経けい緯い。

　護まもるべき民草のために立ち上がり、護るべき民草のために知ち己きらを斬きった祖父。誰だれよりも正しく在あろうとして過あやまちを犯した、アンリ・ド・ラ・ロシュジャクランの咎とが。

　絶対にいつか払ふつ拭しよくせねばなるまいと、クロエがこれまで見み据すえてきた目標。

　なのに──

「そう。なのに、実際は違ったわけだね」

「ッ」

　ティエールの言葉に見けん当とう識しきを取り戻す。一いつ瞬しゆんの想起から立ち返れば、そこは依然としてヴェルサイユ宮きゆう殿でんの『鏡かがみの回かい廊ろう』であり、今はケイたちが顎あごを落としてこちらを凝ぎよう視ししていた。

　首相の言っていることは本当なのか？　と皆が無言の問いを浴びせてくる。

　クロエは答えない。答えられない。だんまりなど卑ひ怯きようだと分かっていたが、どうしても口が上う手まく動いてくれなかった。そんな不ふ甲が斐いない自分に代わり、やはりティエールが回答する。

「無論、真実だとも。この話をマクシムくんから聞いたあと、私も独自にヴァンデの反乱について色々と調査したからね。確信できるだけの裏づけは取れている」

「そ、そんな……」

　アンリエットが蒼そう白はくになって言葉を濁にごした。何度も心配そうにこちらを見やったあと、

「で……でもっ、なんだってそんなことを!?　っていうか、今の話しぶりだとクロエのお祖じ父いさんと、そのマクシムっていう奴やつ、まるで知り合いみたいじゃない！」

「そのとおり。ロシュジャクラン侯こう爵しやくは、当時、組そ織しきと繫つながりがあったのだよ」

　つまり私の『先せん輩ぱい』だね、とティエールが語る。またぞろ皆が一様に言葉を失った。

「初めに断わっておくが、その頃ころの私は〈ブリュム・ド・シャルール〉となんら関わり合いを持っていない。何しろ半世紀前の出来事だ。私もまだまだ紅こう顔がんで無む垢くな美少年だった。ヴァンデの反乱にはノータッチと考えてくれたまえ」

「…………」

「そして〈ブリュム・ド・シャルール〉もまた、その頃ころはまだフランスでさほど熱心に活動は行なっていなかった。当時は『三つ目』の開封準備と『四つ目』の探索に掛かり切りで、フランスには先せん遣けん隊たいを送り込む程度だったそうだよ？」

　三つ目やら四つ目やら意味不明の単語が立て続けに飛び出す。ただ、どうやらアンリエットだけは何か思うところがあるらしく、先刻、ティエールが「五つ目」と口にしたときも目元を険けわしくさせていた。即座に追及しないのは話の流れを切らないためだろう。

「組そ織しきが目的とする『場所』は、大まかな特定でいいなら割と容易たやすいらしくてね。だから、のちのち本隊が到着したとき即座に動き出せるよう、先遣隊は情報収集や不安定化工作に努めるのだそうだ。──もっとも、フランスでは幸か不幸かナポレオンという梟きよう雄ゆうが登場し、彼のせいで今に至るまで国内が乱れる事態となった。皮肉な話だとは思わないかね？」

「……ナポレオン・ボナパルトのせいで乱れた国をあんたは憂うれいているのに、そのおかげで〈ブリュム・ド・シャルール〉もパリの『五つ目』とやらの探索に手間取って、結果としてあんたと手を組まざるを得なくなった、ってことね？」

「なるほど、確かに痛つう烈れつですね……『禍か根こんが救いとなる』わけですか」

　アンリエットとテレーズが苦々しく零こぼす。二人の言葉を受けて、ティエールが肩を竦すくめた。

「や、少し話が逸それたな。要は組織がロシュジャクラン侯こう爵しやくを抱き込もうとしたのも、不安定化工作の一いつ環かんだったというわけさ。元は国こく王おう親しん衛えい隊たいに所属していた侯爵は、バスティーユ陥かん落らくや国王ルイ一六世とその王おう妃ひの処刑といった、フランス革命序じよ盤ばんの重要な事件を、もっとも間近で体験してきた一人だったからね」

　そう、だから〈ブリュム・ド・シャルール〉も祖父に目をつけた。

　忠義の騎き士しならば当然、民衆の行ないと国状に苦いものを募らせているはず。なればこそ、そんな男にヴァンデの民たみを救わせれば、それは誰だれの目にも疑いなく美談に映るだろう、と。

「便利な英雄を欲したのだよ、〈ブリュム・ド・シャルール〉は。ゆくゆくはヴァンデの反乱に『ある者たち』を絡からませ、象徴化した侯爵の元に集つどわせるために」

「？　ある者たち？」

「〈裸蟲ミルメコレオ〉さ」

　ティエールはさらりと返し、続けてこう言い添えた。

「当時はまだ、その噂うわさがまことしやかに囁ささやかれるばかりで、はっきりと存在が確認されるまでには至っていなかった──ね」

「なっ……？」

　再三の絶句が場に広がる。全員が表情を凍りつかせた。

　そう、マクシムの話を鵜う吞のみにするなら、〈裸蟲ミルメコレオ〉とは『ジェヴォーダンの獣けもの』事件よりも遥はるか以前から、細々とではあるが世に現出していたらしいのだ。

　要は『問題のすげ替え』なのだと、マクシムはあの夜語っていた。

　ヴァンデの反乱は民たみが宗教の自由を望んで起こした戦いで、〈裸蟲ミルメコレオ〉は世間に認知されるより以前から十字教に敵視されていた忌いみ子ご。だから、その両者を絡からませることで事態を『ただの民衆の蜂ほう起き』から『人種差別を孕はらむ宗教問題』に発展させ、バチカンへの牽けん制せいと国内情勢の誘ゆう導どうを一挙に図る。更さらに、祖父を中心に〈裸蟲ミルメコレオ〉の革命軍を結成させ、最終的にそれを兵力として取り込むと同時、自分たちの隠かくれ蓑みのとしても活用することで、テロなどという大おお仰ぎような手法に拠よらずとも『〈裸蟲ミルメコレオ〉が表おもて舞ぶ台たいで暴れても不自然ではない環かん境きよう』を作り出す。

「──とまぁ、それが当時の〈ブリュム・ド・シャルール〉のプランだったのだろうね。私の推測も幾いくぶん混じっているが、たぶん大おお筋すじにおいて外はずしてはいないはずだ」

　合っている。大筋においてどころか、殆ほとんど完かん璧ぺきにマクシムの説明と一致していた。

「でも、だったらなぜ侯こう爵しやくは組そ織しきを裏切るような真ま似ねを？」

「……祖父が王おう妃ひマリー・アントワネットの信しん奉ぽう者しやだったからです」

　ぎょっと一同がこちらに振り返った。質問者がケイだったからなのか、まるで言い訳をするように、反射的に返答を口にしてしまっていたのだ。

　クロエは泣き笑いじみた表情を浮かべ、運命の皮肉さを心ゆくまで嚙かみ締しめた。

　何しろここはヴェルサイユ宮きゆう殿でんだ。祖父も想像だにしていなかっただろう。まさか当の王妃が豪ごう遊ゆうに耽ふけった場所で、秘め続けた自分の想おもいを死後に孫の口から明かされようなどとは。

　なんてことはない。多くの組織や派は閥ばつの思おも惑わくが入り乱れたあのヴァンデの反乱で、最後に何もかもを台だい無なしにしたのは、ごくごく個人的な感情だったというだけの話なのだ。

　──私は赦ゆるせなかった。王妃を奪うばった革命政府が、彼女を殺して結成された国民公会が。

　再び脳のう裏りにリグワール邸での一幕が蘇よみがえる。祖父は諦てい観かんし切きった面おも持もちで訥とつ々とつと語った。

　──私は元は国こく王おう親しん衛えい隊たいだ。王妃の警けい護ごを任されることも多かった。

　──ただの親衛隊員でしかなかった私に、あの方はいつも優やさしく微ほほ笑えみかけてくださった。楽しげに言葉をかけてくださった。決して民たちが悪あし様ざまに評すような方ではなかった。

　──ただ、子供だったのだ。

　──政略結婚の道具として扱われ、故郷のオーストリアから見ず知らずのフランスに嫁とつがされてきて……常つねに明るく振ふる舞まい、気を紛まぎらわしていなければ、不安でたまらなかったのだろう。彼女がそのまま成長してしまったことには確かに問題があった。

　──だが、少なくともあんな惨むごい最さい期ごを迎えるほどの咎とがはなかったはずだ。

　祖父と王妃のあいだに何があったのかは分からない。ただ、祖父にとってマリー・アントワネットは『特別な相手』で、彼女の死に様を直じかに目まの当あたりにしてしまったことが、おそらくすべての原因だったのだろう。ティエールの言どおり祖父はフランス革命の序幕を生き抜いた人間であり、そしてギロチンで斬ざん首しゆ刑けいに処された王妃の末期はそれは酷ひどいものだったと聞く。

　──赦せなかった。何もかもが。

　──革命という言葉を使えば、どんな非道でも罷まかり通とおってしまう世が。王族にも当たり前に感情があり営いとなみがあるのだと解せぬ者たちが。

　──無実の王おう妃ひを手にかけて、なんとも思わない連中が。

　当時の民衆たちは塗と炭たんの生活を強しいられていた。不平不満をぶつけるだけの正当な理由も動機もあったはずだ。しかし、それでも祖父は赦ゆるせなかったのだろう。自身の感情に折り合いをつけるには、その頃ころの彼はあまりにも若過ぎたのだ。

　祖父は貴族ではなかった。騎き士しでもなかった。

　ただの一人の男だった。

　故人の女性を思う余り、遂ついには復ふく讐しゆうに走ってしまった、ひどく無む謀ぼうな青年だった。

「……渡りに船だったのだろうね、侯こう爵しやくにとって〈ブリュム・ド・シャルール〉の提案は」

　ティエールが嘆息混じりに語る。

「彼らがコンタクトを取ったのは反乱が起きてからのことだ。侯爵は〈ブリュム・ド・シャルール〉の提案を受けるふりをし、預けられた〈蟲ギヴル〉とそれを使し役えきする知ち識しきをヴァンデ軍全体に流る布ふして、己おのが復讐心を満たすために共和国軍を打倒しようとした。……そんな真ま似ねをすれば、元は農民の集団でしかない彼らがどうなるかなど、分かり切っていたのにね」

　あとは世に言われているとおりだ。過あやまちに気づいたときにはもうヴァンデ軍の暴走は止めようがなく、このままでは大勢の無む辜この民たみにまで累るいが及ぶと悟さとった祖父は、屈くつ辱じよくに身を震わせながらも共和国軍に寝返った。『被害を拡大させないための致し方ない仕し儀ぎ』と考えられていた一件が、その実、発端からしてすべて祖父の仕し業わざだったのだ。払ふつ拭しよくもへったくれもない。

　結果、祖父は殺害された。

　復讐も何も成なし遂とげられず、徒いたずらに死者だけを増やして、すべてに絶望したまま。

　──もう疲れた。どうせ無意味な生だ。終わらせてくれ。

　裏切りの制裁に現れたマクシムの手にかかり、クロエが見ている前で呆あつ気けなくこの世を去った。幼年時代の父が寝室に入ってきて、過去の情景が途切れたのはその直後だ。

　それが、アンリ・ド・ラ・ロシュジャクラン侯爵暗殺の全容だった。

「マドモアゼル・クロエ。マクシムくんは、きみになんと？」

「……祖父の犯した罪に少しでも責任を感じるなら、〈ブリュム・ド・シャルール〉に手を貸せ、と。多くの人間を『救わせてやる』から、と」

　それがどういう意味かは分からない。ただ、マクシムの台詞せりふは今も耳の奥に残っている。

　──これは『勇敢』になるチャンスさ、クロエ。

　祖父のような偽にせ物ものではなく、真に高こう潔けつな指導者となれ。彼はそう語り、リグワールに扮ふんしていたときと同様、「返事はすぐでなくていい」と言い残して、居合わせたマルティナと共に書斎を出て行った。クロエは自失して泣なき崩くずれることさえできなかったと思う。

「なるほど。で、きみはどうするつもりかね？」

「わ、わたしは……」

　胸中は既すでにぐちゃぐちゃだった。信じていたことが根底から引っくり返されて、あとに残ったのはどう償つぐなえばいいかも分からない、ロシュジャクラン家の大きな罪だけ。

　祖父に正義はなかった。例たとえ大切な相手を喪うしなったからとはいえ、個人的な意趣返しに大勢の者を巻き込み死なせたのだ。取とり繕つくろう余地さえありはしない。もし仮に、本当にマクシムの言うような方法があるなら、自分はロシュジャクランが血統に連つらなる者として責任を──

「駄だ目めだ、クロエ」

「っ!?」

　傍かたわらで声があがった。同時に肩に手を置かれ、クロエは驚おどろいてそちらを見る。

　決して強い力は込められていないのに、ケイの手はなんだか抗あらがい難がたくてやけに温かかった。

「奴やつらのやり方には必ず犠ぎ牲せいがつきまとう。そんな考え方で受うけ容いれちゃいけない」

「で、ですが、ケイ……っ！」

「うむ、そうだね。私もマドモアゼル・クロエに賛成かな？」

　思わず感情的に抗弁しようとしたら、言葉の先をティエールに取られた。

「犠牲は多かれ少なかれ出るものだろう？　それを否いなとしたら何もできなくなってしまう。きみはさきほど、『帳ちよう尻じりが合うなら何をしても良いのか』と発言したが、結果に拘こだわらなければ犠牲とはそれこそ増えてゆく一方なのだよ？」

「勘違いしないでください」

「ん？」

「僕が『駄目だ』と言っているのは、安易に義務や責任という言葉へ『逃げる』ことです」

　ティエールが瞠どう目もくした。よほど意外な返答だったのか、彼が驚く顔を初めて見た気がする。

「これはこれは。きみは責任など放ほう棄きしてしまっても構かまわないと言うのかね？」

「言いません。とても重要なことだと思います。でも、そういう『やらなければならない』という脅きよう迫はくにも似た感情を、行動の原理に置くのはたぶん間違ってる」

「……分からんな。どういう意味だね？」

「立場や役やく職しよくといった責任で、犠牲を出すことが仕方ないなら、誰だれもが生まれ持っている『人としての責任』はどうです？　そちらには都合良く目を瞑つむるんですか」

　厳きびしい語調でそう告げたケイを、クロエはまじまじと凝ぎよう視しした。アンリエットやテレーズもびっくりした顔をしている。だが、確かに言われてみればそれは至し極ごく道理だった。

「貴方あなただって『首相だから』国のために尽じん力りよくしようと考えたわけではないはずだ」

「……なるほど、一本取られたな。うん、確かにそのとおりだ。私はフランス王国の未来を思って『首相になった』のだよ」

　何を置いてもまず意志ありき──言外にそう告げて、ケイがこちらに向き直る。

　真しん摯しな眼まな差ざしだった。黒い双そう眸ぼうにたまらず吸い込まれそうになる。初めて会ったときからケイはいつもそうだ。いつも自分を真まっ直すぐに見み詰つめて、琴きん線せんを妙な感じにくすぐる。

「クロエ、きみがお祖じ父いさんのことで悩むのも分かるし、血の責務を果たさなきゃって考えるのも理解できる。でも、それを根っこに据すえて行動するのは駄だ目めだ。ましてや方法を他人任せにするなんて以もっての外ほかだよ」

「……ケイ」

「『どうすべきか』じゃない。『どうしたいか』で考えるんだ。自分が正しいと信じられる道を進まないと、何かあったとき後悔することになる。僕は一度、それで痛い目を見てるんだ」

　アンリがぽつりと「……ジョゼフ」と呟つぶやいた。それが誰だれのことかは分からない。ただ、クロエは胸の奥に染み入るように広がった感情を強く嚙かみ締しめる。

　そして、ふと思った。

　もしかしたら、祖父もこんな気持ちだったのかもしれないな、と。

　だって相手はフランス王おう妃ひだ。何度も何度も葛かつ藤とうを繰くり返かえし、『恋と呼べるかどうかさえ定かではない』とか、やっぱりそんなような曖あい昧まいな言葉で自分の心をはぐらかしたのかもしれない。彼の行ないは許されるはずもないけれど、きっと一いち途ずな人だったのだろうと思う。

　すとん、と急に色々なことが腑ふに落ちた気がした。

　それは確かな理解。多くの物事に対する、正せい否ひさえまだ分からない答え。

「～～～っ」

　なんだか急に顔に血が昇ってくるのを感じた。だから、変な言動をしてしまう前にティエールが声をあげてくれたのは、とても助かったと思う。

「はは、お見事だ。きみは一見の印象よりもずっと弁が立つのだね？」

　ティエールの言葉は愉ゆ快かいげ、というより、どこか満足げですらあった。

「いや、それも違うな。三ヵ月前、イースで邂かい逅こうしたときはもっと短たん絡らく的てきな人間に見えた。成長したのだね？　この僅わずかなあいだに」

「……僕のことはどうでもいいでしょう。それより首相、貴方あなたにはまだ聞きたいことが──」

「うん、まあそうだろうね。しかし残念ながら『そろそろ』のようなのだよ」

　そろそろ？　と図らずも皆が異い口く同どう音おんに訊きき返かえした。

　ティエールが凄せい愴そうに微ほほ笑えむ。続けられた台詞せりふはあまりにも不吉だった。

「──なに、タイムリミットが来たということさ」

　そのときだった。扉とびらをけたたましく開けて、誰かが回かい廊ろうに飛び込んできたのは。




　　　　○




　マルティナ・ロセリーニは歌う。

　今や己おのれに対する意義はなく、他者に対する意味があるだけ。だからこそ、凱がい旋せん門もんがそびえるエトワール広場の前で、自みずからの役目に一心に没頭し続ける。

　背後に控ひかえた〈ブリュム・ド・シャルール〉の面々にも、さすがに今は少し緊きん張ちようの色が見えた。これまで同様の作戦は、世界各地で既すでに四度実行されているが、メンバーでそれらのうちどれか一つにでも直接携たずさわったことがある者は半数ほどだし、何より詠うたい手てを要する作業は組そ織しきにとってもこれが初めてのことだ。良きにしろ悪きにしろ冷静ではいられまい。

　マルティナが喉のどを震わせ、唇から紡つむぎ出だすのは、『原始の詩』。

　世界が現在の形に落ち着く以前、大地が未いまだ地続きだった頃ころに人類が用いていた、『統一言語』と呼ばれる言ノ葉ならぬ一いち葉ようで構成された古き詩ガルドル。それはもはや韻いん律りつを踏ふんだだけの、ただの絶叫クリエとしか他者の耳には届かない。

　女バ神ンバシウーの哭なき声ごえ──女王はそんなふうに表現していたか。

　取り分けヨーロッパ人の起源であるケルト民族に継けい承しようされたこの詩は、彼らが文字をあまり重視しない文化性の持ち主だったこともあり、後世に残されている情報が極きわめて少ない。

　その極めて少ない情報をバチカンが握っていたのは、ケルトが時の流れと共に十字教に取り込まれていった文化だからで、バチカンは聖書の末まつ尾びに添えられていた詩の意味を知ってはいても、実際の効能は確かめられないまま、長年に渡ってその存在を秘ひ匿とくし続つづけてきた。

　幼少時代、バチカンの施設で解明に従事させられ、自みずからの与あずかり知しらぬところで遂ついには魔ま本ほんという実害ある物品まで産み出してしまったマルティナは、この詩をもはや片手間に諳そらんじられるほど知ち悉しつしている。

「お、おお……」

　いつしか地面が大きく揺れ始め、〈ブリュム・ド・シャルール〉の面々が感嘆の声を洩もらした。エトワール広場を中心に、街まちの各所で何か巨大なものが姿を現そうとしていたからだ。

　硬い石いし畳だたみを割わり砕くだき、その下から次々にそそり立つのは、整形も何もされていない大岩を組み上げただけの、ひどく原始的な建造物群だった。

「……ドルメン……」

　誰だれかが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。確かにそれは、フランスを始めとする西ヨーロッパ各地でよく見受けられる、巨きよ石せき墓ぼを彷ほう彿ふつとさせる外観をしていた。ブルターニュの方言で『石の机つくえ』を意味する、ケルト民族よりも更さらに以前に、何者か等が残したという謎なぞの遺跡だ。

　けれど違う。パリの街におけるドルメンは、従来の先人遺跡とは異なり、歴とした役目が存在する。言ってしまえばこれは『大地の楔くさび』なのだ。

　轟ごう音おんが夜気を貫つらぬく。エトワール広場に猛もう烈れつな勢いで亀き裂れつが走ってゆく。

　葉脈のように広がった亀裂はやがて凱がい旋せん門もんにまで達し、地じ盤ばん沈ちん下かと共に門を大きく傾けさせ遂ついには倒とう壊かいに至らせてしまう。

　凱旋門の建造を命じたのは、言わずもがなナポレオン皇帝だ。けれど伝え聞く話によれば、その当人は生前ただの一度も、この門をくぐる機会に恵まれなかったらしい。

　彼の遺体は今もなおイギリスにあり、近々フランスに返へん還かんされる予定となっていたのだが──あぁ、哀あわれ。結局、彼は死後も門を通ることが叶かなわなかった。果たしてナポレオンは、己おのが戦せん勝しよう記き念ねん碑ひを建てたこの場所に、斯かくも重大な意味があったことを理解していただろうか？

　地鳴りが強まる。石いし畳だたみや建物が軋きしむ。猛もう烈れつな風が巻き起こる。

　歌うマルティナの身体からだの奥で、魔ま女じよの血が──ケルト民族の血が、ぞわりと騒さわぎ出だす。

「ッ、来るぞ……！」

　皆も同じ感覚を得たのだろう。警けい戒かいを促うながし合あって、たじろぐように後退した。

　マルティナは最後の一小節を夜空に向けて羽ばたかせる。言語とも呼べぬそれを用いて、ひたすらに求め訴える。極度のトランス状態にあったため理解が遅れたが、気づけば自分はクリザリッドに抱えられて、猛スピードで広場から遠ざかりつつあった。

　構かまわない。ただ歌い切る。

「──────────────────」

　絶唱。

　大気が攪かく拌はんされ、千切れ雲が吹き飛んだ。

　直後、僅わずかに静せい寂じやくを挟んだのち、未み曾ぞ有うの異変が始まる。広場を中心に大地がめりめりと蛇じや腹ばらを打ち、その勢いで周囲に存在した建造物が片かたっ端ぱしから蹴け散ちらされ、瓦が礫れきと土砂の津波と化して遠ざかるこちらを追いかけて来る。組そ織しきの構成員たちが血相を変えて街がい路ろを退避し、その最さい後こう尾びを疾しつ走そうするクリザリッドの肩から、マルティナは喘ぜん鳴めいと共に後方の『ソレ』を見た。

　大だい魔ま術じゆつの行使で霞かすむ視界のなか、もはや原型を留めていない広場の残ざん骸がいの下から、

「ッ、あれが……!?」

　途方もない威い容ようがおもむろに天を衝つきにかかる、その様さまを。




　　　　○




　突とつ如じよ、扉とびらを開け放ち、『鏡かがみの回かい廊ろう』に現れた人物。

　その第一声は、頭のネジが全部吹っ飛んだかのような、調子っぱずれな高笑いだった。

「フハハハハハ！　やあ、貴き様さまら！　ご機き嫌げんかい!?　そうだよ私だよっ、残念だったな！　おケツを語らせたら右に出る者がいない天才ダー──うぃン!?」

　なのでアンリは、問答無用で歩いて行って、問答無用でそいつを黙らせた。

　もちろんグーで。

「…………空気を読みなさい、空気を」

「い、いきなりか!?　ご挨あい拶さつだな！　というか、目がいつになく冷め切ってらっしゃる!?　短気は損気なので自分のおケツを揉もんでまず落ち着くといい！」

　もんどり打って倒れ込んだチャールズ・ロバート・ダーウィンは、しかしまたしても存外に頑丈なところを見せて、時計を逆回しするかの如ごとくもんどり打ちながら立ち上がった。

「黙んなさい！　今、大事な話を……っていうか、なんであんたがここにいるわけ!?」

　アンリとしては頭が痛い。いや、パリ第一大学で別れて以降、安あん否ぴが気き懸がかりだったので無事なのは良かったのだが、この男の場合あんまり無事過ぎるのも考えものだ。

「ふはは、なぜかだと!?　答えよう！　天才はいつも物陰からキミを見ているからさ♪」

「……そう。まともに答える気はないのね？　死ぬの？」

「ま、待て待て待て！　今夜のお前はちょっと短気過ぎるのでは──」

　などと言い合っている途中で、回かい廊ろうにまたぞろ新あらたな闖ちん入にゆう者しやが現れた。

「ムッシュ、勝手に先へ行かないでください！」

「そうです！　あとで叱しつ責せきを受けるのは我々──げっ、少佐!?」

　突然の事態に、ぽかんとなっていた皆の前に駆かけ込こんで来たのは、まだ若い二人の憲けん兵ぺいだった。一方が目を剝むいたのを受け、ボーメスニルが「貴き様さまら!?」と叫ぶ。

「なぜここにっ……ムッシュを連れて撤てつ退たいするよう命じておいたであろうが！」

「そ、それが、その……」「ム、ムッシュ・ダーウィンがですね？」

「うむ、私が連れて行けと頼んだのだ。だからあまり叱ってやるな、筋肉の総そう元もと締じめ」

　萎い縮しゆくした二人の憲兵をダーウィンが庇かばう。ボーメスニルは苛いら立だたしげに鼻から息を抜き、

「いえ、ですが……そやつらは、そもそも私の居場所を知らなかったはずですが？」

「ここを突き止められたのは、親切な通りすがりの凡人のおかげだ。ほれ、第一大学でお前と話していた、あのガタイのいいモミアゲ。あいつが教えてくれてな」

　ボーメスニルが目を瞠みはる。アンリも驚おどろいた。間違いない、ヴィドックだ。

「ちょ、ちょっと待って！　なんでヴィドックが、あんたに？」

「む？　それは……いや、あとにしろ、あとに！　今はそれどころではないのだ！」

　途中で何かを思い出したようにハッとなるダーウィン。続いて彼はやおらその場にしゃがみ込むと、憲兵の一方が抱えていた筒状のものを受け取り、それを一気に床に広げた。

　地図だ。それも相当大きい、パリの都市全図だった。

「ファーブル、お前ならこれが何か分かるのではないか？」

「こ、これ……っ！」

　地図には大きな模様が描き込まれており、それを認めるやアンリは喉のどを引ひき攣つらせた。慧けい太た郎ろうやクロエは目を白黒させているが無理もない。よほど急いで仕上げたのか模様がかなり雑なのだ。専門家でなければ何が何やらだろう。しかし、自分は一目で見当がついた。

「スキナーの奴やつの荷物から妙な書類が見つかってな？　それを元に昨日、憲兵隊の何人かに無理を言って、この問題の箇か所しよを幾いくつか調べてもらったのだ」

　ダーウィンが地図に描かれた点を指差し、次いで懐ふところから土の入った試験管を取り出す。

「街まちがあんな状態だったので、すべては無理だったが、ポイントから採取した土も薬物検査に妙な反応を示した。これは特定の薬に触れると、なぜか熱を伴ともなわん発光現象を起こす」

「……魔ま術じゆつ光こうだわ」

「むう、やはりか。となると地図のコレも──」

　いつになく真剣なダーウィンに、アンリも硬い面おも持もちで頷うなずいた。

「魔ま法ほう円えんよ。とびきり馬ば鹿かでかい、パリの中心部が丸ごと収まるぐらいの……」

　慧けい太た郎ろうたちがぎょっと身を竦すくませる。自分と同じでいち早く模様の意味に気づいていただろうボーメスニルも、ただでさえ人を遠ざけそうな形相を更さらに恐ろしいものに変えていた。

「ま、魔法円って……それじゃ、これが〈ブリュム・ド・シャルール〉の狙ねらいか!?」

「アンリエット、これはどんな術を発動するものなのです!?」

「……分かんない。模様が大おお雑ざつ把ぱ過ぎるってのもあるけど、西洋魔術の基本原則が殆ほとんど無視されてる。すごく古い術式だわ。この円を敷しいたのは、たぶん〈ブリュム・ド・シャルール〉じゃないと思う。でも、真ん中のコレ……凱がい旋せん門もんの辺りで蜷局とぐろを巻いてるのは……」

「封ふう印いん、だそうだよ？」

　その声に、いつの間にか地図に集まっていた皆が、一いつ斉せいに動きを止める。

　発言者はティエールだった。彼は一人だけ離れた場所で、窓から外の景色を眺めている。そういえば、最初、自分たちがここへ来たときも、あんなふうに窓まど際ぎわに佇たたずんでいたのだったか。

「……封印？」

　代表してアンリが尋たずねれば、ティエールは窓の外に目をやったまま頷いた。

　次の瞬しゆん間かん、不意に地面が揺れた。初めは勘違いかと思うほどの微震だったけれど、段々とその激はげしさを増して結構な揺れに変わってゆく。立っているのも困難、というほどのものではなかったが、フランスだとこれほどの規模の地震は珍めずらしい。それにタイミングも何か嫌な感じだった。アンリが思わず「ティエール！」と叫び声を叩たたきつけると、

「お察しのとおり。震源地はパリだ。どうやら始まったようだね」

　慌あわてふためくこちらを余よ所そに、やはり彼は飄ひよう々ひようと宣のたまってみせた。

「始まる!?　何がよ!?」

「だから、封印さ。である以上は『解かない』と」

「ッ、封印を解く……？　じゃあやっぱり、あんたが言ってた四つ目とか五つ目って!?」

「うん、それで合っていると思うよ。例の死しに神がみあたりから聞いたのだろう？」

　そうだ。ベノワが言っていた。〈ブリュム・ド・シャルール〉やバチカンの行動には聖書の最後に記されている『ヨハネの黙もく示し録ろく』が深く関わっているのだ。

「でも、あんなのは所しよ詮せん、ただの噓うそっぱちでしょ!?」

「いやいや、暗あん喩ゆを多用して分かりにくくはしてあるけれど、ヨハネの黙示録はかなり正確なところを著あらわしているとも。他の国や地域に残ってる伝承は大抵、話が大きく歪ゆがんでしまっていて、『七つの門』や『終末の四騎き士し』に関しての記述はどこか欠けているからね」

　アンリは強い揺れのなかで、ヨハネの黙示録の内容を思い出す。真ま面じ目めに読んだことなどないけれど、確か七つの門のうち初めの四つは、終末の四騎き士しと何か繫つながりがあったはずだ。

　そう考えていると、さすがは優ゆう等とう生せいというべきか、先にクロエが疑問を口にした。

「四人の騎士たちは、第一から第四の門が開かれるたびに、順番に世に姿を現わすことになっていたはずです！　ケイが『四人目の騎士』なのですよね!?」

「そう、第一から第四の門──つまり封ふう印いんは、主に〈蟲天の瞳エレクトロン〉のためのものだ。彼の左目に収まっているそれは、ついこの前まで第四封印地に封じられていたのだよ」

　ティエールの言葉に、慧けい太た郎ろうが過敏に反応した。何か気づくことがあったらしい。

「ジョゼフは、これを中国大陸で発見したと……」

「清しん国の山間部だったらしいね。私もそのときには既すでに〈蟲天の瞳エレクトロン〉の重要性は理解していたから、少し細工をして交渉のカードに奪うばってやろうかと画かく策さくしたわけなんだが」

　今度はアンリも気づくことができた。ティエールの今の発言は重要な意味を孕はらむ。

「じゃあ、ルクレール号で慧太郎に〈蟲天の瞳エレクトロン〉を託たくした男って!?」

「うん、私が彼に組そ織しきを裏切らせた。自分の行ないに迷いを持っているようだったのでね。甘言を吹き込んで、私の元に〈蟲天の瞳エレクトロン〉を持ってくるよう指示したのだよ」

　まぁ失敗したがね、とティエールが苦笑する。慧太郎が渋面を浮かべて沈黙した。彼にとってはすべての始まりとなった出来事だ。心中穏おだやかではいられまい。

　と、揺れがいよいよ激はげしくなってきたそのときだった。

「ッ、なに!?」

　昼夜が逆転した。

　そう錯さつ覚かくするほどの凄すさまじい閃せん光こうが、いきなり窓の外で上がったのだ。

　目が眩くらんだのは一いつ瞬しゆんだった。まず薄うっすらと瞼まぶたを開けてみると、ヴェルサイユの街まちの更さらにずっと向こう、茫ぼう漠ばくと闇やみばかりが広がる地平線の彼方かなたに、何か虹にじ色いろに輝く光の帯のようなものが揺蕩たゆたっている。まるでオーロラだ。周囲の人間は完全に混乱し切っていたが、アンリはすぐにそれがなんであるかを悟さとった。一いつ拍ぱく遅れてボーメスニルもだ。

「……まさかっ、魔ま術じゆつ光こう!?」「馬ば鹿かな！　規模が大き過ぎる！」

　魔術的な現象に必ず付随する魔術光。簡かん易い魔術の魔ま法ほう円えんや、アンリの魔ま術じゆつ弾だんが帯びる光もこれに当たる。魔術の特性や術者によって魔術光の色味は変わるのだけれど、あのオーロラは絶えず色が変化していた。おそらく術式が用意されてから、かなり時間を経たのち発動されたものなのだ。術者の意い念ねんや元の性質が抜けて、殆ほとんど自然現象に近いものに変わっている。

　だが、驚おどろきはそれだけでは終わらなかった。

　膨ぼう大だいな魔術光が徐々に光量を収めてゆくと、代わって同じ場所から今度は何か巨大な柱のようなものが、ゆっくりと天に向けて伸び始めたのだ。

「ちょっ……!?」

　絶句、などという有あり体ていな言葉で片づけられるものではない。

　何しろあの柱は魔ま術じゆつ現げん象しようではなく、明らかに物理的な質量を伴ともなうものだ。そして、おそらくアレが現出したのは、方角とさきほどのティエールの言からするにパリ。ヴェルサイユは確かに『パリ近郊の街まち』だけれど、両都市はゆうに二〇キロ以上も距離を隔へだてているのだ。にも拘かかわらず、ここからでもはっきりと視認できるとなると、つまりあの柱は──

「第四の封ふう印いんまでが〈蟲天の瞳エレクトロン〉のためにあるなら、第五以降の三つの封印地は何を封じているのか？　つまり、アレがその答えなわけだね」

　地震は既すでに収まっていた。けれど、ティエール以外、誰だれも言葉を発さない。動きもしない。じきに陽ひが昇るだろう黎れい明めいの空、そこを目指してゆく巨大な柱の存在に、呼吸をすることさえ忘れて魅み入いられている。皆の心境は各おの々おのの面めん貌ぼうが何よりも雄ゆう弁べんに物語っていた。

　曰いわく──アレはおそらく人類史に現れてはいけないモノだ、と。

　やがて、その先端が限界まで達したとおぼしき頃ころ、出し抜けにぐらりと柱が傾いた。

　だが、倒れない。柱はそのまま弓なりになって静止した。




　────鎌かま首くびを、もたげたのだ。




　あれほど巨大な柱に、なぜそんな真ま似ねができる？

　否いな、分かり切っている。アレが柱などではないからだ。ましてや無機物でもなく、物理法則が適用されるかも怪あやしいからだ。

「なるほど。確かに似ているね、シメーラに」

　ティエールが語る。シメーラという単語にアンリは頭の片かた隅すみで反応した。やはりベノワが言っていたのだ。シメーラは『眷けん属ぞく』であり、その『親おや玉だま』のような存在がいる、と。

「…………黄よ泉みの、蟲むし…………」

　生物なのだ。

　アレは『生きている』のだ。

　あんな狂的としか思えない巨体を誇りながら、こんなちっぽけな世界にいつかどこかで『生まれ落ちた』のだ。

　馬ば鹿かな、と口元に半笑いが浮かぶ。生物学者の端はしくれとして、そうならざるを得ない。常じよう識しきと理性と現実が悲鳴をあげている。何もかもがまやかしだと叫んでいる。

「十字教では主に『ハデス』という隠語が使われている。だが、ああなるともう『竜りゆう』と呼んだほうが適切な気がするね。現に『あらゆる生物の特性を持つ』とされる竜は、アレを目まの当あたりにした先人たちが、それを絵に起こしたことが由来だそうだよ？　だから竜の姿形だけは概おおむね世界で共通している。バチカンの対〈蟲ギヴル〉機関が『竜殺しの聖人ゲオルギウス』を名乗るのも、それが理由なのだろう。あぁ、そういえば『ギヴル』というのも元はどこかの──」

　ティエールの喋しやべりが止まらない。だから分かった。平然としているように見えて、その実、彼もさほど冷静ではないのだ。興こう奮ふんか動揺か、それとも畏い怖ふか。とにかく浮き足立っている。

「アレが……あんなモノの解放が、〈ブリュム・ド・シャルール〉の目的……？」

　虚うつろな声で呟つぶやいた慧けい太た郎ろうに、ティエールが独白をやめて応じた。

「いいや、その一部さ。彼らの最終目標は、あくまで〈裸蟲ミルメコレオ〉全体の安あん寧ねいだ」

「………………」

「しかしまぁ、確かにあの〈冥めい王おう蟲ちゆう〉がその幕開けであることは間違いないのだろうね」

〈冥めい王おう蟲ちゆう〉──冥めい府ふの王。黄よ泉みの蟲むし。奈落の底に住まう者。

　その名のとおり、今、大地の下から現れ出でた存在を、アンリは暁ぎよう闇あんのなかに認め続ける。

　第六感が囁ささやいていた。これから決戦が始まるのだと。

　自分たちと〈ブリュム・ド・シャルール〉の。

　アンリエット・ファーブルと、マルティナ・ロセリーニの。

「さあ、諸君。仕事を始めようか」

　未いまだ誰だれもが虚きよ脱だつしているなか、やはりティエールだけが一足先に動き出す。

「さっき私は『住民の被害は三割以下に抑おさえられる』と言ったが、きみたちの頑張り次第ではもう少しなんとかなるかもしれない。街まちだって必要以上には壊こわされないほうが望ましい。何より私と〈ブリュム・ド・シャルール〉の契約は現時点を以もって完全に履り行こうされた。用済みになった相手と仲良しごっこを続けるのは大変疲れるのだ」

　おそらくティエールは、すべてを計算していたのだろう。だから自分たちをヴェルサイユ宮きゆう殿でんにこうして集めた。己おのれにとって──否いな、フランス王国にとって最適と思える段階で、〈ブリュム・ド・シャルール〉の計画に強力な私兵をぶつけるために。

　より正確には、四人目の騎き士しの力を見込んで。

「貴方あなたって人は……っ！」

　慧太郎が我に返って叫ぶ。ティエールは眉まゆ尻じりを下げ、しかし不思議と切実な面おも持もちで言った。

「これが私のやり方なのだよ、ムッシュ・秋あき津つ。パーティー会場でも言ったろう？　──私の掌てのひらの上で、人々を救ってくれれば良いのだよ」




　　　　○




　驚きよう天てん動どう地ち。

　まさしくそう表すに相応ふさわしい存在が、マルティナの目の前に屹きつ立りつしていた。

　傍かたわらで突き抜けるような哄こう笑しようを響ひびかせているのは、担かついでいた自分を今しがた地面に降ろしたクリザリッドだ。他の面子メンツがまだ自失から立ち直れていないなか、彼だけが圧倒的なまでの自我で以って地の底より現れた存在と対たい峙じしている。

「破は破はッ、こいつが〈冥めい王おう蟲ちゆう〉か！　あぁ、女王の言うとおりだ！　凄すさまじいな！」

　路上にへたり込んだマルティナは、ただ震えることしかできなかった。

　儀ぎ式しきは成功した。『原始の詩』により長きに渡ってこの地に施ほどこされてきた第五の封ふう印いんは解かれ、その下に眠っていた『大いなる王』を完かん膚ぷなきまでに呼び起こすことができた。クリザリッドが大声で叫んだように、ここまで女王にあらかじめ聞かされていたとおりの運びで、少なくとも現段階では何一つ想定外は認められない。

　だが、しかし──

「…………っ」

　その圧倒的に過ぎる存在を前に、卑ひ小しような人間が恐きよう懼くを覚おぼえずにいられるはずもなかった。

　あまりにも巨大であるため近距離からでは全体像が推おし測はかれないが、地より生え伸びたその高さたるやおそらく数千メートルは下るまい。いや、もしかしたら全長は軽く一〇キロを上回っているのかもしれない。何しろ眼前にそびえるワーム状の巨きよ大だい蟲ちゆうは、何度も言うようにまだその体たい軀くを半なかば土中に埋うめた状態なのだ。完全に戒いましめを脱せばどれほどになるのか、ましてや地上を蠕ぜん動どうしようものなら何が起きるのか。想像するだに馬ば鹿からしかった。

　だが、なぜか『おぞましい』とは感じない。

　苔こけと土と岩に満まん遍べんなく覆おおわれた体表が、微かすかに生命の息づきを主張していても。

　一周するだけで下へ手たをすれば何時間も費やしそうな胴回りを認めても。もたげられた頭部が星明かりを完かん璧ぺきに遮さえぎるほどの影を足元に広げても。

　奇妙なことに、嫌けん悪お感かんだけは皆かい無むだ。

　ときに『大きい』ということは、それだけで人を生理的に怯おびえさせるのに。

　理由は無論、分かっていた。万事を淡白に捉とらえがちな自分でさえ、一いつ瞬しゆん、その馬鹿げた思考が脳のう裏りに浮かびかけたのだから。コレを見れば誰だれもが初めに同じ感想を抱くだろう。

　神だ、と。

　もし三千世界に本当に神仏がいるなら、それはたぶんこの〈冥めい王おう蟲ちゆう〉のことだ、と。

「──おい、立てるか？」

　ひとくさり笑い終えたクリザリッドが、こちらに手を差し伸べてくる。その面おもてには未いまだ興こう奮ふんの残ざん滓しが残っていた。マルティナは彼の手を取って、なんとか腰を持ち上げる。

「よくやった、詠うたい手て。お前は気に食わん奴やつだが、覚悟は確かに見せてもらった」

「……当然よ」

　短く応じて前方の〈冥めい王おう蟲ちゆう〉を再び見上げた。今はまだ殆ほとんど動きらしい動きを見せておらず、地上に現れて頭を垂らしたままの体勢だ。これもやはり女王の言うとおりだった。

「わたしの出番はここまでよ。あとは──」

「ああ、分かってる。こっからは俺おれの仕事だ」

　だが、クリザリッドが頷うなずいたその直後、背後に控ひかえていた〈ブリュム・ド・シャルール〉の誰かが切迫した声をあげた。「指揮官っ、軍船がこちらに！」と。

　視線を転じれば、なるほど確かに。先刻まで街まちのあちこちで地上の〈蟲ギヴル〉に応戦していた飛行船が、続々とこちらに船首を向けるのが見て取れた。旗き艦かんとおぼしき一ひと際きわ立派な双そう胴どう艦かんや、小回りと速度が売りの気き囊のう内ない蔵ぞう型がた、果ては軍ぐん属ぞく魔ま術じゆつ師しが駆かるシエルバレまで、航空戦力の大半が狂きよう騒そうに憑つかれたかの如ごとく殺到してくる。おそらく地上部隊も同様だろう。

「ハッ、事情がてんで摑つかめずとも〈冥めい王おう蟲ちゆう〉を放置するのだけはマズイと勘で判断したか！　そういう意見だな!?」

「ダロウ、ナ……何シロ、アノ威い容よう、ダ……脅きよう威い度どナド、一目デ、分カロウ……」

「やれやれ、舞ぶ台たいに上がってきたマナーの悪い客と乱らん闘とうする気分だな」

　雪蘭シユエラン、ミハイール、マクシムが各おの々おのそんなことを口にする。他の構成員たちも合わせて皆が相そう貌ぼうに闘とう気きを漲みなぎらせていた。これよりかつてない激げき戦せんが始まると誰だれもが承知していたのだ。

　いや、『これより』というのは、何もこの場に限った話ではない。

　今までの四つの封ふう印いん地ちはどれも人里離れた場所だったため、開封による周囲への被害も少なく、また起こる現象もさして派手ではなかった。が、この第五封印の解放はまったく意味合いが異なる。何せあれだけの大怪異を耳じ目もくに晒さらしたのだ。今後一切もう〈ブリュム・ド・シャルール〉に安息のときはない。テロ組そ織しきなどという小さな肩書きも通用しない。どこで何をするにも必ず世界中からの追っ手に悩まされるだろう。

　そう、自分たちは今日この日、この瞬しゆん間かん、世界に向けて確と宣言したのだ。

〈冥めい王おう蟲ちゆう〉という隠し切れようはずもない広こう告こく塔とうで、我々は〈裸蟲ミルメコレオ〉を除くあらゆる人間の大敵に他ならない──と。

「お父様、指示を！　早くノエに指示をくださいまし！」

　ノエがどこか熱に浮かされた声で父を促うながす。その顔に負の感情は一いち握あくもありはしない。間近に迫せまる闘争の気配に、はしたなく荒い息さえついていた。

「おうおう、どいつもこいつもやる気充分か。心強ぇな、おい」

　クリザリッドが低く笑う。そして、手にしていた刀の鞘さやを流りゆう麗れいに払った。

「──お前らも知ってのとおり、俺おれは今から『騎き士しの務め』を果たさなきゃならん！　暫しばらくは事に掛かり切りになるうえ、この場から動くこともできなくなる！　それは〈冥めい王おう蟲ちゆう〉も同じだ！　大たい望ぼうに指の先が掛かった矢先、本命の道が断たれちゃ意味がねえ！　いいか!?」

　白はく刃じんがゆるりと掲げられ、その切っ先が空の船団を示した。

　と、そのときだ。なんという機運か、狙ねらい済すましたかのように朝あさ陽ひが差し、街がい路ろを貫つらぬいた陽光に照らされ、クリザリッドの羽は織おった着物が陽炎かげろうの如く揺らめいた。

〈ブリュム・ド・シャルール〉──その名のとおりに。

「俺が仕事を終えるまで、連中をこの区画に近寄らせるな！　情けも泣き言も三さん途ずの川かわの渡り賃も考こう慮りよするこたぁねえ！　邪じや魔まする奴やつは、斬きって斬って斬りまくれッ！」

　僅わずか五〇人ばかりの精せい鋭えい。されど、彼らのあげた鬨ときの声こえは、確かに地をどよもした。

　同時、指揮官の苛か烈れつな采さい配はいに応じたメンバーたちが、やはり次々に陽炎かげろうを纏まとってゆく。ざわりと身体からだを波打たせ、〈裸蟲ミルメコレオ〉の本性を露あらわにしてゆく。

　ただ、そんななかで唯ゆい一いつ、マルティナだけが面おも持もちを硬くして立たち尽つくしていた。

　自分が引き金を引いた事の次第と顚てん末まつを思って。これから流される多くの血と涙の味を一足先に嚙かみ締しめて。何より、もうじき対たい峙じを余よ儀ぎなくされる面倒な少女のことを心に喚かん起きして。

「お前はどうする、詠うたい手て？　ここで待つか？」

　擬ぎ態たいを解いて一いつ斉せいに散開する同胞らを尻しり目めに、クリザリッドが〈冥めい王おう蟲ちゆう〉へ歩を進めながら言葉のみで訊きいてきた。幸さいわい返答に躊躇ためらうことだけはなかったと思う。

「いいえ、わたしも前線に出るわ。決着をつけたい相手がいるもの」

「……そうかい。ま、止めやしねえさ」

　肩越しにこちらを一いち瞥べつし、

「なんにせよ、誰だれにとっても正念場だな。つまらん死に方だけはするなよ？」

　言って、あとは音もなく去ってゆく。だから、マルティナも彼に背を向けて街がい路ろを進み出した。もはや不可避の激げき突とつへ、せめて待つのではなく、自みずから馳はせ参さんじようとして。

「──さあ、勝負よ。アンリエット」













　　　　間章







「──行ってしまったか」

　今しも『鏡かがみの回かい廊ろう』をあとにした四人を見送り、ティエールは些いささか感傷的な声音で呟つぶやいた。場に残ったのは自分を除けば、ボーメスニルとダーウィン、そして二人の憲けん兵ぺいだけだ。

　日の出を迎えた地平線の彼方かなたには、現在もまだ〈冥めい王おう蟲ちゆう〉の威い容ようがそびえている。彼らが上う手まくやってくれれば良いのだけれど。

「若者たちに重荷を背負わせるのは、やはり色々と気が引ける話ではあるね」

「よもや『後悔している』などとは言いますまいな？」

　静かに訊きいてきたのはボーメスニルだった。従順とした態度ではあるが、語調にはある種の威い嚇かくが込められている。宣むべなるかな、彼はこちらを『試して』いるのだ。

「まさか。概おおむね予定どおりに話が進んで安心しているのだよ。それに──」

　口端を大きく歪ゆがめる。自分の猛もう禽きんの部分がまたぞろ顔を出す。

「子供に全部押しつけてハイお終しまいなんて、そんな大人げない真ま似ねをするつもりも、さらさらないしね。そうだろう、ボーメスニル少佐？」

「……はっ」

「パリの街まちは適度に壊こわされればいい。それに〈ブリュム・ド・シャルール〉の目もく論ろ見みも知りたい。あの巨大な〈蟲ギヴル〉が『なんのために封ふうを解かれた』のか、その本当のところを」

「？　どーせ世界を支配するため～、とか、そんな感じではないのか？」

　言ったのはダーウィンだった。ティエールは肩を揺らす。

　馬ば鹿かげている。到底、現実的ではない。いくら〈冥めい王おう蟲ちゆう〉がとてつもない巨大さであろうと、所しよ詮せんはただの一匹の生物だ。世界を相手に実力行使で渡り合えるものではない。〈ブリュム・ド・シャルール〉が、当初から掲げている〈裸蟲ミルメコレオ〉の権けん利り獲かく得とくに、そんな即物的な手法で至ろうと考えているならば、話はもっとずっと簡かん単たんだったことだろう。

　確かめねばならない。一時的な協同関係にあるなかでも、なんだかんだと最後までこちらの追及を躱かわし続つづけた、〈ブリュム・ド・シャルール〉の大たい願がん成じよう就じゆへの道みち筋すじを。

「──首相として命ずる。軍人として己おのれの為なすべきを為せ、ボーメスニル少佐」

「御ぎよ意いッ！」

　その下げ知ちを待ちかねたとばかりに、ボーメスニルが大きく返事をして回廊を出てゆく。途中でダーウィンに呼び止められ、何か耳打ちされて少し驚おどろいていたようだが、すぐに再び歩き出してその後ろ姿は見えなくなった。二人の若い憲兵も彼のあとに続いた。

　次いでティエールは、少し悩んでからダーウィンに『ある事実』を告げておくことにした。

「ムッシュ・ダーウィン、実はきみに少し不ふ愉ゆ快かいな話があるのだけれど──」

「皆まで言うな、贅ぜい肉にく卸おろし売うり業者の最大手。分かっているから」

「……や、私はこれでも一応、首相なのだけれどね？」

　面と向かって凄すごい呼び方をされたな、と苦笑しながらティエールは続けて尋たずねた。

「しかし、『分かっている』とは？」

「私は助手を失ったのだろう？」

「…………」

「まったく、スキナーの恩知らずめ。あれだけ目をかけてやったのに、私に一言の断りもなく辞めるとはな。明日からいったい誰だれが雑務をこなすのだ」

　ティエールは彼の表情をちらりと窺うかがう。ひどく凪ないだ面おも持もちがそこにあった。

「だから、わざわざこの場まで？」

「うむ。私なりに〈ブリュム・ド・シャルール〉の連中に、何か一いつ矢し報むくいてやろうかと思ってな。結局、間に合わなかったようだが」

「……組そ織しきが貴方あなたの助手を引き込んだのは、封ふう印いんの特定を急ぐためだったようだね。パリであまり動き過ぎれば私の目に留まる。計画の詳しよう細さいを知られたくなかったのだろう」

　実際、〈ブリュム・ド・シャルール〉に協力を持ちかけられてから、ティエールは善意を装よそおって幾いく度どとなく「街まちでの探索に手を貸す」と申し出たが、相手は「見て見ぬふりをするだけでいい」の一点張りだった。何がどう間違って協定が破は棄きされ、妨害工作を仕掛けられるか知れたものではないと、そう警けい戒かいしていたのだろう。

　確かに。封印解放の具体的な手段を摑つかんでいれば、自分はここまで後手には回らなかった。

　何しろ組織に緊きん急きゆう避ひ難なん警けい報ほうの発令を要よう請せいされたのは、一昨日おとといの晩、いきなりのことだったのだ。更さらにこちらの応も待たずして、捕らえてあった〈蟲ギヴル〉を街に放されてしまった。

　これほどの重大な計画を控ひかえていながら、〈ブリュム・ド・シャルール〉が律りち儀ぎにリグワール邸で雑務に努めたのは、つまりこちらの目め眩くらましという側面があったのだろう。いつ事が起きてもいいよう、対応策は講じていたとはいえ、冷や汗を搔かかされたのは間違いない。

「……なかなか上う手まくはいかないものだね」

「ふん、当然だ。もし何もかも思いどおりなら、スキナーの奴やつだって帰って来ている」

　冷たく吐き捨てたダーウィンは、しかし己おのが助手を奪うばった組織と癒ゆ着ちやくしていたこちらを、それ以上は非難して来なかった。世の評価どおり、思いのほか賢けん明めいな男であるらしい。

「ところで──ムッシュ・ダーウィン、さきほどは少佐に何を？」

「なに、ちょっとした伝言だ。まぁ意味のほうはさっぱりだがな、ふはは！」

「……伝言？　誰だれから？　その内容は？」

「通りすがりの親切なモミアゲから、『いつでもイケる。合わせてやる』と」




　　　　○




　国こつ家か警けい察さつが保有するその倉庫は、現在、大変な慌あわただしさに包まれていた。

「おらっ、そこ！　何やってんだ!?　ちんたらしてんじゃねえ！」

「脚あし周まわりのパーツが足りないぞ！　これじゃ再さい出しゆつ撃げきしても的まとになるだけだ！」

「だから、対〈蟲ギヴル〉装備だけじゃ駄だ目めなんだって！　対人兵装をもっと持って来いよ！」

　飛び交う怒声、幾いくつも響ひびく足音。そこらじゅうを屈強な男たちが忙しそうに行き交い、消しよう耗もう激はげしい自じ動どう甲かつ冑ちゆうの改修作業に勤いそしむ。実際に現場に立つ者にしろ支援担当にしろ、彼らは皆、昨日から徹てつ夜やで〈蟲ギヴル〉相手に街まちを守ってきた者たちだ。

　そんななか、ただの部外者であるフランソワ・ヴィドックは、とある一台の自動甲冑の前に佇たたずんでいた。その機体の整備をしているのは、作業服を着た小柄な老人だ。老いも枯かれたような有あり様さまのくせに、その手つきだけは他の誰だれよりも速く的確で、熟じゆく練れんの業わざを感じさせる。

「悪かったなぁ、おやっさん。隠居してたところ引っ張り出しちまってよ」

　ヴィドックが話しかければ、作業服の老人は手を休めないまま威い勢せい良く返してきた。

「ケッ、な～にがおやっさんじゃい。お前さんだって今じゃ立派に時代遅れの仲間入りじゃろが。だというのにまだやんちゃが直らんと見える。ええ、ヴィドック？」

「はは、違いねぇ。どうも俺おれは落ち着きのない性分らしくてね。──で、いけそうかい？」

「当たり前じゃ。要望どおり、お前さんが現げん役えきの頃ころに使ってたやつと同様、超ちよう玄人くろうと好みに仕上げてやるわい。ピーキー過ぎて、あとでチビるなよ？」

「恩に着るよ」

　とまれ、事態は深刻だった。昨日、緊きん急きゆう避ひ難なん警けい報ほうが発令された時点で、事が〈ブリュム・ド・シャルール〉絡がらみならば、必ず最悪にはもっと下があると踏ふんで準備を進めてきたわけだが、まさかあんな途方もない隠し玉が出て来ようとは。幸さいわい今はぴくりとも動かないが、外では依然、戦せん闘とうが継けい続ぞく中──いや、激げき化かしている。報告によれば〈裸蟲ミルメコレオ〉の姿が何人も確認されているらしいのだ。知恵があるぶん、奴やつらはある意味〈蟲ギヴル〉よりも厄やつ介かいな敵といえた。

「……いよいよ戦争じみてきやがったな」

　突然のパリ〈蟲ギヴル〉侵入で、警察内部に混乱が生じたのをいいことに、昔むかし馴な染じみたちに片かたっ端ぱしから声をかけて、こうして決定的な段になるまで、なるべく戦力を温存するよう立ち回ってきたヴィドックだが、さすがにもはや出し惜しみも無用だった。ここまで指揮に徹してきた自分も次の出撃には参加する。集めた仲間たちと共に、フットワーク重視の遊ゆう撃げき隊たいとして。

「それよりオイ、お前さんは本当に良かったんかい？　ヴィドック」

「ん、何がだ？」

「こんな大それた真ま似ねをしでかして、さすがに上層部も黙っとらんと思うぞ？　ワシはもう退たい職しよくしとるし、他の連中もお咎とがめくらいで済むじゃろうが、お前さんはそうもいくまいよ」

「警けい察さつを辞めてんのは俺おれも同じだぜ、おやっさん」

「だが、今は私し立りつ探たん偵ていとかいう妙な商売をしとるんじゃろ？」

　そのとおりだ。もしこれで事が無事に済んだとしても、おそらく自分はもうパリで探偵業を続けることはできまい。だが、いいのだ。すべて覚悟の上なのだから。

「……ひさしぶりにさ、エルネストの奴やつに会ったよ。憶おぼえてるか、おやっさん？」

「エルネストってあれか？　憲けん兵ぺい隊たいの熱ねつ血けつ坊ぼう主ず」

「おう、なんか全然変わってなくてな。参ったよ。俺だけ歳としを食った気分だ」

　ルーヴル美術館でボーメスニルと交わしたやり取りが想起される。

　──逃げた、って思ってるか？

　あの問いに奴は「いえ」と答えたが、さて本当のところはどうだったのか。

　少なくともヴィドック自身は、ある志を抱いて捜査局長の座を辞任し、この探偵という職業を始めたつもりだった。表向き理由は「飽きた」ということにしてあっても、だ。

　しかし、そういった自分の行ないはやはり傍はたからすれば、ひどく不実なものに見えたのかもしれない。特に、上から吹っかけられる無理難題や現場の摩ま擦さつと、今も正面から向き合って戦っているあの青臭い男には。

「……けどよ、誰だれかが枠組みの外から目を向けねぇと、いい加減、埒らちが明かねぇだろ？」

　知らず誰にともなくそう呟つぶやくと、老人が呆あきれたように溜ため息いきをついた。

「やれやれ、前ぜん言げん撤てつ回かいじゃな。お前さんはやっぱり、まだ全然ガキンチョじゃ」

「は？　なんだよ急に」

「いやなに、自分の能力をしっかり把は握あくできとっても、そんな自分の背中が他者にどう映るか分からんようでは、まだまだっちゅー話よ。──ほれ、終わったぞい」

　不可解なことを言って自じ動どう甲かつ冑ちゆうから離れかけた老人だったが、

「っと、いかん！　こいつを忘れとった！」

　途中で慌あわてて機体に取って返し、その足元に置かれていた白いペンキと刷は毛けを手に取った。ヴィドックはたまらず頰ほおを引ひき攣つらせる。

「ま、待て待て！　まさか、また『アレ』をやるのか!?」

「と～ぜんじゃろうが。お前さんの機体なのに『アレ』がなくてどうする？」

　実に嫌らしい笑みを浮かべ、老人が刷毛で機体の前面に大きく文字を書いてゆく。ヴィドックは体温が嫌な感じに上がるのを止められなかった。

　今、ヴィドックの目の前にある自動甲冑だけは、周囲にある機体と形式が大きく異なる。国家警察パリ地区犯罪捜査局に配備されている機体ではないのだ。それもそのはず。これは声をかけた昔むかし馴な染じみの一人──元警官でその後、軍に入った仲間が、昨日、手て土産みやげにとゴタゴタに乗じて陸軍から失敬してきた代しろ物もので、つまりばりばりの軍用機なのだった。

　なので、カラーリングも警けい察さつのそれではなく黒一色。白いペンキは殊ことのほかよく目立つ。

「ほ～れほれ、ここをこうしてっ──と、どうじゃ！　いい出来じゃろが！」

「あ、あーあー、あー……ほんとにやっちまいやがったよ……」

「なぜ嫌がる？　お前さんの機体には昔から、全部こうして書いてやっとったじゃろうが」

「おやっさんが勝手にな！　俺おれあれ、けっこう恥ずかしかったんだからな!?」

　思わず頭を搔かき毟むしる。と、そこで不意に背後から「局長っ！」という声がした。

　ヴィドックが「……元だよ」と応じながら振り返れば、出しゆつ撃げき準備を終えたらしい仲間たちがそこに整列してこちらの合図を待っていた。ヴィドックは皆を見回しつつ口を開く。

「つき合わせて悪いな──とは言わんぜ？」

　まずはそんな第一声を。次いでいつものとおり、せいぜい余裕ぶって皮肉げに。

「何しろ、どいつもこいつも一度は俺が面倒を見てやったツラだ。だからお前ら、今日はきっちり色つけて俺に借りを返しやがれ」

「うわ、ひでー取り立てだ」「面倒？　見てもらった憶おぼえがないな。お前は？」「すごい前にコーヒー一いつ杯ぱい奢おごってもらいましたけど」「え、それで戦えって!?」「……闇やみ金きんかよ」

「やかましい。命知らずの警官隊が、せせこましいこと抜かすな。黙って俺のために死ね」

「「「「「もっとひでぇ!?」」」」」

　声を揃そろえて悲鳴をあげる一同。チームワークは抜群のようだ。ヴィドックは笑った。

「そう、それでいい。お前らは『ただの』警官だ。だから間違っても英雄になんぞなろうとするな？　普段どおり適当にパリの治安を守ればいい。それだけだ」

　各おの々おのが自分の言葉を、各々の表情で受け止めた。

　ヴィドックはそれを認めて首しゆ肯こう。そして僅わずかに間を空けたのち、

「うし。ンじゃまあ、ぼちぼち行くか？」

　途端、こちらの気の抜けた合図に、皆が「了解っ」と小気味良く返し、それぞれの機体や装備の元へ戻ってゆく。誰だれも急がないし、慌あわてもしない。実に好ましい反応だ。

　そんな仲間たちを満足げに見送ったあと、ヴィドックは再び背後に振り返った。老人が工具で指し示す自じ動どう甲かつ冑ちゆうの胸部には、相変わらず白いペンキでこう書かれている。

　あぁ、無情レ・ミゼラブル──と。

「やっぱり機体の愛称にしたって、ちとおかしいと思うんだが……さて、何しろブランクがあるからな。昔と同じようにいくかどうか」

　嘯うそぶきながらタラップを登り、機体のなかに身体からだを押し込めれば、自然と口角が粗そ野やに吊つり上あがる。往年の自分、鬼おにの捜査局長フランソワ・ヴィドックが、戻ってくるのを感じた。

　深呼吸をする。操そう縦じゆう桿かんを握る。舌なめずりして、ペダルを強く踏ふみ込こむ。

「はん、締しまらねぇな──結局、俺が一番昂たかぶってるじゃねえかッ！」

　叫んだ次の瞬しゆん間かん、機体が蒸気を猛もう然ぜんと吐き出して、倉庫から矢のように飛び出した。













　　　　第五章　誰もが火に入いる虫と化して







　赤い機影が朝焼けのなかを飛ひ翔しようする。まるで尻しりに火でも点ついたかのような勢いで、翼つばさを時折ひどく軋きしませながらパリの街まちへまっしぐらに。

　シエルバレ──アンリが密ひそかに学園から持ち出していたこの機体も、憲けん兵ぺい隊たいの手でヴェルサイユ宮きゆう殿でんまで運び込まれていたのだ。おかげで、こうして比較的迅じん速そくに移動ができているが、それでも慧けい太た郎ろうは焦しよう燥そうを隠せなかった。思わずハンドルを握る少女を急せかしてしまう。

「アンリ、もっとスピードは出せないのか!?」

「無茶言わないでっ、三人乗りなのよ!?　これで精せい一いつ杯ぱいよ！」

　飛ひ行こう帽ぼうを被かぶったアンリも苛いら立だたしげに返してくる。前方にそそり立つ巨大なワームの迫力は、距離が縮ちぢまるにつれ増すばかりだが、肝かん心じんのパリの街並みはまだ遠目にも認められない。いったいどれほどの大きさがあるというのか、あの〈冥めい王おう蟲ちゆう〉という規格外の〈蟲ギヴル〉は。

「……すみません、二人とも。わたしが連れて行ってほしいなどと頼んだばかりに」

　そう詫わびてきたのはクロエで、彼女は今、慧太郎のすぐ後ろに跨またがっていた。

　三人も座るとさすがにシエルバレのシートも余裕がなく、かつてない密着度で身体からだの前面にはアンリのしなやかな肢し体たいを、背中にはクロエの豊かな脹ふくらみを感じている慧太郎だが、幸さいわいというべきか今は取り乱す余裕さえない。ただ、それでも申し訳なさそうにしている彼女を、慮おもんぱかることだけは忘れなかった。

「気にしないでくれ、クロエ。今まできみに色々黙っていたのは、僕らのほうなんだから」

「──そうね。それにもう、あんたは部外者じゃない。ううん、初めから違ったんだわ。あたしたち以上に〈ブリュム・ド・シャルール〉とは因いん縁ねんがあった。でしょ？」

　アンリも率直に告げる。クロエが眼まな差ざしに決意を秘めて深く頷うなずいた。まだ祖父のことで思い悩んでいるようではあったけれど、それでも彼女はヴェルサイユ宮殿を出るとき、はっきりと言ったのだ。「自分も戦いたい。騎き士しとして人々を護まもりたい」と。

『戦わねばならない』、のではなく、あくまで『戦いたい』。

　そう言われてしまえば、もう危険な目に遭あわせたくないという理由で、彼女を後方に置いて来ることなどできなかった。〈ブリュム・ド・シャルール〉との決着は、何よりもまずクロエ自身にとって必要なことなのだろうと思えたからだ。

「でも、頼むから無茶だけはしないでくれよ？　今回はさすがに何が起こるか分からない」

「はい、承知しています。わたしもまだ死ぬつもりはありませんから」

　クロエは凜りんとした声音で応じ、続けて少し沈んだ面おも持もちになって、

「あの、ところでケイ。藪やぶから棒ぼうで恐きよう縮しゆくなのですが……出がけにマザーと何か言葉を交わしていらっしゃいましたね？　あれはいったいなんの話だったのです？」

「……あたしも少しそれは気になってた。なんかマザー、ただならぬ感じだったけど？」

「あ、ああ……いや、あれは……」

　言いい淀よどむ。前後からアンリとクロエの強い視線を感じた。おそらく二人とも、なんとなく内容は察しているのだろう。鋭い友人たちだな、と慧けい太た郎ろうは苦笑する。

　──貴方あなたは我が校の生徒です、ムッシュ・秋あき津つ。

　ヴェルサイユ宮きゆう殿でんをあとにするとき、あちらに残ることになったマザー・テレーズは、慧太郎を呼び止めてそう語った。彼女の表情には苦渋の色が滲にじんでいたと思う。

　──ですが、これから先も生徒であり続けることは……残念ながら認められません。

　──一度、匿かくまうとしておきながら、勝手な言い分をどうか許してください。けれど私は学園長として、生徒たちがこれ以上、危険な目に遭あうことを見過せないのです。

　至し極ごくもっともな話だった。自分は言うなれば災わざわいの種だ。そんな人間を学まなび舎やにいつまでも置いておくほうがどうかしている。テレーズに非はまったくない。

　だのに、彼女は双そう眸ぼうに罪悪感を溜ためたまま、けれど穏おだやかに微ほほ笑えんでこう続けたのだ。

　──だから、ムッシュ・秋津。どうか無事に帰ってきてください。

　──そして学園のみんなにきちんとお別れを告げて、そのうえで胸を張って門かど出でを迎えてください。ささやかなパーティーを企画しておきますから。

　その言葉はひどく胸に染みた。僅わずか三ヵ月間とはいえ色々良くしてくれて、結局、災さい厄やくを持ち込むばかりだったこんな自分のために、テレーズは最後まで親身になってくれたのだ。本来ならこちらのほうから礼を言って、あとを濁にごさず出て行くべきところだったのに。

「……慧太郎？」

　アンリが神妙に呼びかけてくる。クロエもこちらの腰に回している腕に、ぎゅっと力を込めた。だが、慧太郎はかぶりを振って二人の追及をやり過ごす。

「なに、大した話じゃないよ。あとで教えるから、今は当座の問題に集中しよう」

「「…………………………」」

　二人が押し黙る。次いでアンリは拗すねたように顔を前に戻し、クロエは更さらに腕に力を込めてきた。状況が状況だけに、この場では一応、腹に収めてくれたのだと思う。

「それよりアンリ、きみこそどうする気なんだ？」

「？　どうって、何がよ？」

「マルティナのことさ。彼女はまだパリにいるはずだ」

　アンリが傷の瘡かさ蓋ぶたを剝はがされたように、肩を竦すくませ身を強こわ張ばらせた。

　それはクロエも同じだ。けれど彼女のほうは、すぐに動きを取り戻して、

「──アンリエット。マルティナともう一度、きちんと話し合って頂けませんか？」

「ッ、あんたねぇ……！　あいつに刃物まで向けられたのに、まだそんな甘いこと考えてるわけ!?　そんなに気になるなら、自分で引き止めるなりなんなり、すればいいじゃない！」

「……わたしでは、駄だ目めだから言っているのです」

　クロエの声が歯は痒がゆそうに震えた。リグワール邸の書斎でマルティナに友情を否ひ定ていされた彼女は、本当だったら己おのれの口から言ってやりたいことがごまんとあるのだろう。

　しかし、それは自分の役目ではないのだと、クロエは揺らがず言葉を連つらねた。

「わたしだけではない。ケイや他の誰だれでも、おそらく駄目なのです」

「…………なんでよ？」

「もし本当に、マルティナに気持ちを届かせられる人間がいるとしたら、それはこの世でただ一人──アンリエット・ファーブルだけだからです。わたしはそう思う」

　アンリが背後のクロエを顧かえりみる。その目元がきつく歪ゆがんだ。だが、慧けい太た郎ろうもこの件に関してはクロエに全面的に賛成だった。たぶんマルティナは、アンリを『待っている』はずだ。

「僕からも頼むよ、アンリ。彼女を『敵』だなんて、そんな簡かん単たんに割り切らないでくれ」

「～～ッ」

「マルティナにもきっと色々あるんだ。彼女のやったことはなんであれ許されないけど……でも、一番の友達であるきみまで彼女を拒こばんだら、マルティナの理解者は一人もいなくなってしまう。きみの心アルマスから彼女を閉め出さないであげてくれ」

　深く頭まで下げれば、遂ついにアンリが癇かん癪しやくを起こして、シエルバレの操そう作さ盤ばんを拳こぶしで叩たたいた。

　なんで、どうして、あたしが、許せない──そんな胸中の憤いきどおりのままに、何度も何度も何度も。終しまいには壊こわすのではないかと、別の心配を抱かせるくらいに。

「……あぁもう！　分かったわよ！」

　やがて大声で吼ほえた。

　次いで、なぜか言い訳がましく捲まくし立たてる。

「あんなもっさり頭の心配なんて本当はさらさらゴメンだし、あたしは去る者追わずのクールな女だし、だいたいあいつ買ってあげたミニハット案外気に入ってたみたいだったのに何よとかすごい思うけど、あんたたちがそんなに頼むんなら……分かったわよ！」

　こちらをキッと鋭く睨にらみつけてきて、

「非常に、ひっじょ～～～に遺い憾かんだけど！　あいつともう一回、話し合ってあげる！　あんたたちのために仕方なく！　はいっ、これでいい!?」

「「………………」」

　慧太郎とクロエは、ぽかんと顔を見合わせた。

　そして、どちらともなく吹き出す。悪いとは思ったが、笑わずにはいられなかった。

「ああ、それで構かまわない！」「ええ、問題ありません！」

「ぐっ……なんかすごい腹立つわね、あんたたち……っ！」

　けれど、アンリが続けて何か文句を口にしようとした、そのときだった。

　出し抜けに轟ごう音おん。機体のすぐ真横を何かが擦さつ過かしてゆき、発生した風圧でシエルバレが猛もう烈れつに煽あおられる。一いつ拍ぱく後、再び轟音が鳴り渡り、遥はるか後方で派手に土砂が跳はね上あがった。クロエがこちらにしがみついてきながら叫ぶ。

「今のはっ……流ながれ弾だま!?」

「街まちが近いってことよ！　そろそろだわ！」

　アンリが表情を引ひき締しめる。シエルバレが一層鋭く風を切った。

　慧けい太た郎ろうは目を眇すがめてその瞬しゆん間かんを待った。そして間もなく、変わり果てたパリの街並みが目め路じに映る。分かっていた事態とはいえ、衝しよう撃げきに大きく心を揺さぶられた。

　荒地だ。

　そこには紛まごうことなき荒地があった。

　連綿と響ひびき続つづける銃じゆう声せい。絶えず爆ばく発はつを齎もたらす砲ほう撃げき。積木みたく薙なぎ倒たおされた家屋に、あちこちで濛もう々もうと上がる黒煙。多数の〈蟲ギヴル〉が狂きよう騒そうに中あてられ街がい路ろで暴れ、避難し遅れた人々が悲鳴をあげて逃げ惑っている。空では大小様々な飛行船が砲火を瞬またたかせ、踊り狂うシエルバレからは魔ま術じゆつの閃ひらめき。既すでに撃げき墜ついされている戦せん艦かんも多く、今まさに一隻せきの気き囊のう内ない蔵ぞう型がた飛ひ行こう船せんが、セーヌ川に突っ込んで盛大に散さん華げを遂とげた。軍や警けい察さつも街の損そん壊かいを考慮する余裕がないらしく、霊りよう子し脳のうが発狂したか、ところ構かまわず銃じゆう弾だんを浴びせている自動人形もある。路上には無数に連つらなる死体の山。家族を呼び続ける男が今、爆風に巻き込まれて死んだ。瓦が礫れきの下した敷じきになった老人が今、〈蟲ギヴル〉に丸まる吞のみにされて死んだ。泣きながら彷徨さまよい歩く少女が今、蒸気戦車に轢ひかれて死んだ。女性が死んだ。浮浪者が死んだ。軍人も死んだ。赤ん坊さえ死は分わけ隔へだてなかった。みんなみんなゴミ屑くずのように命を散らしてゆく。

　そして、そんな凄せい惨さんと呼ぶのも躊躇ためらわせる光景の先、元はエトワール凱がい旋せん門もんがあったはずの区画に、遠近感がどうにかなりそうなほどの巨体が鎮ちん座ざしていた。

〈冥めい王おう蟲ちゆう〉──〈ブリュム・ド・シャルール〉の大たい望ぼうと何か密接な関わりを持つ、もはや神こう々ごうしいとさえ言えるほどに極大なワーム状の〈蟲ギヴル〉。

　今は殆ほとんど動きを見せないが、間違いなく生きている。地を睥へい睨げいする頭部には目も鼻もなく、空くう孔こうのような口こう吻ふんがあるだけで、それが緩ゆるやかに収しゆう縮しゆくしていたからだ。

　ティエールは「シメーラに似ている」と語っていたが、どちらかというと〈儚きものエフエメラ〉に喰くわれてベノワが変じた、あの奇怪な『シメーラもどき』のほうに近い気がする。翅はねの類たぐいは見当たらないため、まさか飛ぶことはないと思うけれど。

「…………なんなんだ……いったい……」

　寒気がした。感情が胸の奥で無茶苦茶に堆たい積せきし、がちがちと歯の根が合わない。『人命を尊ぶ』という己おのれの信念に、ありったけの汚物を塗りたくられたような気分だった。

「なんなんだ、これは！　ここは地じ獄ごくか!?　なんでこんなっ……」

　地じ獄ごく。己おのれのその台詞せりふに図らずも息が詰つまる。

　自分だけは誰だれがなんと言おうと、世界は荒野ではないと信じて、ここまでやってきたつもりだった。いずれ来たる楽園アルマスのために是ぜが非ひでも戦い抜くと決めていた。

　なのに、今、眼下にある景色はどうだ？　そんな自分の拙つたない願いなど、ただの絵え空そら事ごとに過ぎないと嗤わらって憚はばかりない、このどうしようもない惨さん状じようは。

「…………くそっ！」

　だから考えてしまう。思ってしまう。やめるべきだと分かっていても、ほんの微かすかに開いた心の隙すき間まから、通りもののように昏くらい思考が流れ込んでくる。

　楽園アルマスは『遠い』のではない。

　本当はそんなもの、未み来らい永えい劫ごう、決して──

「駄だ目めよ、慧けい太た郎ろう」

「ッ！」

　そのとき、アンリの声が脳のう髄ずいを貫つらぬいた。

　慌あわてて彼女のほうに首を巡めぐらせれば、ハシバミ色の瞳ひとみが切実にこちらを見み詰つめている。

「自や棄けになっちゃ駄目。そのつど悔やんで胸を痛ませるのは、心の感度として重要なことだけど、でも一方からの視点にばかり囚とらわれないで。……さっきの言葉をそのまま返すけど、あんたの心アルマスから未来いずれを閉め出すのはまだ早いわ」

　完全に内心を読まれたことに驚おどろく。いや、ひょっとすればアンリ自身もまた、同じ悪念に駆かられかけていたのかもしれない。慧太郎は彼女の言葉を幾いく度ども胸の内で反はん芻すうした。

　そうだ。まだ早い。

　諦あきらめるのも、投げ出すのも、何もかも早過ぎる。

　未いまだ街まちのあちこちには、生存者も多く見受けられるのだ。手遅れの命に固こ執しつするより、今は救える命に目を向けるべきだった。それが如い何かに冷れい酷こくな判断でも、ここで足を竦すくませているよりは何百倍もいい。やることもやらずに自みずからの信念に疑問を持つべきではない。

　慧太郎は大きく頷うなずいた。そして決意も新あらたに叫ぶ。

「……アンリ、行こう！　あの〈冥めい王おう蟲ちゆう〉のところだ！　軍や警けい察さつもアイツがいるから冷静さを失ってる！　アイツをなんとかできれば、この騒さわぎは収束に向かうはずだ！」

　何しろ霊れい峰ほうと見み紛まがうばかりの巨きよ軀くなのだ。あんなものが突然街なかに現れれば、誰もが無視できなくなるのは当然だろう。ゆえに、展開している戦力の大半もあちらに向かわざるを得なくなり、結果として〈蟲ギヴル〉たちの跳ちよう梁りようを許すことになる。何を置いても第一に排除すべきなのは、あの〈冥めい王おう蟲ちゆう〉のはずだ。

　アンリも同じ考えだったのだろう、迷いを孕はらみながらも重々しく首しゆ肯こうして、

「でも、行ってどうするの!?　あんなのどうやって止める気!?」

「クリザリッドだ！　他の〈ブリュム・ド・シャルール〉の連中はともかく、指揮官のあいつはたぶん〈冥めい王おう蟲ちゆう〉のそばにいるはずだ！　奴やつから止め方を聞き出す！」

「待って！　それはさすがに……」

　アンリの憂ゆう慮りよも理解できた。クリザリッドがそう簡かん単たんに口を割るとは思えないのだろう。慧けい太た郎ろうも同感だ。けれど、この期ごに及んでもう『できない』は『なし』だった。

　やるのだ。それしかない。

　力ちから尽ずくで奴に〈冥めい王おう蟲ちゆう〉の止め方を吐かせる。

　それは返す返すも、一度、完全に敗北を喫きつした相手に、慧太郎が再び挑いどみ勝たねばならないことを意味していた。手のなかで無む垢く嬢じよう矩のり安やすが、小さく軋きしみをあげた気がする。

「……そうね。もう四の五の言ってられないか……っ！」

　アンリも腹を括くくったのだろう。シエルバレの機首を〈冥めい王おう蟲ちゆう〉に向けた。まだ距離があるにも拘かかわらず一目で激げき戦せん区くと知れるエトワール広場周辺へ。

　だが、その直後だった。

「アンリエット、避よけてください！」

　突とつ如じよあがったクロエの警けい告こくに、アンリがなんの疑問も持たず即応できたのは、おそらく殆ほとんど反射的なものだったはずだ。結論から言えば、それがこちらの命を救った。

「ッ、なんだ!?」

　無茶な操そう縦じゆうでシエルバレが平へい衡こうを傾けるや、何かが高速で機体の側面を掠かすめていった。

　銃じゆう弾だんではない。速過ぎる。まるで見切れなかった。かといって砲ほう弾だんでもない。さほど質量を伴ともなうものではないはずだ。強しいて言えば──光、だろうか？

　謎なぞの攻こう撃げきは初撃の一射に留まらず、立て続けにこちらへ迫せまり来きた。即座にハンドルを切り返し、複雑な軌き道どうで空を翔かけるシエルバレに、怒ど涛とうの勢いで光の矢が浴びせられる。その連射力たるや凄すさまじい。もし機械的な兵器だとしても、既存のそれではないはずだ。

「ちょっ……何よ、これ!?　魔ま術じゆつじゃないわよ!?　クロエ！」

「わ、分かりません！　わたしも何がなんだか！　ただ、急に地上が光ったので咄とつ嗟さに！」

　注意を促うながした、ということか。慧太郎は急ぎクロエに問とい質ただす。

「光ったのはどの辺りだ!?」

「あそこです！　あの、路地裏にある建物の上！」

　問題の場所を指で差し示されて驚おどろいた。かなりの距離がある。常人では敵の姿を目視するのはまず不可能だろう。だが、慧太郎の超視力は具つぶさに射手の正体を見て取っていた。

　合が点てんがいく。同時に、この苦境を脱け出す簡単な方法も判明した。

「アンリ、機体をどこかの建物に寄せてくれ！　降りる！」

「お、降りる!?　あんた何言ってんの!?　今さっき〈冥めい王おう蟲ちゆう〉を止めるって──」

「今こっちを攻撃してきてる奴の狙ねらいは僕なんだ！　三人乗りで速度が出せない状態じゃ遠からず墜おとされる！　このままだとまずい！」

　アンリが一いつ瞬しゆんだけ返答に詰つまり、

「……ッ、分かった！」

　しかし、すぐにこちらの指示に従った。

　シエルバレが急降下する。光の矢は既すでにぴたりと止やんでいた。こちらが『応じる』気だと相手も理解したからだろう。やはり目的は自分で間違いないようだった。

　アンリが機速を限界まで落としたところで、慧けい太た郎ろうは近くの建物の屋根に飛び降りた。次いで、頭上をそのまま通過したシエルバレに大声で告げる。

「時間が惜おしい！　先に行っててくれ！　あとで必ず追いつく！」

「当然でしょ！　遅れたら承知しないわよ!?」

　アンリがまず心配げな面おも持もちでそう返し、やや遅れてからクロエの激げき励れいが耳に届いた。

「ケイ、ご武運を！　信じています！」

　それっきり、あとは何を応じる暇ひまもなく、シエルバレが遠ざかって行く。

　慧太郎は二人を見送ったのち、さっそく行動に移った。建造物の屋根から屋根へ飛び移りながら、さきほど上空から認めた人影の元へ全速力で向かう。

　要した時間はほんの一分足らずだったはずだ。

　彼女はやはり、初めて会ったときと同様、朗ほがらかに笑んでそこにいた。

「──ご足労頂いて申し訳ありませんの、ケイ様」

　浅あさ葱ぎ色いろの着物と女おんな袴ばかまを纏まとい、革製のブーツで屋や根ね瓦がわらを踏ふみ締しめて、胸元に引きつけるように携たずさえるは『同どう田た貫ぬき正まさ国くに』。質しつ実じつ剛ごう健けんで鳴らす太た刀ちを、洒しや落れた拵こしらえの白木の鞘さやに納めるあたりは、年とし頃ごろの娘らしいと評すべきか。亜あ麻ま色いろの髪かみが緩ゆるく風に靡なびいていた。

「……ノエ」

「はいですの。ノエですのよ？　ベランｍａｙ！」

〈ブリュム・ド・シャルール〉が精せい鋭えい、〈七星コキシネル〉第六席『青』のノエ。

　彼女がうっとりと相そう好ごうを崩くずし、刀の柄つか頭がしらをぽんと叩たたいてみせる。戦場の只ただ中なかで見せるにはあまりにも不似合いな、だからこそ真っ当ではないと分かる笑みと所しよ作さ。

　リグワール邸での惨さん劇げき、真っ赤に染まった玄関ホールが、否いや応おうもなく脳のう裏りをよぎった。

「さあ、ケイ様。ノエとの『約束』を果たしてくださいまし♪」




　約束。

　そう、思い返せば数奇な邂かい逅こうをしたものだった。

　パリ行きの列車で偶然知り合った日本かぶれの少女が、よもや〈ブリュム・ド・シャルール〉の一員で、そのうえ剣に憑つかれた鬼おにであったなど、当初は想像だにしていなかった。

　否いな、想像などできるはずもあるまい。こんな馬ば鹿かげたかたちで、彼女との約束を果たすことになるなど、いったい誰だれに予想し得た？　日本のことをもっと詳くわしく教えてほしいと、たったそれだけの子供らしい要求が、どうして殺し合いになど発展する？

　あぁ、分かっている。そこに疑問を抱いても仕方がないことくらい。

　彼女はただ『そう』なのだ。

　ノエという少女にとっては、日常も修しゆ羅ら場ばも大差がない。

　垣かき根ねがない。隔へだたりがない。そもそも区別する必要性すら感じていない。ただ、斬きるべきときに素性も知らぬ敵を斬り、ノエは己おのが技の巧こう拙せつに一喜一憂するだけ。

　だから、慧けい太た郎ろうの胸の内で今どろどろと渦うず巻まくこの感情も、彼女にはまったく無む縁えんのものであるはずだった。いや、きっと喜んでさえいるのだろう。たまさか出会った日本人が示じ現げん流りゆうの剣士であり、薬やく丸まる流りゆうの技を存分に試せることが嬉うれしくてたまらないはずだ。

「……っ」

　ふざけるな。

　心の底からそう思う。

　これまで相対した敵に抱いてきた怒りとは、まったく別種の激げき情じようが総身から湯気のように立ち昇る。そんなこちらの様子を何か勘違いでもしたか、ノエが武む者しや震ぶるいに肩を揺らした。

「ふふ、素敵ですの。ケイ様もノエとの立ち合いが、待ち遠しかったんですのね？　ケイ様はとても人気がありますから、雪蘭シユエラン様あたりに先を越されないか、実はけっこう心配しておりましたの。こうして一番手にありつけて何よりで──」

「……ノエ、単刀直入に言う」

　半なかば彼女の言葉を無視して告げた。

「今すぐ〈ブリュム・ド・シャルール〉を抜けろ」

「はい？」

「剣もだ。性根を改めるまでは、きみは絶対に刀を持つな」

　ノエがきょとんとした表情になる。もう何度見たか分からない反応。それはそっくりそのまま、自分と彼女の心情のすれ違いのほどを表していた。

「ちょっと、びっくりですの。お父様が仰おつしやっていたとおりなんですのね？」

「？　クリザリッドが、言っていた……？」

「ええ。ケイ様はノエと違って割と『どうでもいいこと』に拘こだわるタイプだ、って」

　慧太郎は押し黙った。おそらくクリザリッドは、そのような言い方はしなかったはずだ。ノエの養父たるあの男は苛か烈れつな気性だが、少なくとも最低限の仁義は弁わきまえていた。死しに逝ゆく人間を「どうでも良い」と評せるほど、自みずから手た折おった命に無関心でいるとは考えにくい。

　普通はそうなのだ。いかに残ざん虐ぎやくな手合いといえど変わらない。悪意なり愉ゆ悦えつなり感情の動きがある。なのに、ノエにはそれさえない。斬ざん殺さつの対象など満足に見ていないからだ。

「ん～、まぁケイ様がどのような方かは、さほど興味がありませんけど……でも、その要求には少し応じかねますの。ノエ、剣がとても好きですし、今の生活も気に入ってますのよ？」

「……技の練習台に事欠かないから、か？」

「はいですの♪」

　屈くつ託たくのない返答。慧けい太た郎ろうは苦々しくも認めざるを得なかった。

　クリザリッドの指摘は正しい。自分の『救いたいと願う輪』から、ノエという少女は徹てつ頭とう徹てつ尾び外はずれている。単純に悪人というだけなら、まだ届かせられるものもあるだろうが、そもそも相互理解が不可能な相手では、万まん言げんを尽つくしたところですべてが徒労に終わる。

　訴えるべき手法は、おそらく一つだけ。いつか捨てねばならないと誓っている手のなかの過あやまちだけが、この相手にはあらゆる理ことわりを超こえて明快なまでに響ひびくのだ。

「──約束を果たそう、ノエ」

　慧太郎は蜻蛉とんぼの構かまえを取り、おもむろに一歩踏ふみ出だした。

　瞬しゆん間かん、ノエが総毛立ったように反応し、猫さながらの身ごなしで後ろに跳とぶ。そして、胸元に引きつけた同どう田た貫ぬき正まさ国くにの柄つかに指を絡からませた。

　言わずもがあらん、薬やく丸まる自じ顕げん流りゆうが居い合あいの型『抜ぬき即そく斬ざん』の構え。

「ようやくその気になってくださいましたのね？　もうケイ様ったら、焦じらし過すぎですの」

「ああ」

　短く応じる。昂こう揚よう感かんはない。それこそ不自然なほどに。

　明めい鏡きよう止し水すいの境地、などとは完全に別物だった。これは単に心が冷め切っているだけだ。今から死合いに臨のぞむというのに、こんな思いにさせられたのは初めてかもしれない。

「でも……ケイ様？　ソレはなんの真ま似ねですの？」

　ソレ、というのは得え物もののことだった。なんてことはない、慧太郎は無む垢く嬢じよう矩のり安やすを鞘さやぐるみのまま掲げていたのだ。鍔つばと鞘は紐ひもできつく縛しばり、生なま半なかには抜刀できないようにしてある。

「示じ現げん流りゆうの流祖、東とう郷ごう重しげ位かたは普段から刀に細工を施ほどこし、抜けないようにしていたと、お父様に聞いたことがありますけど……その状態から放てる、何か奥おう義ぎでもありますの？」

「きみの知ったことじゃない。不思議なら僕の技に直接訊きけばいい」

　暫しばしの静寂。のち、ノエがぺろりと唇を舐なめた。ひどくはしたない、どこか婀あ娜だとした仕草だ。恍こう惚こつと潤うるんだ瞳ひとみも、ほんのり上気する頰ほおも、年ねん齢れいにあるまじき淫いん靡びさを醸かもし出だしている。

　いよいよ魔ま性しようぶりを発揮し始めた剣けん鬼きは、闘とう争そう本ほん能のうと性せい的てき興こう奮ふんをごちゃ混ぜにして、弾はじけるように艶あでやかな哄こう笑しようをあげた。

「あははっ！　本当は四人目が来たら、極力、手を出すなって言われてますけど、これはもう仕方がありませんのよね!?　『据すえ膳ぜん食わねば皿まで』ってやつですの！」

「悪いが──」

　慧太郎はもはやお喋しやべりにはつき合わない。どのみち無益な会話だ。二歩目を踏み出し、そこから一気に加速した。体感時間が引き延ばされ、世界が極限まで縮ちぢまってゆく。

「──僕はきみ一人に長々とつき合うつもりはないッ！」

「つれないこと仰おつしやらずに♪」

　奇くしくも同時に屋根を蹴けっていたノエが、凄すさまじい喜き悦えつを満面に貼はりつけて鞘さやから抜刀の一いつ閃せんを迸ほとばしらせる。空間に弧を描く白銀の斬ざん線せんは、さながら真昼に浮かぶ三日月か。

　慧けい太た郎ろうは裂れつ帛ぱくの気合いと共に、その三日月を断ち割る雷らい火かと化した。




　　　　○




　擬ぎ態たいを解いた雪蘭シユエランは、陽光瞬またたく大空にいた。

　街まちの上空、およそ二〇〇メートルほどの位置である。飛ひ翔しよう型がたの〈裸蟲ミルメコレオ〉たちを指揮し、〈冥めい王おう蟲ちゆう〉に近づく空くう挺てい部ぶ隊たいを蹴散らすことが、雪蘭に与えられた主な任務だったからだ。

「破は破は──ッ！」

　吹ふき荒すさぶ風のなかで高らかに笑う。役目は相も変わらず雑ざ魚この掃そう討とうだが、リグワール邸のときのようなストレスは感じない。空を翔かけるのはいつもながら最高に気分が良かった。

　二〇年ほど前に〈裸蟲ミルメコレオ〉と化し、そのせいで幾いく度どとなく迫害に遭あってきた雪蘭だが、この飛行能力を得たことに関してのみは、怪物じみた己おのが肉体に感かん謝しやさえしているのだ。

「こ、こいつ……っ！　なんて機動力だ！」

「駄だ目めだ！　シエルバレでも対応でき──う、うわぁ!?」

　そうこうするうちに、また一つ爆ばく炎えんの花が虚こ空くうに咲いた。飛行船ではサイズに差があり過ぎて捉とらえ切きれぬと踏ふんだか、先刻から自分の相手はシエルバレばかりになっていたが、小型機ならどうにかなるという目算がそもそも甘いのだ。弾だん幕まくの嵐あらしをジグザグ飛行でかい潜くぐり、大気を穿うがち轟ごう音おんを奏でながら、蒼そう穹きゆうの公こう主しゆとなった雪蘭はなおも止まらない。

「ハッ、鈍のろいな！　どいつもこいつも鈍のろ過ぎる！　その愚ぐ鈍どんさでわたしを捉とらえようなど、百万年早いという意見もあるぞ！」

　などと上じよう機き嫌げんで叫んでみるも、自分の最大の武器は厳げん密みつには『速さ』ではなく、空中での『三次元的な自由度』にあるのだと、雪蘭は正しく理解していた。

　何しろ、急上昇に急下降、直角運動、Ｕ字反転、あらゆる軌き道どうが最低限の減速だけで思いのままだ。機械装置を頼った常じよう識しき的てきな飛行では、自分に追随できなくとも無理はない。この圧倒的な機動力の秘密は、当然ながら雪蘭の〈裸蟲ミルメコレオ〉としての能力が関係していた。

　端的に言ってしまえば、雪蘭はゴミムシの〈裸蟲ミルメコレオ〉だ。

　ゴミムシ。そのなかでも学術的な名前すらまだ存在しない、水蒸気とベンゾキノンが合わさった高温ガスを爆発的に噴射する、極きわめて馬ば鹿かげた特性を持つ種の〈裸蟲ミルメコレオ〉。

　体色は他のゴミムシに比べて派手で、雪蘭も今は黄と黒の甲こう殻かくを纏まとっている。頭部からは長い触角、額ひたいには一対の知覚器官。どちらかといえば自分は人間ベースの〈裸蟲ミルメコレオ〉だろう。

　故郷でもたびたび目にする機会があったこのゴミムシは、その驚おどろくべき特とく殊しゆ能力を外敵への攻こう撃げき手段として用いていたが、雪蘭シユエランはまったく別──主に『移動手段』として活用する。

　そう、そもそもゴミムシは、本来、空を飛ぶことができない虫なのだ。

　雪蘭の背にも鞘しよう翅しこそあれど、肝かん心じんの翅はねのほうは到底飛行には能あたわない。代わって存在するのは、『生体式ノズル』とでも呼ぶべき、高度なガス噴射機構だった。

　背中に大きなものが一つ。身体からだの各部位に小さなものが六つ。

　そして、ゴミムシの能力が〈裸蟲ミルメコレオ〉ならではの特性で馬ば鹿かげた強化を為なされた場合、いったいどのような真ま似ねが可能となるか──その答えが今、パリの上空にある。

「ははっ、〈七星コキシネル〉第五席『黄』の雪蘭が真骨頂！　とくと味わってみるがいい！」

　叫ぶやいなや、全ノズルから高温ガスを一挙に放出。七本の炎ほのおの帯を翼つばさのように広げ、雪蘭は殺人的なＧと共に、虚こ空くうから虚空へと文字どおり瞬しゆん発ぱつした。

　シエルバレの操そう縦じゆう者しやたちは、その刹せつ那な、はっきりと網もう膜まくに焼きつけたことだろう。

　さながら屋内で発射されたスリングショットパチンコの弾たまのように、何もない空間を超音速で縦じゆう横おう無む尽じんに跳はね回まわり、己おのが喉のど笛ぶえを猛もう然ぜんと搔かき切きりに来る幼い戦せん鬼きの姿を。

　都合一秒。蹂じゆう躙りんに要した時間は、たったそれだけだった。

　周囲を飛び回っていた数機のシエルバレが、突とつ如じよ、錐きり揉もみしながら一いつ斉せいに地表へ向けて落下を始める。そのときには既すでに、操縦者たちが皆、事切れていたからだ。頚けい動どう脈みやくから勢い良く血を噴き出させ、自機もろともに生まれた大地へ還かえってゆく。

「……ふん、他愛ない。この程度か」

　瞬またたく間まに敵を一掃した雪蘭は、手にした得え物ものの血をぞんざいに払った。次いで滞空状態へ移行しつつ、懐ふところから出した丸薬を口に含む。高温ガスを作るために必要な過酸化水素とヒドロキノンを、短時間のうちに体内で大量に生成してくれる、『左の盾』特製の魔ま術じゆつ薬やくだ。

「うぇ、苦い……」

　つい涙目になりながら舌を出し、他の空域にざっと視線を走らせる。

　今回の作戦には、生はえ抜ぬきばかりが参加しているため、部下たちも善戦して戦せん闘とう機きや飛行船を次々に墜おとしていた。多少厄やつ介かいなのが気き囊のう内ない蔵ぞう型がたの艦かんで、これは従来の船に比べて耐久力と機動力が格段に高い。最さい新しん鋭えい艦かんなので配備数こそ少ないが油断は禁物だった。

「よし、次はわたしも大物を狙ねらってみ──ッ、なに!?」

　だが、再び速度を上げようとしたそのとき、不意に何か球状の物体が空に打ち上がった。

　それが非ひ殺さつ傷しよう用ようの鎮ちん圧あつ兵へい装そうだと気づくと同時、雪蘭は咄とつ嗟さに反転して高速でその場から離脱する。凄すさまじい閃せん光こうと甲かん高だかい音が、背後で炸さく裂れつしたのは直後のことだ。

「ぐっ……！」

　形なり振ふり構かまわぬ即応が功を奏したか、辛からくも視覚と聴ちよう覚かくは失わずに済んだ。が、三さん半はん規き管かんには幾いく分ぶんのダメージ。雪蘭は思わず顔をしかめて吼ほえ猛たける。

「おのれっ、やってくれたな！　誰だれだ!?」

　憤いきどおりも隠せず眼下に視線を飛ばせば、そこに蒸気を噴き上げる一群を発見した。警けい察さつカラーの自じ動どう甲かつ冑ちゆうが数機、裏路地の陰で榴りゆう弾だん砲ほうらしきものを抱えていたのだ。

　地上戦力の排除は主にミハイール班の担当だが、しかしやられっぱなしは性に合わない。

　雪蘭シユエランは即座に街まちなか目掛けて急降下した。不意打ちが外はずれて狼狽うろたえている敵部隊に肉迫せんがためだ。だが、地面すれすれまで高度を落とし、街がい路ろを高速で飛ひ翔しようしている途中──

「ッ!?」

　いきなり眼前に何かが立たち塞ふさがった。

　巨大な網あみだ。鋼こう線せんで編まれた〈蟲ギヴル〉用の捕ほ獲かくネット。

　隘あい路ろにあらかじめ仕掛けられていたらしいそれが、自分が通過しようとしたその瞬しゆん間かん、地面から勢い良く持ち上がって広がり、こちらの進路を完かん璧ぺきに塞いでのけたのだ。

　明らかに罠わなだった。建ち並ぶ建造物のせいで側面に逃げ場はなく、この速度ではもう止まることもできない。ゆえに雪蘭は、強引に身を仰のけ反ぞらせながら、各ノズルより高温ガスを緊きん急きゆう排はい出しゆつ。あまり急きゆう激げきに吹かし過ぎると、いくらノズル周まわりが熱に強い甲こう殻かくで守られているとはいえ、自己の肉体をも傷つけることになるが、やむを得ない。そうやって自みずから網のなかに突っ込む寸前、本当にぎりぎりのところで辛からくも高度を取った。

　間かん一いつ髪ぱつ、捕獲ネットの数センチ真上を猛もうスピードで通過しながら、雪蘭は全身からだらだらと冷や汗を搔かく。今のは危なかった、もし初見なら躱かわし切きれていなかったろう。

　今は亡きジョゼフ──クモの〈裸蟲ミルメコレオ〉だったあの男に、かつて訓練の際、同様の糸のトラップで散々に苦しめられた憶おぼえがあり、その経験が図らずも活いきたかたちだった。

『おい、噓うそだろ!?　今のタイミングで、なんで避よけられる!?』

　拡声器越しとおぼしきノイズ塗まみれの声が響ひびく。首を巡めぐらせれば、すぐに相手は見つかった。

　やはり入り組んだ路地の奥、そこに数機の自動甲冑が潜ひそんでおり、捕獲ネットの端はしから伸びた紐ひもを全員で手た繰ぐっていたのだが、そのなかに一機だけ毛色の違う機体が混じっていたのだ。真っ黒の自動甲冑で、装甲の前面に『あぁ、無情レ・ミゼラブル』と書き殴った、ふざけた奴やつだ。声をあげたのがソイツなのは間違いないうえ、そもそも雪蘭は相手に心当たりがあった。

「その声！　貴き様さま、リグワール邸にいたあのモミアゲ軍師だな!?」

『え？　あ、あ～……イヤ、人違イジャナイデスカネ？　ボク、軍師ジャナクテ探たん偵ていダシ』

「今さら声色を変えても遅い！　そういう意見もあるぞ！」

　口端が自然と吊つり上あがる。思いがけず面白い相手とぶつかった。

「ハッ、わたしの見立てはやはり間違っていなかったようだな！　自ら前線に立ってもなかなかの活かつ躍やくではないか！　今回はさすがに見み逃のがしてやれんぞ、モミアゲ！」

『……やれやれ。トラップがしくじった以上、俺おれはさっさとケツ捲まくりたいんだがなぁ』

「ええい、軟なん弱じやくなことを抜かすな！　先に仕掛けておいて何を──」

『撃うてェ！』

　こちらの台詞せりふの継つぎ目めで、突然、モミアゲの男が声を張り上げた。同時、まったく予期せぬ方向から自じ動どう甲かつ冑ちゆうの一団が現れ、手にした火器をこちらに向けて一いつ斉せいに発射してくる。

　伏兵!?　そう目を剝むく暇ひまこそあれ、雪蘭シユエランは泡あわを食って回避運動に移った。低空を複雑に翔かけ巡めぐりながら、口元の笑みを更さらに凄せい絶ぜつに広げてゆく。

「小こ賢ざかしい真ま似ねを……っ！　だが、いよいよ興が乗った！　相手をしてやるぞ、モミアゲ！」

『……ヴィドックだ。パリで俺おれの名前を知らんのはモグリだぜ？　お嬢じようさん』

　モミアゲ軍師──ヴィドックがそう嘯うそぶき、直後、構かまえた榴りゆう弾だん砲ほうを容よう赦しやなく叩たたき込こんできた。




　　　　○




　雪蘭はどうしているだろう？　自分の務めをちゃんと果たしているだろうか？

　ミハイールがそんな保ほ護ご者しやめいた感かん慨がいを抱いたのは、シャンゼリゼ通りを突き進んでくる敵の地上戦力を、かれこれ一個大隊ほど潰つぶして回った頃ころだった。

「雪蘭ハ……ムラッ気ガ、多イ、カラナ……熱クナリ過ギテ、イナケレバ良イガ……」

　独白しながら鉄仮面の隙すき間まより、己おのれの為なした戦果をなんとはなしに見回す。

　欧州で随一といわれた美しいパリの目抜き通りは、今や見る影もないほど破は壊かいし尽つくされていた。路上には大量の瓦が礫れきと共に、蒸気戦車や自動甲冑の残ざん骸がい、果ては戦せん闘とう用ようの自動人形まで転ころがり、歩兵も物言わぬ骸むくろとなって多数倒れている。辺りはスチームと硝しよう煙えんと土煙が織おり成なす分厚い紗しや幕まくで、視界の確保にも些いささか苦労する有あり様さまだった。

　部下たちには、現在、散開を命じてある。ただでさえ兵力に差がある以上、数が物を言う集団戦闘で張り合うのは愚ぐの骨こつ頂ちようだ。ゆえに、皆には〈裸蟲ミルメコレオ〉の身体能力を活いかせる隘あい路ろで敵の各かつ個こ撃げき破はを狙ねらわせ、大通りを進む大部隊のみを自分が引き受ける手て筈はずとなっていた。

「……トハイエ、酷ひどイモノダナ……」

　思わず他ひ人と事ごとめいた口調になる。そのことを少し恥じるが、他にどう評しようもなかった。

　ミハイールとて〈ブリュム・ド・シャルール〉の一員だ。しかも精せい鋭えいたる〈七星コキシネル〉。無む益えきな殺せつ生しようは嫌う性た質ちであるため、クリザリッドがスキナーを手にかけたときは衝しよう動どう的てきに激げつ昂こうしてしまったが、しかし戦場で出会う相手に情けをかけるほど腑ふ抜ぬけてはいない。

　組そ織しきが掲げる理想に強く共感もしている。後方にそびえ立つ〈冥めい王おう蟲ちゆう〉の復活で、遂ついに自分たちは悲願へ大きく躍やく進しんを遂とげた。歴史的な大事に立ち会えたことを誇りにも思う。

　だが、そういった諸もろ々もろとは別のところで、やはり胸の奥には鋭く痛みが走った。

　まったく度どし難がたい。自分という男の煮にえ切きらなさは今に始まったことではないが、この期ごに及んでもまだ小事が気に掛かるとなると、ミハイールはもう笑うしかないのだった。

「雪蘭ハ……俺ノコウイウトコロヲ、褒ほメテクレタガ……サテ、ドウダカナ……」

　と、そこで不意に路面を伝う震動。次いで機械的な駆く動どう音おんが辺りに響ひびく。

　蒸気戦車だ。しかも数が多い。七、八車しや輌りようはいるだろうか？

　果たして、濃密な煙幕に穴を空けて現れた近代兵器の申し子たちは、予想どおり同じ形式のものが合わせて計七台。会敵するやいなや、こちらの姿に慄りつ然ぜんとしたように、全車輌が履り帯たいを急停止させた。やはり仮面を被かぶった三メートル近い巨漢というのは、あの〈冥めい王おう蟲ちゆう〉を目まの当あたりにしたあとでもなお驚おどろきの対象であるらしい。

　既すでに擬ぎ態たいを解いているミハイールは、典型的な昆虫をベースとした〈裸蟲ミルメコレオ〉だ。

　仮面があるため、首から上の変化は外から視認できないだろうが、まんま『二足歩行の虫』とでも言うべき姿をしており、身体からだは満まん遍べんなく硬い甲こう殻かくに覆おおわれている。現在、世界でもっとも数が多いとされている、アリの〈裸蟲ミルメコレオ〉だった。

　ただし、単なるアリではない。

　雪蘭シユエランのガス噴射能力を有するゴミムシも大たい概がいだが、自分が獲かく得とくした〈裸蟲ミルメコレオ〉の形態はそれよりも更さらに稀き少しようだ。何しろ存在自体が危あやぶまれているアリである。

「な、なんだ、あの馬ば鹿かデカイ奴やつは……？　人間か？」

「構かまわん！　どうせ〈裸蟲ミルメコレオ〉だ！　轢ひき殺ころせ！」

　弾たまの無む駄だ遣づかいを嫌ったか、七台の蒸気戦車がそのまま、こちらに突っ込んでくる。だが、その時点で既にミハイールは、粗あら方かたの仕掛けを完了していた。

　事前に足元に敷しいておいた陣じん──儀ぎ式しき魔ま術じゆつ用ようの魔ま法ほう円えんを起動。次の瞬しゆん間かん、通りの至るところに隠れていたミハイールの使つかい魔またちが、愚おろかな獲え物ものに向けて一いつ斉せいに牙きばを剝むいた。

　人じん工こう精せい霊れいではない。既存の生物を魔術で使し役えきしたものだ。ことミハイールは己おのれの〈裸蟲ミルメコレオ〉形態もあってか、『彼ら』と非常に相性が良い。

　それは、アリの大群だった。

　世のなかには『軍隊アリ』などと称される種もいるらしいが、ミハイールが操あやつるのはまったく別。様々な種類のアリで編制された、いわば『アリの混成部隊』だ。

「う、うわわ！　な、なんだコイツら!?　どこから現れた!?」

「くそっ、あちこちの隙すき間まから入ってきやがる！　おい、穴を塞ふさげ！」

　アリどもはたちまち戦車に群がり、その内部に侵入してゆく。操そう縦じゆう車しやたちの大人げない絶ぜつ叫きようがあがった。だが、ここまでは単に生せい理り的てき嫌けん悪おを催もよおさせるだけの行為。それに耐えられず兵士が戦車から逃げ出せば良し、もしそうならない場合は本当の恐怖が彼らを待っている。

　怖おじ気けづいた兵士が何人か車外に転まろび出でたところで、ミハイールはそろそろかと踏ふんでおもむろに掌てのひらを前に伸ばした。そして、ぐっと五指を握り込む。

「デハ……サラバ、ダ」

　直後、ポンッ！　という間抜けとも取れる音が響ひびいた。

　通りにいたすべての蒸気戦車が、やにわに一台残らず空中に『跳とび上あがった』のだ。

　比ひ喩ゆではない。字義のとおり、数十トンもある鋼こう鉄てつの塊かたまりが、内側からの爆ばく圧あつで悉ことごとく宙を舞まったのである。

　数メートルも跳はね飛とんだ車体は、一いつ拍ぱく後、けたたましい音を立てて路上に叩たたきつけられた。逃げずに戦車のなかに残った兵士たちの末路など語るまでもない。

　これがミハイールの能力──いや、〈裸蟲ミルメコレオ〉の形態元となったアリの能力だった。

　真偽さえ不確かな情報なのだが、特定のアリのなかには体内に揮き発はつ性せいの成分を溜ため込こみ、外敵に襲おそわれた際、相手を道連れに吹き飛ぶ稀き少しよう種しゆが存在するらしい。確認情報そのものが極きわめて稀まれであり、一部の生物学者が存在を主張するだけのそのアリは、現在、専門家のあいだで便べん宜ぎ上『自じ爆ばくアリ』などと呼称されていると聞く。

　驚おどろくなかれ、ミハイールはその自爆アリの〈裸蟲ミルメコレオ〉なのだ。

　少なくとも『アリ型で爆発を起こせる昆虫』など、他に該がい当とうするものが見当たらない。

　体内に蓄えた揮発性物質を用い、自みずから直接、爆発攻こう撃げきを仕掛けることもできるが、やはりそれには大きな危険が伴ともなう。だが、使つかい魔まとしたアリたちに事前に物質を分け与え、自律式の小型爆ばく弾だんとして操あやつることで、ミハイールは多種多様な爆破工作を可能としていた。

　結果はご覧のとおりだ。たかがアリといえど、数百匹からなる徒党が自分の揮発性物質で一いつ斉せいに破裂すれば、この程度の破は壊かいは造作もない。先日、パリ第一大学での戦いで四人目──秋あき津つ慧けい太た郎ろうを出し抜けたのも、この特異極きわまる能力のおかげだった。

「……半はん端ぱナ密閉性ノ、近代兵器ハ……俺おれニトッテハ、寧むしロ、与くみシ易やすイ相手、ダ……」

　ミハイールはたどたどしく零こぼし、その場を一歩も動かぬまま、再び新あら手てが来るのを待ち続ける。虎とらの子この戦車がすべて撃破された時点で、難を逃のがれた兵士たちも逃げ出していた。

　けれど、そのときだ。不意に上空で大きな歓声が巻き起こった。

　ぎょっと頭上を振ふり仰あおげば、何機ものシエルバレが今しも空を通り過ぎてゆくところではないか。操そう縦じゆう者しやはいずれも空軍の制服を纏まとっていたが、軍人らしからぬ面おも差ざしの者がやけに目立つ。ミハイールはたちどころに事態を察した。

「ッ、全員、軍ぐん属ぞく魔ま術じゆつ師しカ!?」

　雪蘭シユエランが指揮する部隊から、『敵魔術師の数が少ない』という報しらせは受けていたが、まさか今の今まで大半の戦力を温存していたのか？　だとすれば、間違いなくアドルフ・ティエールの指図によるものだ。いよいよ自分たちを用済みと切り捨てにかかったらしい。

「タヌキ、メ……ッ！」

〈冥めい王おう蟲ちゆう〉の復活と共に協定が破は棄きされることは暗黙の了解だったとはいえ、半なかば不意打ちに近いかたちで決行された本作戦に、こうも迅じん速そくに対応してみせるとは。軍属魔術師は扱いがやや特とく殊しゆであるため、本来、正規の軍ぐん登とう録ろくをしている者でもない限り、皆が皆、常時軍施設に詰つめていることなどあり得ない。だのに、どうやってこの短時間で数を揃そろえた？

　いや、事態の究明などあとでいい。それよりも今は、雪蘭たちの部隊が心配だった。

　ミハイールは蟲むしの報せで、即座に雪蘭へ警けい告こくを放とうとしたが、

「見つけたぞ、類たぐい稀まれなる筋肉の漢おとこッ！　ミハイールよ！」

　それよりも早く、突然、こちらを名指しする怒声が響ひびいた。

　同時、頭上を通過しかけた一機のシエルバレ──サイドカーのようなものを備えた一ひと際きわ大型の──から、丸い体形の人影が勢い良く自分目掛けて降ってくる。

　飛び降りざまに仕掛けられた奇き襲しゆうに対し、ミハイールは足元の魔ま法ほう円えんを放ほう棄きしてでも回避を優ゆう先せんした。相手の攻こう撃げきが掠かすっただけでも決定打になることを理解していたからだ。

　空振りに終わった敵の豪ごう腕わんは、しかしそのまま路面を穿うがって魔ま術じゆつを発動。辺りに小規模な液状化現象を引き起こし、アリたちの使し役えきに必要な魔術的備えを台だい無なしにする。ミハイールは眼前に降り立った敵影を鋭く睨ねめつけた。

「……『鉄鋼男爵フエール・バロン』」

「また会ったな！　どうやら吾わが輩はいと貴き様さまは、存外、深い因いん縁ねんで結ばれているらしい！」

　着地体勢から腰を上げたエルネスト・オージェ・ド・ラ・ボーメスニル少佐が、気き炎えんをあげて速すみやかにファイティングポーズを取る。既すでに準備万端とばかりに甲かつ冑ちゆうを着込んでおり、兜かぶとの面めん頰ぽおから覗のぞく双そう眼がんは、街まちを滅茶苦茶にされたことへの怒りで煮にえ滾たぎっていた。

「リグワール邸でつけ損そこねた決着、今ここで果たさせてもらうぞ！」

「良カ、ロウ……相手ニ取ッテ、不足ナシ、ダ……」

　ボーメスニルが体格にそぐわぬ俊敏な身ごなしで、魔術による瓦が礫れきの散さん弾だんを撒まき散ちらしながら突っ込んで来る。ミハイールは爆ばく破は能力を全解放してそれに応じた。




　　　　○




　アンリは最終的に、街を大きく迂う回かいする針路を取ることにした。

　時間がないことなど重々弁わきまえていたが、パリの上空は多数の航空戦力と火線が乱れ飛ぶ激げき戦せんの様相で、そのなかを突っ切ってゆくのは自殺行為と判断したからだ。シャンゼリゼ通りやセーヌ川方面も、地上で熾し烈れつな戦せん闘とうが繰くり広ひろげられていたため、比較的に安全と踏ふんだ街の北側から、低空飛行で街がい路ろを抜けつつ〈冥めい王おう蟲ちゆう〉へ接近することにしたのである。

「って言っても、あたしたちだけで行って、具体的にどうすればいいのやら……っ！」

「そのクリザリッドという相手を、我々の手で討うつことは!?」

　後ろに跨またがっているクロエが訊きいてくる。アンリはすぐさま首を横に振った。

「絶対に無理！　慧けい太た郎ろうが一度負けてるんだもん、寧むしろ会ったら逃げるくらいじゃないと！」

「では、他にあの巨大な〈蟲ギヴル〉の止め方を知っていそうな者を探してはどうでしょう!?」

　クロエも〈冥めい王おう蟲ちゆう〉を力ちから尽ずくでなんとかするのは不可能と考えているらしい。アンリも彼女の意見に賛成だった。問題なのは、その『知っていそうな者』が誰だれなのかということだ。

「有力なのは〈七星コキシネル〉か、でなきゃ──」

「……マルティナ、ですね」

　クロエが硬い口調で応じる。アンリもややあって首しゆ肯こうした。

　勘だが、おそらくマルティナは、ただの構成員ではない。クロエの話によればリグワール邸の書斎で、〈七星コキシネル〉のマクシムと対等に口を利いていたらしいし、何か特とく殊しゆな地位にいる人間という気がする。それがなんなのかまでは、まだよく分からないけれど。

「……やっぱりマルティナを締しめ上あげるのが得策か。あいつが一番、チョロそうだし」

「締め上げる──って、アンリエット！　まずは話し合ってくださいよ!?」

「言葉を交わすにしたって、どのみちもう穏おん便びんにはいかないでしょ！　向こうだって相応の覚悟で、あたしたちから離れたんだから！」

　アンリはそう叫び返しながら、忙しくハンドルを切ってゆく。人目につきにくい裏路地ばかりを選んでシエルバレを飛ばしているため、下へ手たに操そう縦じゆうを誤れば壁かべに叩たたきつけられて一巻の終わりだ。ひどく神経を使う作業だった。

「それよりクロエ、あんたはもういいの!?」

「何がです!?」

「お祖じ父いさんのこと！　まだ吹っ切れてないんでしょ!?」

　息を吞のむ気配。かなり長めの沈黙があった。やがてクロエは大きく頷うなずき、

「……はい。ですが一つ、答えは見つけたような気がしますから」

　その声はよく聞き取れなかった。すぐ耳元で風が唸うなりをあげているため、大声で叫び合わないと会話が成立しないのだ。ただ、口調にはどこか得心の気配があったように思う。

「なに、よく聞こえなかった！　もう一回言って！」

「……いえ、なんでもありません！　ただ、やはり貴女あなたには負けたくないという話です！」

「はぁ!?　それ、どういう意味よ!?」

「決まっている！　ケイのことですよ！」

　そう明めい朗ろうに返されてしまい、今度はアンリが黙り込む番だった。

　驚おどろいた。薄うす々うすそうではないかと思っていたが、まさかこの話題にクロエのほうから踏ふみ込こんで来るなんて。そして、さすがに少しばつが悪くなる。

「あ～……え、えっとさ。クロエ、あのね？」

「？　はい、なんでしょう？」

「その、実を言うとさ……ほ、ほら！　あたしと慧けい太た郎ろうって、あんたに色々なこと黙ってたじゃない？　で、〈ブリュム・ド・シャルール〉とか、そのへんについては、もうだいたい話したと思うんだけど……あのね、まだとっておきの秘密が一つ残ってるのよ」

「なんと、まだあるのですか!?　どこまで秘密主義なのです、貴女たちは！」

「い、いや……だって普通、思わないでしょ!?　あんたが同性愛に目め覚ざめるとかさあ！」

　クロエが真っ赤になって「なっ……!?」と仰のけ反ぞった。その拍ひよう子しにこちらの腰から手を放してしまい、慌あわてて落ちそうになった身体からだを戻しながら、

「ち、違います！　大変な誤解だ！　わたしはそういう意味で『負けたくない』と言ったのではありません！　わ、わたしはただ、性別など関係なくケイや貴女あなたの隣となりに……」

「や、だからね？　そもそも、そういう屁へ理り屈くつをこねて、自分を納得させる必要がないんだってば。あんたの抱えてるその悩みは、ほんとなら全然、悩まなくてもいい類たぐいのものなのよ」

「？？？　はい？」

　クロエが疑問符を乱らん舞ぶさせる。どうしよう、とアンリは暫しばし思い悩んだ。

　もはや秘密を明かすことに抵抗はない。クロエを巻き込まないため、という理由が既すでに消えているからだ。事じ後ご承しよう諾だくになるが、たぶん慧けい太た郎ろうも二つ返事でＯＫするだろう。

　けれど、何せ事が事である。話せば大きな動揺を生むのは否いなめない。

　仮令たといこの場で慧太郎の本当の性別を喋しやべったら、せっかく覇は気きを取り戻しつつあるクロエがまたぞろ調子を崩くずすかもしれない。今から〈裸蟲ミルメコレオ〉と一戦交えようかというときに、さすがにそれはまずいだろう。すべてが終わってから話したほうが良い気がする。

「……ごめん！　やっぱりあとにしましょ！」

「な、なんですかそれは!?　途中でやめられたら気になって仕方が──」

　ない、と続けかけたクロエの台詞せりふが止まる。いや、止めざるを得なかったのだ。そこでアンリがシエルバレの機速を一挙に落とし、殆ほとんど強引に石いし畳だたみへ着陸を試みたせいだった。

　合図をかける暇ひまなどなかったため、クロエが勢い良くつんのめって、こちらにしなだれかかってくる。アンリはシエルバレの後部を回し、横よこ滑すべりするかたちで慣性を殺して、やっと機体を停止させた。ちょうど裏路地が終わった地点、どこかの小さな広場に出たところだ。

　その広場の中央、設しつらえられた噴水の縁えん石せきに、誰だれかがちんまく腰掛けていた。

　相手に気づいたクロエが、こちらの肩に顎あごを乗せたまま、目を見開いて凝ぎよう然ぜんと固まる。アンリはシエルバレから降りずに、自分たちを待っていたらしいその人影へ呼びかけた。

「……よく分かったわね？　あたしたちがこの道を通るって」

「ダウジングが使えるのは、貴女だけじゃないわ。わたしが魔ま女じよだということは、もうけーたろから聞いてるんでしょ？　それに考えそうなことも、だいたい分かったし」

　つけつけと抜かす。アンリは思わず顔を歪ゆがめてしまった。

　彼女がゆっくりと腰を上げる。喪も服ふくめいた黒衣の裾すそを翻ひるがえし、身につけた民族的な意い匠しようのアクセサリーを鳴らして、ほどなくこちらの数メートル手前で立ち止まった。よりにもよって自分の買ってやったミニハットを頭に被かぶっているのが、腹立たしいやら少しほっとするやら。

　とまれ、アンリは言った。

　ありったけの怒気を込めて、けれど敢あえていつもどおりに。

「──待った？」

「ええ、少しだけ」

　果たして、マルティナ・ロセリーニもやはり、いつもどおりに淡々と返してきた。




　場に静寂が垂れ込める。なまじこの近辺では大きな戦せん闘とうが起きていないせいか、稀まれに爆ばく音おんや悲鳴が谺こだまするだけで辺りは奇妙なほど静かだ。クロエが生なま唾つばを吞のむ音がやけに大きく響ひびいた。

　だが、それも決して長い時間ではない。やがてアンリは先に口を開いた。

「まず最初に訊きいておくけどさ──」

　深呼吸の間を挟み、なるべく冷静さを心掛けながら、

「あんた、素直に『ごめんなさい』って言う気は？　今ならまだ赦ゆるしてあげるわよ」

「ごめんなさい」

「あぁ、駄だ目めね。心が全っ然籠こもってないわ。はい、やりなお～し！」

「ごめん以下略」

「略すな、チビッ子」

「くそくらえ」

「……うん。いい度胸ね、あんた」

　まあ、ここまできて当たり前に仲直りもないだろうけれど。アンリは嘆息すると、続けて背後のクロエに目線で尋たずねた。「あいつに何か言ってやりたいことは？」と。

　クロエは僅わずかに悩む素振りを見せたが、ほどなく殊ことのほか落ち着いた口調で告げた。

「マルティナ、今さら貴女あなたの真意を問とい質ただしはしません。それはアンリエットの役目だ。それより、わたしは他に訊きたいことがあります」

「なに？」

「マクシムの居場所を知っていますか？」

　アンリは驚おどろいてクロエを顧かえりみた。まさか、と嫌な予感が胸中で脹ふくらみ始はじめる。

「……ええ、たぶん近くにいるはずよ。この辺り一帯であまり戦闘が起きていないのは、騙だまし討うち専門の彼が、部隊の指揮官を先んじて仕留めているからだもの」

「では、もう一つ。彼はあの巨大な〈蟲ギヴル〉の止め方を心得ていますか？」

「ッ、待ちなさいクロエ！　あんた、ひょっとして──」

　言いかけるが、当のクロエに手で制されてしまい、アンリは台詞せりふの先を失った。

「さあ？　けれど、知っていても不思議ではないわね。彼は〈七星コキシネル〉のなかでは、かなりの古株だから。ちなみに、わたしも知っている──かも、しれないわ」

　マルティナのその挑発的な台詞を聞くやいなや、クロエがシエルバレの座席からひらりと飛び降りた。案の定の展開に、アンリとしては憂色を隠せない。

　確かに、マルティナとマクシムが共に、〈冥めい王おう蟲ちゆう〉をどうにかする方法を知っている可能性があるなら、二手に別れてしまったほうが効率はいい。だが、それは危険な賭かけだった。

「駄目よ、クロエ！　マルティナの口車に乗らないで！　相手はあんたが想像してるより遥はるかにヤバイ奴やつなの！　〈七星コキシネル〉って連中は、みんな慧けい太た郎ろうを圧倒するくらい強いのよ！　それに当たり前に探したって、そう簡かん単たんに見つかるわけないでしょ!?」

「貴女あなたに頂いた『コレ』があってもですか？」

　クロエが腰に提さげた小さな革袋を指し示す。正確には、そこに入れてあるのだろう、昨日、自分が渡した『とある物品』を。

　アンリは顎あごを落とした。次いで、思い切り頭を抱えてしまう。

　痛つう恨こんの失態と言わざるを得なかった。もしもの際の保険として預けておいた品が、まさか彼女にこんな決断をさせようとは。本当に今、マクシムが率先して敵部隊の指揮官を排除して回っているなら、なるほどクロエの想定どおり自分が与えた道具で彼を捕ほ捉そくできる確率はぐっと高くなる。けれど、何度も言うがそれは無む謀ぼうな挑戦なのだ。

「……申し訳ありません、アンリエット。行かせてください」

　己おのが得え物ものを背負ったクロエは頑かたくなだった。単に意固地になっているのとは違う、強い決意が背中に宿っている。無論、アンリだって彼女が戦わんとする動機は充分に承知していた。

「マクシムは捨て置けない。わたし自身のためにも、彼と決着をつけたいのです」

「～～ッ、この分からず屋！」

　どうあっても止められないと悟さとり、怒鳴り声をあげるこちらに、クロエは清すが々すがしい笑みを浮かべた。彼女の晴れやかな表情を、なんだかひさしぶりに見た気がする。

「アンリエット、マルティナ！　必ず『四人』揃そろって学園に帰りましょう！」

　その発言に誰だれよりも衝しよう撃げきを受けたのはマルティナのようだった。彼女は眼鏡めがねの向こうで大きく双そう眸ぼうを瞠みはり、あまりにもお人ひと好よし過すぎる元同級生を見み詰つめる。それを正面から受け止めたクロエは、ほどなく踵きびすを返して路地の奥へと走って行った。

　あとに残ったアンリは、また暫しばらくマルティナと共に、沈黙のときを過ごしたように思う。

　思う、と微妙に記き憶おくがあやふやなのは、ちょっと胸がつかえてしまって、上う手まく状況を整理できなかったせいだ。どれくらい黙っていたのかも、よく分からない。

　ただ、再び口を開いたとき、自分の言葉に怒気が滲にじんでいたことだけは断言できる。

「……あんたさ、ほんとに心が痛まないわけ？」

「っ」

「全然？　少しも？　これっぽっちも？」

　マルティナが珍めずらしく微かすかにたじろいだ。その反応が、単に弾だん劾がいの気勢に怯ひるんだからなのか、正せい鵠こくを射いられて気後れしたからなのか、いまいち判断がつかないままアンリは重ねて言った。

「あたしのことを、ただ『面倒な女』って感じてるなら、それでもいい。初めっからあたしたちの関係って割と淡白だったしね。でも、あんたのことを頭から信じ切ってる……裏切られてもまだ友達だって思ってるあいつに、ほんとに一言も謝あやまろうって気になれないの？」

「………………」

「黙ってちゃ分かんないわよ、マルティナ。きちんと喋しやべって」

　今日ばかりは彼女の寡か黙もくさを許容してやる気もなかった。

「……クロエの判断は正しいわ。マクシム相手ならまだ勝ち目はある」

「は？」

「マクシムは武ぶ闘とう派は集団の〈七星コキシネル〉のなかでは少し浮いてるの。厄やつ介かいなのは主に魔ま術じゆつによる幻げん覚かくだから、貴女あなたが何か対抗策を授さずけたなら、それなりに勝負になるかもね」

　そういう話をしているのではない。が、どうやらマルティナは徹てつ底ていして本心を明かさぬ腹づもりらしい。アンリは両目を厳きびしく眇すがめて、シエルバレのハンドルを握り直した。

「……あったまきた。やっぱりちょっと痛い目を見せてやる必要がありそうね、あんた」

「できるの？　貴女如ごときにそんな真ま似ね」

「はんっ、『如き』とは言ってくれるじゃない！　運うん動どう音おん痴ちが偉そうに！」

　マルティナが軽く息をつく。続く返答には、彼女らしからぬ強い言こと霊だまが宿っていた。

「──どうやら、分かってないみたいね」

　言葉と同時だった。マルティナの背で何か黒い布めいたものが広がり、彼女の矮わい軀くを一いつ瞬しゆんで包み込んだのは。初めは、どこからか戦いくさ装しよう束ぞくの類たぐいでも取り出したのかと思った。が、違う。マルティナのそれはもっと繊せん細さいで、強きよう烈れつな存在感を放つものだった。

　翅はねだ。

　大きなチョウの翅はね。

　たぶん、クロアゲハ──それもカラスアゲハの翅だろう。模様はまるで違っていてビロードの如ごとき精せい緻ちさだが、尾び状じようの突起を有す独特の形状が非常に酷こく似じしている。

　そして、その翅が再び開かれる頃ころには、マルティナも完全に変へん貌ぼうを遂とげていた。
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「──────な」

　アンリはそのとき、たっぷり数秒間は、彼女の立ち姿に見み惚とれたと思う。

　これまで何人か〈裸蟲ミルメコレオ〉には会ってきたし、知ち識しきとしてもある程度弁わきまえているつもりだったが、マルティナほど美しい〈裸蟲ミルメコレオ〉は話にさえ存在を聞いたことがなかったからだ。

　人間部分とチョウの昆虫部分が、見事なまでに調和を果たした艶あで姿すがた。面相はほぼマルティナの顔立ちを残しており、頭部の触角と額ひたいの複眼くらいしか、変化した箇か所しよは見受けられない。ただ、もっとも目を惹ひく前ぜん翅しと後翅を含む、身体からだの要所要所が青あお紫むらさき色いろの光沢を放つカラスアゲハのそれに置き換わっており、全体としては童話に出てくる妖よう精せいか何かを彷ほう彿ふつとさせる。

　あんぐりと口を開けるこちらの前で、マルティナは己おのが正体を誇るでもなく言った。

「曲がりなりにも〈ブリュム・ド・シャルール〉に与くみしているんだもの。まさか常人だと思っていたわけではないんでしょう？」

「い、いや……あんた、絶対、普通の〈裸蟲ミルメコレオ〉じゃないでしょ!?」

「そうね。確かに『後天的な〈裸蟲ミルメコレオ〉』と一緒にされるのは、少し遺い憾かんかしら」

　まるで自分は「生まれたときから〈裸蟲ミルメコレオ〉だ」とでも言いたげな口ぶりだ。ちょっと前ならそんな人間は存在しないと食ってかかっていただろう。何しろ〈裸蟲ミルメコレオ〉の特徴は親から子には遺伝しない。それが現在の通説なのだ。が、ここまで矢や継つぎ早ばやに例外が続くと、もはや自分の常識のほうが疑わしかった。

　アンリは次の瞬しゆん間かん、物も言わずシエルバレを発進させた。円形の広場を滑走路代わりに周回し、素早く空に飛び立って頭上を取れば、余裕のつもりかマルティナが今、ゆっくりと離陸を開始する。アンリは腰から短たん銃じゆうを抜き、その筒先を過あやまたず彼女に向けた。

「……まずは泣かすッ！　そのうえで色々と聞き出す！　クロエにだって謝あやまらせるし、あたしと慧けい太た郎ろうにもダンゴムシになって、いっぱいごめんなさいしろっ、マルティナ！」

「無理ね。だって貴女あなたに、わたしを跪ひざまずかせるほどの力はないもの」

　背中の黒翅をはばたかせながら、マルティナがやおら眼鏡めがねを外はずす。擬ぎ態たいを解いたことによる能力増加で視力が回復したのか、はたまた最初から単なる伊だ達てだったのか。

「格の違いを教えてあげるわ、アンリエット。そのあとで──」

　マルティナが冷笑した。頭の上のミニハットを指で差し示しながら、

「この帽ぼう子しを突き返してあげる。わたしの趣味じゃないし、もう要いらないもの」

「……ッ、こっちだってンなもん要るか！　あたしは黒が似合わないんだっての！　あんたにやったんだから、あんたが大事に持ってなさい、マルティナ！」

　断固としてそう主張してやって、アンリは号ごう砲ほう代わりの銃じゆう声せいを響ひびかせる。直後、赤と黒の残影が空で不器用にダンスを踊り始めた。










　　　　○




　マクシムが捕ほ捉そくした敵部隊の数は、早くも二〇を超こえようとしていた。

　それはつまり、そのまま手にかけた指揮官の人数をも示している。たった今も伝令役に偽装して一人仕留めたばかりだ。偽にせの情報でまず部下たちを遠ざけ、孤立させたところを背後から一突き。頭を失った群れは統率を失い、基本的には行軍を躊躇ためらって退ひくことになる。

　時折、副隊長に指示を預けて無理に進もうとする部隊もあるが、既すでに浮き足立った状態にある隙すきだらけのそんな連中、片づけるのに大した手間はかからない。あとは部下に丸投げで今のところは事足りていた。

「──やれやれ、無茶な連中だなぁ。こんな装備でどうする気なんだか」

　幾いく人にんもの血を吸ったナイフを鞘さやに収め、マクシムは裏路地を進みながら足元に点々と連つらなる亡なき骸がらを認めてゆく。このあたりに転ころがっているのは、『指揮官を失ったあとも無茶な行軍を続けた部隊』で、既にマクシムの部下たちによって皆殺しにされていた。

　パリの北側から回り込んでエトワール広場に接近しようとする部隊は、隠おん密みつ行こう動どうのためかその殆ほとんどが歩兵ばかりなのだが、小火器で〈冥めい王おう蟲ちゆう〉をどうにかできるわけはないし、かといって巨砲を運うん搬ぱんしながらでは機動力を損そこなう。せいぜい果たせる任務は斥せつ候こうぐらいだろう。

　だが、それでも一応、もしもということが考えられた。

　人が使える大きさの火器など〈冥めい王おう蟲ちゆう〉には豆まめ鉄でつ砲ぽうだが、今現在、第五封ふう印いん地ちを巡めぐる欧州計画の総仕上げに入っているクリザリッドのほうで、なんらかの手違いくらいは発生するかもしれない。それに、自分たち〈ブリュム・ド・シャルール〉が、最終目的へ至るための具体的な方法、そこに関する情報を例たとえ僅わずかとはいえ斥候部隊に持ち帰られるのも避けたかった。

「うん、やっぱり楽はできないね。地道に潰つぶしてゆくしかないか」

　現在、マクシムは単独で行動している。姿すがた格かつ好こうは陸軍のそれで、容姿もまったくの別人だ。

　目立つ他の〈裸蟲ミルメコレオ〉たちを連れ歩けば変装の意味がなくなるし、半はん端ぱな距離を置いてチームで連携すると乱戦にでもなったとき、今度は自分が味方に敵と誤認されかねない。一応、簡かん単たんな識しき別べつサインは決めてあるし、マクシムは必ず『緑色のスカーフ』を身体からだのどこかに巻いて見分けがつくようにしていたが、慎しん重ちようを期して皆とは別行動を取っていた。

　マクシムが指揮官を消す。そこで一いつ旦たん、相手の出方を窺うかがう。まだ進むようなら蟲むしの報しらせを送り、部下たちに待ち伏せさせて根ね切きりにさせる。これがマクシム隊の基本戦術だ。

『……隊長、聞こえますか』

　と、そこで部下から蟲の報せが入った。念話は魔ま術じゆつを使えば傍ぼう受じゆが可能であるため、なるべく向こうからの連絡は控ひかえろと命じておいたはずだが、はて？

『何か問題でも起きたかい？』

『いえ、朗ろう報ほうです。今しがた雪蘭シユエラン隊たいから面白い情報が』

『うん？』

『敵軍の指揮所を発見したそうです』

　マクシムは軽く眉まゆを顰ひそめた。指揮所なら初めの〈蟲ギヴル〉発生に応じて、軍や警けい察さつは街まちの南側にそれを置いたと、やはり雪蘭の隊から随分前に報告があったはずだ。

『いえ、違います。それとは別に、街の北──ここから近いポイントに、仮設された小さな指揮所が存在するらしいです。先刻から歩兵部隊を派遣しているのも、おそらくそこかと』

『ははぁん、なるほどね。読めてきた読めてきた。そういうことか』

　合が点てんがいった。〈冥めい王おう蟲ちゆう〉が姿を見せてからまだそう時も経ってないのに、どうやって矢や継つぎ早ばやに兵を北側から回り込ませているのか少し疑問だったのだ。だが、これで謎なぞも氷解した。

『……やはりティエールでしょうか？』

『だろうね。最初から忍ばせておいたわけだ。ったく、エトワール広場が封ふう印いんの要かなめであることは知られてないはずなのに、どうやってそんな場所に伏兵を置いておいたんだか』

　こうなってくるともう、いつなんどき事が発生してもいいように、街の各ポイントに指揮所を即設置できるよう準備をして、こちらが動くのをずっと待まち構かまえていたようにも思えてくる。手間や労力を考えればあり得ないことだが、相手があのティエールとなるとやりかねない。

『チッ、厄やつ介かいだなぁ、あいつ……』

『どうします？　命じてくだされば我々が向かいますが』

『いや、いいよ。僕が潰つぶしてくる。陽動って可能性もあるから、このへんの区画を手て薄うすにするのはまずい。詠うたい手ても防ぼう衛えい線せんとしては、いまいち期待できないしね』

『了解しました。では、これより場所を。モンマルトルのテアトル広場から──』

　正確なポイントを聞き、手持ちの地図に印をつけたところで、部下との交信を終了する。なるほど近い。テアトル広場の目と鼻の先だ。マクシムは多少足早に道を進んだ。

　モンマルトルはパリの郊外にあるくせ、厳げん密みつにはパリから独立した扱いの土地で、小高い丘には主に葡萄ぶどう畑ばたけばかりが広がっている。目立つ建物といったら古臭い家屋や修道院、あとはせいぜい風車ぐらいなものだろうか。部下の報告によれば、相手は装そう甲こう指し揮き車しやを用いたりするのではなく、なんとその風車の一つを指揮所として利用しているらしい。

　盲もう点てんだった。モンマルトルのような開けた場所は、警けい戒かいも不要だろうと高たかを括くくっていたのだが、まさかよりにもよって風車とは。あそこはパリでもっとも標高が高い土地だ。問題さえクリアできるなら、仮の指揮本部を置くにはうってつけといえた。

　ほどなくテアトル広場に辿たどり着つく。件くだんの風車に目を向ければ、確かに周辺が少し騒さわがしかった。遠目だが窓から内部の様子も窺うかがえ、大勢の人影が慌あわただしく動き回っているのが見える。

　どうやら間違いないようだと悟さとり、マクシムは顎あごに手を添えて独ひとりごちた。

「ふむ……あれだけ沢山いると、さすがにこっそり暗殺ってわけにはいかないな」

　変装して指揮官らに近づき仕留めるくらいは可能だろうが、そうすると今度は他の兵たちを単身で相手取る羽目になる。あまり直接的な戦せん闘とうに向かない自分が、〈裸蟲ミルメコレオ〉の運動能力を活いかしにくい屋内で、大立ち回りを演ずるのは避けたいところだった。

「となると、やっぱり取るべき手段は一つしかないわけだ？」

　マクシムは飄ひよう々ひようと呟つぶやくや、懐ふところから取り出したチョークで広場に幾き何か学がく模様を描いてゆく。円の各所に呪じゆ物ぶつを配置し、準備を整えるまで二分とかからない。そうやって慣れた手つきで作業を終えると、続いて擬ぎ態たいを解いて〈裸蟲ミルメコレオ〉の本性を露あらわにした。

「ま、ドン・キホーテよろしく風車に向かって突とつ撃げきってのも劇的で悪くないけど、あいにく僕に『愛すべき駄馬ロシナンテ』はいなくてね。だから、せせこましくやらせてもらうよ」

　喋しやべりながら魔ま術じゆつを発動。敷しかれた魔ま法ほう円えんが強きよう烈れつに発光を始め、その中心に立つマクシムはほくそ笑んだまま詠えい唱しようさえ口にしない。周囲の風景がぐにゃりと歪ゆがんだのは次の瞬しゆん間かんだった。




　　　　○




　リィン──と、どこかで澄んだ音が聞こえた。

「ッ!?」

　アンリエットと別れて暫しばらく路地をひた走っていたクロエは、その音に慌あわてて立ち止まり腰から提さげた革袋を見やる。次いで、急ぎなかに入れていた物を取り出した。

　腕輪だ。

　昨日、アンリエットから貰もらった、彼女お手製のブレスレット。

　赤あか金がね色いろの金属で出来ており、細工らしい細工は殆ほとんどない。腕輪の表面に幾いくつかギリシャ文字が刻まれているのと、指で摘つまめるほどの小さなベルが一つぶら下がっているだけだった。

　音の発生源は、そのベルだ。走っている最中はウンともスンとも言わなかったのに、今は足を止めているにも拘かかわらず、半なかば独りでに揺れて儚はかない音色を零こぼしていた。

　アンリエットから受けた説明を思い出し、クロエはすかさず辺りに視線を走らせる。

　周囲には何もない。何もないが、しかしある特定の方角に足を向けると、ベルの音はだんだんとその強さを増すようだった。

「モンマルトル地区……？」

　独白して僅わずかに迷ったあと、クロエは腕輪を左手首に塡はめ、再び全力で走り出す。

　身に纏まとった軽けい鎧よろいの金具をけたたましく鳴らし、複雑に絡からまった隘あい路ろを息せき切って抜ければ、やがて少しずつ道に傾斜がつき始めた。葡萄ぶどうの香りが仄ほのかに漂ただよってきて、モンマルトルが近いことを教えてくれる。だが、ようやく視界が大きく開けた頃ころ、そこで信しんじ難がたい光景を目まの当あたりにして、クロエはなす術すべもなく金かな縛しばりに遭あった。

「なっ……!?」

　一いつ瞬しゆん、わけが分からなかった。思わず何度も刮かつ眼がんしてしまう。

　何しろテアトル広場から続く急きゆう勾こう配ばいを、なんの冗じよう談だんか一〇〇メートル近い高さまでそそり立った『水の壁かべ』が、下方から上方に向けて駆かけ登のぼっていたのだ。濁だく流りゆうは辺りに広がる葡萄ぶどう畑ばたけをも容よう赦しやなく吞のみ込こみ、丘の上に建つ風車目掛けて今しも猛もう然ぜんと突き進んでいた。

　津波だ。

　どれほど馬ば鹿かげていようとも、それ以外のものには見えない。

　未み曾ぞ有うの大雨でセーヌ川が氾はん濫らんしたところで、モンマルトルまでは水など押し寄せて来ないだろうに、なぜかほんの数百メートルほど先で爆ばく発はつ的てきな波は濤とうが巻き起こっている。

　激はげしい波の音が強したたかに耳じ朶だを打ち、風車からは悲鳴の声があがっていた。どうしてかは皆かい目もく不明だが、あの風車のなかには人がいるらしい。それも声からして相当の人数だ。高所へ逆しまに迫せまる大だい海かい嘯しようという埒らち外がいの災害に、身も世もない叫び声がここまで響ひびいてきていた。

　なんだこれは。いくらなんでも無茶苦茶だ。いったい何が起こっている？

「そ、そんな馬鹿な……」

　たじろぎの余り思わず退ひいた足が、ぴちゃりと湿った音を立てる。既すでに水は僅わずかにではあるが、クロエの足元にまでやって来ており、今も凄すさまじい勢いで嵩かさを増し続けていた。靴くつの内にまで染しみ透とおってきたその冷たさに、クロエは背せ筋すじを粟あわ立だたせて良からぬ妄もう想そうを逞たくましくする。つまり、ここもじきに津波に吞み込まれるのではないか？　と。

　本来ならそれはあり得ない想像だったが、五感に壮絶なまでに訴えてくる水難の脅きよう威いは、人の理性などいとも容易たやすく捻ねじ伏ふせる。一度不安に駆られてしまえば、この場でこうして棒立ちになっていることが、救いようのない愚ぐ挙きよに思われてきた。

　今すぐ逃げるべきだ。脇わき目めも振らず来た道を取って返せ、クロエ。

　だが、耳元でそんな弱気に囁ささやかれ、知らぬ間に従いかけたそのとき。

「ッ！」

　リィン、と再び澄んだ音色が響いた。

　我に返って腕輪に視線を落とせば、ベルが自分を叱しつ咤たするように、ひっきりなしに鳴り続けている。決して大きな音ではなかったが、不思議と意い識しきが惹ひきつけられた。

「────アンリエット」

　瞼まぶたを閉じる。動どう悸きを抑おさえる。水嵩は既に太ふと腿ももの半なかばまで至っており、周辺一帯を無秩序に水没させ始めていたが、それでもクロエはこの腕輪を造ってくれた友を信じた。

　そして意を決するや、おもむろに前へ踏ふみ出だす。

　初めは水流に何度も足を取られながら、それでも着実に前進することだけを考えて。

　瞼は開けない。視覚には頼らない。聴ちよう覚かくはベルの音だけを追う。嗅きゆう覚かくは──微かすかに芳ほう純じゆんな匂においを嗅かぎ取とっていた。鼻び腔こうの奥をくすぐるのは、そう、葡萄ぶどうの香りだ。付近の畑はもはや殆ほとんど水の底だというのに、なぜか葡萄の香りだけが未いまだに辺りを漂ただよっていた。

　確信する。俄が然ぜん勇気づけられた思いで歩を速めた。身体からだにまとわりつく水の重みが俄にわかに弱まり、クロエはそこから一気に駆かけ足あしとなる。脳のう裏りではアンリエットの言葉が蘇よみがえっていた。

　──いい、クロエ？　この腕輪のベルは、普段はぜったい鳴らないようになってるの。もし鳴ることがあるとすれば、それは『警けい告こく』であると同時に『合図』よ。

　──違和感は必ずどこかにある。そこを基点にして、自分を引き戻しなさい。

「はい、アンリエット！」

　威い勢せい良く応じ、カッと双そう眸ぼうを開ければ、そこには大量の水など影も形も存在しなかった。

　畑や街がい路ろも濡ぬれたような形跡は一切なく、丘の上に佇たたずむ風車へ急迫していたあの津波も、今は忽こつ然ぜんとどこかに消えてしまっている。あるのはただ、もう目前まで迫せまったテアトル広場と、その隅すみで何やら強きよう烈れつな瞬またたきを発している緑色の怪あやしげな光だけだ。

　既すでに全力疾しつ走そうに移っていたクロエは、その光のなかに躊ちゆう躇ちよなく踏ふみ込こんだ。

「ッ、なに!?」

　気配を感じてこちらに振り返ったのは、燕えん尾び服ふくを着た一人の〈裸蟲ミルメコレオ〉。その足元では魔ま術じゆつ光こうを発して、複雑な魔ま法ほう円えんが展開していた。クロエは駆けながら担かついでいたケースを開くや、なかから二振りの愛用の得え物ものを取り出し、それぞれの鞘さやを振り抜きの勢いで払う。そして、至近から最速の刺突を敵に見み舞まった。相手も咄とつ嗟さに反応しようとしたようだったが、

「ぐっ……！」

　さすがに避さけ難がたいタイミングだったか、右のレイピア『タンペット・ド・ネージュ』の剣けん尖せんに肩を貫つらぬかれ、鮮血を散らしながら辛からくも退さがった。

　千せん載ざい一いち遇ぐうの好機。だが、クロエは敢あえて畳たたみ掛かけなかった。まず先に魔法円をどうにかすべきだと考えたからだ。円の一部を靴くつ底ぞこで踏み消せば、途端、辺りに発散されていた魔術光が収まり、風車のほうから響ひびいていた悲鳴も次第に聞こえなくなる。おそらく、これで風車のなかにいた何者か等も、目の前にいる男の術中から解放されたはずだった。

「なぜここに……？　いや、それよりも僕の幻げん術じゆつのなかを、いったいどうやって？」

　相手が肩口の傷を手で押さえながら訊きいてくる。目には率直な疑念の色があった。

「……わたしの友人は大したものだということです、マクシム」

　クロエは自分でも意外なほど落ち着いた声音でそう答えた。リグワール邸で会ったときとはまるで違う容姿──ナナフシのそれとおぼしき特徴を取り込んだ姿に変わっている〈七星コキシネル〉第七席『緑』のマクシムは、こちらの左手首に塡はめられた腕輪を目め聡ざとく見み咎とがめる。

「そのブレスレット……そうか、『護符アミユレツト』か」

　アンリの話によれば、魔術的な護ご符ふの役割は大別して二種類で、災さい禍かを払はらい除のけるものを『アミュレット』、そして魔術を手助けするものを『タリスマン』と呼ぶらしい。本来、大した効果は見込めないそれらのうちの前者、それも汎はん用よう性せいを捨てる代わりに『幻げん覚かくへの耐性のみに特化させた』急きゆう拵ごしらえの突とつ貫かつ品ひんが、アンリエットが作ってくれたこの腕輪だった。

「なるほど、あのイレギュラーの魔ま女じよの娘か。ぱっと見はいかにもやっつけな感じだけど、なかなか良くできた『魔女の工作物ウイツチクラフト』みたいだ」

　マクシムが押さえていた肩口から手を離す。当然のように傷は既すでに塞ふさがっていた。次いで彼は風車のほうを振り返り、溜ため息いきと共に肩を竦すくめてみせる。

「やれやれ、ついてないな。廃人同然になるまで追い込んでやってから、あとで一挙に始末をつけようと思ってたのに。広域型の幻げん術じゆつなんて大技が裏目に出たか」

「──マクシム、わたしの用向きは分かっていますね？」

　彼がこちらに向き直る。暫しばらく見み詰つめてきたのち、相変わらずの飄ひよう軽げた仕草で頷うなずいた。

「まあね、だいたいは。一昨日おとといの夜の『答え』を聞かせに来てくれたんだろ？」

「ええ。一刻も早く回答すべき事柄だと思いましたので」

「はは、だからってわざわざ、この忙しいときに来なくても。きみも大たい概がい、律りち儀ぎだなぁ」

　マクシムが笑う。しかし、その眼まな差ざしには可お笑かしみなど一いち握あくも込められていなかった。なぜあの風車を攻こう撃げきしていたのかは不明だが、こちらに邪じや魔まされてそれなりに頭にきているらしい。

　彼は続けて訊きいてきた。もはや半なかば以上、予断している口ぶりで、

「で、肝かん心じんの答えのほうは？」

「スカウトの件は、お断りさせて頂く！」

　クロエは確と応じた。自みずからの意思を形にするように、右のタンペット・ド・ネージュの切っ先を相手に向け、マンゴーシュの『ガルディアンヌ』も構かまえる。

「貴方あなたたち〈ブリュム・ド・シャルール〉に協力はできない！　パリの街まちをこんなふうにする者たちが、『大勢の人間を救う』だなどと信じられるわけがない！　逆にこちらが問わせてもらおう！　あの〈冥めい王おう蟲ちゆう〉とやらは、いったいどうすれば止められるのです!?」

「おやおや、こちらの要求を無む下げにしておいて、自分の要求だけは通そうってかい？　それはちょっと都合が良過ぎるんじゃないかな、マドモアゼル・クロエ」

　マクシムの笑みがその種類を大きく変える。〈裸蟲ミルメコレオ〉としての奇相も相あい俟まって、ひどく酷こく薄はくな面おも持もちだった。白い革手袋に包まれた手が、こちらを招くように掲げられる。

「──ま、いいよ。そういうことなら少しだけ遊ぼうか。どのみちその気だったんだろ？」

「無論だ！　答えぬと言うのであれば、剣でその口を開かせるまで！　覚悟してもらおう！」

　己おのれを奮ふるい立たたせるように叫ぶや、クロエは身体からだを引ひき絞しぼられた弓ゆ弦づるの如ごとく撓たわめ、身を低めて一直線に前に出た。愚ぐ直ちよくともいえる踏ふみ込こみだが、相手に武術の心得がないのは既に明白。先手必勝で流りゆう星せい雨うもかくやの連突きを見み舞まう。

　けれど、剣先が相手の胸元を過あやまたず抉えぐりかけたその矢先、

「あぁ、そうそう。まだ教えてなかったっけ？」

　マクシムが前に翳かざしていた掌てのひら──革の手袋に包まれているそこに、一いつ瞬しゆんで何か複雑な模様が刻まれた。その正体が何であるか知り、クロエは慄りつ然ぜんと目を瞠みはって呻うめく。

「なん……!?」

「これが僕の〈裸蟲ミルメコレオ〉としての能力、言っちゃえば『多目的擬ぎ態たい』ってところかな？　大道芸としちゃあ割と大したものだから、とりあえず景気良く一発喰くらっておくれよ」

　喋しやべりながらマクシムの掌が濃緑色の魔ま術じゆつ光こうを帯びる。同時、至近距離から発射された魔術によるものとおぼしき光こう弾だんを、しかしクロエは紙かみ一重ひとえのところでなんとか回避した。あさっての方角に飛び消えるや盛大に爆ばく発はつを起こしたその威い力りよくは、かつてヴァレリオ・ベルスコーニが使った魔力の斬ざん撃げきの比ではない。着弾箇か所しよが大きく擂すり鉢ばち状じように陥かん没ぼつしていた。

「お見事、よく避よけたね。うん、実は避けやすくしてあげたんだけど」

　呆気あつけに取られるこちらに、マクシムが余裕の態度でひらひらと掌を振る。

「たぶん勘違いしてるだろうから言っておくよ。僕は確かに幻げん術じゆつを使うけれど、変装に関してはその限りじゃないんだ。あれは擬態能力の一種でね。僕の場合、本来の自分の容姿だけじゃなく、自由自在に身体からだの骨格や体表を別物に変成させて、他人の姿や衣服まで完かん璧ぺきに再現できる。──で、そうなると当然、こんな芸当も可能になるわけだ」

　マクシムが再び両手を掲げた。その掌に今度は二つの魔ま法ほう円えんが独ひとりでに刻まれる。

「肉体に直じかに円を刻むから、あまり複雑なのは無理だけどさ。それでも一般の簡かん易い魔術に比べればお得だよ？　行程を大幅に省はぶけるうえ、汎はん用よう性せいにも富むし威力だって高い」

「ッ、貴方あなたは……!?」

「そう。ごく小規模な儀ぎ式しき魔術を、比較的お手軽に使えるのが、僕のささやかな強みでね」

　マクシムが口こう吻ふんをぎちぎちと鳴らした。危機感を覚おぼえて咄とつ嗟さに身を翻ひるがえしたこちらに、更さらなる嘲あざけりの言葉と魔術の洗礼が襲おそいかかる。テアトル広場を相次ぐ爆音と熱波が駆かけ抜ぬけた。

「大おお方かた、詠うたい手てあたりに唆そそのかされたんだろうけど、残念だったね。僕に隠し芸があることは組そ織しきのなかでも一部の者しか知らないんだ」

「…………っ！」

　本気で勝てると思っていたのか？　言外にそう告げられ、クロエは柳りゆう眉びを吊つり上あげた。

　否いな、分かっていたことだ。相手に武術の経験があろうとなかろうと、そう上う手まくはいかないことくらい。それでも自分は自みずからの意志でこの場に赴おもむいたのだ。

「……ええ、勝つ！　のみならず克こく服ふくしてみせる！」

「克服？　そりゃまた何を？」

「決まっています！　自みずからの弱さと、ロシュジャクランの過去を！」

　マクシムが目を丸め、ほどなく吹き出す。とても気の利いた冗じよう談だんでも耳にしたように。

「いいね、最高にドラマチックな台詞せりふだ！　まるで劇の主人公みたいじゃないか。これが残ざん酷こくな現実で僕も心苦しいよ。敵かたき役やくなのにきみに負けてあげられない」

「ごたくはもうご遠慮願おう、マクシム！」

　クロエは怒声をあげ、回避から一転、進行方向を切り返す。そして、乱れ飛ぶ魔ま術じゆつの合間を縫ぬってひたすらに疾しつ駆くするや、因いん縁ねんの相手目掛けて一身を飛礫つぶてと化して投じた。




　　　　○




「──せぇええいッ！」

　可か憐れんな声音が裂れつ帛ぱくの気合いを弾はじけさせ、同時に携たずさえた鞘さやから鍔つば鳴なりさえも置き去りに、必殺の刃やいばが解き放たれる。剣風が大気を引き裂き、一いつ閃せんがこちらの至近を駆かけ抜ぬけた。

　纏まとめておいた重心を後方に打ち出し、それに引ひき摺ずられるように体たいを滑すべらせて初しよ太だ刀ちを躱かわした慧けい太た郎ろうに、ノエはなおも止まらず迫せまり来くる。振り抜かれた同どう田た貫ぬき正まさ国くにの刃を返し、寸すん毫ごうの間まも空けず右掛かりを放ったあと、更さらに左から逆胴へと繫つなげての三連れん斬ざん。達人ともなれば振り落ちる雨滴すら、これで幾いく度どとなく斬きりつけるという、薬やく丸まる自じ顕げん流りゆうが抜ぬき即そく斬ざんの基本戦術だ。

　二撃げき目めも半身になっていなし、三撃目のみを鞘ぐるみの愛刀で捌さばけば、ノエは速すみやかに『置おき蜻蛉とんぼ』の構かまえで残心。剣けん尖せんがこちらの機先を制すように、正せい眼がんからやや低く逸それた位置に据すえられる。だが、そもそも慧太郎のほうは攻勢に転ずる気がない。そのまま後退して無難に間合いを空けると、ノエが再び納刀して得意の居い合あいの構えを取った。

　そして、僅わずかな静寂。今は街まちじゅう至るところが戦場のため、騒そう乱らんはいやでも耳についたが、極度の集中が外界の物事を遠ざける。膠こう着ちやくの空気はただ重苦しかった。

　間もなく、ぽつりと。

「……さっきから、どういうおつもりですの？」

　ノエが言った。声には幾いく許ばくかの怒りが滲にじんでいたと思う。

「何が？」

「とぼけるのはやめてくださいまし。なぜ刀をお抜きにならないのか、とノエは尋たずねておりますの。いいえ、そればかりかケイ様は、まだ一度も雲うん耀ようさえ使っておりませんのよ？」

　無論、言われなくても承知していた。決して攻めていないわけではないのだが、確かに自分はここまであまり積極的とはいえない立ち回りを続けている。ただの刀勢一つ取ってみたところで、初太刀に全ぜん霊れいを賭かける示じ現げん流りゆうのそれではない。ノエの疑問も当然だろう。

「太刀筋すじに迷いが見えますの」

「ああ、そうだろうな」

「……この期ごに及んで、ですの？」

　ノエの口調が更さらに苛いら立だちを増す。『そういう意味』で肯こう定ていしたわけではなかったのだが、どのみち理由を説いても詮せん無ないだろう。こちらの勝手な都合であることに変わりはないのだ。

　紐ひもで鞘に戒いましめてある無む垢く嬢じよう矩のり安やすを見下ろし、さてどうしたものかと慧太郎は思い悩む。

　戦いながら移動を繰くり返かえしてきて、現在地はセーヌ川の岸辺。シテ島と同じく中なか州すに浮かぶ島、サン・ルイ島をすぐ目前に望める位置だ。自分の足ならばエトワール広場まで大して時間はかからないだろうが、かといってこれ以上、ノエとの勝負を長引かせるのもまずい。

　問題なのは匙さじ加か減げん。どの程度の手心ならば、絶妙かということだった。

「ねえ、ケイ様」

「？」

「もしかしてとは思いますけど、ノエを軽んじていますの？」

　ノエの秀しゆう麗れいな面おも持もちが歪ゆがむ。これまで笑顔ばかりが目立ったこの娘にしては珍めずらしい表情だ。彼女にとって剣けん戟げきで侮あなどられるのは、よほど看過できないことらしい。その気持ち一点だけなら、慧けい太た郎ろうも剣けん客かくとして分からないでもなかった。

　しかしだからこそ、ならば敢あえて『そこ』を衝つけば突破口が開けるかとも考え、

「どう取ろうと構かまわないが、僕はきみを斃たおす気でいる。ただ──」

「？　ただ、なんですの？」

「──単なる事実として、格下だとも思ってる」

　自分のことをよく知る他者が聞けば、おそらく耳を疑っただろう台詞せりふだ。だが、正しよう味みのところを述べれば、それが慧太郎の偽いつわらざる本音でもあった。

　ノエが案か山か子しのように立たち尽つくし、ぽかんと無防備な表情を晒さらす。

　激げき発はつの予兆が白い貌かんばせに上ったのは一いつ拍ぱく後のことだ。

「……さすがに、今のはかなり……カチンときましたのよ？」

　それでも衝しよう動どう的てきに攻め立てて来ないあたりは天晴あつぱれと言えた。継つがれた台詞も端はし々ばしが震えてはいたものの、抑よく制せいを利かせようという必死の努力が見て取れる。けれど、続けてノエがおもむろに構かまえを解いてみせたのは、慧太郎にとってもまったく埒らち外がいの展開だった。

「ええ、そうでしょうとも……お父様と伍ごした示じ現げん流りゆうの雲うん耀よう使いと、技比べで張り合えると思えるほど、ノエも傲ごう慢まんではありませんもの……でも、そうまで威い丈たけ高だかに仰おつしやるなら、なおさら本気を見せてもらわないことには、もうノエも気が済みませんのよ？　ケイ様」

「……なんだって？」

「簡かん単たんですの」

　ノエがうっそりと微ほほ笑えみを浮かべる。

　そして、次の瞬しゆん間かんだった。彼女の全身がざわりと蠢しゆん動どうしたのは。

「……ッ!?」

「ノエの『こちらの姿』はお披ひ露ろ目めがまだでしたのよね？」

　慧太郎は目を剝むき、大きく背後に跳とび退すさる。内心では舌打ちを禁じ得なかった。剣に耽たん溺できしているノエのことだ。純粋な武による競い合いこそが本ほん懐かいだろうと踏ふんでいたのだが──どうも逆げき鱗りんに触れたらしい。好機を作るために挑発したつもりが、完全に裏目に出てしまった。擬ぎ態たいを解いた〈裸蟲ミルメコレオ〉はたちまち手て強ごわくなるというのに。

　臍ほぞを嚙かむこちらの前で、ノエの変へん貌ぼうが速すみやかに完了する。浅あさ葱ぎ色いろの小こ袖そでから腕を抜き、上半身さらし姿となったノエは、人間の容姿をかなり多く残してはいたが、全体像としてはやはり尋じん常じようならざる異容となり果てていた。彼女がなんの〈裸蟲ミルメコレオ〉かは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　トンボだった。

　それもたぶん、薩さつ摩までもたまに見かけた、『ルリボシヤンマ』だろう。

　背中には四枚の翅はね、額ひたいには宝石の如ごとき複眼。そして、身体からだの各所には鱗うろこにも似た鮮やかな青色の甲こう殻かく。よく分からないのは手首の内側に、何やら凹へこみと空くう孔こうが出来ていることで、それに飛ひ翔しよう能力に優すぐれるトンボにしては翅もやけに小さいような気がした。

「ただのトンボの〈裸蟲ミルメコレオ〉ではありませんのよ、ケイ様」

　こちらの疑問を感じ取ったか、ノエが間違いを訂正してくる。

「ノエはちょっと稀き少しようなタイプらしくて、『ヤゴ』の特性も同時に併あわせ持もっていますの」

「……ヤゴ？　トンボの幼虫の？」

「ええ、水のなかにいるやつですの。一般にはあまり知られていないことですけれど、ごく稀まれにいるそうなんですのよ。獲かく得とくした昆虫形態の、変態前や後あとの特性も一緒に発現する、変り種の〈裸蟲ミルメコレオ〉が。専門家は『二重持ち』なんて呼んでるって話ですの」

　初耳だ。アンリは知っているのだろうか？　そんな疑問を持つこちらの前で、ノエが再び居い合あいの構かまえを取った。

「ノエは大まかな見た目はトンボですけれど、中身のほうはヤゴ寄りなせいか、ちょっと飛ぶのには自信がないんですの。でも、代わりにもっと面白いことができますのよ？」

「……っ」

　わけもなく全身の産うぶ毛げが逆立つ。

　慧けい太た郎ろうは直感的に重心を練ねり上あげ、いつでも雲うん耀ようの領域に入れるよう身構えた。そうしなければ寸すん毫ごうあとには命がないと、胸の奥で警けい鐘しようがやかましく鳴なり響ひびいていたからだ。

「では──秘剣『水みず斬きり』、たんとお受けあそばせ？」

　言うや、ノエが豪ごう快かいに太た刀ちを鞘さや走ばしらせ、その半呼吸前に慧太郎は下か肢しを爆ばく発はつさせていた。

　間合いが遠過ぎる、などという疑問さえ浮かばない。雲耀の踏ふみ出だしで遮しや二に無む二になって体たいを横に捌さばけば、すぐ傍かたわらを放射状に放たれた『無数の斬ざん撃げき』が走り抜けてゆく。

　それは、光だった。

　陽光を照り返し燦さん然ぜんと踊る、無秩序なまでの光の乱らん舞ぶだ。

　即座に事態を理解する。だが、得心する暇ひまはあれど足を止めることは許されない。ノエの刃圏はたかが一ひと跨またぎの移動で、十全に逃のがれ得えるものではなかったからだ。慧太郎はそのまま飛ひ燕えんとなって河岸を疾しつ走そう、空間を薙なぎ払はらう刃の群れから更さらに距離を取る。瞬またたく間まに膨ぼう大だいな水煙が視界を塞ふさぎ、頭上には淡あわく虹にじの橋が掛かった。
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　実時間にすれば僅わずか一いつ瞬しゆん。だがそれは、生死を分ける一瞬だったと思う。

「ケイ様、ご存知？」

　ようやく攻こう撃げきが止やんだ頃ころ、霧きりの向こうからノエの声が聞こえた。

　馬ば鹿かげた話だが、彼ひ我がの間合いは一〇メートル以上も開いている。さきほどの飛び道具──と呼んでいいのかどうかは疑問だが、直線方向のみならず横への攻撃範囲も相当なもので、ここまで離れねば危なかったのだ。慧けい太た郎ろうの背中は今や嫌な汗でびっしょりと濡ぬれていた。

「ヤゴって身体からだのなかに水を溜ためておく袋を持っていて、外敵に襲おそわれるとそれを吐き出して凄すさまじい推進力を得るんだそうですの。もちろん、水中でなければ用を為なさない能力ですけれど──ええ、ノエの場合は雪蘭シユエラン様とは逆ですのね。それを攻撃に用いますの」

「………………」

　雪蘭が云うん々ぬんというのはよく分からなかった。が、先の攻撃の原理なら既すでに慧太郎も粗あら方かたの察しがついている。たぶん二の腕にあった例の孔あなから、猛もう烈れつに圧力をかけた水を排出し、更さらにそれを刀で斬きりつけて加速、散さん弾だんのように広範囲へ飛ばしたのだろう。初めシエルバレに乗っていたとき、こちらを遠間から狙そ撃げきした攻撃の正体も、この能力だったと見て間違いない。

「……ジョゼフと戦ったときも思ったけど、いくら生物的な仕組みがあるとはいえ、ここまでくるともう殆ほとんど超能力の域だな」

「〈裸蟲ミルメコレオ〉になったことで失ったものを思えば、これくらいは当然の対価ですの。──それでいかがですの、ケイ様。これでもまだ本気になって頂けませんの？」

　やがて水煙が晴れ始め、その場を一歩も動いていないノエが、僅わずかに優ゆう越えつ感かんを滲にじませて告げてくる。業ごう腹はらだが確かに厄やつ介かいだった。体内に溜ためてある水の分量にもよるだろうが、アレを連発されるようだと接敵そのものが厳きびしくなる。踏ふん切ぎりどきかもしれない。

　慧けい太た郎ろうは手のなかの無む垢く嬢じよう矩のり安やすに視線を注そそいだ。長年連れ添ってきた相方の感触を、神経を集中させて掌てのひらで何度も確かめる。

　かなり危あやういな──そう判じざるを得なかった。

　だが、下へ手たな小細工は逆効果と分かったし、どのみち自分の柄がらでもなかったのだ。

「──分かったよ、ノエ」

「？」

「出だし惜おしみは、もうやめだ」

　慧太郎はゆっくりと蜻蛉とんぼに構かまえた。ノエがびくりと表情を改め、即座に刀を鞘さやに納め直す。

　蜻蛉それ自体はこの死合いのなかで既すでに幾いく度ども見せているが、構えに込められたこちらの本気の程を敏感に察したか、まるで蹴けっ飛とばされた子犬のような反応だった。けれど、掲げられた無垢嬢矩安を見み詰つめる眼まな差ざしは、まだまだ大いに不満の色を残しており、

「……出し惜しみはなし、と宣言しておきながら、それでも刀は抜いてくださいませんのね」

「ああ。悪いが戒コめレは譲ゆずれない」

「分かりませんの。どうしてそんなに、人の生き死にに拘こだわるんですの？」

「それが、僕の『剣道』だからだ」

　きっぱりと答えれば、ノエの瞳ひとみがますます訝いぶかしげに揺れた。

「剣術はしょせん、人殺しの業わざですのよ？」

「だからって、生き方まで剣に合わせる必要はない」

「剣の術理から敢あえて外はずれて、倫りん理りのほうを優先するんですの？」

　こちらの言い分がまるで理解できないのだろう。ノエは暫しばらく目をぱちくりさせたあと、「なんの意味がありますのそれ？」みたいな顔つきになって首を捻ひねった。

「そんなことに労力を割さいても、生いき辛づらくなるだけじゃありませんの。ノエは物心ついたときにはもう路上生活でしたけど、暴力がすべての場所で相手を慮おもんぱかるのは愚おろかですのよ？　特にノエみたいな〈裸蟲ミルメコレオ〉には、だぁれも味方なんてしてくれませんでしたし」

「………………」

「生存のために敵を斬きる、でいいじゃありませんの。そういうシンプルな理屈を、より効率的に突き詰めて編み出されたサムライの業が、ノエはとっても気に入っていますのに」

　弱肉強食。まるで野生動物のような主張を、ノエは自信満々にひけらかした。

　確かに、と慧太郎は目を伏せて思う。彼女にも同情の余地はあるのだろうな、と。

　何しろノエは〈裸蟲ミルメコレオ〉のうえ、元はみなし子なのだ。生きるためには手段など選んでいられなかったに違いないし、イースに住む浮浪児──あのジャンに慧けい太た郎ろうがしたように、誰だれかが他者との触れ合い方を教えることもなかったはずだ。養父のクリザリッドでさえ、彼女を拾ったのはあくまで人ひと斬きりとしての才を買ってのことなのだから。

　ノエの在あり方かたを決定づけた幼少期はもう戻ってこない。彼女の考え方をどうすれば正せるのかも分からない。今この場で慧太郎にできるのは、たった一つのことだけだった。

「──だから、きみの剣は『軽い』んだ」

　慧太郎の凪なぎ切きった言葉に、ノエの双そう眸ぼうが再び怒気を孕はらむ。

「学んだ処方をどう扱うかなんて当人次第だろ。なのに、先人が残した技術体系をただ踏とう襲しゆうするばかりで、そこになんの意も乗せられないから、きみの剣はひどく軽くて安っぽいんだ。剣に生きるっていうのは、決して『剣に振り回される』ことじゃない」

「……何を仰おつしやりたいのか、よく分かりませんのよ？　ケイ様」

「これから僕が、きみに『正しい剣の振り方』を教えてやるって言ってるんだ」

　ノエがこちらを昏くらい目で凝ぎよう視ししてきた。今度は挑発で言ったわけではなかったが、彼女にとっては侮ぶ辱じよくとなんら違いはなかったろう。ほどなく剣けん鬼きは凄せい絶ぜつに微ほほ笑えむと、

「ふふ。正直、ケイ様の主張はいまいちですけれど──まあいいですの。とりあえず『その気』にはなってくださいましたものね？　だったら、次はケイ様が刀を抜かずにはおれなくなるよう、ノエのことを十全に認めさせてみせますの」

　あの『水みず斬きり』なる異形の技を、もう一度放つつもりなのだろう。よほど自信があるのか、返ってきた言葉はなかなか不ふ遜そんだった。だが、今度は慧太郎が嗤わらう番だ。

「ない」

「……は？」

「『次』なんてない」

　少女の剣けん戟げきに寄せる期待を、浅はかな思い違いを、木こっ端ぱ微み塵じんに打うち砕くだくように。

「雲うん耀ように二にの太た刀ちなんてあるものか。きみとの遊びは『これ』でお終しまいだ」

　直後、慧太郎は一いち陣じんのつむじ風となって地を蹴けった。




　　　　○




「ッ、正面から来る!?」

　秋あき津つ慧太郎の行動にノエは愕がく然ぜんとなった。いや、半なかば失望したと言ってもいい。

　自分の『水斬』、あの扇おうぎ状じように広がる膨ぼう大だいな斬ざん撃げきを一度見ておきながら、真っ向から仕掛けてくるなど自殺行為以外の何物でもない。こちらをまだ格下と侮あなどっているのだとすれば、いくらなんでも油断が過ぎるというものだ。確かに純粋な剣技では慧太郎に後れを取るかもしれないが、〈裸蟲ミルメコレオ〉の能力を足したうえでの実力ならば、ノエは決して他の〈七星コキシネル〉にだって引けを取らないと自負している。この状況で仕損じる理由など見当たらなかった。

　あぁ、つまらないオチがついた──心の底からそう思う。

　せっかく示じ現げん流りゆうの剣けん客かくに己おのが技が通用するかどうか、じっくり検分できると気持ちが弾はずんでいたのに、まさか満足に打ち合いもしないうちから早々に決着がつこうとは。

　もういい。何もかも面倒だ。

　結局、彼も他の有う象ぞう無む象ぞうたちと同様、ただの巻まき藁わらに過ぎなかったということか。

　ノエのなかで敵への興味が一気に失うせる。失せてしまえば、もうあとはいかに相手を自己の技を磨く踏ふみ台だいにできるか、思考を費やすのはその一点のみだ。

　瞬またたき一つぶんにも満たない刹せつ那なのなか、一〇メートル以上もの距離を瞬しゆん時じに詰つめてくる相手は、しかしノエの抜き手に比べればあまりにも遅い。苦もなく蜂はちの巣すにできるだろう。

　意い識しきが尖とがる。瞳どう孔こうが窄すぼむ。もはや『抜ばつ刀とう自じ在ざい』の境地にさえあるノエの愛刀・同どう田た貫ぬき正まさ国くにが、いつものように会心の速さと手て応ごたえを求めて鞘さや走ばしる。

　薬やく丸まる自じ顕げん流りゆうが居い合あい、抜ぬき即そく斬ざん。

　それを活いかして編み出したるは、我流の秘剣『水みず斬きり』。

　殆ほとんど無造作ともいえる手て捌さばきで文字通り剣光を迸ほとばしらせれば、手首の噴ふん射しや孔こうより吐き出された高圧水流が白刃のあと押しを受け、数えるだに馬ば鹿からしい死の飛ひ沫まつとなって迫せまり来くる敵影に殺到する。回避が許される距離でもタイミングでもなかった。

　だから言った。斬きってしまえば、もう名前も思い出せなくなるだろうから。

　取るに足らない相手に向け、最後に一応の義理とばかりに。

「お別れですのね、ケイ様。確かに『次』なんてありませんで──」




　────ずどんッ！




　いきなりだった。

　何一つ予兆も前触れもないまま、いきなり頭ず蓋がいの奥で凄すさまじい音が炸さく裂れつした。

　同時、誰だれかの雄お叫たけびを聞いたような気もする。いや、よく分からない。その時点でもう既すでにノエは、起こった現象を順序立てて把は握あくすることができなくなっていたからだ。

「──ッ!?　がっ、は、ぁ……!?」

　まず出し抜けにやってきたのは衝しよう撃げき。少なくともノエはそれを一番初めに知覚した。刀を鞘から解き放った直後、何かに左側頭部を打ち抜かれ、その後はたぶん弾はじき飛とばされて、地を幾いく度どとなく転ころげたのだと思う。全身の痛みがその証明だ。だが、そこまで理解が及んだのは視界一いつ杯ぱいに誰かの面めん貌ぼうが迫ったあとの話で、どうやらすぐそばを流れていたセーヌ川の浅瀬に半身を沈ませたところで、ようやく身体からだの回転が止まったらしい。川面に混乱し切った自分の顔が映っていたからだ。

　わけが分からないにも限度があった。

　なぜ自分が地を舐なめているのか。いったい誰だれにやられたというのか。

　どこかに伏兵が隠れていて死角から襲おそわれたのか？　あるいは運悪く飛行船から流ながれ弾だまでも飛んできたか？　もしかすれば装そう甲こう車しやか何かに衝しよう突とつされたのかもしれない。

　否いな、どれも違う。ここにきてようやく、じわじわと理解が訪れようしていた。

「……よ、け……られ、た……？」

　避よけられた。躱かわされた。自分の『水みず斬きり』が空を切った。

　直ちよく撃げきしたと思った矢先、いつの間にか敵が視界から消えていた。自分は頭部に一撃を貰もらうほんの直前まで、それを過あやまたず視認していたように思う。

　だが、やはり分からない。てんで理解が及ばない。だって、ノエが記き憶おくしている限りでは、あの交こう錯さくの一刹せつ那な、彼ひ我がの間合いはまだ相当なものだったはずなのだ。もし仮に相手がなんらかの方法で『水斬』を回避してのけたのだとしても、その光景を自分が脳のうに届けるよりも速くこちらの側面に回り込んで来るという異常は、どう頭を捻ひねっても現実に起きたこととは認みとめ難がたい。それはもう『速い』などという次元の話ではないからだ。

　あり得ない。いかに雲うん耀ようが二万分の一秒を征せいす魔ま剣けんといえどあり得ない。純粋な速度の問題ではなく、何か大きな仕掛けがあるはずだ。こちらを出し抜いた途方もない技術ペテンが。

「な、にを……？」

　いったい何をした？　今の一撃はなんだ？

　そう問とい質ただすべき相手は、横おう臥がしたこちらの傍かたわらに佇たたずんでいた。

　鞘さやぐるみの得え物ものを引ひっ提さげ、今しも自分に近づいてきたのだ。霞かすむ視界のなか見上げた彼の表情は、勝者がどちらか分からなくなるほど凝こごっていた。

「きみは未み熟じゆくだ」

　とどめを刺そうともしないまま、淡々と言葉が投げかけられる。

「心も、技も、何もかも」

「……ッ」

「少なくとも、クリザリッドや同じ〈七星コキシネル〉のジョゼフ、それに雪蘭シユエランほどの域にはまったく至れていない。きみは『自分より弱い人間を斬きる』のが上う手まいだけの、ただの子供だ」

　彼の台詞せりふに哀あわれみや侮ぶ蔑べつは込められていない。だからこそ、その指摘は辛しん辣らつ極きわまった。

「悪いが、僕は子供を手にかける気はない」

　ノエは吼ほえた。耳鳴りがするほどの頭痛と、何より一いつ蹴しゆうされた心的ショックが大きく、声などとても出せなかったが、それでも荒れ狂う猛たけりの念そのままに心中で喚わめき立たてた。

　敗北を喫きつして子供扱いまでされたうえ、彼は敗者の自分を殺すことさえしないという。未いまだかつてこれほどの辱はずかしめを受けた経験はなかった。

「ふざ……けるんじゃ、ありませんの……っ！」

　ノエは意い識しきを朦もう朧ろうとさせたまま、歯を食くい縛しばって身を起こす。曲がりなりにも〈裸蟲ミルメコレオ〉なのだ。自分はさほど再生力に優すぐれていないが、即死でさえなければまだ立てる。まだ戦える。

　だが──

「なら、死にたいのか？」

　不意に小石みたく降ってきたその言葉の、怖おぞ気け立だつような響ひびきに身体からだが竦すくんだ。

　こちらを見下ろす少年の眼光はやはり静やかなまま、けれどノエは先刻までとは違った感かん慨がいを持って呆ぼう然ぜんと彼を仰あおぐ。

　死。

　自分が、死ぬ……？

　当然だ。戦いとは元来そういうものなのだから。自分が相手を殺せるように、相手もまた自分を殺せる。ノエはこれまで勝ってきたから、まだ生きている。ただ、それだけのことだ。

　そう。そんなものは大前提として、とっくに弁わきまえていたはずだった。

　だというのに、身体が動かない。身を起こそうと突っ張った腕が、地を蹴けろうと力を溜ためていた足が、どういうわけかぴくりとも言うことを聞かない。

　秋あき津つ慧けい太た郎ろうが今しがた口にした『当たり前だったはずの事実』が、ノエに己おのれの過あやまちとこれまでの戦いの道程──その綱つな渡わたりの意味を、まざまざと痛感させた。

　あぁ、そうか。

　自分は今この瞬しゆん間かんまで、ただの一度も『殺し合い』などしたことがなかったのだ。

　単に一方的に他者の命を摘つみ取とるばかりで、自分が逆の立場になるかもなど考えてもいなかった。ただ、それが剣を取るうえでの暗黙の了解だから、一丁前に納得したつもりになっていただけだ。だって、そうだろう？　『動くだけの的まと』が本気で自分を害する様さまなど、どうやったら想像できる？　そんな馬ば鹿かげた話、あるわけがない。

「あ、あぁ……」

　知らない感覚ではない。未知の経験ではない。昔はそれこそ慣れ親しんだものだった。

　ただ、路地裏でやり返すことを覚え、相手に反はん撃げきを繰くり返かえしているうち、いつしか心が麻ま痺ひしていたのだ。きっと連中も同じだったに違いない。幼い子供、それも迫害して当然という認識でいる〈裸蟲ミルメコレオ〉に、まさか手て向むかわれるなど夢にも思っていなかっただろう。

　奪うばう側に回ったからこそ、久しく忘れていた死の恐怖。

　果たして本当に『侮あなどっていた』のは、いったいどちらだったのか──

「ノエ、約束しろ」

「ッ」

　びくりと肩を跳はねさせる。慧太郎はまだそこに佇ちよ立りつし、こちらを見下ろしていた。

「金輪際、剣を捨てろ──とは、もう言わない。たぶん剣それはまだ、きみにとって必要なものだから。捨てることなんて無理だと思う。その代わり、次に僕と戦って勝つまで、何があっても決して人を殺あやめるな」

「なっ……!?」

「勝者からの条件だ。せめて剣けん客かくとして、このくらいは守れよ」

　ひどく身勝手な通告をしたかと思えば、そのまま彼はあっさりと踵きびすを返してしまう。ノエは凄すさまじい焦あせりに駆かられ、無む駄だと知りつつも川のなかで踠もがいた。

　待て、待ってくれ。

　これは何かの間違いだ。こんなの絶対におかしい。

　ただ敗北するだけならいざ知らず、こんな惨みじめな終わり方──戦せん意い喪そう失しつなどという戦士にあるまじき決着、あっていいわけがない。殺されたほうがまだマシだ。

「なのに、どうして……っ！」

　やはり手足が動かない。口ではどう言ってみたところで、身体からだが自己の喪失に怯おびえ切きっている。ここまでふざけた真ま似ねをされているのに、どうしても立ち上がる意い気く地じが湧わいてこない。地に這はいつくばる汚お辱じよくを受うけ容いれてでも、生き長らえたいと心から願ってしまう。

　そんなもの、軽やかに生き死に洒しや脱だつし我を貫つらぬき通とおす、自分の憧あこがれた『サムライ』の在あり方かたではないというのに。

「ち、違う……こんなの、こんなのノエじゃ……っ！」

「いいや、人き間みだ。本来それは誰だれもが持っていて当然の感覚なんだ」

　刻一刻と立ち去る背中が、冷れい徹てつに声だけで告げてくる。

　良かったじゃないか、やっとスタートラインに立てて、と。

　これでもう正しい剣の振り方も分かっただろう？　と。

　それは駄だ目め押おしの言葉だった。ノエが有していた剣の才──『なんの気負いもなく、ただ刀を抜ける』というその在り方に、破滅の楔くさびを捻ねじ込こむ一いち撃げきだ。

「あ、あぁああ！」

　ノエは血を吐くように哭ないた。もはやそれしかできなかった。受けた傷は既すでに全快しているのに、相手を引き止めることも叶かなわない。あまりの屈辱に頭が変になりそうだった。

　確かに。自分はある意味、剣の手ほどきを受けたのだろう。

　もう二度とこれまで通りにはいかない。課せられた呪のろいで常つねに恐怖が身体を蝕むしばみ、それに打ち勝っても敵を殺めることさえできない。凡人と同じように下らない迷いと苦悩に煩わずらわされ、あらゆる場面で不都合を強しいられる羽目になる。

　ノエは自由を失った。完全性を欠いた。もはや剣けん鬼きではない。

　秋あき津つ慧けい太た郎ろうは命を奪うばうことよりも、なお残ざん酷こくな方法で自分を屈服させたのだ。

　彼の言うとおり剣客として最後の一線を死守しようと思えば、半なかば一方的な口約束だったとはいえ勝者の言葉に従わないわけにもいかなかった。

「…………ま、せんの…………」

　決然とした歩みで去ってゆく背中、自分が今日このときより追い続けることになるだろう後ろ姿に、どん底まで落ちたノエは震えるように怨おん讐しゆうの叫びをぶつける。

「……絶対に、赦ゆるしませんの……っ！」

　日本人。偶然出会った相手。薩さつ摩まの出身。示じ現げん流りゆうの剣士。あり得ざるダルタニアン。

　もはやそれらの概がい要ようや肩書きなど、なんの意味も持ちはしなかった。あまりにも皮肉な話ではあったが、このとき初めてノエは彼を純粋に一個人として視野に収めたのだ。

　その名を叫ぶ。今や憎悪してもし足りぬ相手となった少年の名を。

「秋あき津つ、慧けい太た郎ろう──────────ッ！」

　彼はこちらを振り返らなかった。

　敗れた者など捨て置き、次の戦場に向かうのだろう。

　残されたノエは川底に四し肢しをついたまま、憤ふん怒ぬに濁にごった瞳ひとみで少年の背中を見み据すえ続つづける。彼が完全に消えたあとも飽くことなく、宿敵の姿を己おのれのなかに克こく明めいに刻みつけようとして。

　再起を果たし、いずれこの報むくいを受けさせる、そのときまで。
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　ノエが四人目に敗れた。

　クリザリッドがその報告を受けたのは、未いまだ己おのが役目を遂すい行こうしている最中のことだった。

『……詳くわしく聞かせろ』

　集中力を切らさず端的にそれだけを返せば、蟲むしの報しらせを送ってきた相手──慧太郎とノエの一戦を上空から確認したという雪蘭シユエラン隊たいの部下は、勝負の内容やノエの生死についてなど事のあらましを詳しく伝えてきた。すべてを聞き終えたあと、クリザリッドは人知れず安あん堵どの溜ため息いきをついたものだ。

『そうかい。なら、とりあえずノエの奴やつは無事なんだな？』

『はい。ですが、本作戦中に再び任務に復帰することは、おそらくもう……』

　だろうな、と思う。何しろ薬やく丸まる流りゆうを教授するようになってから、殆ほとんど敗北を経験せず今の段階まで仕上がってしまった娘だ。父であり師でもある自分に負かされることと、真剣勝負の場での敗北はまったく意味合いが異なる。さぞ精神的に追おい詰つめられていることだろう。

『構かまわねぇよ。生きてるんなら、それでいい。手て隙すきの奴に回収させてくれ』

　了解、という応答。のち、こちらの邪じや魔まをしないためか、蟲の報せはあっさりと切れた。

　クリザリッドは再び作業に没頭し始めるが、しかし頭の片かた隅すみではたった今聞いた慧太郎とノエの立ち合いのことが気になっている。その場面を想像するのに労はいらない。もし擬ぎ態たいを解いたノエと戦うとすれば、クリザリッドも彼と同じ戦法を取る可能性が高いからだ。

　そう、クリザリッドには分かっていた。おそらく当事者のノエにも及びがついていないだろう、勝敗を分けた秋あき津つ慧けい太た郎ろうの巧こう妙みよう精せい緻ちなる技の冴さえが。

　ノエを叩たたき伏ふせた雲うん耀ようや、死角まで移動した体たい捌さばきに関しては、取り立てて論ずるべき点はない。示じ現げん流りゆうお得意の『左さ肱ひ切せつ断だん』、それを用いて突進中に身体からだの各所に急ブレーキをかけ、慣性と重心を別方向に逃がしつつ再加速、ノエの側面へ一挙に回り込んだだけだからだ。

　問題なのは、なぜノエがその後の一いち撃げきを無む警けい戒かいに喰くらってしまったのか、ということだった。

　クリザリッドには娘の心境が手に取るように分かる。ノエは大層困惑したことだろう。「あれだけ距離があったのに速過ぎる。いつの間に回り込んだ？　あり得ない」と。

　無理からぬ話だ。雲耀使いの足運びは、ときに仙せん術じゆつにさえ喩たとえられるが、それにしたところで限界はある。相応の間合いを保持できていたならば、示現流の特徴を前以もって教えてあったノエが、そう易やす々やすと急きゆう襲しゆうを許す道理はあるまい。ならば原因は、いったいなんだったのか。

「──簡かん単たんだ、馬ば鹿か娘むすめ。第一に前提が間違ってるんだよ」

　剣術はなんでもアリの魔ま法ほうではない。必ず種も仕掛けも存在する。もし何か違和感を覚おぼえたのであれば、まず真っ先に疑うべきは状況ではなく、『己おのれの認にん識しき』のほうなのだ。

　焦しよう点てんを当てるべきは距離──まだ大丈夫と判じていた彼ひ我がの間合いが、そもそもノエが認識していたより遥はるかに縮ちぢまっていたのだとすればどうだ？

　先刻、連絡を寄越した部下も疑問を呈ていしていた。「どうしてノエは、わざわざ自分から敵を懐ふところ深くまで呼び込むような真ま似ねをしたのだろう」と。

　そこに齟そ齬ごがある。傍はたから見れば致命以外の何物でもない接敵も、慧太郎と向かい合っていたノエには実のところ絶好の位置に映っていたのだ。

「……ったく、いくらトンボの〈裸蟲ミルメコレオ〉で視野が広いからって、いちいち目に頼り過ぎなんだよ、あいつは。物の見事に目測を狂わされてるじゃねぇか」

　剣術には行動に移る際の前触れ、初動の一切を隠す技法が存在する。

　体たい軸じくを重心操そう作さで固定し、身体のブレを極力封じることで、相対した者を真っ向切って出し抜くのだ。そして、それを更さらにもう一段階高度にすると、今度はあらゆる局面で事の起こりを完かん璧ぺきに消すことができるようになる。

　事の起こりを常つねに消す──それはつまり、より精密に瞬しゆん間かん瞬間で相手の不意を衝つけるようになる、ということだ。

　クリザリッドは平時でもその状態を維持できるよう心がけて二〇余年、もう殆ほとんど無意識のまま日常生活を送れるほどに熟じゆく達たつしているが、慧太郎はまだその域には辿たどり着つけていまい。しかし、少なくとも意図すれば十全に、相手の距離感を奪うばうことができるのだろう。

　ノエのような半はん端ぱな達人が一番危ないのだ。慣れてきて無自覚のまま彼我の距離を測ろうとするため、その判断の下地そのものが実は化ばかされていることに、遠近感に決定的な狂いが生じるまで気づけない。相手の肉にく薄はくを不用意に許すことになる。

　ノエの我流『水みず斬きり』は扇おうぎ状じように水の斬ざん撃げきを飛ばす技だ。必然、接近すればするほど回避は容易たやすくなる。加えて、前述した間合いの測り間違い、攻こう撃げき時に起こる視し野や狭きよう窄さく、正面から直進して来る相手への油断。ここまで材料が揃そろってしまえば、至近でいきなり進行方向を横へ切り替えられたとき、ノエはもはや慧けい太た郎ろうの姿を完全に見失っていたことだろう。直後、己おのが攻撃とほぼ同時に打突を受けたと錯さつ覚かくしても、なんら不思議ではない。

　以もって両者の明暗は分かれた。マクシム流に言えば「役者が違う」というやつだ。

「……やっぱノエにはちと厳きびしかったか。ま、当然だわな」

　何しろ敵はジョゼフを破るほどの猛も者さなのだ。〈七星コキシネル〉になりたての小娘に相手が務まるはずもない。だからこそクリザリッドも口を酸すっぱくして「四人目とは戦うな」と言い含めてきたのだけれど、なまじ負け知らずでここまで来たせいか、どうにもノエは危機管理能力が足りていない節ふしがある。身の程知らずにも勝負を挑いどみ、命を拾っただけ僥ぎよう倖こうと見るべきだった。

「とはいえ、まさか一いつ蹴しゆうしやがるとはね」

　やるもんだ、とクリザリッドは楽しげに口端を歪ゆがめる。

　喋しやべりながらも鋭えい意い続行中の作業──翳かざした手の先へ視線を送れば、そこに横たわる異形の影も心なしか喜んでいるように見えた。無論、そんなものは自分の感傷に違いないのだけれど。

「嬉うれしいのかい、あんたも？　四人目の活かつ躍やくが」

　僅わずかな光も届かない深い闇やみのなか、クリザリッドは光輝を発する右目エレクトロンを弓なりにし、応こたえるはずもない相手に語りかける。

「もう暫しばらくの辛しん抱ぼうだ。そしたら、きっとここまでやって来る。会わせてやるよ、末っ子の騎き士しに。ま、そんときゃたぶん、『外がい殻かく越しの対面』になるだろうけどな」

　パキパキと薄うすく張った氷が割れるような音。今こうしているあいだも着実に進行している化石化の音だ。女王の話によれば猶ゆう予よは充分にあるということだったが、だからといって安心できるはずもない。一刻も早く目的の品を摘てき出しゆつする必要性を感じていた。

　だがやがて、異形の影から徐々に現れ始めたモノを見て、クリザリッドは胸を撫なで下おろすと同時、感嘆と驚きよう愕がく半々の呟つぶやきを洩もらす。

「なるほど、こいつが……あぁ、確かに〈蟲天の瞳エレクトロン〉と同じような気配がしやがる」

　琥こ珀はく色いろに照らし出されていた闇のなか、突とつ如じよ、新あらたに生まれた輝きは血ち潮しおの如ごとき赤。真しん紅くの光がこちらの右目と呼応し、脈打つように激はげしく明滅を繰くり返かえしていた。

　クリザリッドは笑う。もうじき結けつ晶しよう化かするだろう、第五封ふう印いん地ちの『宝』を誇るように。

「──見てるか、女王？　『世界を壊こわす弾だん丸がん』の、まずはこれが一発目だ」
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　鋼はがねの足が石いし畳だたみを割わり砕くだき、砲ほう火かがのべつ幕なしに空を裂く。

　遊ゆう撃げき隊たいとなったパリ警けい察さつの自じ動どう甲かつ冑ちゆう部ぶ隊たい、その二個小隊を率いるヴィドックは、頭上を出で鱈たら目めに飛び回る歪いびつな人影に向けて、自機に構かまえさせた榴りゆう弾だん砲ほうを撃うちながら舌を鳴らした。

『チッ、なんつー馬ば鹿かげた速さだよ……っ！』

「そらそら、どうしたモミアゲ！　弱音を吐くにはまだ早いぞ！」

　低空飛行を続けながらこちらを揶や揄ゆする雪蘭シユエランは、己おのれ目掛けて乱れ飛ぶ火線を悉ことごとく紙かみ一重ひとえでくぐり抜けてゆく。その機動力たるや圧倒的だ。先刻から部隊で連携を取り、絶え間なく弾雨を浴びせているものの、一向に効果は上がっていない。相手をこちらに接近させないのがやっとだった。

　少しばかりまずいな、とヴィドックは顔をしかめる。

　当初、ヴィドックは雪蘭の足止めのみに専念するつもりでいた。パリ上空で猛もう威いを振るっていた敵部隊のなかから、運良く指揮官とおぼしき彼女を発見できたため、あとから到着するボーメスニルたち軍ぐん属ぞく魔ま術じゆつ師しが戦場にスムーズに介入できる隙すきを作りたかったのだ。

　しかし、その目的はどうにか果たしたものの、さすがにこれは手間取り過ぎだった。

　斃たおせないなら早々に見切りをつけて、もっと自じ動どう甲かつ冑ちゆうを効果的に活いかせる場へ赴おもむくべきなのに、想像以上に雪蘭がしつこい。軍属魔術師の登場で空の戦せん闘とう模様が変われば、そちらへ向かうだろうと踏ふんでいたのだが、どういうわけか自分たちを執しつ拗ようにつけ狙ねらってくる。

『よほど部下を信頼してるか……でなきゃ、とんでもなく我がの強いタマか、どっちかだな』

「悪かったな、我が強くて！　淑しとやかに振ふる舞まうばかりが女の魅み力りよくではない！　そういう意見もあるぞッ！」

　独ひとり言ごとのつもりだったのだが、スピーカーを入れっぱなしにしていたのが災わざわいした。雪蘭が地じ獄ごく耳みみを発揮し、炎ほのおの帯を纏まといながらこちらへ急降下してくる。仲間たちが次々に自動甲冑で大砲をぶっ放すが、ジグザグ飛行で迫せまる雪蘭はそれらを物ともしない。

　奴やつには『狙って撃つ』類たぐいの武器では駄だ目めなのだ。攻めるなら点ではなく面。

　ヴィドックは、すかさず自機に背負わせていた曲きよく射しや砲ほうから、対人用の榴弾を発射した。

「くっ……またそれか！」

　雪蘭が腹立たしげに唸うなり、寸でのところで身を翻ひるがえす。直後、弓なりに飛んだ榴弾が空中で破裂し、四方八方に無数の鉄片を撒まき散ちらした。空間を制圧する攻こう撃げき──もっと身みも蓋ふたもなく言ってしまえば『下へ手たな鉄砲、数撃ちゃ当たる』の兵器が雪蘭には殊ことのほか有効なのだ。

　そして、再び距離を取って頭上を旋回し始めた敵に、やはり再び仲間たちによる長距離砲撃が始まる。先刻からこの繰くり返かえしだった。

　一進一退──といえば聞こえはいいが、実際は双方共に決め手を欠くだけだ。

　ヴィドックたちは攻撃を当てられず、向こうもこちらに肉にく薄はくし切きれない。雪蘭はあまり攻撃力に優すぐれた〈裸蟲ミルメコレオ〉ではないようで、自動甲冑を仕留めるには間接部を狙う以外に手がないらしいのだ。敵に遠方から装そう甲こうを射抜ける手段がないのは幸さいわいだった。

『けど、だからって、こんな膠こう着ちやくはいつまでも続かんよな……』

　当然だ。こちらには弾たま切ぎれという由ゆ々ゆしき問題がある。それでなくとも現状、彼女一人に無む駄だ弾だまを使い過ぎているのだ。もはや一刻も早く戦せん闘とうを切り上げるべきだった。

『さて、いったいどうす──ぁん？』

　思案していたヴィドックは、そこで俄にわかに太い眉まゆを顰ひそめた。今しがたまで空をひっきりなしに飛び回っていた雪蘭シユエランが、突然、ガスの噴射を弱めて一つところで滞空するや、あさっての方角を振ふり仰あおいだのだ。一いつ瞬しゆんちらりと見えただけだったが、その表情は凍りついていた。

　なんだ？　何かアクシデントでも起きたか？

　今なら狙ねらい撃うちにすることも可能だったが、あまりにも露ろ骨こつな隙すきだったため逆に罠わなを勘かん繰ぐり、不覚にもヴィドックや仲間たちは射しや撃げきの手を緩ゆるめてしまう。

　そのあいだに、雪蘭がわななくように言った。

「……なんだ、おい。冗じよう談だんはやめろ……そういう意見も、あるぞ……？」

　距離が離れているので、実際には声など聞こえなかった。ただ、ヴィドックは読どく唇しん術じゆつを習得していたため、彼女がそのとき発した台詞せりふの内容を知ってしまう。

　雪蘭の面おも持もちに先刻までの猛たけ々だけしさはもはやない。彼女は丸っきり、どこにでもいる普通の少女のようになって、こう叫んだのだ。

「さようなら、とは……ありがとう、とはッ！　いったいどういう意味だ、ミーシャ!?」
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　既すでにどれほど拳こぶしを交わしたか。

　眩暈めまいがする。出血が酷ひどい。身に着けている甲かつ冑ちゆうは、もはやあちこちボロボロだ。だが、三メートルを超こえる常じよう識しき外はずれの偉い丈じよう夫ふは、なおも休む間もなくボーメスニルに迫せまり来くる。

「ぐっ……！」

　敵の義腕に装着された奇妙な得え物ものが、唸うなりをあげてこちらの眼前を掠かすめた。小型のエンジンを搭とう載さいしているらしいそれは、チェーン状に連つらなった小さな刃が自動で猛もう烈れつに回転する、さながら『鎖くさり鋸のこ』とでも呼ぶべき代しろ物ものだ。ボーメスニルの甲冑を傷だらけにした武器だった。

　無論、どれほど強力とて所しよ詮せんは無機物。籠こ手てで殴りつけさえすれば、その内側に仕込んだ術式──ボーメスニル家秘伝の錬れん金きん術じゆつで、即座にスクラップへと変えてやれる。

　しかしながら、相手の有する『あの特異な能力』まで併へい用ようされると、真っ向からの打ち合いはいかにも危険だった。

「ドウ、シタ……モハヤ、威い勢せいモ尽つキタ、カ……？」

　ミハイールが仮面の向こうから、くぐもった声を投げかけてくる。

　それと同時、アリの〈裸蟲ミルメコレオ〉とおぼしき彼の、甲こう殻かくに覆おおわれた生なま身みの左腕が振り抜かれ、その指先から茶ちや褐かつ色しよくの液体が数滴飛んだ。ダッキングを用いて側面から間合いを詰つめようとしていたボーメスニルは、血相を変えて踵きびすを返すが間に合わない。宙を舞まうあいだに謎なぞの液体が突とつ如じよ、火花を散らして小しよう爆ばく発はつを起こし、その余波を食らって後方へと弾はじき飛とばされた。

「足あ搔がクナ……ソロソロ、沈メ……」

「ッ、舐なめるな！　これしきのことで！」

　続く攻防は互いに迅じん速そくだ。自身が被ひ爆ばくする虞おそれがない距離になったのを好機と、すかさずミハイールが先のそれとは比較にならない量の液体──揮き発はつ性せい物質を左手の指から分泌させて飛ばす。ボーメスニルは両の拳こぶしを足元に叩たたきつけ、石いし畳だたみを隆起させて分厚い防ぼう壁へきを即製し、激げき甚じんな爆発を防ぐや間かん髪はつ入れず再び前方へ疾しつ駆く。少なからず浴びた熱波に喘あえぎながらも、巻き上がった噴煙を目め眩くらましに、敵の懐ふところへ果敢に入り身してゆく。

　この相手と距離を取るのは危険だと、既すでにボーメスニルも身を以もって理解していた。

　錬れん金きん術じゆつがあるぶん遠間なら優ゆう位いに立てるかと思いきや、リグワール邸での戦いでは一度それで痛い目を見ている。例の揮発性物質は、たかが飛ひ沫まつでも付着すれば自分の纏まとう甲かつ冑ちゆうを、難なく拉ひしやげさせる威い力りよくなのだ。液状で飛来するがゆえ、防御も回避も困難を極きわめる。相手の爆破攻こう撃げきを封殺できない以上、被害が比較的軽微で済む接近戦で立ち回るしかなかった。

「……噂うわさニ違たがワズ、勇敢ダナ……傷ツクコトヲ、恐レヌカ……ダガ、愚ぐ行こうダゾ」

「言われるまでもなし！　吾わが輩はい、元よりさほど利口な性た質ちではない！」

　叫び返しながらも八の字を描くウィービングで相手を翻ほん弄ろうし、左右の拳を余すところなく浴びせてゆく。小こ兵ひようは身軽さが生命線、一息とて止まらず、攻めて攻めて攻め立てる。

　だが、擬ぎ態たいを解いて甲こう殻かくに鎧よろわれた今のミハイールは、こちらと同じで肉体を甲冑で保ほ護ごしているに等しい。ただの打撃では急所を狙ねらわぬ以外、そう簡かん単たんには決定打となり得ない。かといって魔ま術じゆつでどうにかできるかといえば──

「……無む駄だ、ダ」

　仮面目掛けて放った右フックが、ミハイールの左腕に受け止められる。

　錬金術は──発動しない。できない。多様な物質で構成される人体への情報的な干渉は、無機物の分解・練成に比べて遥はるかに敷しき居いが高く、とてもではないが携行できるサイズの術式や呪じゆ物ぶつでは賄まかない切きれないからだ。そのことは既すでにミハイールにも見切られていた。

　次いで攻守が入れ替わり、振るわれるは義腕の得え物もの。けたたましい異音を奏でて鎖くさり鋸のこが首を撫なで斬ぎりにきたのを、ボーメスニルは身を低めて辛からくも凌しのぐ。兜かぶとが大きく破断し、頭部が露ろ出しゆつするも構かまわない。相手の左腕から投じられる揮発性物質にのみ細心の注意を払い、鋼はがねの胆たん力りよくで双方にとって危険な間合いを保ち続けた。

　馬ば鹿かの一つ覚えのような展開。だが、これで良いのだ。ボーメスニルにとってはこの均きん衡こうを崩くずさぬことが、勝利へと繫つながる微かすかな端たん緒しよなのだから。

「──もはや大人しく投降せよ、ミハイール！　これ以上、戦いを続けたところで双方にとって益はない！　長引けば長引くほど吾わが輩はいが有利となるぞ！」

「ダロウ、ナ……ダガ、ソレハ出来ン相談、ダ……」

　応じるミハイールの声に揺らぎはなかった。

「元ヨリ……俺おれノ使命ハ、時間ヲ稼グコト……コノ場ヲ、自みずかラ離レル気ハ、ナイ……」

　時間稼ぎ。それがなんのためかは知らなかったが、ミハイールがこの場に執しゆう着ちやくする理由はそういうことらしい。自身が戦況を有利に進めているように見えて、その実、苦境に立たされていることを彼は理解しているのだ。ボーメスニルはなおさら糾たださずにはいられなかった。

「ッ、命を賭としてまで果たす役目が、ただの捨すて駒ごまだと言うのか!?」

「タダノ、デハ、ナイ……大たい望ぼうノタメニ、必要不可欠ナ、捨テ駒ダ……貴き様さまモ軍人ナラバ、滅私ノ意義ハ、理解デキヨウ……」

　無論、分かる。ボーメスニルには敵の不屈が否いや応おうもなく理解できてしまう。

　かつてアドルフ・ティエールにとある縁えんで声をかけられ、彼の理想と大たい儀ぎに賛同したボーメスニルは、それまで自分が掲げてきた正義を捨てた。すぐ目の前で助けを求める個人よりも、より大勢の人間を未来で救うため、ティエールの飼い犬になる道を選んだ。

　後悔はない。不服もない。自みずから定めた生き方だ。迷う段はとうに過ぎている。

　ただ、ひょんなことから久しぶりに再会した昔むかし馴な染じみが、自分のなかにある面おも影かげと何一つ変わるところがなかったことに、ほんの少しだけ眩まぶしさを覚えるだけで。

　──逃げた、って思ってるか？

　ルーヴル美術館で会話したとき、『彼』はばつが悪そうにそんなことを言った。

　あのときボーメスニルは、「いえ」と言下に否ひ定ていするのみだったが、本当は胸の奥である種の嫉しつ妬とと可お笑かしみを得ていたのだ。

　逃げたというなら、それは自分のほうだ。

　大きく変節してしまったのは、エルネスト・オージェ・ド・ラ・ボーメスニルのほうだ。

　ボーメスニルは耐えられなかった。『彼』が犯罪捜査局から去ったあとも、暫しばらくは個人で不正や不義と戦い続けたが、革命という熱に浮かされた今のフランス王国は、年がら年中どこもかしこも争いの火種に事欠かなかったからだ。

　来る日も来る日も、闘とう争そうとその鎮ちん圧あつ。無む駄だに流される民たみの血。

　いつになったらこの国は銃じゆう声せいが鳴なり止やむのかと、先行きの見えないレールにとうとうボーメスニルは膝ひざを屈した。ティエールの語る方法論以外に、もはや取るべき道はないと信じた。

　だが、自分を独ひとり残して現場から去った『彼』は、公務から外はずれてもまったく昔のまま、今も己おのれのできる範囲で世の不条理と戦い続けていた。

　捜査局長の座を辞した理由は「飽きたから」だと聞いているが、ボーメスニルはそんなもの端はなから信じていない。素直ではない『彼』が、いかにも使いそうな方便だからだ。

　かつて憧あこがれた男。必死になって手を伸ばした遠い背中。

　あれから長い年月が経ち、他者の理想を拠より所どころとする今のボーメスニルは、もう『彼』と轡くつわを並べて戦う資格を失ってしまったけれど──

「おおおおおッ！」

　だからこそ、敵が自分と同じ決意を抱いていると知ったうえでなお、拳こぶしを止めることは許されなかった。どれほど卑ひ劣れつな手であろうと、勝利のために厭いとうわけにはいかなかった。

「諦あきらめよ、ミハイール！　無む駄だに命を散らすことはない！」

「無駄デハナイ、ト言ッテイル……ソレニ、ココデ僅わずカニ生キ長ラエタ、トコロデ……ソレガイッタイ、ナンニナル……？」

　ミハイールが義腕の得え物ものを叩たたきつけてくる。彼の姿勢はあくまで頑かたくなだった。

「捕ラエラレタ〈裸蟲ミルメコレオ〉ニ、待ッテイルノハ……研究施設デ、モルモット扱イサレル日々ダ……ナラバ俺おれハ、コノ命、最後ノ一片マデ、組そ織しきノタメニ使オウ……」

「……ッ、どこまでも強情な！」

　乱らん舞ぶする豪ごう腕わん。爆はぜる飛ひ沫まつ。もはやミハイールは止まらぬと悟さとり、ボーメスニルも気勢を上げて奮ふん戦せんする。図らずも因いん縁ねんを引ひき摺ずった相手、捕ほ縛ばくは無理でもせめて自分の手で、という残り火のような意地がそうさせた。

　繰くり出だされる数多あまたの小しよう爆ばく発はつは、鉄球で殴りつけられるに等しい衝しよう撃げきで、身に纏まとった甲かつ冑ちゆうなど既すでになんの用も為なしていない。全身の骨が軋きしみをあげ、口から血のあぶくが溢あふれ出でる。鎖くさり鋸のこの一いち撃げきに至っては躱かわす余裕さえなかった。機き械かい駆く動どうの回転刃が肩口から脇わき腹ばらへと抜け、ざりざりと身体からだを削けずられる不快感に吐き気を催もよおし、激げき痛つうに次ぐ激痛に拳こぶしを振るいながら幾いく度どとなく意識が飛びかける。ダッキング、スウェーバック、ウィービング。培つちかった拳けん闘とうの技術をただ一心に繰り返す自分は、今や自動人形よりもなお芸がない。玉ぎよく砕さい覚かく悟ごで猛もう進しんするこちらに、ミハイールもまた寡か黙もくさをかなぐり捨てて咆ほう哮こう。被ひ爆ばくを顧かえりみず至近で高こう威い力りよくの発破を仕掛けてくる。ジャブ、ストレート、左右のフック。間かん隙げきを縫ぬって放つはアッパーカット。回転数は留まるところを知らない。心臓エンジンはもう焼きつく寸前で、血ねん液りようもとっくに枯こ渇かつ間近。すぐ背後に逃のがれ難がたい死の足音が聞こえる。だが、その気配を振り切るように──

「吾わが～輩はい～、獅し子し・奮ふん・迅じんッッッ！」

　ボーメスニルはいよいよ賭かけに出た。

　半なかば転ころげるように地を這はって移動した瞬しゆん間かん、魔ま術じゆつを発動して足場を激はげしく切り立たせ、その勢いと敵の爆破攻撃の爆風までも利用して高く跳ちよう躍やく。身長差があるため今まで一貫して下からの突き上げだったのを逆手に、突とつ如じよ、凶きよう鳥ちようのように頭上よりミハイールを猛もう襲しゆうした。

　並々ならぬ巨漢、であればこそ上からの攻撃は死角。

　もはや防御と回避は捨てた。身を護まもる甲冑を錬れん金きん術じゆつで変形させ、右腕一本に収しゆう斂れんさせるや巨大な籠こ手てを作り上げる。立った状態では到底振るえなかったろうそれを、一個の肉にく弾だんと化したボーメスニルは落下しながら振りかぶった。殆ほとんど質量に物を言わせた体当たりの要領だ。あとのことなど眼中にない。なりふり構かまわず渾こん身しんの力でミハイールに拳けん打だを見み舞まった。

　さながら攻城兵器で門を打ち破るような重低音。

　のち、腕を伝って訪れる決定的な衝しよう撃げき。だがそれは、勝利の痛みなどではなかった。

　次の瞬しゆん間かん、空中に撒まき散ちらされた無数の銀光は、抉えぐられたミハイールの仮面の一部であり、盾代わりに用いられた彼の義腕のパーツであり──そして、交こう錯さくの刹せつ那なに飛ばされた揮き発はつ性せい物質で砕くだかれたボーメスニル自身の籠こ手てだった。

「ぐ、あ……っ！」

　受身など取れるはずもない。籠手ごと粉ふん砕さいされた右腕を庇かばうこともできず、続いてボーメスニルは石いし畳だたみへと叩たたきつけられた。強制的に肺から呼気が搾しぼり出だされ、四し肢しから最後の力が抜けてゆく。ぶすぶすと肉の焦こげる異臭が鼻を衝ついた。甲かつ冑ちゆうを脱いだ当然の代だい償しようとして全身に火傷やけどを負ったのだ。刻まれていた魔ま法ほう円えんがやられたか、右腕に纏まとわりついている合成金属の残ざん骸がいも、もうなんの反応も示さない。伏ふく臥がしたままのこちらへ、やがてぬっと大きな影が差した。

「……勝負、アッタナ……」

　ミハイールだった。

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいな様子ではあったものの、彼は地に膝ひざさえつかなかったらしい。

〈裸蟲ミルメコレオ〉の再生力によるものか外傷は殆ほとんど見当たらず、僅わずかに仮面が一部破損しているのと義腕を奪うばったことが、自分の為なし得えたささやかな功こう績せきだった。決死で放った最後の一撃は、落下のエネルギーを爆ばく発はつに減げん衰すいさせられ、芯しんまで打ち抜くには至らなかったのだ。

　ボーメスニルは立てない。卒倒せずに済んでいるのが既すでに奇跡だ。ミハイールがおもむろにこちらへ腕を伸ばしても、観念してそれを受うけ容いれることしかできなかった。

「負け、た……の、か……」

　なんの意味もない事実確認に、しかしミハイールは「アア」と応じた。

「……俺おれガ、ナ……貴き様さまノ、粘リ勝チダ……鉄てつ鋼こう男だん爵しやく」

　その不可解な返答を訝いぶかしむゆとりはなかった。直後、ボーメスニルは左腕一本でミハイールに吊つり上あげられるや、いきなり全力で路地の隅すみへ放り投げられたからだ。

　とどめを刺すにしてもおかしいその行動の真意は、宙を舞まいながら朦もう朧ろうとした意い識しきで通りの先に『ソレ』を捉とらえた瞬しゆん間かん、ボーメスニルも否いや応おうなく了解するところとなった。

　いつの間にかそこに、多数の蒸気戦車と歩兵たちが、列を為して姿を現していたからだ。

　そう、これこそが『卑ひ劣れつな手』。どうあってもミハイールにこの道を明け渡してもらわねばならなかったボーメスニルが、私情を殺して用意しておいた転ころばぬ先の杖つえだった。

　ここはシャンゼリゼ通りだ。エトワール広場へ至る最大の近道であると同時、大部隊を展開しながら行軍できるパリ随一の大道。必然、それを見越してミハイールも当初からここに陣じん取どり、やって来る兵たちを儀ぎ式しき魔ま術じゆつで次々に蹴け散ちらしていた。

　だからこそ、ボーメスニルは彼との勝負を長引かせるだけで良かったのだ。

　ミハイールが敷しいていた魔ま術じゆつ的てき備そなえを一度壊こわし、再びそれを構築する暇ひまを与えず暫しばらくこの場に釘くぎづけにしておけば、あとはいずれ後続の部隊が到着して一切の幕を引く。そして、本人も述べていたとおり時間稼ぎが目的であったがゆえか、ミハイールはこちらの思おも惑わくを察知していたにも拘かかわらず、途中で退ひくことも部下を蟲むしの報しらせで呼び戻すこともしなかった。

　仲間のため自みずから捨すて駒ごまを買って出た敵の在あり様ように、ボーメスニルは忸じく怩じたる思いに駆かられて震える。共に責務を全まつとうした者同士、という一ひと括くくりで扱うには、彼はあまりにも潔いさぎよ過すぎた。

　ましてや──間もなく始まる砲ほう撃げきにこちらを巻き込まぬため、なけなしの力を振ふり絞しぼって投げ飛ばすような真ま似ねまでされては、半なかば怒りに近い感情さえ湧わき上あがってくる。

「……ッ、なぜだ!?」

　思い切り投げ飛ばされ、今やっと路肩に落着したボーメスニルは、その衝しよう撃げきで意い識しきの糸の大半を切れさせながらも、通りに佇たたずむミハイールを糾ただした。

　なぜ敵である自分を助けるのか。なぜお前のような人間が〈ブリュム・ド・シャルール〉に与くみしているのか──胸の奥で激げき情じようが渦うず巻まき、本質的に何を訊ききたいのか、もうボーメスニル自身にも判然としない。あるいは手足さえ動けば、相手に詰つめ寄よっていたかもしれない。

「道連レハ、趣味デハ、ナイ……死ヌ必要ガ、ナイ者ハ……生キロ」

　これほど開けた場所で砲ほう塔とうを並べられては、もう自分の足では逃げ切れないと悟さとっているのだろう。ミハイールはやはり揺るぎなくそう返してきた。

　次いで何を思ったか、彼は再び擬ぎ態たいして人の姿に戻るや、ここまで己おのが人相を秘ひ匿とくし続つづけてきた、あの鉄の仮面にやおら手をかける。ボーメスニルがさきほど作った破は砕さい部ぶに指を捻ねじ込こみ、持ち前の怪力でそれをめりめりと剝はぎ取とってみせた。

　息が止まる。

　見てはいけないモノを、そこに見た気がした。

「…………子、供……？」

　子供だった。

　まだあどけなさを残す、一四、五歳さいとおぼしき少年。

　甚はなはだアンバランスな外見ではあったが、ミハイールの超人じみた巨きよ軀くの首から上に、そんな面相が小さく据すえられていたのだ。

　己が死し闘とうを演じた相手の正体を知り、ボーメスニルはただただ愕がく然ぜんと顎あごを落とした。

　秘密結社に所属しているくせ、妙に潔けつ癖ぺきで自分以上に青臭いところがある──心のどこかでそんなふうに感じていたからこそ、暴ばく露ろされた彼の素顔に遅過ぎる得心がよぎった。同時に、なぜもっと早く気づけなかったのかという義ぎ憤ふんにも似た後悔も。

　その瞬しゆん間かん、ボーメスニルは自分が何を叫んだのか憶おぼえていない。

　ミハイールに「逃げろ」と促うながしたような気もするし、通りの向こうの軍に「よせ」と怒鳴り散らしたような気もする。はっきりと記き憶おくしているのは、たった一つのことだけだ。

「……ごめん、雪蘭シユエラン……」

　完全に気を失う間ま際ぎわ、初めて耳にした彼の肉声は、胸を打つほど穏おだやかだった。




　　　　○




　かつてミハイールは先天的な病に苦しむ子供だった。

　病名はよく憶おぼえていない。ただ、身体からだじゅうの筋肉が人の何十倍という速度で異常発達し、やがて満足に動くこともできなくなるという奇病だ。当然ながら肉体の成長や怪け我がの自し然ぜん治ち癒ゆも阻そ害がいされ、ミハイールは己おのが筋肉の締しめつけで幼少時に右腕の切断を余よ儀ぎなくされた。

　現代医い療りようでは治す方法がない──医者はそう言って、あっさりと匙さじを投げた。

　七歳さいになってもまだ赤ん坊ほどの大きさで、筋肉の伸しん縮しゆくだけで全身の骨が複雑骨折を起こすため、もはやベッドから起き上がることすら不可能になっていた当時のミハイールを、遂ついには実の両親さえ見放して故国の雪景色のなかに置き去りにした。

　そんなミハイールを救ったのは他でもない。〈裸蟲ミルメコレオ〉化という怪現象だった。

　常人を遥はるかに超越した再生力。肉体を根本から変質させる神かみ憑がかり。

　世間で忌いみ嫌きらわれる『化ばけ物もの』の身体こそが、地じ獄ごくの責め苦からミハイールを解放し、真っ当な生へと導いてくれたのだ。

　捨てられた寒空の下、自分はこのまま死ぬのだろうと瞼まぶたを瞑つむり、次に起きたときにはもう既すでにミハイールは自由を手に入れていた。それから、まるで五年ぶんの停滞を補うかのように急きゆう激げきな成長が始まり、上うわ背ぜいが大人を超こえるのもさして時間は掛からなかったと思う。

　切除して長らく経っていたため右腕だけは元に戻らず、また桁けた外はずれの巨きよ軀くのせいで擬ぎ態たいを習得してからも迫害を受けることなどザラだったが──それでもミハイールは〈裸蟲ミルメコレオ〉になったことを後悔していない。多くの同胞たちは己が運命を嘆き、鏡を覗のぞき込こむたびやり場のない憤いきどおりに駆かられるというが、そういった感覚がミハイールには皆無だ。自力で立つこともままならなかった昔の境遇を思えば、〈裸蟲ミルメコレオ〉化によって発生した諸もろ々もろのマイナスなど、すべて些さ事じだと笑うことさえできる。

　そう、そういった意味で言えば、自分は組そ織しきでも特とく殊しゆな思想の持ち主なのだろう。

〈ブリュム・ド・シャルール〉が『〈裸蟲ミルメコレオ〉全体の救い』を求めているのに対し、ミハイールは『〈裸蟲ミルメコレオ〉という存在が既に、多くの人間の救い』なのだと考えている。万病を覆くつがえし大抵の負傷さえ物ともしないその価値を、ただ世間に正しく理解してもらいたいだけなのだ。

　だからこそ、とある縁えんで組織と関わったミハイールは、多くの迷いと悩みを得ながらも入団を決意した。胸に抱く願いは似て非なるものでも、進むレールの先はきっと同じだと信じて。

　けれど、そのために自分が犯してきた罪は、決して赦ゆるされるものではない。

〈ブリュム・ド・シャルール〉に入ったときから既に覚悟は決めていた。いずれ来たる確約された死。他者を殺あやめたのだから、自分にも必ず相応の報むくいが跳はね返かえってくる──ずっとそう思い続けてきたことが、今日、当たり前のように現実になるだけ。

　通りの向こうで瞬またたいた砲ほう火かを眺め、ほぅ、とミハイールは最後の溜ため息いきをつく。

　惜おしむらくは。

「……ごめん、雪蘭シユエラン……」

　彼女と交わしたあの『約束』が、もう果たせないことが心残りだった。

「ごめん……約束した、のに、ごめん……」

　死ぬのは怖くない。ベッドに寝たきりだった頃ころは、毎日、息つく間もなく死に続けていたようなものだから、恐怖の類たぐいは自分でも驚おどろくほど感じない。

　ただ、悲しかった。

　涙が溢あふれて、視界が滲にじんだ。

　たぶん今いま際わのきわで回想されるのが、彼女のことばかりだからだろう。

　歳とし上うえのくせに、いつも自分を保ほ護ご者しやのような気分にさせた彼女。そういえば色々あって、結局、仮面の下の素顔は明かせずじまいだったか。一応、歳下とだけは教えてあるけれど、さすがに一〇以上も年ねん齢れいが離れていると知ったら、詐さ欺ぎだと怒り出すかもしれない。そんな彼女を見れないのもまた、ちょっと残念という気がした。

　次々に風切り音が飛来する。石いし畳だたみが物もの凄すさまじい驟しゆう雨うに砕くだかれ、一ひと際きわ大きな衝しよう撃げきが足元に炸さく裂れつした。吹き飛ばされて宙を舞まい、薄うすれゆく自我の果てでミハイールは希こいねがう。

「……雪……蘭……」

　どうか。

　どうか、この声を仲間の誰だれかが拾って、彼女に届けてくれますように、と。




　──さようなら。そして、ありがとう。

　──願わくば、いつまでも健すこやかで。




　悩んだ末に『本当に伝えたい一言』は、蟲むしの報しらせには乗せないことに決めた。それが死者から生者に送るメッセージとしては、ひどく不適切なものに思えたからだ。

　少し寂しい気もするけど、この想おもいは胸に秘めたまま、地じ獄ごくまで持ってゆくことにしよう。

　ミハイールは力なく微ほほ笑えみ、やがて意い識しきの残ざん片ぺんを手離した。

　真っ暗に閉ざされた視界のなかで、最後に誰かの小さな頭を撫なでた気がする。










　　　　間章







　既すでにシャンゼリゼ通りは静まり返っていた。

　激げき戦せんが繰くり広ひろげられ、多くの戦士たちが散った、兵つわものどもが夢の跡。

　だが、わざわざ首実検をするまでもなく、目的の人影はすぐに見つかった。化石化して五体を半なかば砕くだかれた姿であっても、その並なみ外はずれた体格を見み紛まがうはずもない。

「……そうか。そんな顔をしていたんだな、お前」

　本人から無作為に発された蟲むしの報しらせを、奇跡的に自身の手で受け取った雪蘭シユエランは、ヴィドックとの戦いを投げやって誰だれよりも早くこの場に馳はせた。たぶんもう手遅れだろうという予感はあったから、不自然なほど心は澄み切っていて、そのことに一番傷ついたような気がする。

「歳とし下したとは言っても、ちょっと下過ぎるだろう、それは」

　場違いにも笑みが零こぼれた。足元に転ころがる骸むくろとも呼よび難がたい化石の塊かたまりが、どうしてか人の姿に擬ぎ態たいしていたからだ。己おのれの素顔を誰かに見せずじまいだったことを思い出し、彼が最後の最後にそんなことに気を遣って逝いったのかと思うと、なおさら侘わびしい笑いの衝しよう動どうが込み上げてきた。

　仮面越しではない、けれど今や半分しかない彼の顔に、指の先で怖こわ々ごわと触れてみる。

　ひどく硬質な手触り。温もりの残ざん滓しさえ、もう感じられなかった。

「……わたしに、子供だと侮あなどられるのが嫌だったのか？」

　いらえはない。構かまわず続ける。

「そりゃ出会いがあんなんだったから、言いそびれていたものを、あとから切り出すのは勇気が必要だったんだろうが……まったく、相変わらず妙なところで繊せん細さいな奴やつだ。そのくせ、わたしの頭を撫なでる力加減は、結局、最後まで直らなかったし……」

　いらえはない。声音が徐々に捩よじれてゆくが無視した。

「……約束も……守って、くれ、ないし……」

　目元をごしごしと擦こする。こうしているあいだも、遠方からは轟ごう音おんが響ひびいてきていた。シャンゼリゼ通りを抜けた地上部隊が、いよいよ〈冥めい王おう蟲ちゆう〉へ攻こう撃げきを開始したのだろう。

　相棒が務め切れなかった仕事は、やはり相棒が片づけてやるのが筋すじで、何よりこうなっては雪蘭も黙っていられない。仇かたきを討うとうなどという考えは本人があの世で嫌がるだろうから諦あきらめるが、だとしてもこの喪そう失しつに価値はあるのか見み極きわめておく必要があった。

「……やっぱり、こういう考え方も、お前は嫌うだろうけどな」

　でもさ、と雪蘭は背中のノズルから高温ガスを吐き出しながら、

「もう、いいよな？　だって、先に約束を違たがえたのは、そっちなんだから」

　おあいこだ、と雪蘭シユエランは笑った。

　いつまでも健すこやかで──そんな彼の願いに背そむいてしまうのは抵抗があったけれど、それでもやはり自分は刃やいばを手にすることでしか何かに応じる方法を知らないのだ。

「あ、それと」

　飛び立とうとしたところで振り返り、

「お前、わたしが一番言って欲しかった台詞せりふも、最後まで口にしてくれなかったな？」

　じゃあ、やっぱりこれもおあいこだ、と雪蘭はまた笑った。

　いや、笑おうとしたのだけれど、不覚にも二度目は失敗してしまった。

「……だから、わたしもお前が一番欲しい台詞は……言って、やらない……」

　女を焦じらすほうが悪い。世のなかにはそういう意見もあるのだ。

　思い知れ、罪作りなデカブツめ。

「……ばいばい、ミーシャ」

　語ご尾びが流れる。彼が急速に遠のいてゆく。

　雲を割り、大気を穿うがち、高みまで昇って昇って、ほどなく雪蘭は静止する。

　胸のなかはもう滅茶苦茶だった。心は澄み切っているなんて、冷静でいられるなんて、やっぱり全部噓うそだったらしい。ただ、彼の前で醜しゆう態たいを晒さらすのがたまらなく嫌で、別れの挨あい拶さつを終えるまで必死に押し留めていただけだ。

　しかし、それも限界だった。

　やせ我が慢まんはとうとう決けつ壊かいして、感情という感情が溢あふれ出だした。

　周囲に広がる蒼そう穹きゆうに何を吠ほえたか分からない。眼下で進展する戦場に何を喚わめいたか憶おぼえていない。叫びながら、泣きながら、雪蘭は再び修しゆ羅らと化して血けつ風ぷう吹ふき荒すさぶ只ただ中なかに舞まい戻もどる。

　もはや叶かなわぬ約束に、なおも殉じゆんじるために。

　未いまだ納得のいかないすべてに、自分なりのケリをつけるために。

「……貴き様さまがッ……」

　行き場のない嚇かく怒どが、薄はく唇しんを割って言葉カタチを取る。

「貴様が本当に『そう』だというのなら……ミーシャの命を捧ささげてまで大たい望ぼうを為なさんとする我らとは、別の方法で〈裸蟲ミルメコレオ〉たちを救えるというのなら……ッ！」

　視界に入るものすべてに叩たたきつけるように、雪蘭は大だい音おん声じようで以もって雄お叫たけびをあげた。

「その道を、わたしに示してみせろ、四人目ェ！」













　　　　第六章　されど誰もがヒトを叫ぶ







　翔かける、翔ける、翔ける。

　加速と減速、旋回に旋転、錐きり揉もみ上昇からの急下降に、地面すれすれの低空飛行。

　空といわず街まちといわず、あらゆる場所をあらゆる操そう縦じゆう技ぎ術じゆつで以もって、アンリはシエルバレを駆かり立たててゆく。後方から追従してくるのは、死し天てん使しさながらに背の翅はねを震わす黒衣の少女。そして、その手のなかに収められた一株の『苗木』だった。

「──逃げても無む駄だよ、アンリエット」

　酷こく薄はくな呼びかけの直後、マルティナの唇から高音域の歌声が紡つむぎ出だされ、同時に掌しよう中ちゆうの苗木がめきめきと音を立てて膨ぼう張ちようした。やばッ、と即座に高度を取ろうとするも間に合わない。苗木を中心に凄すさまじい勢いで成長・増殖した枝葉が、怒ど涛とうの槍やり衾ぶすまとなって背後からこちらに襲おそい掛かかってくる。頭上を瞬またたく間まに樹じゆ冠かんに覆おおわれたアンリは、一転、追おい縋すがってくる緑の暴ぼう威いを振り切るために、入り組んだ路地へと機体を走らせた。

「こっ……の！」

　どのような仕掛けがあるのか、伸長を続ける膨大な枝の群れは、しかし起点は苗木のまま変わっておらず、それを手にするマルティナも重量に苦慮する素振りは見られない。あの苗木の正体が『ヤドリギ』なのは間違いないが、長年呪じゆ詛そに晒さらされた神かみ代よクラスの呪じゆ物ぶつでも持ち出してきたのか、何事も等価交換で為なされる近代魔ま術じゆつのルールを大きく逸いつ脱だつしていた。

「ケルト魔術なんて口く伝でんのみの遺失系統をよくもまぁ……っ！」

「一いつ子し相そう伝でん、というのとは少し違うけれど、わたしがケルト民族の血を色濃く引いているのは確かなのよ。希き少しよう魔術を、正統な末まつ裔えいが振るうことの意味、貴女あなたなら分かるでしょう？」

　空中をうねり飛ぶヤドリギの枝の渦か中ちゆうで、〈裸蟲ミルメコレオ〉の正体を露あらわにしたマルティナが嗤わらう。これ見よがしに表情が変わったことも驚おどろきなら、別人のように口数が多いことにもアンリとしてはびっくりだ。そんな、いつになく人間臭い彼女が、なぜか今はひどく癇かんに障さわった。

「ただの簡かん易い魔術だってのに、呪歌一発でこんな大それた真ま似ねッ……単純な出力差や呪物の性能だけじゃ説明がつかない！　やっぱり、あんたが『詠うたい手て』ってわけ!?　マルティナ！」

「言うに及ばず、よ」

　もう察しはついてるんでしょう？　と、こちらの頭う上えを取っているマルティナが、空いていたほうの手をギロチンの刃みたく振り下ろす。それに応じて建物や壁かべを突き破って回り込んできた枝の槍が、通りの向こうから雪崩なだれを打って押し寄せてきた。速度的に回避は不可能と判ずるや、アンリは背負っていたフリントロック式の榴りゆう弾だん砲ほうを構かまえて射しや撃げき。強引に自機が通れるスペースを空けると、弾はじけ飛とぶ木片の雨のなかを突っ切ってゆく。

「『詠うたい手て』という単語自体は、死しに神がみあたりから聞いたんでしょうね。ええ、そうよ。詠い手とは『原始の詩』を紡つむぐ者。あらゆる生物のなかで眠るシメーラを──ひいては、その始原たる〈冥めい王おう蟲ちゆう〉を呼よび覚さます『起動キー』を握る者」

「……ッ」

「欧州における封ふう印いん地ち、この第五封印の解除に必要な『原始の詩』は、ヨーロッパ人の祖先であるケルト民族に伝わっていたの。わたしは『血』と『歌』、そして『先天的な〈裸蟲ミルメコレオ〉』であるという三つの条件を、バチカンの手で恣し意い的てきに満たされた駒こまの一つなのよ」

　ようやく背後から迫せまるヤドリギの枝を振り切った。頭上を覆おおっていた枝葉も伸長に限界を来たしたようだったので、すかさずアンリはシエルバレの機首を上げて高度を確保する。

　いかに枝の増殖が早かろうとも、それを持つマルティナ自身は飛行速度にあまり優すぐれていない。ゆえにアンリは、次いで速攻を仕掛けた。ひとしきり成長し終えた枝は、どういうわけか急きゆう激げきに枯かれて本体の苗木から腐り落ちてしまうため、今のマルティナは無防備だったからだ。

「なら、その先天的な〈裸蟲ミルメコレオ〉ってのはなんなの!?　あんたの他にもまだいるわけ!?」

「心配しなくても、そうそうお目にかかれる存在じゃないわ。『原始の詩』を伝える古い民族のなかから、ごく稀まれに現れる資格者だもの。……まぁ、最終的に相手を死なせるだけの半はん端ぱな〈裸蟲ミルメコレオ〉化程度なら、バチカンが作った魔ま本ほんでも問題ないようだけれど」

　資格者──つまり『常人の完全〈裸蟲ミルメコレオ〉化』と『〈冥めい王おう蟲ちゆう〉の封印解除』、その二つの資格を有すがゆえの、ということか。人為的な〈裸蟲ミルメコレオ〉化など、少し前なら一笑に付していただろうが、魔本という実例を知っている以上、笑い話で済ませられることではなかった。

「……ってことは、少なくともあんたの他にもまだ『二人』はいるわけね！　六番目と七番目の封印、それを解放するための詠い手が！　そうでしょう!?」

　アンリは問とい質ただしながらマスケット銃じゆうを速射する。ティエールの話によれば『七つの封印』は、どうも世界各地に存在しているようだった。そして、マルティナはあくまで『欧州における詠い手』。〈冥めい王おう蟲ちゆう〉が封じられているのが第五封印からなら、必然、残る二つの封印にもその土地に伝わる『原始の詩』と、資格者たる詠い手を生み出す土着の民族が存在していることになる。だが、根本的なところがまだ、何も見えてこなかった。

「結局、〈蟲ギヴル〉ってなんなの!?　シメーラっていったい何!?　あんな環かん形けい動物の親玉みたいなの復活させて、あんたら〈ブリュム・ド・シャルール〉は何がしたいわけ!?」

「…………」

　こちらの銃じゆう弾だんを躱かわしたマルティナが、無言で身に着けていたアクセサリーの一部を引き千切り、それをこちらに飛ばしてくる。

　ヤドリギの種だ。例の苗木と違ってこちらは一般的な呪じゆ物ぶつらしく、自在に操あやつるといった真ま似ねはできないようだったが、マルティナの歌によって急成長を果たす点は変わらない。飛来途中で見る見る間に質量を増大させたヤドリギは、しかし根を張る場所がないからか幹と枝が絡からみ合あった歪いびつな球体をしており、大きさも今までのなかでは一番小さかった。けれど、飛び道具として見ればその脅きよう威い度どは計り知れない。アンリは血相を変えてハンドルを捌さばいてゆく。

「仮にも『生物学者の卵』を名乗るなら、もう気づいているかと思ったわ」

「だからっ、何が言いたいのよ……ッ、あんたは！」

　叫び返しながら水平旋回で自機の接触面積を極力減らし、間かん一いつ髪ぱつでヤドリギの砲ほう弾だんをやり過ごすや、アンリは更さらにシエルバレに鞭むちをくれて加速。腰の後ろから魔ま術じゆつ弾だんの装そう塡てんされた短たん銃じゆうを引き抜く。筒先を向ければ、マルティナはもう目前、至近弾を浴びせられる位置だった。

　にも拘かかわらず、マルティナは回避も防御も取ろうとしない。

　いや、そればかりか、おもむろに両手を広げて、空中で一切の動きを止めてみせさえする。高こう威い力りよくの魔術弾を喰くらえば、ただでは済まないことぐらい承知しているだろうに。

　たちまちアンリは引き金を絞しぼることができなくなり、やむを得ずそのまま彼女の傍かたわらを素通りするしかなかった。機体を反転させながら、相手の意図に歯を軋きしらせる。

「……ッ、いい根性してるわね、あんた！　あたしが撃うてないとでも思ってるわけ!?」

「事実、撃てなかったじゃない。絶好のチャンスをみすみす逃のがすなんて、貴女あなたもとんだ甘ちゃんね。それとも単にやる気がないのかしら？」

　挑発的な態度。挑発的な台詞せりふ。どれもこれも、自分の知るマルティナという少女からは、大きくかけ離れた対応だ。似合わないし、そぐわない。だが、どちらが『本当のマルティナ』かなど、もうアンリにも判断がつかなかった。

　自分は彼女のことを何も知らないのだと、今いま更さらながらに痛感させられる。

　マルティナ・ロセリーニ、謎なぞの多い偏へん屈くつ者もの──そんな簡かん単たんな納得で、不審を何一つ追求してこなかったのは、他ならぬアンリ自身だ。詮せん索さくし合あわない仲と言えば聞こえはいいが、実際は単に理解を放ほう棄きしていただけ。そういう気安い関係に、ただ寄りかかることを自分は選んでしまった。そのツケが今こうして回ってきているのだろう。

　しかし、だからこそ続くマルティナの発言には、少なからず胸を打たれたと思う。

「──確か、貴女は一般的な進化論には、部分的否ひ定ていという立場を取っていたわね？」

　マルティナの周囲を旋回しながら、アンリは思わずハッと目を見開いた。そして、ややあって僅わずかに愁しゆう眉びを開く。彼女がなぜ急にこんな話題を振ってきたのかは分からなかったが、

「へえ？　よく憶おぼえてたわね、そんな話。あたしの進化論に対する考えなんて、一年くらい前に一回、それも何かの拍ひよう子しに少し零こぼしただけだったような気がするんだけど？」

「……さあ、そうだったかしら。憶えてないわ」

「あたしの話なんて全部、右から左かと思ってたけど、案外ちゃんと聞いてたってことね」

　マルティナの表情に細さざ波なみが走る。その微細な変化をアンリは見み逃のがさなかった。

「どうでもいいことよ。それより……アンリエット、貴女は生物の進化には必ず魔術的な要因が必要だと考えているのよね？」

「ええ、『魔ま術じゆつ的てき進しん化か論ろん』。あたしが初めに提唱した説じゃないけど」

〈蟲ギヴル〉や〈裸蟲ミルメコレオ〉という例が示しているように、短い期間で生物がその在あり様ようを大きく変えるには、必ず魔術が関わってくる。これ自体はごく一般的な理論だ。意見が分かれるのは、果たしてそれは『〈蟲ギヴル〉や〈裸蟲ミルメコレオ〉についてだけなのか？』という点だった。

　個体にのみ起こる突然変異や、一部の生物群のなかでだけ発生する変質──専門的には『特とく殊しゆ化か』と呼ぶ──ではなく、より長い歳さい月げつをかけて多くの生物区分に掛かってくる、進化のレベルでも魔術は深く関係しているのではないか。そういう見解が存在するのだ。

「学会では少数派だそうね」

「まぁね。魔術って分野自体が、まだ日の目を見て浅いし、失われた技術や知ち識しきも多いから。奇跡オカルトに本格的なメスが入るのはこれからでしょ。……でも、それが何？」

「そこまで漕こぎ着つけているなら、答えはもうすぐそこということよ」

「？　待って。それ、どういう……」

「ヒントは『霊れい脈みやく』。あとは自分で考えることね」

　眉み間けんに皺しわを寄せる暇ひまもあればこそ、続いてマルティナは背中の翅はねを大きく広げ、

「もっとも──生きていられたら、の話だけれど」

「ッ！」

　アンリは反射的にマルティナから距離を取った。彼女の身体からだから何か凄すさまじい勢いで、粉のようなものが発散され始めたからだ。周囲を舞まうそれは太陽光を受けて輝いていた。

「これっ、麟りん粉ぷん!?」

　チョウが翅に有す角皮クチクラは、鱗うろこと名のつくとおり外敵や環かん境きようから身を守る、『彼ら』にとっての装そう甲こうだ。チョウのそれは無用になった細胞が、次々にその場で剝はく離りしてゆくため、このような現象が起こる。だが、〈裸蟲ミルメコレオ〉の能力となると当然、一ひと筋すじ縄なわではいかないだろう。

「この期ごに及んでまだ友情ごっこがしたいみたいだから、本気を出してもう少し追おい詰つめることにするわ。そうすれば、貴女あなたも引き金にかかる指が多少は軽くなるでしょうから」

「マルティナ、あんた──っ！」

「馴なれ馴なれしく何度も呼び捨てにしないで」

　こちらの台詞せりふをマルティナが冷れい厳げんと遮さえぎる。声には隠しようもない怒気が籠こもっていた。

「……わたしは貴女のことなんて友達と思ったことは一度もない。そんなものを欲しいと考えたこともない。全部、貴女の独ひとり善よがりで、こっちは迷惑しているのよッ……」

　これまで終ついぞ見たことがなかったマルティナの静かなる激げつ昂こう。それと共にビロードの翅が猛もう烈れつに大気を叩たたき、麟粉を四方八方へと拡散させる。その量たるや尋じん常じようではなかった。

「いい加減、腹を括くくりなさい。わたしと『殺し合う』ためにここへ来たんでしょう？」

「ンなわけあるか！　あたしは一方的にあんたを引ひっ叩ぱたいて、学園に連れて帰って色んな人の前でダンゴムシさせてやりたいだけよ！」

「……くだらない。だったらもう、身みも蓋ふたもなく死になさい、貴女あなた」

　そう低く吐き捨てたマルティナが、次いで手を高く掲げてみせる。麟りん粉ぷんがアンリたちがいる空域を吹き荒れ、直後、ヤドリギの苗を中心に再び魔ま法ほう円えんが展開。舞まい飛とぶ麟粉に魔ま術じゆつ光こうが反照し、目も眩くらむような輝きを放ち始めた。




　　　　○




　モンマルトル地区の葡萄ぶどう畑ばたけのなかを二つの人影が疾しつ走そうする。

　片や纏まとった軽けい鎧よろいを煤すすと泥に塗まみれさせて憔しよう悴すいの色濃く、片や着衣の乱れも焦あせりもないまま飄ひよう々ひようと軽やかに。対照的な風情で騎き士しと道どう化けが激げき突とつする。大たい勢せいは誰だれの目にも明らかだった。

「くっ……！」

「なんだ、逃げてばかりかい？　それは騎士として恥ずべき行為なんじゃないかなぁ」

　マクシムの両手から撃うち出だされる魔ま術じゆつ弾だんは激はげしさを増し、収しゆう穫かくどきだったろう葡萄畑を無残に荒らしてゆく。赤ワインの代表的品種であるピノ・ノワールも、自分の好きな白ワインに使われる品種ソーヴィニヨン・ブランも、どれこれ構かまわず闇やみ雲くもに。クロエは歯は嚙がみした。

　まずい。弾速は視認できる程度だし、決して躱かわし切きれない密度の連射でもないが、一発一発の威い力りよくが馬ば鹿かげて大きい。下へ手たな避け方をすると、爆ばく風ふうだけで薙なぎ倒たおされそうだ。視界の悪い葡萄畑に逃げ込めたからまだなんとかなっているが、このまま辺りが耕たがやし尽つくされて更さら地ちにでもなれば今度こそ打つ手がなくなる。その前に反はん撃げきの糸口を摑つかまなければいけなかった。

「しっかし、きみも馬鹿な娘だよ。こっちの要求を突っぱねるだけならまだしも、わざわざ自分から僕の元にやって来るなんてさ。お祖じ父い様さまの話を聞いて自じ暴ぼう自じ棄きにでも駆かられたかい？」

　一〇メートルほど背後からマクシムの嘲ちよう弄ろう。と同時に飛んできた魔術の脅きよう威いを、身を屈かがめて走りながら辛からくも凌しのぎ、クロエは振り返らぬままに舌ぜつ鋒ぽうで以もって応じる。

「そんなはずがないでしょう！　わたしはこれから、祖父の過あやまちを雪そそがねばならないのに！」

「うん、志はご立派。けど、このままだときみは、それすら叶かないそうにないぜ？」

「ッ……」

「ま、祖父と孫娘が揃そろって同じ人間の手にかかる、ってのも筋すじ書がきとしちゃ悪くないけどね。仮にも組そ織しきにスカウトした身としては、もう少し頑張って欲しいところかな」

　こちらを舐なめ切きった態度に立腹はすれど、クロエはいつになく沈着に行動していた。相手が自分を軽んじているならそれは好機、なんとか隙すきを見て油断につけ込むだけだ。

　やがて葡萄畑に隣りん接せつして広がっていた雑木林へ入り、更にそこも抜けると間もなく目的の建造物が見えてくる。マクシムもこちらの思おも惑わくを悟さとったらしく、背後からの攻撃が一層激しさを増した。だが、遅い。クロエは間かん一いつ髪ぱつのところで体当たりで窓を突き破り、小高い丘の上に建てられていたその建物──女子修道院のなかに跳とび込こんだ。

「はぁ……はぁ……」

　急ぎ奥まで進んで厚い石いし壁かべを遮しや蔽へいに取り、そこに背を凭もたれかけさせて息を整える。次いで外の様子をちらりと窺うかがえば、マクシムが建物の前で立ち往生し渋面を作っていた。

「なるほどね。最初からここに逃げ込むつもりだったわけか」

　そのとおり。実を言ってしまうとクロエは、モンマルトルの地理に少し詳くわしいのだ。昔、パリまで家族旅行に来たとき、親とはぐれて迷い込んでしまった経験があるからで、そのときはこの修道院にいたシスターに保ほ護ごされて事なきを得た。連絡を受けた両親が迎えに来てくれるまでのあいだ、退たい屈くつ凌しのぎにと内部を案内もしてもらったため、この建物がひどく複雑な造りをしていることも弁わきまえている。問題はマクシムが誘いに乗ってくるかだった。

「……さあ、どうします？　身動きの取りづらい屋内となると、やはり気が進みませんか、マクシム。尻しつ尾ぽを巻いて逃げ帰っても、わたしは別に言い触らしたりしませんよ？」

「安い挑発だね。ま、いいよ。乗ってあげようか」

　肩を窄すぼめてそう言ったあと、ほどなくマクシムが修道院のなかへ踏ふみ込こんで来る。予想どおりの展開に、クロエはある確信を強めて清せい冽れつに笑んだ。

「もしかしてとは思っていましたが……やはり、わたしに拘こだわらなければならない、何か事情があるのですね。例のスカウトの件が関係しているのですか？」

「へえ、気づいてたのか」

　当然だ。テアトル広場でこちらに奇き襲しゆうされたあと、マクシムは逃げる自分を追うことを優ゆう先せんし、当初攻こう撃げきを仕掛けていたあの風車は後回しにした。その時点でクサいと感じていたのだ。

「今だってわたしを殺すだけなら、外から大規模な魔ま術じゆつでも使えば良かったはずだ。この修道院は古い。頑張れば倒とう壊かいさせるくらいはできたかもしれませんよ？」

　もっとも、そんな素振りを彼が見せたら、クロエも相応の対処をする気でいたけれど。

「ご明察。きみを組そ織しきに勧かん誘ゆうしたのは、伊だ達てでも酔すい狂きようでもなくてね。組う織ちにとってきみは必要なカードのうちの一枚なんだ。実は無視はおろか殺すこともできない」

「つまり、わたしを手にかける云うん々ぬんというのは、ただのお芝居だったと？」

　だが、修道院の廊下を進んでくるマクシムは「そうじゃない」と失笑した。

「どうあってもまだ、きみはここでは『終われない』ってだけさ。女王の予言でね」

「……その予言というのがなんなのかは知りませんが、そんな便利なものがあるなら、わたしが貴方あなたのスカウトに応じないことだって、あらかじめ分かっていそうなものですが」

「そう上う手まくもいかないんだよ。ちっぽけな人間のそれぞれ進むレールを、星から読み取ろうなんていうのは、なかなか難なん儀ぎな話らしくてね。おかげで最近、彼女は寝っぱなしだ」

　星？　寝っぱなし？　わけの分からない話に片かた眉まゆを持ち上げながらも、クロエは壁に背をつけたまま慎しん重ちように距離を測る。ナナフシと人の面相が交じり合った顔でマクシムが頰ほおを歪ゆがめた。

「ま、ほんとは当人の意向を尊重しろって言われてるんだけどさ。個人的にこれ以上きみに引ひっ搔かき回まわされるのは我が慢まんならない。問答無用で組そ織しきまで連れていくから、手足の一、二本ぐらいは覚悟してくれよ？　なぁに、『死ぬことだけ』はないから」

「──好都合だ。わたしも貴方あなたをみすみす逃のがすつもりはないッ！」

　叫ぶや物陰から身を躍おどらせる。通路に佇たたずむマクシムとの距離はほんの数歩ぶん、だが相手も当然この流れを読んでいたらしく、翳かざした掌てのひらには魔ま法ほう円えんが展開している。けれど、クロエは構かまわなかった。寧むしろその射線上から外はずれないように懐ふところへ飛び込んでゆく。

　マクシムが舌を鳴らす。狭い通路でこの間合い、しかもこちらに躱かわす気がないのでは、いかに手加減しようと魔ま術じゆつでは自分も危ないと悟さとったのだろう。速すみやかに後退するが逃がさない。

「はぁッ！」

　気合一声、タンペット・ド・ネージュの剣けん尖せんを送り込む。

　タイミング的にも完かん璧ぺき、間違いなく心しんの臓ぞうを貫つらぬいた──そう確信に足る一刺しが、しかし寸前でまさか空を切った。総毛立つと同時、そこで踏ふみ込こみを緩ゆるめず敢あえて前に出たのは、日ひ頃ごろの修練の賜たま物ものだ。間かん一いつ髪ぱつ、左半身の薄うす皮かわ一枚のところを、凶悪な気配が擦さつ過かしてゆく。

「チッ、よく躱す……っ！」

　マクシムだった。これまでのような奇術の類たぐいではない。刺突の際、視界が狭くなったこちらの虚を衝つくように、滑なめらかな足あし捌さばきで交差気味に脇わきへ回り込んでいたのだ。続く右からの斬ざん撃げきを先触れの風で察知し、反転するや走り来た銀光にガルディアンヌを合わせる。

　ギィン！　という硬質な音。ガルディアンヌの鋸のこ刃ばで受け止めた相手の得え物ものに目を瞠みはった。

「ジャマダハルカタール!?」

　ヨーロッパではまず目にする機会がないインドの武器だ。握った拳こぶしの先から垂直に諸もろ刃はが伸びる独特の形状で、マクシムはそれを両方の手に一本ずつ携たずさえていた。

　イースの街まちにある贔屓ひいきの鍛か冶じ屋や、リシャールの店で実物は見たことがあるが、打ち合った経験などもちろんない。稀け有うな得物相手に力の配分が分からず、やにわに押し切られかけて慌あわてて踏ん張り、どうにか鍔つば迫ぜり合あいの状態に持ち込む。即座にマクシムが体たいを入れ替えようとしてくるが、その動きは多少強引なところはあれど、明らかに技術の裏づけを伴ともなうものだった。

「くっ……そんな、貴方は!?」

「武術なんて何もやっていなさそうだったのに、って？　残念、実はそうでもないんだ。僕が根っからの役者だってことを忘れてないかい、きみ？」

「……ッ、まさか！　ずっと演技を!?　　今の今までわざと素人しろうとの真ま似ねを!?」

　馬ば鹿かな。あり得ない。たかが演技などで誤ご魔ま化かし切きれるものか。

　高度な技術は深く精通すればするほど肉体と一体化してゆく。どれほど上う手まく装よそおったところで、剣を扱う自分がその片へん鱗りんも嗅かぎ取とれないなど、絶対にあるわけが──

「だから一お八は番この多目的擬ぎ態たいで、身体からだのあちこちをチョチョイとね。癖くせが出ないよう骨格とか筋肉とか、普段は体な内かをかなり弄いじってる。今はそれを元に戻しただけ」

「なっ……!?」

「昔はヨーガでやってたから苦労したけど、〈裸蟲ミルメコレオ〉になってからは随分と楽になったよ」

　無茶苦茶だ！　という内心の悲鳴を口にするゆとりもなく、嚙かみ合あっていたほうとは逆のジャマダハルが迫せまり、クロエは全力で背後に跳とび退すさる。マクシムは当然のように追つい撃げきしてきた。

　開いた鋏はさみが閉じるように、左右から襲おそいかかった得え物ものを、首を反そらせていなしつつ、レイピアの斬きり上あげでカウンター。だが、マクシムはそれを半身になって躱かわすや、更さらに怒ど涛とうの連れん撃げきを浴びせてくる。彼にとっては剣技もあくまで『選せん択たく肢しの一つ』に過ぎないためか、自分でもなんとか応じられる打ち込みだったが、だとしてもこの番狂わせはまずい。まず過ぎる。

「『迫真の演技』っていうのは、こういうのを言うのさ、クロエ！　身分の違いも弁わきまえず王おう妃ひに横よこ恋れん慕ぼして、自分の心さえ騙だまし続つづけられなかった、きみのお祖じ父いさんとは違う！」

「祖父を……っ！」

「侮ぶ辱じよくするなって？　いやいや、するとも！　彼は誰だれが見たって阿あ呆ほうだよ！　救いようがない！　恋は盲もう目もくって言葉は、普通、喜劇にこそ相応ふさわしいのさ！　そうだろう!?」

　刃やいばを振るうマクシムの瞳ひとみの奥に、微かすかに憎悪らしきものがよぎる。これまで数多あまたの顔で人々を騙だまし続つづけてきた男が初めて垣かい間ま見みせた、それは紛まぎれもなく生なまの感情だった。

「……おかげで第五封ふう印いん地ちを巡めぐる作戦は大幅に遅れた。ナポレオンの向こう見ずの責任もあるとはいえ、本来なら半世紀以上もかかる仕事じゃなかったんだ。そのせいでティエールなんて俗ぞく物ぶつと手を組む羽目になるわ、奴やつの無茶な要求に振り回されてジョゼフは死ぬわッ……それもこれも全部きみのお祖父さんのせいなんだぜ？　分かってるかい、クロエ！」

「他人を利用してきただけの男がっ、言う台詞せりふですか！」

　剣けん戟げきを交わしながら移動する。互いの技量がほぼ同じと仮定すると、〈裸蟲ミルメコレオ〉の身体能力があるぶん相手が有利だからだ。狭きよう隘あい地ちで切り結んでいるため、ある程度は動きが阻はばまれているとはいえ、こちらが足を止めるのはどう考えても悪手だった。

「祖父は確かに大罪人だ！　愚おろかな人だ！　けれど、貴方に貶おとしめられる謂いわれだけはない！」

「はは、かもねぇ！　あぁ、ところで──」

　高低差を利用しようと階段を昇りかけた矢先、マクシムが何気ない所しよ作さで片足を軽く持ち上げた。突とつ如じよ、その膝ひざに魔ま法ほう円えんが浮かんだため、クロエはたまらず身を翻ひるがえすも間に合わない。

「──別に手じゃなくたって魔ま術じゆつは使えるから、気をつけたほうがいいよ。いや本当」

　避け切れなかった。威い力りよくは極限まで絞しぼったのだろうが、中空で爆ばく裂れつした魔術を少なからず背中に浴び、クロエは通路の奥まで吹き飛ばされる。一いつ瞬しゆん、視界が真っ白になったと思う。

　それでも意い識しきを失わずに立ち上がれたのは、おそらく身に纏まとっていた鎧よろいのおかげだ。こちらを見てマクシムが「頑丈だなぁ」と呆あきれたように呟つぶやく。

「降参しなよ、クロエ。僕は八つ当たりができて楽しいけど、きみはそろそろ辛つらいだろ？」

「……誰だれ、が……降参、など……っ！」

　言葉の途中で放たれた魔ま術じゆつを危あやういところで躱かわす。そのままクロエは駆かけ出だした。背後から迫せまる二射目、三射目を頭を低くしてやり過ごし、四射目ですぐ隣となりにあった部屋のなかに横っ飛びする。扉とびらを破りながら転ころがり込こんだ室内は、かなりの広さを有す聖せい堂どうだ。クロエはそこで即座に転進し、あとを追って躊ちゆう躇ちよなく堂内に入ってきたマクシムに、颶ぐ風ふうを纏まとった連突きを浴びせるが、これも読んでいた相手は一対のジャマダハルで完かん璧ぺきな対応を見せる。

「やれやれ、騎き士し道どうを貫つらぬくってのも大変だ。こりゃ侯こう爵しやくが恋路にかまけて復ふく讐しゆうに走ったのも責められないのかな？　どうだい、きみもいっそ恋する普通の女の子に戻ってみるかい？」

「黙れ！　いつまでも痴しれ言ごとをッ──」

「いいや、痴れ言ではない」

　俄にわかに別人の声でそう呼びかけられ、ひとたまりもなく意い識しきがマクシムの顔に移った。

「お前が私の孫である以上、同じ轍てつを踏ふむ可能性は充分にある」

　心しん臓ぞうを鷲わし摑づかみにされたような気がした。そこにあったのは、年配の厳きびしい面おも差ざし。いつの間にか戦っている相手が、アンリ・ド・ラ・ロシュジャクラン侯爵に変わっていたのだ。

　マクシムの擬ぎ態たい能力──そんなことは百も承知していたし、こういった搦からめ手てで来られることも予期はしていた。だが、タイミングが秀しゆう逸いつ過ぎて心が追いつかない。手た繰ぐる剣が一気に精彩を欠き、ここぞとばかりにマクシムが攻め立ててきた。

「リグワール邸で言ったろう、クロエ？　私は『お約束』が好きなのだよ」

　冷れい酷こくな憫びん笑しよう。祖父の声と口が、マクシムの言葉を吐き出す。なんとか致命傷だけは避けるが持ち直せない。打ち込まれるたびに身体からだが右へ左へと頼りなく泳いだ。精神的なショックも大きいが、さきほど背中に受けた魔術も効いている。限界が近いのだ。そして、がらんどうになった胸のなかでは、敵に告げられた台詞せりふが幾いく重えにも谺こだましていた。

　同じ轍を踏む可能性は充分にある。

　そうかもしれないな、とクロエはぼんやりと思った。

　ロシャジャクランの血統。自分のなかに流れる祖父の血。自己本位に生きた男。彼は今のクロエを形成する要かなめで、だから過あやまちを償つぐなわなければならない。でもどうやって？　手段など及びもつかない。自分にあるのは気持ちだけだ。背負い切れない罪に途方に暮れる。

　なればこそ、マクシムから為なされた「〈ブリュム・ド・シャルール〉に協力すれば、多くの人間を救わせてやる」というあの提案は、一ひと筋すじの光こう明みようのようにさえ感じられ──




　──『どうすべきか』じゃない。『どうしたいか』で考えるんだ。




「ッ、ああああああ！」

　気迫が口を衝ついて出る。限界だったはずの四し肢しに力が漲みなぎる。敵の斬ざん撃げきをマンゴーシュで強引に払い、レイピアの剣光を無む我が夢む中ちゆうで奔ほとばしらせた。あと一息と思われた相手の突然の逆ぎやく襲しゆうに、今度はマクシムが大きな隙すきを晒さらす。そのあいだに退ひくばかりだった足に決意を込めた。

　もはや退かぬ。一歩たりとも後ろには退さがらぬ。

　何かを為なそうというならば、自分はこれ以上、逃げてはいけないのだ。

　直後、弾はじけるように踏ふみ込こんだ。マクシムが寸でのところで仕切り直しの刺突を捌さばき、またぞろ何か放言を吐いてくるが聞こえない。揺さぶりに耳を貸している余裕などない。ここで止まればそれ即すなわち胸の鼓こ動どうも止まるときと、クロエは一いつ気き呵か成せいに己おのが爪そう牙がを振るってゆく。

　自分がどうしたいかなど、もう分かっていた。己おのれの心が欲するところは今や明白だ。

　本物の騎き士しになりたい。例たとえ、その信念の始まりが誤あやまりだとしても。

　友人と対等になりたい。例え、今はまだ助けられる一方だとしても。

　想おもいに正直になりたい。例え、それが認められざる思し慕ぼだとしても。

　祖父は最後の望みだけを選んだ。騎士であることは捨て、扇せん動どうした仲間たちは裏切った。許されざる行為だと思う反面、哀かなしい男ひとだと胸の内で浅ましい共感が湧わく。

　クロエにも好きな人がいる。これは恋なのだと、ヴェルサイユ宮きゆう殿でんでの一件で、ようやく確信することができた。だから、故人への想いに執した祖父の心情も分からなくはない。

　けれど、嫌なのだ。

　自分は一つだけでは満足し切れないのだ。

　リグワール邸でケイとアンリエットを見たとき、既すでにその答えは得ていたはずだ。

「──わたしは、剣も！　友も！　女であることも！　諦あきらめはしない！」

　感情と共に鋼はがねの瀑ばく布ふを降らせ、クロエは己を鼓こ舞ぶするようになおも叫んだ。

「祖父のようにはならない！　なれるわけがない！　クロエ・エマニュエル・ド・ラ・ロシュジャクランは、この世の誰だれよりも我わが侭ままな女なのだから！」

　マクシムが逃げる。祖父が、過去が、罪ざい証しようが逃げる。

　逃がさない。クロエは己がレールをひた走る。それはおそらく騎士道ですらない、クロエ独自のまだ名もなき獣けもの道みちだ。だが、翻ほん弄ろうされる時間はもう終わりだった。

「だから今日ここで！　わたしは貴方あなたを超こえてゆく！」

　一合二合三合四合ッ──互いに双剣を扱う者同士、応おう酬しゆうは目にも留まらず切れ間なく──九合一〇合一一合一二合ッ──錚そう々そうたる剣けん戟げき音おんが連続し、堂内に火花が繚りよう乱らんと狂い咲けば、そこはあたかも精錬場のようで──二五合二六合二七合二八合ッ──ならば自分は今この瞬しゆん間かん、新あらたに研とぎ直なおされつつある一本の剣だと、クロエはもはやフェイントさえ頼らず億おくさず顧かえりみず──三九合四〇合四一合四二合ッ──騎士道のみに囚とらわれぬという誓いは次第に斬ざん線せんにも表れ、実直さはそのままに剣刺はより奔ほん放ぽうな軌き跡せきを描き出し、苦くるし紛まぎれの魔ま術じゆつなど跳ちよう躍やくで流して蹴けりまで用いて──五三合五四合五五合五六合ッ──相手の退路を絶ち反はん撃げきなど物ともせず薙なぎ払はらいを阻そ止しするや肩から衝しよう突とつすると思わせて屈かがみ斬ぎりで脛すねを狙ねらって嫌がった敵に追従し──六七合六八合六九合七〇合ッ──目で！　ただ衝つき動うごかされるままに仕掛けた！

「やああああああああああああッッッ！」
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　あまりの攻防の目まぐるしさに、マクシムがこちらの得え物ものばかり追うようになっていたのを逆手に、クロエはレイピアを手放し敵の視線もろとも置き去りにして挺てい身しんの踏ふみ込こみ。防御用であるがゆえ無む警けい戒かいだったガルディアンヌを諸もろ手てで摑つかみ、我に返った相手が掲げたジャマダハルを全ぜん霊れいの打ち下ろしで叩たたき折おる。そのままマクシムの身体からだに肉厚の刃をめり込ませた。

「……ッ、がは……！」

　苦鳴の声があがる。マクシムは瞬しゆん時じの判断で首を捻ひねり、頭ず蓋がいを割られる憂うき目めだけは避けたが、伝わってきた手て応ごたえは確かなものだ。剣けん閃せんと共に駆かけ抜ぬけたこちらの背後で、今、勢い良く血ち糊のりが噴き上がる。同時に宙を舞まったのは、肩口から断たれた彼の左腕だった。

　マクシムがどっと地に膝ひざを落とす。いかに〈裸蟲ミルメコレオ〉といえど腕一本まるごと再生するのは容易なことではなく、そして失った血もすぐにはどうにもならないだろう。

　決着だ。

　勝ったのだ。

　どこか現実感に乏とぼしいその事実を嚙かみ締しめる。クロエは肩で荒い息をつきながら、次いでマクシムのそばへ慎しん重ちように近づいていった。途中、爆ばく風ふうに飛ばされたらしいタンペット・ド・ネージュを回収する。愛剣は粗そ雑ざつな扱いをしたにも拘かかわらず無事なようだった。

「まいっ、たな……女王の予言はいつだって正しいや。はは……やはりきみは、フランス一国で収まるような器うつわじゃなさそうだ……」

　マクシムが切れ切れに告げてくるが、至し極ごくどうでもいいことだ。それよりも問とい質たださなければならないことがあった。クロエは彼にレイピアの切っ先を向けて、

「戦いの途中、少し動きが鈍にぶくなったような気がしましたが、あれはなぜです？」

「なに、ちょうど蟲むしの報しらせが届いてね。いい報告と、悪い報告がさ……」

「？」

「僕らの目的は滞とどこおりなく完了した。けど、仲間がまた一人逝いってしまった。悲しいことだ」

　なんの話かは分からなかったが、マクシムの表情に兆きざした陰はたぶん本物だ。祖父を手にかけ、他にも沢山の人間を暗殺してきた彼だけれど、それだけの男でもなさそうだった。

「では、あの〈冥めい王おう蟲ちゆう〉とやらを駆く除じよする方法を教えてください。答えて頂けますね？」

　重ねて詰きつ問もんすれば、マクシムは蹲うずくまったまま暫しばし無言。だが、すぐに嘆息と共に回答した。

「ま、クリザリッドはもう仕事を終えたしね。別に構かまわないか……四人目の〈蟲天の瞳エレクトロン〉を使えばいい。騎き士しの呼びかけになら、〈冥めい王おう蟲ちゆう〉も応じるはずだ」

「ケイの左目を、使う？　それはどういう意味です？」

　マクシムが部屋の隅すみを指し示した。一いち瞥べつすれば、そこには彼の左腕が落ちている。

「元来、人体っていうのは魔ま術じゆつの際に必要になる『対価』のなかでも最上級のものでね」

「？　待ってください、なんの話を──」

　疑念を口にしかけたところで、不意に強い違和感が湧わいた。マクシムが手で押さえている傷口は、もう出血が収まり始めており、床に零こぼれた血は白く固体化している。なのに、転ころがっている彼の左腕はまだ化石に変わっていなかったのだ。

「ッ、まさか!?」

「いや、悪いね。やっぱり僕は、騙だまし討うちのほうが性に合ってるらしい」

　とぼけたように言って、マクシムがぺろりと舌を出せば、そこには小さく魔ま法ほう円えんが刻まれていた。魔ま術じゆつ光こうを見み咎とがめられないよう、口こう腔こう内で術式を組んでいたのだ。

　彼自身が対価と評した左腕が、まるで風船のように膨ぼう張ちようを始めた。

「くっ……！」

「じゃあまたね、クロエ。次回の舞ぶ台たいでも名優マクシムをどうぞよろしく？」

　マクシムの気き障ざな台詞せりふを聞きながら、クロエは一目散にその場から離れた。耳を弄ろうする爆ばく音おんと強きよう烈れつな熱光が堂内を貫つらぬいたのは次の瞬しゆん間かんだ。

　目と耳が機能不全に陥おちいりそうな衝しよう撃げき。床に身を投げ出して難を逃のがれたクロエは、ややあって辺りに静寂が戻ってきた頃ころ、立ち込める白煙のなかで恐る恐る顔を上げた。

　君子を祭るために設しつらえられた聖せい堂どうは、あまりにも悲ひ惨さんな模様替えを果たしていた。

　爆発の中心では壁かべも床も天井もなくなり、外に続く巨大な開口部ができあがっている。マクシムはそこから脱出したのか、もう姿はどこにも見当たらなかった。

「最後の最後で……っ！」

　肝かん心じんの詰つめ手てを誤あやまり、敵の逃亡を許した。クロエは臍ほぞを嚙かんで震えるしかない。

　しかし、僅わずかとはいえ情報は手に入れたのだ。一刻も早くケイやアンリエットと合流すべきだろう。そう考えてクロエは急ぎ修道院を立ち去ろうとしたが、

「止まれ、そこの女！」

　屋外に出た途端いきなり高たか飛び車しやな声を浴びせられた。新あら手てかと慄おののいて足を止めれば、雑木林の前に銃じゆうを構かまえた男たちがいる。身に纏まとっているのは軍服。フランス陸軍の兵士たちだった。

「爆ばく音おんを聞きつけて来てみれば……おい、さっき幻げん覚かくで我々を攻こう撃げきしたのは貴き様さまか!?」

「……いや待て。あの女の鎧よろいの紋もん章しよう、確か首相が言っていた、ロシュジャクランの──」

「ロシュジャクラン？　作戦の重要人物の一人じゃなかったか？」

　などと軍人たちが交わす会話で、たちどころに状況を理解する。どうやら彼らこそが、マクシムの攻撃に遭あっていたあの風車に、隠れていた者たちらしい。そのうえティエールの命に従って動いている部隊なのか、少なからず事情も弁わきまえているようだった。彼らの後方に蒸じよう気き装そう甲こう車しやが停められているのを見て取り、クロエは渡りに舟とばかりに声を張り上げる。

「そうですっ、わたしはロシュジャクラン侯こう爵しやく家けが一子、クロエ・エマニュエル！　もし貴方あなたがたが、ティエール首相の下げ知ちを受けておいでなら、どうか協力をお願いできませんか!?」




　　　　○




　問題のエトワール広場に近づけば近づくほど、必然ながら〈冥めい王おう蟲ちゆう〉の脅きよう威いがより由ゆ々ゆしきものとして重く肺はい腑ふに圧のし掛かかってきた。

　ただただ、圧倒的な威い容よう。既存の生物という枠組みを完全に逸いつ脱だつした、数千メートルにも達するその狂的な存在感。冥めい府ふの王おうたる呼び名も当然と万人が頷うなずくことだろう。

　未いまだかなり距離が隔へだたっているにも拘かかわらず、周辺は〈冥めい王おう蟲ちゆう〉の体温や呼吸の影えい響きようによるものか、妙な熱気と湿度を帯びてさながら異国の風土と化していた。否いな、この場合はもういっそ『異界』とでも称すべきなのか。地面から心音や脈打ちの類たぐいまで這はい伝つたってくるように思えてならず、薄うすら寒さむさに何度、進む足が凍りつきかけたか知れない。

　封ふう印いんを解かれて大地から現出した折に、その衝しよう撃げきで辺りの地じ盤ばんが捲めくれ上あがったのだろう。広場を中心に半径三キロメートルほど辺りから、徐々に道になだらかな傾斜がつき始めていた。

　建物が揃そろって微妙に傾かしいでいるその様さまは異様の一言だ。途中で砲ほう撃げきを加えている戦車や航空機も見かけたが、案の定なんの効果も出ていないらしかった。今はまだ動かない〈冥めい王おう蟲ちゆう〉だが、あの巨体が一うねりするだけでも、この一帯は土ど砂しや崩くずれでも起こすように壊かい滅めつしよう。

　そんな人の理性を蝕むしばむ景観のなか、やがて慧けい太た郎ろうは酷こく使ししていた足を止めた。

「………………」

　ノエとの戦いを終えたあと、ここまで風もかくやの移動を続けてきたのだが、もうその必要もなくなった。雌し雄ゆうを決すべき最大の難関が、視線の先に佇たたずんでいたからだ。

　この世に憚はばかるものは何もなしという、泰たい然ぜん自じ若じやくを絵に描いたような立ち姿。〈冥めい王おう蟲ちゆう〉を背景に置き、坂道となった幅広の通りの真ん中で、そいつはただ自分を待っていた。

　肩から羽は織おった優ゆう美びな着物を風に流し、白はく髪はつの下の面相は場違いなほど涼すずやかに。手に携たずさえるは三尺にも達する野の太だ刀ち『業ごう突つく丸まる重しげ近ちか』。またの名を『物もの欲ほし竿ざお』。

　今一度、邂かい逅こうした〈ブリュム・ド・シャルール〉が大幹部、〈三蟲士レ・トロワ・ムスクテール〉が『右の剣』の第一声は、甚はなはだ緊きん張ちよう感かんに欠ける気安いものだった。

「──よう、慧けい太た郎ろう。また会ったな」

　名前で呼ばれたことに些いささか驚おどろく。どうやら自分は思いのほか彼に認められているらしい。

「ここはもう地じ獄ごくの一丁目だぜ？　ンなに急いでどこに行くんだ」

「……どうして僕がこの道を通ると？」

　相手の軽口になどつき合わず、訊ききたいことだけを訊いた。

「勘。つーのは冗じよう談だんで、上う空えから他の奴やつに、お前を監視させてた。だから、ノエのことも聞いてるぜ。うちの娘を随分可か愛わいがってくれたんだってなぁ、おい？」

「彼女を半はん端ぱな力量のまま、戦場に連れ出したのはお前だろう、クリザリッド」

　その名を呼ぶ。そして、ゆっくりと歩き出す。一度、敗北を喫きつしている男の刃圏に、再び我が身を晒さらさんがために。武む者しや震ぶるいとは別のものが総身に走るのを止められなかった。

「それほど大事な娘なら、もっとちゃんと鍛きたえておけば良かった」

「鍛えたさ。俺おれはかなり教育熱心なんだぜ？　ノエの奴が修練を始めて何年だと思ってんだ」

「人の道理を教えない以上、俄にわか仕込みと評されても仕方ないだろう」

　ノエとの一戦で、慧太郎は本来なら万まん言げんを尽つくして説くべきところを、死の感触を味わわせるという甚だ暴力的かつ即効性のある手法で訴えた。歪ゆがんだ精神性を長年放置し続けてきたせいで、既すでに彼女の在あり方かたが矯きよう正せいの利かない域にまで達していたからだ。心に傷を負わせてでも歯止めを掛けるしかないと判断したのである。あるいは、幼い時分ならばまだ仁義を諭さとすこともできたかもしれないが、クリザリッドは故意にその機を見送ったのだ。

「言ったろうが。俺はあいつに混ぜ物を持たせたくなかったんだ。手段かたなのために手段かたなを振るえる、そんな化ばけ物ものに育て上げたかったんだよ。──だってぇのに、お前のおかげでそれもパアだ。他ひ人とン家ちの業わざ物もの、勝手に刃は毀こぼれさせてんじゃねーぞ」

「刃毀れしたならまた研とぎ直なおせばいい。ただ、切れ味がいいだけの刀の、どこが業物だ。そんなものが本当に実戦に耐え得ると思ってたのか？」

「だから、そいつを色々と模索したかったんじゃねえか」

　クリザリッドは口をへの字に曲げて溜ため息いきをつき、

「だいたい、無理やり枷かせを嵌はめたところで、あいつの性根が変わると思うか？　まともな生き方が望めるとでも？　これも言ったと思うけどな、お前の理屈じゃノエは救えねぇよ」

「………………」

「ま、お前に文句つけるのもお門かど違ちがいだけどな。確かに同年代で上うわ手ての奴やつがいるのはチャンスでもあるし。しゃーねえから型どおりの剣けん客かくとして、せいぜい花咲かせてやるかね」

「……捨てる、とは言わないんだな」

「当たり前だ。子供は親の道具じゃねえぞ」

　彼には彼なりの親心がある、ということなのだろう。ただ、それが自分には合が点てんし難がたい理屈なだけで。慧けい太た郎ろうはかぶりを振って煩はん悶もんを追いやり、次いで本題へと切り込んだ。

「僕の用件は一つだ。あの〈冥めい王おう蟲ちゆう〉を今すぐ街まちから消せ」

「できねぇよ。一度解いちまった封ふう印いんはもう元には戻せねぇし、俺おれは〈蟲天の瞳エレクトロン〉の力を使い過ぎてくたびれてる。作戦も終わったことだし、帰ってひとっ風ぷ呂ろ浴びたいところだ」

　慧太郎は眉まゆを寄せた。〈蟲天の瞳エレクトロン〉を使い過ぎた？　作戦が終わった？

　こちらの疑問を察したか、クリザリッドが懐ふところに手をやった。引き抜かれた指の先には、何か小さな宝石が摘つままれている。赤い色の、どこか〈蟲天の瞳エレクトロン〉にも似た──

「ぐっ……!?」

　瞬しゆん間かん、左目を貫つらぬく激げき痛つうに慧太郎は呻うめいた。フランスに流れ着いたときや、ベノワと立ち合ったときよりも、遥はるかに強い痛みにひとたまりもなく数歩よろめく。

「あぁ、やっぱお前でもそうなるのか。や、俺もさっきから右目が痛くて困ってるんだわ。どうにも〈儚きものエフエメラ〉の奴が鎮しずまらねぇ」

「ッ、その石はいったい……？」

「俺たちの今回の目的さ。うちの組そ織しきはな、こんなちっぽけな宝石のために、フランスでン十年も活動してきたんだ。そいつが今、ようやく手に入った」

　その言葉に僅わずかに啞あ然ぜんとなりながらも、慧太郎はクリザリッドの掌しよう中ちゆうにある赤い石を、穴が開くほど凝ぎよう視しした。見た目は少し変わった宝石程度にしか映らないが、〈ブリュム・ド・シャルール〉が長い歳さい月げつと労力を費やし、これほどの惨さん事じを引き起こしてまで求めた品なのだ。左目の〈蟲天の瞳エレクトロン〉の過敏な反応もある。まず間違いなく危険な代しろ物ものだろう。

　抑おさえてきた怒気が、ここにきて爆ばく発はつする。慧太郎は半なかば不安から声を荒げた。

「ソレはなんだ、クリザリッド！　お前たちはいったい何をするつもりだ!?」

「おいおい、真っ正直に訊きく馬ば鹿かがいるかよ。そりゃまさか懇こん願がんか？」

　クリザリッドは赤い宝石を懐に戻し、ちらりと己おのが得え物ものに目配せして、

「剣士は須すべからく剣で語るべし、だろ？　なんのために俺がここで待ってたと思ってんだ」

「……っ」

「俺たちは任務を完かん遂すいした。だからもう、あとはトンズラかますだけだ。こんだけ大おお騒さわぎしちまった以上、そう簡かん単たんには撤てつ収しゆうもできんだろうが──この忙しいなかよ、わざわざ時間を割さいてやった俺おれの身にもなってくれ、秋あき津つ慧けい太た郎ろう」

　存分に愉たのしませろ、と喜き悦えつを湛たたえる彼の表情が、何よりも雄ゆう弁べんに語っていた。

「それにな、時間がないのはそっちも一緒だと思うぜ？　何しろ『そろそろ』だからな」

「？　そろそろ？」

　と、慧太郎がおうむ返しした、その矢先のことだった。

　出し抜けに、世界が震しん撼かんした。

　まるで大気という大気、空間という空間が、捩よじれて砕くだけたかのようだった。

　それが、突とつ如じよとして天上より降ふり注そそいだ爆ばく音おんが、空気を伝でん播ぱしたがゆえの現象だと理解できたのは、耳を押さえて立たち竦すくんでから一いつ拍ぱく経ったあとのことだ。その音が〈冥めい王おう蟲ちゆう〉の途方もない咆ほう哮こうなのだと、すべての事態を十全に察するのは更さらに遅れたと思う。

「なっ……!?」

　慧太郎は目を剝むいてわななく。これまで微動だにしなかった〈冥めい王おう蟲ちゆう〉が、僅わずかに身じろぎしたように見えたからだ。僅かに、といっても相手はあの巨大さ。俄にわかに足元を微震が走り抜け、軋きしむ石いし畳だたみや家屋の悲鳴まで耳に届けば、もはや疑う余地は何もない。遂ついに恐れていたことが現実になろうとしているのだと、慧太郎は硬い唾つばを飲み込んで了解した。

「ほらな？　長いこと寝ぼけてたあいつも、そろそろ起きがけの運動をしたがってる」

　クリザリッドが凄せい絶ぜつに微ほほ笑えむ。その双そう眼がんはもはや刃やいば以外にこちらと交わすものはなしと信じ切っており、手にしていた業ごう突つく丸まる重しげ近ちかを今しも無音で鞘さやから解放したところだった。

「で、どうだ？　これでもまだ悠ゆう長ちようにお喋しやべりするか？」

「……ッ、するわけがないだろう！」

　慧太郎は鞘ぐるみの無む垢く嬢じよう矩のり安やすを掲げ、蜻蛉とんぼに構かまえて眼前の敵を睨ねめつけた。

　クリザリッド──薬やく丸まる長ちよう左ざ衛え門もん兼かね武たけ。流祖たる初代が培つちかってきた薬やく丸まる自じ顕げん流りゆうを、いち門派として立ち上げるに至った七代目。薩さつ摩ま藩はんにおいて多くの伝説を残す真の益荒男ますらお。

　リグワール邸での手合わせが脳のう裏りにチラつく。敗北のイメージが見えぬ鎖くさりとなって手足を縛しばる。自分なりに策は練ねってきたつもりだが、それでも力の差は歴然だ。勝算はひたすら低い。

「怖いかよ、俺が？」

　もちろんだ。怖くないわけがなかった。

　だが、慧太郎は怯きよう懦だなどおくびにも出さず告げた。

「……アンリが言ってたよ」

「あん？」

「トンボは前にしか飛べない虫なんだそうだ」

　こちらの言い様がツボだったのだろう。ハッ、とクリザッドが餓が狼ろうの笑みを零こぼした。

「そうかい。なら、仕方ねぇな」

「ああ。僕は雲うん耀よう使いだ」

「俺おれもだよ」

「だから──」

　初戦のやり取りをなぞるように、互いに益やく体たいもない言葉を投げ合い、

「──僕はお前に勝って、その先へ進むッ！」

「洒しや落ら臭くせぇよ、小こ童わつぱ。とっとと来い」

　二人のジゲン流剣士が、ほぼ同時に地を蹴けった。

　遠き異国の地にて見まみえた同郷の士、疾しつ風ぷう迅じん雷らいを体現する秘剣の繰くり手てが、まず手始めとばかりに甚じん烈れつな一合を交わす。その玲れい瓏ろうたる剣けん戟げき音おんが、血けつ斗とうの幕開けを告げる合図となった。




　　　　○




　空が哭なく。炎ほのおが躍おどる。輝く粒りゆう子し群ぐんが烈れつ風ぷうに逆巻き、マスケット銃じゆうが荒くれた怒号をあげる。

　低高度で繰り広げられる熾し烈れつな空中戦は、癪しやくなことに今や一方的な展開となりつつあった。アンリはシエルバレを駆かり立たて、乱れ飛ぶ謎なぞの飛行物体をなんとか回避してゆく。

「余裕がなさそうね。そろそろ底が見えてきたかしら？」

「ッ、るっさい！　今に吠ほえ面づらかかしてやるから見てなさい！」

　怒鳴り返すあいだも止とめ処どなく襲しゆう撃げきは続く。嘲あざけりの声をあげるマルティナは、相変わらず大した飛行速度は出ていないが、こちら目掛けて矢や継つぎ早ばやに迫せまる『ソレ』は、ほぼ自律的に宙を飛ひ翔しようするばかりか速度も威い力りよくも馬ば鹿かにならない。僅わずかな被ひ弾だんでも撃げき墜ついは必至だ。

　四方八方から襲おそいかかってくる卦け体たいな飛び道具の正体──それは『車輪』だった。

　木製で大きさは一抱えほど。いずれも猛もう火かを纏まとっており、数は既すでに二〇を超こえていた。

　すべてマルティナがヤドリギの苗から産み出したもので、きちんと成形はされておらずあくまで大まかに『車輪の形状』を模かたどっているだけだ。だが、そこに内包された魔ま力りよく量りようたるや尋じん常じようではない。アンリのなかの魔ま女じよの血が、狂ったように喚わめき散ちらしていた。

　マルティナの翅はねから発される例の鱗りん粉ぷんは、どうやらそれ自体が魔ま術じゆつに影えい響きようを及ぼす護符タリスマンめいた役割があるらしく、撒まき散ちらされた直後から彼女はこれまで以上に大技を連発し出したのだが、自分の数少ないケルトの知ち識しきから類推するにあの車輪は──

「たぶん『タラニスの炎えん輪りん』だわ、あれ……っ！」

　古代ケルトの神々の一柱、タラニス神。残っている記述や伝承が極端に少ない神格で、太陽を司つかさどっていたのではないかと考えられている。ケルト民族はタラニスを殊ことのほか熱心に信仰していたらしく、確か奉ほう納のう品ひんの車輪がヨーロッパ各地から多く出土されていたはずだ。彼らは車輪を太陽に見立て、それをタラニスの象徴としていた。

　その逸いつ話わになぞらえて意を通したマルティナの魔術は、まさに太陽そのものをぶつけられるに等しい絶技──というのは、さすがに言い過ぎでも膨ぼう大だいな熱量を秘めていることには違いない。至近を擦さつ過かするだけでも肌が炙あぶられ、建物に着ちやく弾だんすれば熱したナイフをバターに突き立てたように石材が溶解する。そのうえこの数では、逃げ切れるものではなかった。

「……ええいっ、しつこい！」

　どこまでも追つい尾びしてくる車輪の群れを、度たび重かさなる曲芸飛行で一定の空間内に集めたアンリは、即座に短たん銃じゆうを抜いて魔ま術じゆつ弾だんを発射。車輪をまとめて減じさせようと試みた。

　が、しかし──

「無む駄だよ」

　マルティナの冷れい徹てつな一言と共に、またしてもあの麟りん粉ぷんが吹き荒れたかと思えば、放った蒼そう色しよくの光弾が濃のう霧むの如ごときヴェールに阻はばまれ、直後、魔ま術じゆつ光こうを弾はじけさせて四散してしまう。

「ッ、噓うそでしょ!?」

　魔術的抵抗コンフリクトによる減げん衰すい・相そう殺さいではない。魔術光を粒りゆう子し群ぐんのなかで乱反射させて、こちらが込めた魔ま力りよくごと周囲に拡散させたのだ。あの麟粉はそんな離はなれ業わざもできるのか？

「言ったでしょ？　貴女あなた如ごときが、わたしをひれ伏させるのは無理だって」

「……っ」

「ましてや、命を奪うばう気き概がいもないのではね」

　言葉が終わるやいなや、再びこちらに飛び来る『タラニスの炎えん輪りん』。魔術が駄目なら物理攻こう撃げきと、アンリは飛行服の腰に吊つっていた手しゆ榴りゆう弾だんを毟むしり取とり、それを全力で投とう擲てきして車輪数枚を破は壊かい。殺到した囲いに逃げ道を作り、危あやういところで窮きゆう地ちを脱した。

　だが、事態は何も好転していない。特に魔術弾を封じられたのは痛過ぎる。手榴弾は嵩かさ張ばるため残りも少なく、このまま使い続ければすぐに底を尽つくだろう。その前になんとかして逆転の目を見出さねばならなかった。

「しゃーないっ、スマートさにはちょっと欠けるけど……っ！」

　アンリは腹を決めて短銃をホルスターに戻すと、続いて標準寸法のマスケット銃を背から引き抜いた。そして、その筒先の下部に荷物入れから取り出した細長い刃物を取りつける。マルティナがこちらの行為を見み咎とがめて、不可解そうに呟つぶやきを洩もらした。

「……銃剣バヨネツト？」

　銃剣──弾たま込ごめに時間のかかるマスケット銃の隙すきを埋うめるべく開発された接近戦用の武装だ。フランスのバイヨンヌ地方で起きた農民の争いを発端とする得え物もののため、そのような名で呼ばれる。見た目や扱い方は、剣というよりは槍やりに近い。

「銃剣術なんて習ったこともないけど、素人しろうとのあんたを相手取るなら充分でしょ！」

「そんな付け焼刃で何が──」

「決まってんでしょ！　こうすんの！」

　次の瞬しゆん間かん、大きく弧を描くコースで走り来た車輪を、アンリはすり抜けざまに銃剣で斬きりつけて魔ま術じゆつを発動。空間に魔ま法ほう円えんが刻まれ、小しよう爆ばく発はつを起こして車輪が吹き飛んだ。

　読みどおり、やはり麟りん粉ぷんによる拡散は殆ほとんど起こらない。魔術光を光学的な要領で散らし、そこから干渉して魔ま力りよくを逃がす仕組みのようだったので、もしやとは思っていたのだが──直接対象に魔力を流し込めば、やはり無効化は最低限で済むらしい。アンリは俄が然ぜん勢いづいた。

「ほんとは〈蟲ギヴル〉の甲こう殻かくを貫つらぬいて、細胞を採取するために作った銃も剣のなんだけど、色々やっておくもんだわ！　やっぱりあたしは、壊こわすよりも産み出すほうが向いてるわね！」

「ッ、馬ば鹿かげてる！　そんな原始的な方法で……！」

「悪いけど、あたしは生きつ粋すいの魔ま女じよってわけじゃないのよ！」

　次々に車輪を打うち墜おとしながら、瞠どう目もくするマルティナに肉にく薄はくする。銃じゆう剣けんを振るう腕は爆風を浴びて、かなりの火傷やけどを負っていたが、そこはイイ女として必死に我が慢まんだ。ヤドリギの種や苗によって齎もたらされる枝葉の脅きよう威いには、ここぞとばかりに惜おしげもなく榴りゆう弾だんを投入。たじろいだように空を逃げるマルティナに、窮きゆう鼠その一ひと嚙かみを見み舞まわんと後先考えずに突っ込んでゆく。

　そうするあいだも、アンリはただ一心に叫び続けた。

「もう逃げんな、マルティナ！　いい加減、全部ゲロしなさい！　なんだってあんたは〈ブリュム・ド・シャルール〉なんかとつるんでるの!?　連中の理想ってのに、ほんとに共感してるわけ!?　もし違うんなら……どうしてよ！　どうしてあたしたちから離れたの!?」

「わ、わたしは……」

　マルティナの表情が大きく歪ゆがむ。それはやはり自分の知っている彼女ではなく、ひどく頼りない見ず知らずの少女の顔だったけれど、構かまわずアンリは更さらに想おもいをぶつけた。

「あんたのことを教えてよ！　あたしのことを嫌ってるなら理由を言ってよ！　一方的に手を振り払われるだけじゃ、なんにも納得できないのよ、マルティナ！」

「……ッ、わたしは────っ！」

　距離が詰つまる。もはやマルティナは空中で立たち竦すくむばかりだ。このまま突進すれば銃剣で難なく串くし刺ざしにできるだろう。もちろん、そんな結末はアンリの望むところではなかった。

　速すみやかにシエルバレを傾ける。彼女の傍かたわらを素通りしようとした。

　だが、そこで不意に、

「っ!?」

　ぷちんっ、と頤おとがいの下で結っていた紐ひもが何かの拍ひよう子しに切れたのだろう。マルティナが被かぶっていた黒いミニハットが、ふわりと風に飛ばされて天高く舞まい上あがった。

　すると、慮りよ外がいのことが起きた。

　マルティナが血相を変えて、ミニハットのあとを追ったのだ。

　翅はねを震わせてすぐにそれを回収してのけた彼女は、心からの安あん堵どと「なぜ自分はこんな真ま似ねをしたのだろう？」という疑惑半々の表情で数すう瞬しゆん呆ほうけ──

「…………ぁ」

　だからこそ、アンリを狙ねらって飛来した『タラニスの炎えん輪りん』の軌き道どう上に、自分が不用意に飛び出したことを悟さとるのが決定的に遅れた。

　生死を分かつその一いつ瞬しゆん、確かに時間が凍りついたと思う。

　いち早く事態を察したアンリは、既すでに転進を始めていたが、到底間に合うものではなかった。

　マルティナが諦あきらめたように目を瞑つむる。淡あわく笑んだ口元が言葉を結んだ。咄とつ嗟さにアンリは腰の後ろから、あるだけの手しゆ榴りゆう弾だんを摑つかみ取とる。もはや博打ばくちに出るしかなかったからだ。

「ごめんなさい、なんてっ……こんな場面で言う台詞せりふか、マルティナ──ッ！」

　手榴弾すべてを背後で炸さく裂れつさせる。爆ばく圧あつにシエルバレが跳はね飛とばされた。

　想像を絶する加速のなか、アンリはリグワール邸では届かせられなかった手を、ただ懸けん命めいに伸ばした。自分にとって、たぶん初めての友達だった彼女に、今度こそ届かせるために。




　　　　○




　マルティナ・ロセリーニは、歌うことが好きではない。

　理由は二つ。一つは、かつて自分がバチカンの施設で行なった非道が脳のう裏りをよぎるため。そしてもう一つは、失ってしまったモノの大きさを思い出すため。

　──いいことを教えてやろう。

　バチカンの施設に連れて行かれたばかりの頃ころ、あまりにも非協力的だったマルティナを見かねたか、研究者だか狂信者だか判然としない男たちの一人が言った。

　──もし何か期待を抱いているならやめておけ？

　──外の世界に、お前の居場所は、もうどこにもない。

　男の言葉は真実だった。数年後、女王と〈三蟲士レ・トロワ・ムスクテール〉に助け出されたマルティナは、唯ゆい一いつの故郷といえたサルデーニャの街まちに帰ってそれを確かめたからだ。

　心の拠より所どころだったロセリーニ孤児院は、ただの焼け跡としてそこに残されていた。

　自分がバチカンの施設に連れて行かれて間もなく、〈裸蟲ミルメコレオ〉の子供を匿かくまっていたとして住民から弾だん劾がいされ、マザーも子供たちも皆、私刑リンチにかけられて命を落としたのだという。孤児院は心ない人々の手で火をかけられたのだそうだ。

　十字教のどこぞの司祭が立ち会って、非公式ながら異い端たん審しん問もんめいた真ま似ねまで行なったというのだから、情報を流して市民を煽あおったのはバチカンの手の者たちだったのだろう。マルティナという個人について知る者を、なるべく抹まつ消しようしたかったがゆえなのだと今では理解している。

　初めに歌を教えてくれたのはマザーだった。

　歌うことの楽しさを実感させてくれたのは仲間たちだった。

　生まれついての〈裸蟲ミルメコレオ〉であり、当時はまだ擬ぎ態たいもできなかった自分を、孤児院のみんなは温かく迎え入れてくれた。マルティナにとって、ロセリーニ孤児院は紛まぎれもなく『帰るべき家』だったのだ。マザーたちはかけがえのない『家族』だったのだ。

　なのに、それがもう、ない。




　──自分のために歌うことだけは、きっと一生できない。




　女王の予言は、やはり正しかった。

　爾じ来らい、マルティナは己おのれのために歌を口ずさむことができなくなった。それも当然だろう。痛みと辛つらみにばかり直結した行為など、いったい誰だれが好き好んで行なうというのか。

　だから、マルティナは他人のためだけに歌うと決めた。

　請こわれれば歌う。必要ならば歌う。詠うたい手てだから歌う。機械のように歌う。

　肉親との儚はかない繫つながりに縋すがりつき語フりイ部ラの末まつ裔えいとして。孤児院で教わった歌もので何かを為なせればそれが購あがないになると信じて。『〈裸蟲ミルメコレオ〉を救う』という耳心地の良い大たい義ぎ名めい分ぶんに従って。

　でも、本当のところは全部違うのだと、マルティナも既すでに分かっている。

　自分は単に、思い出を『噓うそにしたくない』だけなのだ。

　失ってしまったものがあまりにも大きいから、それを永遠に己のなかで唯ゆい一いつ無む二にの存在にしておきたいだけなのだ。

　その場に膝ひざを抱えて座り込み、もう直じかに触れることもできない美しい風景を、ただガラス越しに眺めて満足している、情けない娘──それがマルティナという人間の本質だった。

　そんなふうに屈折した在あり方かたを続けてきたせいだろう。〈ブリュム・ド・シャルール〉の理念に心から賛意を寄せられるはずもなく、当然、周囲との摩ま擦さつも強くなる一方で、マルティナは逃げるようにしてクロエの監視任務に志願した。

　そして心機一転、ようやく幸福だった頃ころの記き憶おくだけを胸に、暫しばらくは自閉して穏おだやかに過ごせるだろうと、そう思っていたのだけれど──




　──げ、先客がいるし。




　聖カトリーヌ学園の図書館で、お節介な一人の少女と出くわしてしまった。

　あぁ、まったく。

　自分はどうしてこんな『面倒』な女と、友達になどなってしまったのだろう？




　　　　○




「だから、あたしたちを避けたのね？」

「……ええ」

　自己の魔ま術じゆつで死にかけたマルティナを、どうにか紙かみ一重ひとえのところで救ったアンリは、しかし爆ばく風ふうに流されて機体の制御を失い、そのまま近くにあった公園の茂みのなかに不時着した。

　もっと直ちよく截さい的てきに墜つい落らくと言い換えてもいい、ほとほと無茶なランディングだったと思う。

　シエルバレの上に突っ伏したこちらの隣となりには、マルティナが擬ぎ態たいを解いた姿で座り込んでいた。手のなかには例のミニハットがあり、切れた紐ひもを下へ手たくそに結び直そうとしている。

　彼女は視線を手元に落としたまま、たどたどしい口調で心中を述べた。

「わたしにとっての居場所は一つだけ。家族も友達もみんな孤児院かこにある。なのに、貴女あなたやクロエ、けーたろはずかずか土足で、わたしのなかに踏ふみ込こんできた」

「迷惑だった？」

「というより、怖かったわ。自分を支えていたものが、みんな壊こわれてしまいそうで」

　そっか、と相あい槌づちを打つ。分からない話でもなかったが、しかしアンリは容よう赦しやなく指摘した。

「あんたってば、意外とガキだったのね。あたしたちと何も違わないじゃない」

「……そうね。周まわりが思うほどには、たぶん大人びてもいないし、ミステリアスでもないわ」

　自覚していたのだろう、狷けん介かいに過ぎる少女が衒てらいなく頷うなずく。

　もしかしたらマルティナは、自分にもう全部ケリをつけてほしいと、そんな馬ば鹿かげたことを望んでいたのかもしれないな──アンリはふとそう思った。同時に、冗じよう談だんじゃない、とも。

「……で、どうすんのよ？」

「？　何が？」

「予告どおり、あたしにそれを突き返すのか、って訊きいてるの」

　ミニハットを指差しながら告げる。途端、マルティナは微妙にばつが悪そうな顔になって、そんな自分の表情を隠すようにミニハットを掲げた。次いで、ぼそぼそと言ってくる。

「…………嫌や。割と気に入ってるから、これ」

　それはすべての答えのように思えた。だからアンリも、満足して頰ほおを緩ゆるめる。

　だが、そのときだ。

「「ッ!?」」

　突然、パリの街まちが震しん撼かんした。天が割れたのではないかと疑うほどの、凄すさまじい大だい音おん響きようが彼方かなたより渡ってきたのだ。その方向を振ふり仰あおげば、そそり立つ〈冥めい王おう蟲ちゆう〉の姿があった。

「い、今の何？　まさか、アイツの鳴き声!?」

「……タイムリミットが近いみたいね。クリザリッドが抽ちゆう出しゆつを終えたんだわ」

「タイム……？　待って、マルティナ。それ、どういう──」

　と、彼女の台詞せりふの不ふ穏おんさが引っかかり、問とい詰つめようとしたところで、

「アンリエットーッ！　マルティナーッ！」

　出し抜けの呼びかけ。今度はなんだと振り返れば、公園の敷しき地ちのすぐ外になぜか軍用の蒸じよう気き装そう甲こう車しやが停まっており、その上部のハッチからクロエが上半身を覗のぞかせて手を振っていた。

　彼女は身体からだじゅう傷だらけだったが、表情は寧むしろ活いき活いきとしていたため、たぶんマクシムと本当に会敵してしまったのだろう。どうやら悪い結果にはならなかったらしい。

「呆あきれた……勝っちゃったわけ？　ってか、なんで陸軍と一緒に？」

　実は一番心配していただけに、元気そうな姿を見たら、どっと肩の力が抜けてしまった。

「無事なら細かいことはいいわ。それより、〈冥めい王おう蟲ちゆう〉を止めに行くんでしょう？」

　マルティナが腰を上げながら言う。修しゆう繕ぜんが終わったのか、頭にはミニハットが載のっていた。

「……いいの？　〈ブリュム・ド・シャルール〉を裏切って」

「彼らは既すでに目的を終えているもの。どのみち胸を張って仲間といえる間柄でもないし。だから、わたしもあと少しだけ信じてみることにするわ」

「？　？？？」

　わけが分からず目を瞬またたかせるこちらに、マルティナは仄ほのかに笑みを浮かべて続けた。これまで見たことがないその自然な笑顔に、不覚にもちょっと息を吞のんだと思う。

「──友達あなたが思い描く、楽園アルマスを」




　　　　○




　そもからして、『同時に地を蹴ける』という皮切りが、既におかしかったのだと思う。

　乱流のなかを飛ぶ燕つばめのように地を縮ちぢめる慧けい太た郎ろうに対し、クリザリッドはあくまで迅じん疾しつな直線軌き道どう。だが単純かといえばそのようなことは欠片かけらもなく、鋭角的な切り返しを加えた落らく雷らいの如ごとき激はげしさでこちらに急迫するや、右みぎ蜻蛉とんぼからまさかの刺突を見み舞まってくる。それを旋身しつついなした慧太郎は近距離で無理に得え物ものに固こ執しつするような愚ぐは犯さず、交こう叉さで放った裏うら拳けんの奇き襲しゆうで相手の三さん半はん規き管かんを穿うがちにゆくが、クリザリッドは既にそこにはいない。諸もろ手て突づきの姿勢のまま体勢を崩くずし、長物の利を活かして業ごう突つく丸まる重しげ近ちかの振り抜きに自重を合わせ半歩を高速移動するや、ろくに振り返りもせず切っ先で下した顎あごを掠かすめるように斬きり上あげてくる。こちらの動体視力の良さを逆手に取り、任意の空間へ誘い込もうとするその目もく論ろ見みを、慧太郎は更さらに逆手に取って柄つか打うちで応じ、脇わきに回り込みにきたその出鼻を挫くじきにかかるが敵も然さる者。膝ひざ蹴げりは掌てのひらでやんわりと受け止められ、鍔つば迫ぜり合あいを狙ねらった突進も透かされた。

　速い速い速い。脈半打ちぶんほどの間も挟まず攻防を重ねながら、双方は坂道となったエトワール広場周辺の大通りを駆かけ抜ぬけてゆく。どちらも足場の悪さなど物ともしない。

　だが、この展開は慧太郎にとって大いに不満があるものだった。

「……どういうつもりだ？」

「俺おれの台詞せりふなんだが？」

　小こ馬ば鹿かにしたような返答に、慧太郎は実力行使で応じた。クリザリッドの刃圏にまっしぐらに踏ふみ込こむや、相手が打突と読んで斬りかかってきたそこへ、刀ではなく無造作に両手を伸ばす。さすがにこれは想定の外であったらしく、クリザリッドが頓とん狂きような声をあげた。

「ッ、無む刀とう取どり!?」

　空の左手は振り下ろされた刀の鎬しのぎへ、無む垢く嬢じよう矩のり安やすを握った右手は敵の手元へ差し込む。

　嫌がったクリザリッドが咄とつ嗟さに得え物ものを引きつけるが、その一挙こそを待っていた慧けい太た郎ろうは更さらに深く入り身して、相手の水すい月げつに丸太を叩たたきつけるかの如ごとき前まえ蹴げり。辛からくも愛刀の鍔つばでそれを受けたクリザリッドは、しかし威い力りよくまでは殺し切れず優ゆうに数メートルは吹き飛んだ。

　ずざざざっ、と石いし畳だたみに足裏を擦こすりつけて止まった彼に、慧太郎は間かん髪はつ入れず畳たたみかける。

「チッ、足あし癖くせの悪い……！　というか、無刀取りなんぞ実戦でやるか、普通!?」

　やらないだろう。凶きよう器きを手に襲おそってくる人間を無手で取り押さえる状況などそうあるものではない。第一に示じ現げん流りゆうの技法でもなかった。だのに、慧太郎が無刀取りの修練を独自に積んでいたのは、刀を抜いたら最後、無難に収められる荒あら事ごとも収められなくなるからだ。

「──ハッ！　分かっちゃいたが、やっぱりお前も、どこか壊いってやがるな！　相手への気遣いなんざ手前の命を質しち草ぐさに出してまでするこっちゃないぜ！」

　クリザリッドが哄こう笑しようする。けれど、そこに蔑さげすみや侮あなどりの気配はない。

「だが、いいぜ！　悪くない！　偏へん執しつ的てきな拘こだわりってのは人を強くするからな！」

「ッ……なら！　お前が雲うん耀ようを使わないことも何かの拘りか!?」

「ああ、そっちがまだ得物を抜かん以上、俺おれとしちゃあそうなるさ！」

　先に本気にはなってやれねぇよ、という叫びと共に拝おがみ打うちの一刀。鋼はがねを巻いて補強してある鞘さやが、相手の得物と嚙かみ合あって甲かん高だかく啼ないた。

　更に慧太郎はクリザリッドと水みず際ぎわ立だった動きで猛もう烈れつに刃やいばを交わすが、傍はた目めにはどれほど卓越した応おう酬しゆうに映ろうとも、雲うん耀よう使い同士の死合いにおいて初しよ太だ刀ちの他はすべてが付属物だ。このような組み打ちなど自分の本意ではなかった。

「お前も、僕が手加減していると!?」

「ノエの奴やつがそう言ったか？　心配するな、俺はそこまでお前を軽く見ちゃいない」

　クリザリッドは語調と共に僅わずかに攻勢を緩ゆるめ、かと思えばひやりとするような剣光で、こちらの拍ひよう子しを崩くずしにかかる。挙動の起こりが常つねに消えっぱなしのうえ、虚実のなんたるかを知しり尽つくした独特のテンポで緩かん急きゆうをつけるため、相対する側としてはひどく立ち回りづらかった。

「いくら不殺が信条とはいえ、何人も手にかけてるノエにかまけて、時間を浪ろう費ひするんじゃ元もとの木もく阿あ弥みだからな！　斬きると決めたら斬るッ、お前はそういう奴さ！」

「…………っ」

「にも拘かかわらず、いつまで経っても刀身を晒さらさないなら、そりゃつまり『抜かない』んじゃなく、何か『抜けない』事情があるってこった！」

　読まれている──内心の動揺が外に表れたのだろう、クリザリッドが獰どう猛もうに歯を剝むく。続く言葉は底冷えするような響ひびきを伴ともなっていた。

「鞘さやぐるみとはいえ、ノエに雲うん耀ようを使わされたのは、まずかったんじゃないか？」

「ッ、ぺらぺらとよく喋しやべる！」

　横一文字の薙なぎ払はらいを刃圏ぎりぎりで空振りさせ、体たい軸じくの揺らぎを利用した足首の返しで再び前に出るや、刹せつ那なのうちに斬きり上あげと左右からの掛かりで連れん撃げき。こちらの思おも惑わくどおり敵が先行の二手を外はずして三手目で応じたそこへ、全身のバネを使って巻き込むように力を加算し、受うけ太た刀ちごと相手を強引に折おり敷しこうと試みる。クリザリッドの双そう眸ぼうに凶きよう悪あくな光が宿ったのはそのときで、警けい鐘しように逆らわず即座に下か肢しを逃がせば、爪つま先さきを踏ふみ砕くだきにきた踵かかとが地面を抉えぐり、立て続けに肘ひじ鉄てつの追い打ち、距離を離せば左右の掛かり。一いつ瞬しゆん、冷や汗を搔かかされながらも、同じことは自分にもできると言いたげなその技の組み立てに、先のやり取りも相あい俟まって幼よう稚ちな対抗心にでも駆かられてしまったか、不用意に当て身で返礼したのは巧うまくなかった。

　完全に読まれていた。

「がっ……!?」

　肺が潰つぶれるような衝しよう撃げき。得え物ものが振り抜かれた今ならばと高たかを括くくったところへ、狙ねらい済すました電光石火の後うしろ回まわし蹴げりを背に浴びせられ、今度は慧けい太た郎ろうが冗じよう談だんじみた飛距離を叩たたき出だす。

　追撃を危き惧ぐし敢あえて飛ばされるに任せ、勢いのまま前方に受身を取って反転。案の定、クリザリッドはこちらに追いつきつつあり、今まさに右みぎ担かつぎの斬り下ろしを放たんとしていた。背に受けた痛打が祟たたって足の運びが間に合わないと判じた慧太郎は、

「────渇かッッッ！」

　示じ現げん流りゆう独自の発声法を用いた横紙破りの威い嚇かく技わざ。猿えん叫きようで鍛きたえに鍛えた大だい音おん声じように、相手が僅わずかに萎い縮しゆくしたのを見み逃のがさず、笑う膝ひざを押して際きわどいところで体たいを捌さばいた。

　立て直しに数秒を費やし、次いで瞳ひとみを烈れつ火かに染め上げる。

　先に本気にはなれない？

　いいだろう。だったら、嫌でも本気にさせてやる。

　やはりそれは子供じみた負けん気の発はつ露ろともいえたが、元より薬やく丸まる自じ顕げん流りゆうは雲耀以外の技術にさほど重きを置かない流りゆう儀ぎ。その雲耀を封じた状態の相手にすら競せり負まけるようでは、クリザリッドの先へ征ゆくなど夢のまた夢だ。ここは意地になるべきところと己おのれから仕掛けた。

「おいおい、時間を稼がんでいいのか？」

　ダメージはまだかなり残っている。それでも守勢に回らぬこちらを無む謀ぼうと呆あきれたか勇敢と見なしたか──どちらでもいいっ、構かまうな！

　左さ肱ひ切せつ断だんの妙技で人型の竜たつ巻まきへと変じ、まずは肉にく薄はくしざまに横よこっ面つらへ袈け裟さの一撃、避けられるや籠こ手て打うちで相手の機先を制す。クリザリッドが退ひいたかに見せて脇わき腹ばらに刃風を走らせてくるものの、出がかりで潰つぶして視線による誘ゆう導どうはしかし罠わな。本命は死角から送り込む貫ぬき手てで、それにも完かん璧ぺきに対応されたが、拘こう泥でいせず半なかば流れを無視して攻め立てる。

　示現流の術理は先の先。さほど虚手は駆く使ししないし、滅多なことでは待ちにも入らない。

　高度な攻防ともなれば生なま半なかには己おのが兵ひよう法ほうを貫つらぬけなくなるのが条理だが、慧けい太た郎ろうはこちらの嫌がることを悉ことごとく仕掛けてくるクリザリッドとの化ばかし合あいをもはや捨てた。

「……ちと、強引過ぎるな」

　死にたいのか？　とでも言いたげな口調。なぜか不服そうな顔つきだった。

　先せん達だつを喜ばせてやるのは後進の務めで、なればこそ止まれまいと慧太郎は更さらに猛もう襲しゆうする。

　随時置かれてゆく布石を潰つぶしながら刃やいばの奔ほん流りゆうをぶつけ合い、下へ手たな目め眩くらましを打っては危ないと相手が力んだ隙すきに、すかさず初動を消して無む拍びよう子しの運足で左から接敵。だがそれさえも布石で、まんまと懐ふところに呼び込まれたこちらへ指先で払うような目潰しをくれ、首を捻ひねってなんとか躱かわしたそこへ冴さえ冴ざえと降りかかるは銀の雨。我が武む者しや羅らに打ち合いながらも足は止めず、相手が手て頃ごろな家屋に飛び込んで誘えば迷わず乗った。

　部屋じゅうの家具を互いの刃圏で斬きり刻きざみつつ、重力を忘れたかの如ごとく壁かべや天井まで蹴けって襲おそいかかる慧太郎を、しかしクリザリッドはその場を殆ほとんど動かぬまま処理してゆく。速度とは相対的なもので待っていれば相手のほうから突っ込んで来る──後の先を得手とする者らしい考え方で、屋内で長刀を手た繰ぐることにも難なん儀ぎする様子は見られない。必ず不利な状況と余分な運動量を押しつけられるが、これほどの戦いくさ上じよう手ずと戦術の観点から争おうと考えるのがそもそもの間違いで、剣に捧ささげた時間の厚みが既すでに大きく違う以上、突破口となり得るのは一いつ瞬しゆん一瞬に費やす熱量のみ。無む駄だを背負わされることなど百も承知だった。

　廃はい墟きよと化した家をあとにし、通りに出れば突然の風切り音。砲ほう弾だんがどこからか飛来して数メートル先に着弾し、衝しよう撃げき波はが街がい路ろを席せつ捲けんして建物が薙なぎ倒たおされ、落ちかかった大量の瓦が礫れきを避けるためクリザリッドが舌を打って身を翻ひるがえす。だが慧太郎はその一切を頓とん着ちやくしなかった。

　叫ぶ。

　自おのずと口から気迫が迸ほとばしった。

　クリザリッドが凝ぎよう然ぜんとなり、その眼まな差ざしに初めて困惑を乗せる。

　正気か!?　殆ほとんど特攻に等しいこちらの前進にそう鼻白み、同時に何か策があってのことかと疑いを胸中で秤はかりにかけて──結果としていえば判断を曇くもらせたその刹せつ那なが仇あだとなった。膨ぼう大だいな戦せん闘とう経けい験けんを持つからこそ、罠わなの可能性を捨て切れなかったらしい。瓦礫に全身を打たれながらも肉にく薄はくに成功し、一瞬の迷いに出足が鈍にぶった敵の打ち込みを愛刀で迎げい撃げきするや、続いて繰くり出だされた掌しよう打だに下から指先を絡からみつかせる。

　ようやく摑つかんだ。

　五指を万まん力りきに変えて尻しり餅もちをつくように重心を崩くずし、相手の体たい軀くを布団よろしく地より引っぺがす。無防備に宙へ浮かされた寸すん毫ごう、クリザリッドが啞あ然ぜんとこちらを見み詰つめた。

「────破はッ！」

　そこへ渾こん身しんの追い突き。己が拳げん骨こつも砕くだけよとばかりの一撃に、顔面の中央を豪ごう速そくで芯しんまで打ち抜かれ、クリザリッドが横なりに路地を滑空した。その身が捻ねじれるように錐きり揉もみして三回転半したのち、先の砲ほう弾だんによって辺りに発生し始めていた土煙のなかへ没する。

　思いのほか穏おだやかな落着音。どうやら一応、受身は取ったらしい。

　ならばと再び前に出かけた慧けい太た郎ろうは──しかし、すぐに足を止めた。数すう瞬しゆん前のそれとは比べることさえ馬ば鹿からしい、身の毛もよだつような殺気が前方から吹きつけてきたからだ。

　ほどなく煙が晴れ始めれば、そこには案の定、右みぎ蜻蛉とんぼに構かまえたクリザリッドの姿があった。

　この勝負の幕開けに一度見せて以降、頑かたくなに取ろうとしなかった薬やく丸まる流りゆうが正規の構え。それを再び晒さらしたことの意味は、無論、いちいち問とい質ただすまでもないだろう。

「構えたな」

　慧太郎の淡々とした指摘に、まだ再生し切っていない潰つぶれた鼻と、そこから滴したたり落おちて化石化する夥おびただしい量の血で、面つら構がまえを悪あつ鬼きのように変えた男が応じる。

「……おう。俺おれの意に反してな」

「？」

「一いつ瞬しゆん、意い識しきが飛んでた。で、気づいたらもう構えてた」

　なるほど。培つちかった技術と経験が独ひとりでに、直面した危機に反応したらしい。

「多芸なこった。まさか柔術やわらまで使いやがるとはな。ちと油断したわ」

「刀を抜かずに済む方法を、色々と模索した結果だ」

「はは、阿あ呆ほう過ぎる。いるのかよ、そんな示じ現げん流りゆう剣けん士し」

　快活に笑うクリザリッドに、暫しばらく沈黙を挟んだのち、慧太郎はやはり静かに念を押した。

「──前ぜん哨しよう戦せんはお終しまい、でいいんだな？」

「ああ。認めてやるよ、慧太郎。徒と手しゆ空くう拳けんだと俺のほうがやばそうだ」

　口から出任せではない。剣けん尖せんを高く掲げたクリザリッドの総身から、肌が粟あわ立だつほどの威い圧あつ感かんが発せられている。ゆえに、次は間違いなく──雲うん耀ようの一いち撃げきで来るだろう。

　慧太郎は瞼まぶたを閉じて、リグワール邸での戦いを回想する。

　薬やく丸まる自じ顕げん流りゆうの雲耀。後手にて先手を上回る、防御不可能の必殺処方。

　同じ雲耀の名で呼ばれていても、あちらは自分のそれと比べて威力重視だ。先の立ち合いで慧太郎が後れを取ったのは、真っ向からの打ち合いで雲耀を雲耀に潰されたから──衝しよう突とつした得え物ものごと身体からだを押し込まれ、なす術すべもなく地に叩たたき伏ふせられたからに他ならない。

　何を置いても初しよ太だ刀ちを重視する雲耀使いが、その初太刀の純粋な破は壊かい力りよくにおいてまるで相手に抗し得なかったのだ。示現流を修おさめる者として、これ以上ないほどの屈くつ辱じよくといえた。

「おい、まさか馬鹿なこと考えてないだろうな？」

　クリザリッドが呼びかけてくる。

「一昨日おとといの晩の二にの舞まいだけは勘弁してくれよ？　同じ運びになっちゃ俺が面白くない」

「……心配するな。安いプライドはもう捨ててある」

「噓うそこけ。今しがた躍やつ起きになって俺に突っかかってきたじゃねぇか」

「そっちに雲うん耀ようを使わせる必要があったからな」

　だが、もう猛たける必要はなくなった。ここから先は何より冷静さこそが求められる。

　慧けい太た郎ろうは努めて胸の内を静めながら──おもむろに、無む垢く嬢じよう矩のり安やすの戒いましめに指をかけた。そして紐ひもを解き終えるや、秘ひ匿とくされ続けてきたその刃やいばを、力強い抜刀で以もって陽光の下に晒さらす。

　リィィィン、と刃金が欣きん悦えつに打ち震えるが如ごとく涼すずやかに鳴った。




「────一合だ」




　告げる。

　これより後も先もない。自分はもう貴き様さまを脅おびやかせる位置にいるのだと突きつけるように。この身は既すでに伸のるか反そるかの渦か中ちゆうに在あるのだと己おのが退路を断つように。

　ただの一言にありったけの意志を注そそぎ込こんだ。

「……参ったな」

　クリザリッドが吐息する。力の抜けたような台詞せりふだが、殺気は激はげしさを増すばかりだった。

「適当に痛めつけて連れて帰れりゃ上出来と、どっかでそんな目算もあったんだが……そこまで腹を括くくられちゃよ、もう斬きらずには済ませられんぜ？」

「当然だ。でないと僕が困る」

　アンリが言っていたのだ。前回の戦いにおいて慧太郎が負けて気絶したあと、ノエとクリザリッドが『試験』が云うん々ぬんという旨むねの会話をしていた、と。

　慧太郎が四人目なのかどうか確かめるため、クリザリッドはあの一合において少なからず手心を加えていたのだろう。自分はそんな彼の雲耀を打ち破ることさえ叶かなわなかったのだ。

　だが、今度ばかりはそれでは困る。一割にも満たない勝率を少しでも上げるため、どうしてもクリザリッドには掛け値なしの本気になってもらわなければならなかった。

「本当に〈蟲天の瞳エレクトロン〉が強者を好むのなら、ここで死ぬような人間には相応ふさわしくないだろ。僕の屍し骸がいから左目だけ持っていけばいい」

「……クク、吐きやがる」

　みしり、と空間が軋きしむ。石いし畳だたみに無数の亀き裂れつが走った。慧太郎とクリザリッドがほぼ同時に〈蟲天の瞳エレクトロン〉の力を解放し、互いのあいだで炸さく裂れつし合あう紫し電でんがそのような現象を引き起こしたのだ。更さらにクリザリッドの懐ふところからは赤い輝きが洩もれ出だしている。おそらく例の赤い宝石が輝いているのだろう。やはり〈蟲天の瞳エレクトロン〉に呼応する性質があるようだった。

「擬ぎ態たいは解かないんだな」

「ああ。っても勘違いするなよ？　ここで身体能力を笠に着ると、逆に迷いが生まれそうだからだ。どのみち俺おれの〈裸蟲ミルメコレオ〉としての能力は、大したもんじゃないしな」

「なら、一つ訊きいてもいいか」

「ん？」

「……『お前まんほどの男が、なして〈ブリュム・ド・シャルール〉に加担しとると？』」

　意図せず薩さつ摩ま弁べんが口から転まろび出でた。同郷人とまともに会話できる機会は、これが最後になるやもと思ったからかもしれない。クリザリッドは僅わずかに返答に窮きゆうしたようだったが、

『オイが屋や久く島しまに流された話は知っとうな。そん経けい緯いは？』

　やがてこちらに合わせて薩摩弁で、しかしいきなり妙なことを口にした。

『？　詳くわしいこつは全然いつちよん。皆、し放題したツケじゃと噂うわさしとった』

『違か。オイが流る刑けいになったんは、〈裸蟲ミルメコレオ〉になったからばい』

　クリザリッドの語気がはっきりと沈む。そこに燠おき火びの如ごとき昏くらい感情の気配を見て取り、慧けい太た郎ろうはもうそれだけで彼の身に何があったのか、だいたいのところが予想できてしまった。

『酷ひどか目に遭おうたぞ。〈裸蟲ミルメコレオ〉ば変わった者もんは人扱いされん。家け族ねも友ど人しも門下ん連中も、掌てのひらば返して「化ばけ物もの」呼ばわりしてきよる。──ヌシ知っとうか？　屋久島にはな、〈裸蟲ミルメコレオ〉ば捕むいて腑ふ分わけしよる、馬ば鹿かぶっとか獄ごくばあんぞ。御お上かみは隠しとるけんどな』

『なんっ……!?』

　まったく寝耳に水だったため、研とぎ澄すましていた気が散りかける。乱れかけた集中力をなんとか締しめ直なおしながら、慧太郎はクリザリッドを見み詰つめた。ふざけた様子など微み塵じんもない。

　落ち着いて信しん憑ぴよう性せいを吟ぎん味みしてみれば、確かにあり得る話なのかもしれなかった。

　日本ではまだ大おお騒さわぎにこそなっていなかったが、それでも〈裸蟲ミルメコレオ〉の目もく撃げき例れいはもう既すでに全国で発生していたからだ。幕府が他の国と同様、〈蟲ギヴル〉関連の研究施設を国内のどこかに持っていたとしても、それは不思議ではないだろう。ただ、屋久島というのは驚おどろきだった。

『オイも身体からだんなか、散々ぱら弄いじられたばい。なまじ頑丈なんが祟たたってな、どしこ苦しくとも死ぬに死ねなか。四六時中、どっかで誰だれかん悲鳴ば聞こえとって、血臭やら便臭で鼻ばひん曲がりそうじゃった。猖しよう獗けつの極きわみち言うんは、まさにあの場所あつこのことよ』

『……他の、〈裸蟲ミルメコレオ〉たちは……？』

『息があった者もんは救った。殆ほとんどは今、組そ織しきにおる。獄はオイの手で焼いた』

『………………』

　慧太郎は目を伏せる。胸の奥がひりつき、息が詰まりそうだった。だが、これは絶対に知っておかねばならなかったことだ。次いで言葉をフランス語に戻して言った。

「悪かった。下らないことを思い出させて」

「……ま、別に構かまわんけどな。それよりなんだ、もういいのか？」

「ああ、お前のなかの正義を確認できた。充分だ」

　途端、クリザリッドがなぜか鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食らったような顔つきになった。

「おかしな奴やつだな……ただの『敵』って扱いにしといたほうが、お前だってやりやすいだろうに。わざわざ殺し合う奴のことなんざ知ってどうするんだ？」

「勝つためさ」

「あ？」

「お前の理屈と同じだ。斃たおすべき相手のことをよく知らないままじゃ、例たとえやりやすかろうが僕は慙ざん愧きの念で渾こん身しんの雲うん耀ようが放てない。すべてお前に──七代目薬やく丸まるに、勝つためだ」

　そう揺らぎなく凜りん然ぜんと応じれば、やがてクリザリッドが破顔する。

　ぞわり、と全身が総毛立った。

　人間味が根こそぎ消し飛んだような、戦意と歓喜だけで構成された笑みが、そこにあったからだ。続く台詞せりふはただの一言で、それが問答の締しめとなった。

「────よく言った」

　世界が軋きしむ。出で鱈たら目めに宙を走る雷らい光こうが、その激はげしさを増して周囲を打つ。

　左右一対の琥こ珀はくは既すでに輝きを閃せん光こうに変え、両者の背後にはゆらりと浮かぶ異形の幻か像げ。

　慧けい太た郎ろうは目を眇すがめる。クリザリッドの後ろに出現した〈儚きものエフエメラ〉は、やはり彼の〈蟲天の瞳エレクトロン〉に封入された虫と同じくトンボだった。こちらのハッチョウトンボに似たそれより一回りほど大きく、見たこともない鮮やかな青色をしている。翅はねも四枚すべて揃そろっていた。

　外界で起こる悉ことごとくが遠のく。急きゆう激げきに視野が狭きよう窄さくしてゆく。

　慧太郎はただ待った。示し合わせたわけでもない、けれど必ず訪れるだろう始まりの機を。数メートル前方に佇たたずむ敵の、即死圏に飛び込むその刹せつ那なを。

　そして、ソレは唐突に訪れる。

　視界の果てにそびえ立つ巨怪、〈冥めい王おう蟲ちゆう〉が再び鳴き声をあげたのだ。先のものよりも遥はるかに莫ばく大だいな音の波は濤とうがこちらまで押し寄せてきた。

　刻ときは来たれり。

　慧太郎は全ぜん身しん全ぜん霊れいを賭として──一歩目より、雲耀の領域へ入った。




　　　　○




　来た。〈蟲天の瞳エレクトロン〉の恩恵によって無む尽じんに引き延ばされた主観時間のなか、クリザリッドは〈儚きものエフエメラ〉を背負ってこちらへ疾しつ駆くする慧太郎を磐ばん石じやくの態勢で待まち構かまえた。

　こちら目掛けて疾駆する相手は恐ろしいまでに速い。足場で打ち鳴らされる雷かみなり太だい鼓この轟とどろきがその人外の速力に、一役買っているだろうことは想像に難かたくない。示じ現げん流りゆうの運足術と合わさったそれは、もはや万物を取り残して地を薙なぐ一条の稲いな妻ずまだ。

　稲妻──即すなわち、雲耀。

　だが、真にそう呼ばれるべきモノは他にある。

　薬やく丸まる自じ顕げん流りゆう・右みぎ蜻蛉とんぼの構え。初しよ太だ刀ちに己おのがすべてを預けるという一点は同じでも、示現流のそれとは術理がまったく異なっている。両足を前後に大きく開き、やや腰を落とした姿勢は瞬しゆん発ぱつ力りよくにこそ優すぐれても、示じ現げん流りゆうほどの自由自在な敏びん捷しよう性せいは有さず、あくまで戦術の幅を広げる一要素に過ぎない。突進時に発生するエネルギーを、刀勢に加えるという思考がないためだ。

　示現流の蜻蛉とんぼが『横方向の力』を利するのに対し、薬やく丸まるの右蜻蛉は『縦たて方向の力』を最大限に活用する。高く掲げた刀の切っ先から腕までを固定化し、袈け裟さ斬ぎりの一いち撃げきと共に下か肢しを崩くずして重心すべてを投身の如ごとく急降下させ、剣が地に接触するまで身を沈ませることで必殺の雲うん耀ようと為なすのだ。ゆえに、伝授の際には『叩たたき斬きるは人ではなく大地である』とさえ諭さとされるほどで、その構造上、刀も身体からだも即座に次手へ繫つなげることができないため、仕し損そんじれば終しまいの紛まごうことなき『二にの太た刀ち要いらず』となる。

　躱かわされたらなんとする？　ならば躱せぬ速度へと至れば良い。

　防がれたらなんとする？　ならば防げぬ威い力りよくへと達せば良い。

　それでも『次』があったらば？　案ずるな、考えるだに無む駄だぞ。そのときは死ぬるときぞ。

　クリザリッドはかつて門下の高弟たちにそう教えを説き、事実、己おのが一族が掲げてきた一いつ刀とう入にゆう魂こんの理り合あいにて名立たる剣けん豪ごうを悉ことごとく打ち倒してきた。示現流、唯ゆい心しん一いつ刀とう流りゆう、タイ捨しや流りゆう、直じき心しん影かげ流りゆう、中ちゆう条じよう流りゆう、天てん然ねん理り心しん流りゆう、柳生やぎゆう新しん陰かげ流りゆう、巌がん流りゆう──公おおやけにされていないものも含めて、臨のぞんだ死合いの数は挙げていけばキリがない。

　そんな綺き羅ら星ぼしの如ごとき剣けん客かくたちと比較してみても、眼前にて雷らい光こうを纏まとった秋あき津つ慧けい太た郎ろうはまったく見事と言う他なかった。齢よわい一五、六でこの自分の背に迫せまらんとする大器。天てん賦ぷの才はあれども決して白はく眉びと称すほどのものではないと分かるからこそ、なおさらどのような琢たく磨ま・妄もう執しゆうがこれほどの兵へ児こを産み出すのかと興味は尽つきない。

　だが──否いな、なればこそ。

　その身に培つちかった業わざが示現流であったことが悔やまれる。

「勝てないんだよ。示現の雲耀じゃあ、薬丸の雲耀にはな」

　声に出したという自覚はなかった。どのみち、この速度のなかでは言葉が相手の耳に届くのは雌し雄ゆうが決したあとになろう。しかし、それでもクリザリッドは語った。

「──知ってるか、慧太郎？　雲いな耀ずまは『天から地に落ちるもの』なんだぜ？」

　ゆえに、今一度受けよ。

　絶大なる神しん鳴めいの威を以もって放つ、七代目薬丸が秘剣、その雷らい公こうの一いつ閃せんを。




　相手が直進で来ないことは分かり切っていた。リグワール邸での手合わせで真っ向からの打ち合いはもう懲こりているだろう。純粋な刀勢で薬丸こちらの雲耀と張り合うのは下の下だ。

　だから、おそらく奴やつの仕掛けはノエとの戦いでも用いた、あの──

「ッ」

　慧太郎の身体からだが真横へ弾はじけた。

　こちらの刃圏ぎりぎりの間合いで、左さ肱ひ切せつ断だんによって突進に急ブレーキをかけつつ、横方向へ逃がした慣性に流されるように再加速。音速超過の最中さなかにほぼ直角という驚きよう異いの軌き跡せきを描き、こちらの初しよ太だ刀ちの外側に当たる右側面へと回り込む。

　だが、無論のことクリザリッドは、それを完かん膚ぷなきまでに読んでいた。

　身体からだは地に残したまま爪つま先さきを微かすかに力ませ、位置エネルギーたる重心のみを足裏から下に向けて猛もう速そくで射出。まるで天女の羽は衣ごろもを纏まとったかのような、刹せつ那なの浮遊感が満身を押し包む。

　この技を披ひ露ろうしてみせたとき『左の盾』は、無重力がどうこうと述べ立てていたが、クリザリッド自身は小難しい理屈になど関心はない。分かっていることはただ一つ。鴻こう毛もうめいて身軽になったこの瞬しゆん間かん、自分は『神よりも疾はやく動ける』という事実だけだ。

　姿勢は殆ほとんど変えぬまま、両の足の踏ふみ換かえだけで、身体の向きを九〇度旋回させる──言葉にすればたったそれだけのことだが、死角に回り込んであとは刃を振り下ろすだけだった慧けい太た郎ろうの超々高速に、遥はるかに出遅れた状態から苦もなく追いついてみせたのだ。凡百では一生を費やしたところで実践はおろか術理の解明にも至るまい。

　斯かくして、すべては振り出しに戻った。

　魔ま的てきとさえ評される示じ現げん流りゆうの足あし捌さばきを頼みとした慧太郎は、しかし唯ゆい一いつクリザリッドに勝まさるはずだったその速度でさえ上を行かれ、プライドを折ってまで避けるべしとした正面対たい峙じの図を再び強しいられる羽目となる。であれば必ひつ定じよう、導き出される結果も初戦の焼き増しに他ならない。クリザリッドはただ、手にした刀を振り下ろすだけだった。

　赤と青、二体の〈儚きものエフエメラ〉が赫かく奕えきと撒まき散ちらす雷かみなりが、中心に立つ両雄へと収束される。雷らい気きを喰くらって同時に解き放たれた二条の閃せん光こうは寸分違たがわぬ軌道で交こう錯さくし、

「──あばよ、慧太郎。楽しかったぜ」

　やはり、そう声に出したかは定かではない。

　ただ、薬やく丸まる流りゆうが真しん髄ずいは此こ度たびもまた十全に為なされた。

　何一つ矛盾を孕はらまず、何一つ阻はばむものを許さず、後より生じて敵を斬きった。

　天から降り落つ比類なき雲いな耀ずまを、地より迫せまりし秋あき津つ慧太郎へと顕けん現げんさせた。




　　　　○




　一〇分の一だ。

　それが慧太郎が身命を託す、綱つな渡わたりのような勝機だった。

　元を辿たどれば何もかもが、そのための布石なのだ。

　クリザリッドに本気を出させるため無茶な組み打ちを演じたのは、右みぎ蜻蛉とんぼから放てる最さい威い力りよくの雲うん耀ようが『右みぎ袈げ裟さの一いち撃げき』だったため。ノエ戦で一度使っている回り込みをこの局面で再び用いたのも、振り向きざまに放てる最速力の雲耀が『右袈裟の一撃』だったため。

　そうやって、髪かみの毛け一本ほどの後こう顧この憂うれいもなくなるまで、相手の太刀筋すじを『右袈裟の一撃』に限定する必要があったのだ。薬やく丸まる流りゆうには『左ひだり蜻蛉とんぼ』なる逆ぎやく構がまえからの雲うん耀ようもあるだけに、なおさら入念に勝負をこのかたちへと持ち込まねばならなかった。

　でなければ──未いまだ満足に繰くり出だすことが叶かなわない薩さつ摩ま示じ現げん流りゆうが最さい秘ひ奥おうたる絶技を、実戦で使おうなどという気には到底なれなかったろう。

　ゆえに、一〇分の一。あまりにも儚はかない当方の勝率。

　対象からの攻こう撃げきが事前に定まっている状況でのみ、慧けい太た郎ろうは修練において一〇回に一度の割合でこの技を成功させられる。その一度目を今この瞬しゆん間かん、過あやまたず引き当てねばならなかった。

「……ぉおッ……」

〈三蟲士レ・トロワ・ムスクテール〉が『右の剣』クリザリッド。薬やく丸まる長ちよう左ざ衛え門もん兼かね武たけ。

　他の〈裸蟲ミルメコレオ〉たちと同様、辛しん酸さんと苦渋を舐なめて、同胞のために戦う男。

　ジョゼフやベノワと同じく、誰だれよりも救いを求めて、誰かを救わんとする者。

　自分もまた同じだ。だからこそ、届かせられると信じた。

「……ぉぉぉぉおおおッ……」

　例たとえレールが重なり合うことはなくとも。例え方法や思考に大きな隔へだたりがあろうとも。

　虐しいたげられる者のために憤いきどおれる男なら、自分の剣おもいは必ず届くと胸を滾たぎらせることができた。

　正しさを有す相手だからこそ、凶きよう器きを手にしか語り合えぬことに喘あえいでも、己おのれの持つありったけを迷いなくぶつけることができた。

「雄お雄お雄おぉぉぉぉおおおおおああああああああああああッッッッッッ！」

　ゆえに、しかと受けよ。

　夢む幻げんなる神じん風ぷうの威いを以もって放つ、示現流の祖が秘剣、その風ふう伯はくの一いつ散さんを。










　　　　○




　重なる二条の剛ごう剣けん。だが、ぶつかり合えば、どちらが打ち負けるかは決まっている。クリザリッドの神かみ鳴なる一撃は、その威力において他が比ひ肩けんする余地はない。

　そう、薬丸流が真しん髄ずいは此こ度たびもまた十全に為なされた。

　何一つ矛盾を孕はらまず、何一つ阻はばむものを許さず、後より生じて敵を斬きった。

　その、はずだった。

　ただ一点──『あらゆる手て応ごたえがない』という、理解を絶した違和感を除けば。

　その刹せつ那なの刹那の刹那の刹那、クリザリッドは驚きよう愕がくを抱く暇ひまさえありはしなかった。

　向かってきた慧太郎の無む垢く嬢じよう矩のり安やすが、いつの間にか振り下ろした業ごう突つく丸まる重しげ近ちかの、内側に出現しているなどという顚てん末まつは、思考を費やす時間があってもすぐには吞のみ込こみ難がたかったろう。

　空くうを切ったわけではない。捉とらえ損そこなったわけでもない。

　激げき突とつの瞬間、こちらの刀身を──あろうことか、敵の太た刀ちが『すり抜けた』のだ。

　否いな、太た刀ちだけに留まらない。相手の肉体までもが、こちらの放った一刀を、雷らい撃げきを、まるで幽ゆう霊れいか幻まぼろし、でなければ風に吹き散らされる霧きりの如ごとくすり抜けた。

　すべてが終わったのちクリザリッドは得心することになる。示じ現げん流りゆうの最さい秘ひ奥おう、流祖・東とう郷ごう重しげ位かたが完成させた『真の雲うん耀よう』とは、それ即すなわち疾はやさでも剛つよさでもないのだ、と。

　宣むべなるかな。本来、稲いな妻ずまとは嵐あらしと共に到来するもの。

　そして嵐とは、『形なき暴ぼう虐ぎやく』の意。

　見えもせず触れられもしないのは、まったく以もって至し極ごく当然のことなのだ、と。




　雲耀。

　ゆえに、脅きよう威いなれど実体の伴ともなわぬ繫けい風ふう捕ほ影えいの刃やいばが如く！




「雄お雄お雄おぉぉぉぉおおおおおああああああああああああッッッッッッ！」

〈冥めい王おう蟲ちゆう〉に負けず劣らぬ爆ばく声せい。途方もない灼しやく熱ねつが身体からだを斜めに貫つらぬく。

　一方の雲耀は大地を穿うがち、一方の雲耀は骨肉を断った。

　青きトンボが悲ひ憤ふんに哭なき、赤きトンボが得々と謳うたって、同時にその姿を搔かき消きす。

　白はく髪はつの老ろう獪かいなりしサムライは鮮血を撒まいて打ち終わりの姿勢のまま頽くずおれ、その背後へ駆かけ抜ぬけた黒くろ髪かみの純粋なりしサムライは足を止めて残心する。

　やがて、ひゅんひゅんと音を立てて回転しながら、両者のあいだに何かが落下してきた。

　路地に突き立ったのは、中程から真っ二つに折れた、出自不明の名刀が片割れ。

「……よく頑張ってくれた、矩のり安やす。ゆっくりとお休み」

　手のなかに残ったもう片割れに、秋あき津つ慧けい太た郎ろうが別離の言葉を添える。

　それが、劫ごうにして毫ごうたる激げき闘とうの決着だった。




　　　　○




　あのリグワール邸での立ち合い、クリザリッドとの雲耀のぶつけ合いで、その剣圧に伍ごせず図らずも打ち落としを受けるようなかたちで敗北を喫きつしたときから、既すでに愛刀・無む垢く嬢じよう矩安の寿命は秒読みの段階に入っていた。

　元より限界も迫せまっていたのだと思う。その激げき烈れつな打ち込みから示現流はただでさえ「どのような名剣・宝刀も消耗品に堕だす」と称されるが、渡仏してからというもの激戦に次ぐ激戦だったうえ、刀の研とぎ直なおしさえ満足に叶かなわない状態が長く続いたからだ。遠からずこうなることは目に見えていた。だからこそ、己おのが利き腕にも等しい存在なれど、もはや相棒はこれまでと慧太郎も覚悟を決め、最さい凶きようの敵との対たい峙じまでひたすら刀身の温存に努めたのである。

　だが、やはりノエとの戦いで想像以上の苦戦を強しいられ、納刀状態だったとはいえ雲耀を使わされたのは痛かった。あの駄だ目め押おしさえなければ今いま頃ごろは──

「……俺おれは、この世にはいなかった、ってわけかよ……」

　背後から力のない声。そして、ややあって物音がした。

「くそっ……まさか、巡めぐり巡って……ノエの奴やつに命を救われるとは、な」

　慧けい太た郎ろうが無言で振り返れば、クリザリッドがふらふらと身を起こしている。

　手て応ごたえからそうだろうとは感じていた。彼の左肩から袈け裟さに走った刀傷は深いが、それでも致命に至るものではない。最後の一合、慧太郎の打ち込みに耐え切れず無む垢く嬢じよう矩のり安やすが途中で折れたため、結果として雲うん耀ようが想定の威い力りよくにまで達し切らなかったのだ。

　クリザリッドは苦く悶もんに顔を歪ゆがませ、傷口から流れて化石化する血も構かまわず訊きいてきた。

「最後のは、なんだ？　ありゃ雲耀なのか？」

「……ああ。東とう郷ごう重しげ位かただけが放てたとされる真の雲耀、『目にも留まらぬ剣』の正体だ」

　目にも留まらぬ──それを後世の人間たちは剣速ゆえのものと解かい釈しやくした。

　だが違う。確かに速さも重要な要素の一つではあるが、伝えられている逸いつ話わの真義は流派名の由来たる『示じ現げん神じん通つう力りき』もかくやの摩ま訶か不ふ思し議ぎ。まさしく実像を捉とらえられぬ剣なのだ。

　東郷家と一部の門弟たちのみが知るこの技を、慧太郎は道場の仲間内でただ一人伝授された。師でさえ実践まではできぬと嘆いていた門外不出の秘ひ太だ刀ち──『雲耀・風かぜ待まちノ霧きり籬まがき』を。

「ハッ、ふざけやがって……」

　クリザリッドが笑う。しかし、それは憤ふん怒ぬの笑みだった。

「俺はそんな雲耀、まったく知らねぇぞ。元が御お留とめ流りゆうだからなんだと屁へ理り屈くつをこねて、薬やく丸まる家けに技を出し渋ってやがったが……そんな大物まで隠してやがったのかよ、連中」

　彼の憤いきどおる理由を慧太郎は知っている。兼かね武たけは養子なのだ。薬丸家と直接の血けつ縁えん関係を持たない。だからこそ、彼は継ついだ七代目の名に固こ執しつしたし、薬丸家を時流と共に無む下げに扱うようになった東郷家と反目し、示じ現げん流りゆうから離反して薬やく丸まる自じ顕げん流りゆうの最強を示そうともした。

　ゆえに、その存在の切きれ端はしさえ聞いたことがなかった示現流の秘技に膝ひざを屈するというのは、彼にとって単なる敗北よりも幾いく層そう倍ばいに許ゆるし難がたいことであるはずなのだ。

　慧太郎はクリザリッドを見み据すえる。〈蟲天の瞳エレクトロン〉を全解放した一いち撃げきであったためか、どうにも傷の治りが遅いようで、大量の失血から足元も些いささかおぼつかなくなっていた。

　だが、まだ生きている。こちらを睨ねめつける双そう眸ぼうに、膨ぼう大だいな殺意と戦意を溜ためて。

　このまま戦せん闘とう続行と相成れば、もはや勝ち目などないと理解しているからこそ、慧太郎は背中がじっとりと嫌な汗で湿るのを感じた。

「──最悪なのは、だ」

　ほどなく、彼が視線を僅わずかに落としながら零こぼす。

「今すぐにでもケリをつけてぇのに、お前がもう刀を失ってるってこった。ここまで見事に一太刀入れられておいて、死しに損ぞこなったからって丸腰の相手を斬きったら、俺はまさしく『女の腐ったの』じゃねぇか。薬やく丸まるの看板に泥を塗ることになっちまう……」

「……言い訳はしないんだな。自分の得え物ものが野の太だ刀ちだったことを」

　クリザリッドの手のなかにある業ごう突つく丸まる重しげ近ちかを眺めながら言う。三尺にも達する長刀──だが、野太刀として見ればさほど長大な部類ではなく、ときに四尺以上の超長刀を扱うことさえある薬やく丸まる自じ顕げん流りゆうでは寧むしろ短寸とさえいえる。彼がさほど長物を得意としない証左だった。

「気づいてやがったのか、お前」

「薬やく丸まる兼かね武たけの得手が『小太刀』なんてことは、薩さつ摩まじゃ子供だって知ってる」

　かつて東とう郷ごう重しげ位かたが刀に細工をして易やす々やすとは抜けないようにしていたのと同じく、修行のために『敢あえて不利な状況を己おのれに課す』といった真ま似ねは、ジゲン流にとってさして珍めずらしいことではない。そして、最後の一合の際きわどさからいって、もし彼が帯びていた得物が本来の小太刀であったなら、勝負は相あい討うちになっていた可能性が非常に高かった。

「得物の不備はこっちの都合だ。勝負には関係ねぇ」

「……僕の勝ち、でいいんだな？」

　ならば、知っていることを洗いざらい吐いてもらうぞ──そう言い差してクリザリッドに詰つめ寄よりかけた慧けい太た郎ろうだったが、

「「ッ」」

　途中、クリザリッドと共に、弾はじかれたように頭上を振ふり仰あおいだ。

　出し抜けに、建物の屋根から複数の人影が、通りに跳とび降おりてきたからだ。

　場に現れたのは〈ブリュム・ド・シャルール〉の構成員とおぼしき男たちだった。そのうちの一人、ナナフシの特徴を併あわせ持もった左腕のない燕えん尾び服ふくの〈裸蟲ミルメコレオ〉が、こちらとクリザリッドを交互に見やる。姿すがた格かつ好こうからするに、たぶん彼がクロエの言っていた──

「何をしに、現れやがった……マクシム」

「……きみこそ何をやってるんだい、クリザリッド」

　クリザリッドが苦しげに問えば、燕尾服の〈裸蟲ミルメコレオ〉がやや苛いら立だったように応じた。やはり彼が例の『リグワールに変装していた』という〈七星コキシネル〉の第七席であるらしい。

「きみがあんまり遅いから迎えに来たんだよ。〈冥めい王おう蟲ちゆう〉が動き出す前に撤てつ収しゆうしよう」

「ふざけろ！　俺おれはまだそいつと話が……っ！」

　怒鳴りつけるクリザリッドだが、マクシムは聞く耳を持たなかった。他の〈裸蟲ミルメコレオ〉たちに密ひそかに目配せすると、彼らに後ろからクリザリッドを羽は交がい絞じめにさせ、懐ふところから取り出した香水らしきものを素早く顔に吹きかける。途端、クリザリッドがくたりと力を失った。

　おそらく魔ま術じゆつ薬やくか何かで意い識しきを奪うばったのだろう。クリザリットに「仲間だから」という油断があったといえ、人の心身の死角を衝つくことに長たけた、恐ろしく鮮やかな手並みだった。

「……悪いね。きみをまだ死なせるわけにはいかないんだ」

　次いでそう呟つぶやくや、クリザリッドを肩に背負うマクシム。今度は慧太郎が慌あわてる番だった。

「待て！　こっちの用件がまだ──」

「〈冥めい王おう蟲ちゆう〉の止め方ならクロエが知ってるよ。彼女から聞けばいい。……でも、それ以外の質問には答えられないな。もし力ちから尽ずくでって言うなら受けて立つけど、やるかい？」

　こちらを遮さえぎって告げてきたマクシムに、慧けい太た郎ろうは爪つめが掌てのひらに刺さるほど拳こぶしを握にぎり締しめた。

　無論、戦えない。戦えるわけがない。まだ武器は鞘さやが残っているが、実力未知数の〈七星コキシネル〉と数人の〈裸蟲ミルメコレオ〉を相手取っている余裕などもはや皆かい無むだ。即刻〈冥めい王おう蟲ちゆう〉をなんとかしなければならないだろう。だが、多くの情報を握っている〈三蟲士レ・トロワ・ムスクテール〉の一角を、ここまで追おい詰つめておきながらむざむざ逃がすのは、あまりにも無念の度合いが過ぎた。

「……僕も見み誤あやまっていたよ。きみは危険な男だ、秋あき津つ慧太郎」

　たまらず臍ほぞを嚙かんで震えるこちらに、ふとマクシムがそんなことを言った。

「クリザリッドを下した以上、きみの強さはもう疑いない。けど、ここまで徹てつ底ていして組そ織しきと対立するとなると、女王の予言にある『〈裸蟲ミルメコレオ〉を導く四人目』と、きみが同一人物かはかなり怪あやしくなってきた。正直さ、その左目は別の人間の元に移ればいいと僕は思うよ」

「……何が言いたい？」

「きみはここで死ぬべきだ、って言ってるのさ」

　マクシムはそう冷たく吐き捨て、追うに追えないこちらの前で踵きびすを返しながら、

「でも、どうやらその役目を負うのは、僕でもクリザリッドでもなさそうだ」

「？」

「──ほら、きみの『最期おわり』がやって来た」

　次の瞬しゆん間かんだった。一いつ髪ぱつ千せん鈞きんを引く慧太郎とマクシムたちの中間、ちょうど双方の激げき突とつを阻はばむ位置に、いきなり凄すさまじい勢いで何かが空から降ってきたのは。

　ある種、激突とも表現できるほどの壮絶な着地だった。あまりの激はげしさにまたぞろ流ながれ弾だまかと思い違いをし、すぐにはソレが人だと気づけなかったほどだ。

　黒と黄の甲こう殻かくを纏まとった、幼おさな子ごもかくやの矮わい軀く。だが、その身から発される迫力はクリザリッドに勝まさるとも劣おとらず、相対する者の心しん胆たんを凍りつかせて余りある。まるで生きながらにして煉れん獄ごくに堕おちたかのような、昏くらく深い怨えん嗟さと嚇かく怒どの炎ほのおを全身にまとわりつかせていた。

　一度、死し闘とうを演じた相手だからこそ、慧太郎は彼女の変わり様に度ど肝ぎもを抜かれたと思う。

「ッ、雪蘭シユエラン!?」

「……また会ったな、四人目」

　爛らんと輝く双そう眸ぼうをこちらに据すえ、最後の障害が眼前に立たち塞ふさがった。




　よりにもよって、最悪のタイミングで……っ！

　予想だにしなかった新あら手ての登場に、慧太郎は思わず胸中でそう唸うなっていた。

〈七星コキシネル〉五席『黄』の雪蘭。パリ第一大学で争ってから、不思議と今まで邂かい逅こうする機会がなかったが、その実力は折り紙つきだ。クリザリッド戦で絶技を駆く使しし、精神も左目も消耗し切っているうえ、もはやまともな武器もない現状、連戦に及ぶには危険過ぎる相手だった。

　慧けい太た郎ろうは動けない。雪蘭シユエランがそんな迂う闊かつな真ま似ねを許すはずもない。ただ、最低限の備えとして折れた愛刀を腰元に戻して紐ひもで括くくり、再び鞘さやぐるみのまま振るえる状態にするので精せい一いつ杯ぱいだ。

　そのあいだに、雪蘭はこちらに鋭い眼光を投げたまま、背後のマクシムに向けて言った。

「早く行け」

　短いながらも頑とした口調だった。

　マクシムが数すう拍はくの躊躇ためらいの間を置いたのち訊きき返かえす。

「……本当に、いいんだね？」

「構かまうな。どのみち誰だれかが殿しんがりを務めねばならん状況だ」

「………………」

　雪蘭の不自然なほど揺らがぬ返答に、マクシムは表情を微かすかに哀あい愁しゆうで翳かげらせた。次いで、肩越しにこちらを一いち瞥べつしたあと、彼は「……分かった」と重々しく顎あごを引いて、

「──さようならオルヴオワール、雪蘭。存分に」

「言われるまでもない」

　そんな短いやり取りを終え、仲間たちと共に通りを駆かけ出だす。

　慧太郎は咄とつ嗟さにマクシムたちを追おうとしたが、当然と言うべきか雪蘭がこちらの動きを看過しなかった。神速で抜き打たれた三本の鏢ひようを、寸でのところで鞘ぐるみの太た刀ちで弾はじく。

「このわたしを無視するとはな。豪ごう胆たんな奴やつめ、という意見もあるぞ？」

「……ッ、やめろ雪蘭！　僕と心中でもする気か!?」

　じきに〈冥めい王おう蟲ちゆう〉が動き出すのならばと叫んだのだが、果たしてどす黒い殺気を身に這はわせた雪蘭は、やはり別人のように凝こごった声音であっさりと応じた。

「それでも一向に構わん。わたしはもう、ここを己おのが死に場所と定めた」

「なっ!?」

　驚おどろきに目を瞠みはった瞬しゆん間かん、雪蘭が一挙に前に出てくる。擬ぎ態たいを解いたその踏ふみ込こみたるや、大学で戦った際の比ではない。反射的に放った打突は、彼女が腰から抜いて交差に構えた、一対の子し母ぼ鴛えん鴦おう鉞えつでがっちりと受け止められた。暗器を多用する相手との鍔つば迫ぜり合あいは厳げん禁きんと、即座に距離を離そうとした慧太郎だったが、それよりも早く──

「……ミーシャがな、死んだんだ」

「っ」

　ぽつりと、不意に雪蘭がそう告げてきた。

　ミハイール。あの強壮なる男が既すでに落命していると聞き、敵の事情と知りつつも少なからず慧太郎の胸にも動揺が走ったと思う。こちらが心乱されているあいだに彼女は更さらに語った。

「ああ、そうだ……ミーシャはもう、どこにもいない……いないんだ……だからッ」

　喋しやべりながら徐々に雪蘭シユエランの口調が熱を帯びてゆく。その瞳ひとみがまるで焦しよう点てんを合わすように、痛ましくもおぞましい怒気を孕はらんだ。続く台詞せりふはまさしく呪じゆ詛そを吐き散らすが如ごとしだ。

「……だから！　わたしはっ、確かめなければならない！　貴き様さまの真価を！」

「ッ、何を言って……!?」

　だが、もはや言葉を交わす余地はなかった。相手の台詞に目を瞬またたかせたときには、既すでに雪蘭は嚙かみ合あった得え物もの越しにこちらへ靠こうの不意打ちをくれ、強引に間合いを離すやすかさず得意の暗器を連投。握っていた子し母ぼ鴛えん鴦おう鉞えつを放つや、立て続けに鏢ひようと柳りゆう葉よう飛ひ刀とうを抜き打ち、更さらに腰の両側に吊つっていた半月状の得物を手にしてみせる。先んじて飛ばされた刃の群れを捌さばきながら、慧けい太た郎ろうはその異様な暗器に目を奪うばわれた。双器械かと思えばさにあらず、雪蘭は腰から外はずしたその二枚を合わせて、速すみやかに一つの巨大な武器を形成してしまう。

　一見の印象は圏けんのそれに近かった。早い話が金属製の輪だ。ただ、圏として見れば外がい縁えん部ぶに刃がなく、そのうえあまりにも嵩かさ張ばり過すぎる得物だろう。野太い鎖くさりで雪蘭の腰と連結されているのを見るに、どうも流りゆう星せい錘すいや多た節せつ鞭べんと同じ軟器械の類たぐいらしい。

　なんだ!?　と警けい戒かい心しんを強めるあいだに、雪蘭が遠心力を用いてその謎なぞの武器を投じた。さほどの飛来速度ではなかったため、当然の対処として打ち落としで応じようとするも、

「……っ！」

　振り下ろした太た刀ちが空くうを切った。

　弾はじこうとした瞬しゆん間かん、輪がまるで大顎あぎとのように独ひとりで開き、そのままこちらの胴体を内側に嵌はめるかたちで、再びがっちりとその口を閉ざしたのだ。刀を瞬間的に立てて防御に戻していた慧太郎は、そこでようやく輪の外にではなく、内に刃が仕込まれていることに気づいた。

「これはっ……捕ほ縛ばく用ようの!?」

「いくら我が故郷の武芸に造ぞう詣けいが深かろうと、さすがにこの『[image: ][image: ]刀フエイザダウ』は知るまい！」

　雪蘭が吼ほえ猛たける。慧太郎は危機を感じ、内側から力任せに輪をこじ開けようとするが、ただの金きん属ぞく環かんに見えて異様なまでに頑丈でびくともしない。身体からだを上下に抜きたくとも輪の直径がちょうど胴回りほどなうえ、幾いくつも返し刃まで配されているため、それさえ叶かなわなかった。

「無む駄だだ！　ジョゼフの槍やりやミーシャの右腕と同じく、そいつはスカラベ・ケプリの甲こう殻かくを加工して鍛たん造ぞうした特注品よ！　膂りよ力りよくだけで壊こわせるものか！」

　次いで、叫んだ雪蘭が背中から猛もう烈れつに噴ふん射しや炎えんを撒まき散ちらした。それが彼女の〈裸蟲ミルメコレオ〉としての能力であると理解すると同時に、これから我が身に降りかかる災わざわいの正体をも悟さとり、慧太郎は慌あわてて輪の内に捻ねじ込こんだ太刀を背中側に回して盾と為なす。

「──〈冥めい王おう蟲ちゆう〉の元に向かうのだったな？　ならば喜べ、わたしが連れて行ってやるぞ！」

　直後、爆ばく発はつ的てきな加速が始まった。秘蔵の暗器で見事捕らえたこちらを、腰と繫つながった鎖で引ひき摺ずるように、雪蘭がいきなり上空へと舞まい上あがったのだ。

　ほぼ一瞬で高度を取るや、そのまま彼女は〈冥めい王おう蟲ちゆう〉の元へと、信しんじ難がたいスピードで飛行を開始する。すべての景色が後方へと吹き飛び、轟ごう々ごうたる烈れつ風ぷうが狂おしく耳じ朶だを打った。

　身体からだにかかる急きゆう激げきな負荷で、呼吸が散り散りとなり内ない臓ぞうが悲鳴をあげる。何より、背中からはミシミシと細かな破は砕さい音おん。高速で前方へ引かれ続ける輪の刃に、鞘さやが今にも拉ひしぎ断たたれんとしているのだ。慧けい太た郎ろうは苦痛と恐怖にたまらず喉のどを絞しぼった。

「ぐっ……うが、あぁ……ッ、がああぁぁぁあああああああああ……ッ！」

　いけない。これだけの荷重をかけられては、例たとえ補強してあるとはいえ、ただの鞘がそう長く保もつはずもない。もし鞘が破は壊かいされれば、次に寸断の憂うき目めに遭あうのは、無論、慧太郎のほうだ。〈蟲天の瞳エレクトロン〉の力を頼ろうにも、この状況では集中などできるはずもなかった。

「どうした、四人目!?　遊覧飛行はまだ始まったばかりだぞ！　もう音をあげるか！」

　雪蘭シユエランの声がゾッとするほど遠かった。血液が一定方向に偏かたより過すぎて、意い識しきが飛びかけているのだ。どれほど優すぐれた再生力を持とうとも、高速飛行に耐え得る体構造へと変異している彼女とは違い、慧太郎はどこまでいっても身体の造り自体は常人のそれでしかない。おまけに自分でも想像していた以上に、クリザリッド戦での疲労があとを引いていた。

「こ、の……まま、じゃ………ッ」

　背骨が音を立てて軋きしんだ。圧のし掛かかってくる風の抵抗は、もはや鉄てつ壁ぺきも同然の厚みを帯びている。目の前がチカチカと幾いく度ども暗転しかけ、もはやここまでかと半なかば諦あきらめの念さえ湧わいた。

　だが、そのときだ。視界の隅すみに信じられないものが映った。

　左斜め前方、距離にして約二〇〇メートル。雪蘭に勘づかれないよう低高度から、しかし一気にこちらへと上昇してくる真しん紅くの機影があったのだ。

「ッ!?」

　雪蘭が接近を察知したときには既すでに遅かった。迅じん速そくに同じ高度まで昇ってきた赤いシエルバレの操そう縦じゆう者しやが、抜いた短たん銃じゆうの筒先を彼女に向けて容よう赦しやなく引き金を絞る。

「────調子に乗り過ぎよ、あんたっ！」

　アンリエット・ファーブルの魔ま術じゆつ弾だんが至近から牙きばを剝むいた。

　サファイアの爆ばく裂れつがなお一層蒼そう穹きゆうを青あお褪ざめさせ、雪蘭が声もなく吹き飛ばされて視界の外に消える。同時、〈蟲ギヴル〉の甲こう殻かくを材料に用いていたためか、暗器から伸びていた鎖くさりが魔術の衝しよう撃げきによって捻ねじ切きれ、慧太郎は身動きを封じられたまま虚こ空くうに投げ出された。すかさずアンリがシエルバレを急反転させ、こちらの落下地点に回り込んでくれる。

「上う手まく着地して、慧太郎！」

「……ッ、分かってる！」

　四し肢しを極力突っ張って落ちる速度を殺し、シエルバレが真下を通過しかけた瞬しゆん間かん、なんとか姿勢を制御して足からシートに降り立った。直後、あわやバランスを崩くずしかけるが、アンリが咄とつ嗟さに服の裾すそを摑つかんで支えてくれる。次いで慧太郎は、急ぎ覚悟を決めると歯を食くい縛しばり、おもむろに暗器から己おのが身を引き抜いた。返し刃で衣服は当然、あちこち肉まで刮こそぎ落おとされて血ち達磨だるまになるが、もはや負傷を厭いとっていられる状況ではない。

「くっ……アンリ、雪蘭シユエランは!?」

　激げき痛つうに喘あえぎながらも、忌いま々いましい空飛ぶ処刑具を放り捨て、目の前にある背中に訊きく。なぜ彼女がここにいるのか、クロエやマルティナはどうしたのか──他にも疑問は山ほどあったが、それらはすべて後回しにする。培つちかわれた戦せん闘とう勘かんが、危機の継けい続ぞくを告げていたからだ。

「分かんない！　手て応ごたえはあったと思うけど、致命傷だったかまでは……って、うわ!?」

　案の定、言っているそばからだった。不意に右方向より走り来た二条の煌きらめきを、慧けい太た郎ろうは反射的に鞘さやぐるみの太た刀ちで打ち落とす。アンリを狙ねらったのは鉄てつ橄かん欖らん、オリーブの実に似た形状の暗器だ。飛んできたそちらに視線を移せば、炎ほのおの帯をたなびかせながら、驚きよう異い的てきな速度で迫せまる雪蘭の姿があった。あの刹せつ那なのなか、魔ま術じゆつ弾だんの直ちよく撃げきを避けていたらしく、全身に酷ひどい火傷やけどを負っていたものの、こちらを射る眼光はより苛か烈れつさを増している。

「アンリ、奴やつにつかず離れずで機体を飛ばしてくれ！　ケリをつける！」

「駄だ目めよ！　スピードに差があり過ぎる！　あんなのと空中戦は無理っ！」

　なら、どうする気だ!?　と訊き返す間もなく、アンリが即座にシエルバレのスロットルを全開にした。向かう先は、今や間近に迫ったエトワール広場の〈冥めい王おう蟲ちゆう〉だ。

「あのデカブツの腹のなかに入るわ！　そうすれば、後ろの奴の飛行能力も抑おさえられる！」

「ッ、〈冥めい王おう蟲ちゆう〉の腹のなかに!?　正気か!?」

「ええ！　マルティナとクロエから聞いたのよ！　アイツを止めるには、どのみちあんたが体内に入って〈蟲天の瞳エレクトロン〉を使わな──」

　だが、アンリが台詞せりふをすべて言い終わるよりも早く、

「「!?」」

　突とつ如じよ、前方にそそり立っていた〈冥めい王おう蟲ちゆう〉が、その身をぐらりと大きく傾けた。

　いや、傾けるだけに留まらず、そのままゆっくりと──そう、己おのが意思でゆっくりと大地に向けて倒れてゆくではないか。

　途方もない、という表現ですら生なま易やさしいだろう桁けた外はずれの光景に、その瞬しゆん間かん、慧太郎とアンリはもちろんのこと、雪蘭もまた飛ひ翔しようしながら喫きつ驚きように目を見開いたように思う。

　大気を猛もう烈れつに搔かき混まぜ、爆ばく風ふうを巻き起こしながら、やがて〈冥めい王おう蟲ちゆう〉が地に巨きよ軀くを預けた。

　世界がわななくように鳴動し、その衝しよう撃げきで周囲の建造物が宙へ跳はね上あがって、斜面となった地形を大量の土砂と共に滑すべり落おち始はじめる。のべ数千棟にも及ぶだろう建物が、あれほどの美観を誇ったシャンゼリゼ通りが、ひとたまりもなく崩くずれ去さってゆく。

　いっとき視界が物もの凄すさまじい土煙に塞ふさがれた。

　それが徐々に晴れて、ほどなく視界に飛び込んできたのは、見渡す限りに連つらなる瓦が礫れきの山。

　エトワール広場周辺には、まだ〈冥めい王おう蟲ちゆう〉に攻撃を加えていた地上部隊がいたはずだが、このぶんだと生存はほぼ絶望的だろう。阻はばむ暇ひまも手立てもなく眼下で繰くり広ひろげられた、これまでとは一線を画す大だい破は壊かいに、慧けい太た郎ろうは血の気を失って呻うめくしかなかった。

「…………無茶苦茶だ……」

　遂ついに〈冥めい王おう蟲ちゆう〉が活動を開始したのだ。

　たかが初動、人間で言うところ『一歩目』で、既すでにこの尋じん常じようならざる惨さん事じ。

　未いまだ〈冥めい王おう蟲ちゆう〉は体たい軀くを半なかば地中に埋うめた状態だったが、こうして見ているあいだにも次第に地上へ這はい出だしてきているのが分かる。完全に自由を取り戻し、本格的に蠕ぜん動どうでも始めようものなら、崩ほう壊かいはパリだけに留まらないかもしれない。慧太郎は焦しよう燥そうに駆かられて叫んだ。

「……ッ、アンリ！」

「分かってる！　けど、あんだけ馬ば鹿かでかいナリをした奴やつの、いったいどこにマルティナの言ってた『核』があるのか……っ！」

　核？　よく分からなかったが、さきほどアンリが言いかけた台詞せりふから察するに、たぶん〈冥めい王おう蟲ちゆう〉を止めるためには〈蟲天の瞳エレクトロン〉の力が必要なのだろう。ならばと慧太郎は左目に意い識しきを集中させ、大地に横たわる冥めい府ふの王おうに上空から隈くまなく視線を走らせた。

　と、そこで左目に微かすかな違和感。いや、痛みだ。クリザリッドが持っていたあの赤い石を前にしたときと同種の、しかしもっとずっと微弱な痛みに、左目の奥がじくりと疼うずいた。

「あそこだ、アンリ！　地上に見えてる胴体の、ちょうど真んなか辺り！　あそこに向かって飛んでくれ！　このまま真っ直ぐに！」

「は……はぁ!?　何言ってんの！　体内に侵入するなら普通は口から──」

「いいから！　僕を信じろ！」

　確信があった。左目の痛みが教えてくれるのだ。クリザリッドは例の赤い石を、おそらくあの場所で手に入れたのだ、と。そして、先刻まで屹きつ立りつした状態にあった〈冥めい王おう蟲ちゆう〉の内部に、よもやあの男がいちいち口こう吻ふんから出入りしたとは考えにくい。あまりにも手間が掛かり過ぎるからだ。となれば必然、どこかに別の侵入経路があるはずだった。

「逃げられると思うなよ、四人目ッ！」

　後方からは雪蘭シユエランの声。猛もう追ついしてくる彼女を振り切れないまま、けれどシエルバレは狂きよう奔ほんに憑つかれたような勢いで風を切り裂き、ほどなく〈冥めい王おう蟲ちゆう〉の直上に辿たどり着つく。

　次の瞬しゆん間かんだった。先刻〈蟲天の瞳エレクトロン〉が反応した箇か所しよの近くで、やにわに〈冥めい王おう蟲ちゆう〉の体表面が別個の生物の如ごとく蠢うごめき、そこにぽっかりと大きな開口部を広げたのは。

「なっ……なに、アレ……？」

　アンリが啞あ然ぜんと呟つぶやく。慧太郎は左目に走る疼とう痛つうに眉まゆを顰ひそめながら、

「──呼んでる」

「え？」

「僕を……いや、この左目の起き源げん虫ちゆうを、誰だれかがなかで呼んでる……」

　アンリが不可解そうにこちらを見た。けれど、慧太郎は首を横に振るしかない。漠ばく然ぜんとそう感じただけで、説明のしようがなかったからだ。ただ、出し抜けに〈冥めい王おう蟲ちゆう〉の体たい軀くに開いたあの大穴は、自分のために設もうけられた道なのだと、なぜか強くそんなふうに思われた。

　否いな。願ってもないと、慧けい太た郎ろうは眦まなじりを裂く。例たとえあれが何者かの手によって用意された道レールなのだとしても進むのは自分の意志だ。ここで二の足を踏ふむ道理はなかった。

「行ってくれ、アンリ！　この騒さわぎを終わらせよう！」

「……っ、了解！　こうなったらもう自や棄けよ、自棄っ！」

　シエルバレが急降下を始める。背後から追おい縋すがってくる壮絶な暗あん器き攻こう撃げきに、機関部や翼つばさを幾いく度どとなく被ひ弾だんさせながら、それでもアンリは〈冥めい王おう蟲ちゆう〉へ真っ逆さまに自機を馳はせさせた。途中、遂ついに雪蘭シユエランの魔ま手しゆが直接シエルバレを捉とらえ、後ろから追突されるかたちで平へい衡こうを失うも構かまわない。三人と一機、縺もつれ合あいながら巨大な開口部をくぐり抜ける。

　景色が白から黒へ。天地の感覚が失われ、間もなく衝しよう撃げきがやってきた。

　気を失わずに済んだのは、運が良かっただけなのだろうと思う。

　無茶な着地のショックで機体から放り出された慧太郎は、数すう瞬しゆん後ご、満身の打だ撲ぼくに顔をしかめつつもどうにか立ち上がった。視線の先、二〇メートルほど手前には、傾いた状態で停止したシエルバレの姿がある。その操そう作さ盤ばんにぐったりと伏せっているのはアンリだ。

　開口部から差し込む微かすかな明かりを頼りに、慌あわてて彼女の元へ駆かけ寄よって容態を確かめれば、とりあえず息はある。昏こん倒とうしているだけだと分かった。なので慧太郎は、次いで周囲──ようやく辿たどり着ついた〈冥めい王おう蟲ちゆう〉の内部に首を巡めぐらせる。

「……なんだ、これは……」

　とてもここが一個の生物の体な内かであるなどとは信じられなかった。

　周まわりに器官らしきものは殆ほとんど見当たらず、ただただ広大な鍾しよう乳にゆう洞どうのような空間が前後に続いている。内ない壁へきの質感もまるで鉱物めいており、試しにと強く踏み下ろした踵かかとが、あっさりと足場を踏ふみ砕くだいたため、慧太郎はすぐさま事態を悟さとって呆ぼう然ぜんとなった。

「まさか、化石化が始まってるのか？　でも、なんで──」

「この〈冥めい王おう蟲ちゆう〉が、ただの『抜ぬけ殻がら』だからだ」

　背後から響ひびいたその声に驚おどろきはない。自分とアンリが無事だったのだ、彼女も当然そうだろうとは思っていた。そして、振り返るあいだも静かに言葉は続く。

「クリザリッドが既すでに『心しん臓ぞう』を取り出してしまったからな。もはや寿命は尽つきている。それでもまだ〈冥めい王おう蟲ちゆう〉が動いているのは、蠟ろう燭そくが燃え尽きる瞬間と似たようなものだろう」

「……心臓というのは、あの赤い石のことか？」

「さあな。わたしも詳くわしくは知らん。事この件に関して組そ織しきの機密の管理は徹てつ底ていしている。わたしやミーシャでさえ、今回の作戦前にようやく必要最低限の情報を開示されたぐらいだ。同じ〈七星コキシネル〉でもマクシムあたりなら、もっと何か知っていたろうがな」

　そう語る雪蘭もまた、こちらと同様、疲ひ弊へいし切きった有あり様さまだった。身体からだの傷は表向き再生できても、面おも差ざしを覆おおう陰までは隠せていない。ただ、やはりその眼光だけは暗がりのなかでも強く、手負いの獣けものさながらに差さし迫せまった輝きを湛たたえていた。

「だったら、放っておいてもいずれ、この〈冥めい王おう蟲ちゆう〉は止まるんだな？」

「ハッ、喜ぶなよ粗そ忽こつ者もの。何しろこの巨体だ。化石化による自然死を待っているあいだに、パリや近郊の街まちなど壊かい滅めつして余りある。そういう意見もあるぞ？」

　雪蘭シユエランが己おのれの背後に含みのある視線を飛ばす。慧けい太た郎ろうも左目の反応から既すでに分かっていた。

　彼女の後ろ、ずっと奥まで続くその闇やみの向こうに、おそらくクリザリッドが『心しん臓ぞう』とやらを抽ちゆう出しゆつし、アンリが『核』と呼んでいた場所が存在するのだ。

　慧太郎はゆるりと蜻蛉とんぼに構かまえた。相手の鉄心を言葉で解きほぐすことは、もはや不可能だと弁わきまえていたからこそ、間かん髪はつ入れず前に出て戦端を開きにかかる。

「──そこをどけ、雪蘭！」

「断るッ！　先へ行きたければ力で押し通れ、四人目！」

　矮わい軀くの凶きよう手しゆが両の袖そでから擲てき箭せんを抜き打つ。慧太郎は鞘さやぐるみの太た刀ちでそれに応じる。〈冥めい王おう蟲ちゆう〉が再びその身をくねらせ、大きく波打つ体内で二つの影が迅じん疾しつに交こう錯さくする。

　正しよう真しん正しよう銘めい、最後の一いつ騎き打うち。双方の念頭にあるのは、立ちはだかる敵の打倒のみ。

　息づく闇のなかで、今、凄せい絶ぜつにその火ひ蓋ぶたが切られた。




　　　　○




「……動き出しましたね」

「ええ」

　彼方かなたの〈冥めい王おう蟲ちゆう〉が地じ響ひびきを立てて倒れたのを認め、クロエは内心の畏い怖ふを抑おさえてぽつりと零こぼした。それに短く応じたのは、すぐ隣となりに佇たたずむマルティナだ。

　ちらりと横目で傍かたわらを窺うかがってみると、彼女は無表情ながらも真しん摯しに、エトワール広場の方角へ視線を注そそいでいた。どうやってアンリエットと和解したのかはまだ聞いていないが、その面持ちに吹っ切れたような気配があるのを見て取り、クロエは心底ほっと息をつく。

　未いまだ〈冥めい王おう蟲ちゆう〉の直接的被害に晒さらされていないこの街がい区くは、しかし今現在、凶事の爆ばく心しん地ちから少しでも離れようとする軍や警けい察さつの関係者と戦せん闘とう車両でごった返していた。

　機動力にもっとも優すぐれるアンリエットがケイの元へ向かい、クロエとマルテイナは〈冥めい王おう蟲ちゆう〉の始動が間近であることを皆に知らせる役回りとなったのだが、限られた時間でいったいどれだけの人間を救えたのかは分からない。軍ぐん属ぞく魔ま術じゆつ師したちが念話で相互連絡を取り合い、伝達に奔ほん走そうしてくれたおかげで、想像していたよりも遥はるかに事は捗はかどったと思うのだけれど。

　次いでクロエは、人波のなかで佇ちよ立りつする最後の一人に、ふと水を向けた。背後で黒い自じ動どう甲かつ冑ちゆうに凭もたれかかっているのは、誰だれであろうフランソワ・ヴィドックだ。

「ムッシュもありがとうございます。色々と手伝って頂いて」

「──なぁに、礼を言われるこっちゃないさ。寧むしろお前さんたちみたいな若い連中に、いいところ全部持ってかれちまって、探たん偵ていとしちゃまったく情けない限りだ」

　そう述べて口端を歪ゆがめた彼もまた、ただの子供でしかない自分やマルティナの言葉に耳を傾け、軍や警けい察さつを退避させるため骨を折ってくれた一人だ。クロエは重ねて訊きいた。

「ムッシュは、その……お逃げにならないのですか？」

「そうしたいのは山々だがね。お前さんたちがここから動かん以上、俺おれ一人だけトンズラかますわけにもいかんだろ？　しゃーないから、最後までつき合うさ」

　などと、いかにも渋しぶ々しぶといった口調で語るヴィドックだが、それが単なる口実に過ぎないことは無論クロエとて承知していた。どうも素直に「ケイとアンリエットが心配だ」と認めるのが面おも映はゆいらしい。人間、大人になるほど捻ひねくれるって本当だな、と思う。

「さきほど、ボーメスニル少佐の容態を見て来られたようでしたが、いかがでした？」

「幸さいわい命に別状はないとよ。ただ、ありゃ暫しばらく目は覚さまさんだろうな。起きたら起きたでうるさい奴やつだし、そっちの嬢じようちゃんのこともあるから、そのまま他の連中に任せてきた」

〈七星コキシネル〉の一人と激げき戦せんを演じ意い識しき不ふ明めいとなったボーメスニルを、今しがた緊きん急きゆう車両に乗せて送り出してきたというヴィドックは、マルティナに意味深な視線を投げつつ更さらに続けた。

「ま、ちっこい嬢ちゃんに関しては、俺も色々と尋たずねたいことがあるんだがね」

「………………」

　マルティナは何も応こたえない。クロエは今後のことを考え、知らず眉まゆ根ねを寄せてしまった。

　彼女が〈ブリュム・ド・シャルール〉の一員であったことは、もうヴィドックを始め相当数の人間たちにバレている。〈冥めい王おう蟲ちゆう〉の活動が近いことを信じてもらうため、マルティナが自みずから進んで己おのが正体を明かし、情報の信しん憑ぴよう性せいの高さを皆に訴えたからだ。それでなくともティエール首相あたりなら、とっくに彼女の存在を嗅かぎつけていてもおかしくないだろう。

〈冥めい王おう蟲ちゆう〉の封ふう印いんを解き、数多あまたの犠ぎ牲せい者しやを出したマルティナの罪は、言いい逃のがれができないほど重いものだ。「必ず四人で学園に帰る」と約束したのはクロエだけれど、果たして本当にそれが叶かなうのかどうかといえば──

「ごめんなさい」

　と、そこで唐突にか細い声。クロエは驚おどろいて隣となりを見やった。

　今まで黙っていたマルティナが、ここにきて不意に口を利いたのだ。遠方の〈冥めい王おう蟲ちゆう〉に視線を据すえたまま、彼女がいきなり為なした謝しや罪ざいに、クロエは一いつ瞬しゆんどきりとしたと思う。

「リグワール邸での一件。今更だけど、悪かったわ」

「え？　あ、あぁ……なんだ、そのことですか」

　胸を撫なで下おろす。またぞろ内心を見透かされ、「一緒に学園には帰れない」とか、そういった意味で謝あやまられたのかと勘かん繰ぐったのだ。クロエはややあって緩ゆるくかぶりを振った。

「……いえ、たぶん遅かれ早かれ、祖父のことは向き合わねばならない問題でしたから」

「だとしても、マクシムのやり方は悪あく辣らつだったし、あの男を止めなかったのはわたしよ。だから今ここで、きちんと謝っておくわ。でないと後悔しそうだもの」

「？　マルティナ……？」

　彼女の妙な言い回しに、俄にわかに不安がぶり返す。だが名前を呼ばわれども、やはりマルティナはこちらを見ようとはしなかった。目立つ黒衣の立ち姿が、なぜか今は蜃しん気き楼ろうめいて儚はかない。

　この騒そう動どうが終わったあと、彼女がどうするつもりなのか、それをなんとなく悟さとってしまい、クロエは足元に視線を落とした。

「──さようなら、ではないのですよね？」

「ええ」

　端的ながらも確かな言げん質ち。ならば今はそれで充分だと、クロエもまた顔を上げて〈冥めい王おう蟲ちゆう〉を睨にらみ据すえる。今もまだ死線の途上にいる、二人の友人の帰き還かんを強く願って。




　　　　○




　意い識しきを取り戻したアンリがまず認めたのは、素人しろうと目めにも明らかな秋あき津つ慧けい太た郎ろうの劣勢だった。

　生物上あり得ない空くう洞どう構こう造ぞうをした〈冥めい王おう蟲ちゆう〉の体内で、化石となった肉にく壁へきを蹴けり立たててぶつかり合う二つの影。だが、その対決の内容はといえば、甚はなはだ一方的なものだ。鬼き気き迫せまる形相で猛もう攻こうを繰くり出だす雪蘭シユエランに、瞬またたく間まに慧太郎が満まん身しん創そう痍いとなり果ててゆく。

「っ……雄お雄おぉお！」

「微ぬ温るいッ！」

　咆ほう哮こうをあげて強引に踏ふみ込こんだ慧太郎を、しかし雪蘭の蹴しゆう撃げきが真っ向から打うち砕くだいた。

　倍はあるだろう体重差など物ともせず、数メートルは蹴り飛ばされて転ころげた彼に、続いて襲おそいかかるは短剣のつるべ打ち。回避方向まで見越して暗中を切り裂いて迫るそれらを、辛からくも掠かすり傷きずだけで済ます慧太郎だが、雪蘭はなおも止まらず激げき情じようの連撃と面めん罵ばを叩たたきつける。

「どうした、四人目！　終末の騎き士しの力とは、その程度のものか!?」

「ぐっ……！」

「甘い、脆もろい、なんたる惰だ弱じやくさだ！　そんな体ていたらくで〈ブリュム・ド・シャルール〉に歯向かい、何かを為なせるなどと本気で思っていたのか!?　蒙もう昧まいめがッ、万ばん死しに値あたいするぞ！」

　血風が舞まう。苦鳴の声があがる。拳こぶしが蹴りが刃やいばが交わされ、生命の飛ひ沫まつが嚇かく然ぜんと散る。

　だが、やはり打ち負けるのは、決まって慧太郎のほうだ。アンリは援えん護ごのためにマスケット銃じゆうを構かまえるが、二人の動きが速過ぎて照準が定まらない。場慣れしているだけの自分が、下へ手たな横よこ槍やりを入れられるような戦いでは、断じてあり得なかった。

「女王は『終末の四騎き士しこそが〈裸蟲ミルメコレオ〉を導く』と言った！　貴き様さまが真しんにその四人目であるなら、なぜ我ら〈ブリュム・ド・シャルール〉に楯たて突つく!?　なぜ騎士の役目を放ほう棄きして平然としていられる!?　〈裸蟲ミルメコレオ〉がどうなろうと所しよ詮せん、知ったことではないか！　なぜだ!?」

「違うっ、そうじゃない！　僕はただ……ッ！」

　しかしその反はん駁ばくを遮さえぎるように、痛つう烈れつな打ちよう擲ちやくが慧けい太た郎ろうの顎あごを捉とらえた。再度、吹き飛ばされて地を這はった彼に、雪蘭シユエランが肩を怒らせて近づいてゆく。続く言葉はどこか泣きゆう訴そにも似ていた。

「……もし違うのなら証明してみせろ！　貴様が組そ織しきとは別の道で〈裸蟲ミルメコレオ〉を救えるというのなら、今ここでその可能性をわたしに示してみせろ！」

　雪蘭が身体からだから爆ばく炎えんを撒まき散ちらして駆かける。慧太郎が凄せい然ぜんと鞘さやぐるみの太た刀ちを振りかぶる。

　だが、アンリには既すでに分かっていた。

　このままだと慧太郎は、おそらく彼女には勝てない、と。

　負傷しているのは双方共に同じ。消しよう耗もうの具合も大して差はないだろう。慧太郎の武器は何か問題があるのか、今は鞘から抜けないようだったが、だとしてもそれだけが理由とは考えにくい。ならば、なぜ悉ことごとく圧倒される？　どうして彼ばかりが後れを取る？

　決まっている。雪蘭がもう未さ来きを見ていないからだ。

　彼女が今この瞬しゆん間かんこの戦いに、己おのれの全生命をつぎ込んでいるからだ。

　生存のために命を賭とす慧太郎と、すべてを擲なげうって生き急ぐ雪蘭とでは、出力に大きな違いが生じて当然だ。ましてや──そもそも後者は、『敵を斃たおすこと』を本質的な目的に据すえているわけですらない。彼女はただ戦いを通じて、慧太郎を否ひ定ていしたいだけなのだ。

「ミーシャはな……誰だれよりも人を愛していたんだ！」

　雪蘭の振るう拳こぶしが、同時に吐と露ろされる想おもいが、慧太郎をひたすら滅多打ちにする。

「今の世が〈裸蟲ミルメコレオ〉の価値を正しく認め、その能力の解明にもっと真剣に取り組むようになれば、いずれ難病や重じゆう篤とくで苦しむ常人たちをも救えるようになると、あいつはそう信じていたんだ！　だからこそ、まずは〈裸蟲ミルメコレオ〉の権けん利り獲かく得とくこそが急務と考えた！」

「……ッ、勝手なことを！　だから他者に犠ぎ牲せいを強しいても、許されるって言うのか!?　パリをこんなふうにしたことが正当化されるって言うのか!?」

「どう足あ搔がいたところで血は流れるんだッ！　ならば、最終的に多数が救われる道をと願って何が悪い!?　こんな荒地のような世界で他にどんな方法がある!?」

　荒地のような世界──そう告げられて、慧太郎の身ごなしが精彩を欠いた。雪蘭がその言葉を用いたのは単なる偶然だろうが、それでもどうしようもなく動きが滞とどこおってしまった。

　アンリは知らず唇を嚙かむ。

　そう、雪蘭はただ否定したいだけなのだ。

　かけがえのない相方を喪うしなってしまったから、『ミハイールを死なさずとも彼の願いを叶かなえる道はあったのかもしれない』とは、もう何があっても考えられなくなった。だから是ぜが否ひでも慧けい太た郎ろうを拒こばもうとするのだ。〈裸蟲ミルメコレオ〉を導くとされていながら、組そ織しきと対立する彼の存在を認めてしまえば、その瞬しゆん間かんにミハイールの犠ぎ牲せいが無む駄だになってしまうから。

　なぜか、アンリにはそれが分かった。同じ女だからかもしれない。雪蘭シユエランの目に浮かぶミハイールへの一いち途ずな思し慕ぼが、琴きん線せんに触れるほどはっきりと理解できてしまった。

　しかし、だからこそ──

「慧太郎ぉ！」

　あらん限りの力で叫ぶ。これが自分にできる最高の援えん護ごだと信じて。

「そんな女の恨うらみ節ぶしに揺らいじゃ駄目！　あんた、フランスに来てからいったい何を見て、何を学んだの!?　あんたのなかでもう、答えはちゃんと出てるはずよ！」

「……アン、リ……？」

　激げき闘とうのなか、慧太郎が目線だけをこちらに寄越す。アンリは大きく頷うなずいた。

「あんたがその女の痛みにいくら共感してやったって、そんなものはただの薄うすっぺらい同情でしかないの！　違うでしょ!?　あんたが今すべきことは、そんなことじゃないでしょ!?」

「……ッ」

「教えてやんなさい、慧太郎！　何か盛大に勘違いしてるその女に、あんたの答えを！　楽園アルマスを！　胸を張って突きつけてやりなさい！」

　慧太郎が痛ましげに顔を歪ゆがめた。彼とて本当は承知していたのだろう。

　雪蘭に対する否ひ定ていは、おそらくミハイールへの否定だ。故人が拘こだわった事柄に今いま更さら、ケチをつけたところで意味はない。けれど、だからといって相手の言葉を表面上でだけ認めて、グロテスクな理想を美しいものとして扱ってやって、それがいったいなんになる？

　そんなものは決して優やさしさではない。ただ、傲ごう慢まんで残ざん酷こくなだけだ。

　だから──慧太郎もまた、哭なくように吼ほえた。

　そして、終局に向けて疾しつ走そうを開始した。




　　　　○




　あぁ、分かっている。困ったことに、困ったマドモアゼルはいつだって正しい。

　結局、何をどうしたところで自分は赦ゆるせないのだ。雪蘭を、ミハイールを、〈ブリュム・ド・シャルール〉のやり方を、例たとえ彼らの悲嘆を知ってもなお認めることができないのだ。

　だから、慧太郎は万感を込めて叫んだ。

　叫んで、走って、掌しよう中ちゆうにあった無む垢く嬢じよう矩のり安やすを捨てた。

　同じ死闘と言いながらも、どこか暗黙のうちに技比べに終始していた、クリザリッドとの戦いと『コレ』は違う。雪蘭と競い合うべきは、もっと原始的なものであるはずだ。慧太郎は己おのが暴力の象徴を今こそ手放し、ただの身一つで昂こう然ぜんと敵の懐ふところに飛び込んだ。

「「──ぁぁぁぁああああああああああッッッ！」」

　足を止めて至近から拳こぶしを繰くり出だし合あう。雪蘭シユエランも既すでに暗器を頼ろうとはしなかった。

　直後、双方の顔面から響ひびいたのは、ぐしゃりと果実が潰つぶれるような音。目鼻が拉ひしやげたか、頰ほお骨ぼねが砕くだけたか、頭ず蓋がい骨こつが陥かん没ぼつしたか。だが、もはや互いに止まらない。止まれない。血と涙と骨片を存分に繁し吹ぶかせ、緋ひ色いろのケダモノと化してなおも打だ撃げきを見み舞まってゆく。技術も糞くそもなく力任せに振り抜かれる手足は、相手の肉体を打つたび無様にも自傷の痛みに軋きしんだ。

「……けるな……ッ！」

　左腕を捻ねじ折おられ、肘ひじから骨が飛び出す。逆に鋭利なその先端で雪蘭の肩を貫つらぬく。続けて放った膝ひざで内ない臓ぞうをぶち破る。だが敵は撒まき散ちらした血ち反へ吐どと胃液をあろうことか目め潰つぶしに使った。眼球を焼かれて狂ったように唸うなり、闇やみ雲くもに放った反撃の蹴けりはしかし靭じん帯たいを破は壊かいされる。たまらず体勢が泳ぎ、ぎりぎりで相手の襟えり首くびを摑つかんで引き寄せ、己おのれの額ひたいも割れよとばかりに頭突きを喰くらわせる。小柄な体たい軀くが仰のけ反ぞりながらも手刀を振るい、削そぎ落おとされたのは耳か鼻か唇かどうでもいい肋ろつ骨こつを砕かれて股こ間かんを蹴り上げられて相手の髪かみを頭皮ごと毟むしり取とって前歯をへし折って四し肢し五ご臓ぞう六ろつ腑ぷを片かたっ端ぱしから抉えぐり飛とばし互いに互いの身体からだを肉の練ねり物ものに変えながら慧けい太た郎ろうは更さらに拳を叩たたきつけた叩きつけた叩きつけた叩きつけた。

「……ふざ、けるな……ッ！」

　途中からもはや自分が何を振り回しているのかも分からなくなり、手も足もとうに磨すり潰つぶれて存在しないのではないかという悪寒に駆かられながら、それでも意地だけで動く芋いも虫むし同然の稚ち拙せつさでひたすら彼女に思いの丈を叩きつけた。

「ふざけるな、雪蘭──ッ！」

「っ」

　その瞬しゆん間かん。

　初めてこちらの声が届いたかのように、雪蘭が血ち塗まみれの面相ではたと目を見開いた。

「何が『最後には多数が救われる道』だ！　それのいったい、どこが救いだ!?　結局〈裸蟲ミルメコレオ〉さえ満足に救えないって、そう認めてるだけじゃないか！」

「……ッ、何をわけの分からないことを！　わたしたちは必ず同胞を──」

「今の自分をよく見ろよッ！」

　慧太郎は猛もう然ぜんと雄お叫たけぶ。込み上げてきたものを、飾らずありのまま口にする。

「ミハイールを喪うしなってそんなに憤いきどおってる奴やつが、どの口で『犠ぎ牲せいは必要だ』なんて言える!?　なんでその気持ちがみんな当たり前に持っているものなんだって気づかない!?　誰だれも彼もが人柱にした他者のことを綺き麗れいさっぱり忘れて、そのあとに築かれた世界で平然と笑い合えるって本気で信じてるのか!?　そんな空々しい繫つながりが、お前たちの言う『理想』か！」

　ならば、どうしてジョゼフは狂わねばならなかった？　どうしてベノワは過去から逃げ切れなかった？　これまで出会った〈裸蟲ミルメコレオ〉のなかで──いや、すべての人々のなかで、喪ったものを顧かえりみずにいられた者が、いったいどれほどの数いた？

「『ただ命さえ救えれば、あとはなんとかなる』なんて、そんな甘い考えでいる以上、何度だって同じことの繰くり返かえしになる！　足元に積もってゆくモノから目を逸そらして、安直な解決法を掲げて〈裸蟲ミルメコレオ〉に手を伸ばして……それで彼らをどこに連れて行けるって言うんだ!?」

　雪蘭シユエランが後ろに退さがる。彼女は既すでにまともに手が出ていなかった。

　だが慧けい太た郎ろうは違う。まだ届かせられる、まだ叩たたきつけられる。胸の奥で輝きを放つこの答えを、遼りよう遠えんの先に広がるあの楽園アルマスのカタチを、雪蘭にもしっかりと示してやれる。

「誰だれよりも綺き麗れい事ごとを口にしてるのは他でもない、お前たち〈ブリュム・ド・シャルール〉のほうなんだ、雪蘭！」

「……っ」

「駄だ目めなんだよ、それじゃ！　本当の『いずれ』なんてやって来ないんだよ！　お前たちのやり方じゃ誰も────……誰もッ、心までは救われないんだ！」

　振り子のように両の拳こぶしを繰り出す。もはやそれしかできない。目に血が入ったか、瞼まぶたが腫はれ過すぎたか、突然、眼前に帳とばりが下りたからだ。ただ、そんな真まっ暗くら闇やみのなかでも、自分が進むべき道レールには光が差していた。慧太郎はその光に沿って無心で手を出し続ける。

　どこだ、雪蘭はどこにいる。

　自分はまだ負けていない。『ままならないもの』になんか膝ひざを屈していない。

　教えてやるぞ。届かせてやるぞ。この想おもいがある限り、秋あき津つ慧太郎は戦い続けるぞ。

　そして、ほどなく──ぽん、と突き出した拳が何かを打った。

　情けないほど弱々しいその感触に、続いて誰かの掌てのひらがそっと添えられる。

「……いいのよ、慧太郎。もういいの」

　アンリの声。失速したこちらの一いち撃げきは、どうやら彼女に受け止められたらしい。

　どいてくれ、アンリ。まだ戦いは続いている。前に出てきたら危ない──そう伝えようとしたが、口からは血のあぶくが溢あふれた。けれど、彼女にはきちんと意味が伝わったらしく、

「ううん。もう全部、終わったわ」

　終わった？　何が？

「だから……もう、いい……いいから」

　言って、優やさしく抱だき締しめられる。なぜかアンリは涙声になっていた。

　あぁ、まただ。またやってしまった。本当に自分は駄目な奴やつだ。どうしていつも彼女を泣かせてしまうのだろう？　この世で一番、笑顔でいて欲しい女ひとなのに、どうして。

「……よく、頑張ったね……慧太郎」

　アンリの肩に顎あごを乗せ、ずるずると腰を落として、そこで微かすかに光を取り戻す。

　仄ほの暗ぐらい化石の床には、明らかに致死量だろう壮絶な血ち溜だまり。その中心で自分は泣きじゃくるアンリに抱ほう擁ようされていて、視線の先には小しよう軀くの影がボロ屑くずのように転ころがっている。

　いつの間に決着がついたのか。どの攻こう撃げきが決め手になったのか。

　そこに、雪蘭シユエランが倒れていた。

　殆ほとんど身じろぎもせず、胸だけを浅く上下させて。

「……おわっ……た？　ほん、とうに……？」

　実感がまるで湧わかない。ぐらぐらと視界が揺れていた。

　否いな、怪け我がのせいばかりではなく、実際に足場が大きく震えているのだ。〈冥めい王おう蟲ちゆう〉が完全に軛くびきから解き放たれるまで、もう残りあと僅わずかということなのだろう。

　自分はまだ生きている。そのはずだ。今や認にん識しきする何もかもが靄もやがかっていたけれど。

　生きているのならば、やるべきことをやらなければ。

　でもその前にと、慧けい太た郎ろうはアンリに肩を貸してもらい、仰ぎよう臥がした雪蘭に近づいて行った。彼女はまだ意識を残していたが、全身を隈くまなく破は壊かいし尽つくされ、呼吸は鞴ふいごのように荒く、そのうえ出血は目を覆おおわんばかりの量。いつ化石化が始まってもおかしくない状態だった。

「…………憎たらしい、餓が鬼きめ」

　何を言おうか迷っているあいだに、雪蘭のほうが先に罅ひび割われた唇を開く。噎むせ返かえるような血臭のなか、残った片方の目だけで、こちらに虚うつろな視線を投げてきた。

「最後の最後まで、こちらの思い通りにはならん騎き士しだ。だが……だからこそ、貴き様さまのような男が四人目に選ばれたのかもしれんな」

「…………」

「我々の理想では、心までは救えない──か」

　嚙かみ締しめるようにそう呟つぶやいて、雪蘭は憑つき物ものが落ちた顔つきで続けた。

「貴様の勝ちだ、導く者。手遅れになる前に行け」

「雪、蘭……ぼく、は……」

「行け」

　彼女は繰くり返かえした。裂傷と変形で元の人相が失われたその貌かんばせは、けれど胸に迫せまるほど透明で慧太郎はもう何も言えなくなる。ただ、腰を折って礼を手た向むけるので精せい一いつ杯ぱいだった。

　大変な労力で以もって踵きびすを返す。アンリと共にシエルバレへ向かう。

　洩もれそうになる嗚お咽えつを必死で吞のみ込こみ、死力を尽くして戦った彼女を独ひとり、こんな寂しい場所に置き去りにして。

　他にどうしようもなかった、などとは絶対に思わない。

　相手を死に至らしめるまで追おい詰つめなければ、本当の理解さえ得られないのは、単に自分という人間が弱いからなのだ。成長したように見えても、結局、以前とやっていることは何も変わっていない。今もまた犠ぎ牲せいを増やして、自分だけが前に進もうとしている。

　屍しかばねの上に築かれた世界では誰だれも笑えはしない。

　今しがた発した己おのれの台詞せりふが、自身に跳はね返かえってくるかのようだった。

　けれど──

「泣くなよ、軟なん弱じやく者もの」

　背後からしゃがれた声が届く。

　まるで何があっても、今だけは振り返るなと、こちらの背中を後押しするように。

「……少なくともわたしの心は、お前のなかに新あらたな希望を見たぞ……？」

　涙るい腺せんが緩ゆるむ。溢あふれ出でた涙が顔じゅうの傷に染みて、余計に止とめ処どなく身を知る雨が流れた。

　彼女の言葉が単なる慰なぐさめではないと分かったからこそ、痛みとやり切れなさを引ひき摺ずりながらも前に進む。向けられた心遣いに従って、死しに逝ゆく者から感傷を無理やり引ひき剝はがす。

　そして、あとはただアンリの腰に摑つかまり、シエルバレに運ばれるに任せた。




　激げき震しんを続ける〈冥めい王おう蟲ちゆう〉の体内を、それからどれくらい飛んだかは分からない。

　そのあいだ慧けい太た郎ろうは、ともすれば宿主を見放そうとする正体を、己おのれにしかできない仕事があるのだと、なけなしの気力を振ふり絞しぼって肉体に繫つなぎ止とめ続つづけた。

　やがて目的の場所、アンリが言うところの、〈冥めい王おう蟲ちゆう〉の『核』とやらに辿たどり着つく。

　簡かん潔けつに言ってしまえばそこは、一ひと際きわだだっ広い円形の空間だった。

　なぜ生物の体内にこんな場所があるのか。どうして今までずっと空くう洞どうが続いていたのに急に袋小路にぶつかるのか。もうそんな常じよう識しき的てきな疑問を抱くことさえ馬ば鹿からしかった。

　ただ、そこは一見すると何か──そう、大掛かりな儀ぎ式しき場じようのようなものを連想させた。

　周囲が既すでに化石化しているのは、ここまでの様相と殆ほとんど変わらなかったが、なぜかその空間の中央には腐肉を固めて作った祭さい壇だんめいたものが、ぽつんと設しつらえてあったからだ。

「な、ん……？」

　なんだこれは？　そう言いたいのに、やはり上う手まく喋しやべれない。仕方なく目線で問えば、こちらの身体からだを支えて今しもシートから降ろしてくれたアンリが、硬い面おも持もちで静かに応じた。

「──棺ひつぎ、なんですって」

「？　？？？」

「マルティナが言うには、ここに〈ブリュム・ド・シャルール〉の女王の『姉妹』が……その一人が、安置されてるらしいわ。それが〈冥めい王おう蟲ちゆう〉の『核』だって話よ」

　さすがにこのときばかりは、身体の激痛も完全に消し飛んだと思う。

　女王の姉妹？　その一人が安置された棺？

　つまり、人間の死体が〈冥めい王おう蟲ちゆう〉を動かしている？

　わけが分からないにも限度があった。慧太郎は更さらに無言でアンリを問とい詰つめるが、

「ごめん、あたしも詳くわしいことは知らない。時間がなかったから、マルティナからは最低限のことしか聞いてないのよ。ただ、その女王の姉妹ってのに、あんたが〈蟲天の瞳エレクトロン〉で語りかければ、〈冥めい王おう蟲ちゆう〉をなんとかすることができるはずだ、って……」

「………………」

　やはり、どうにも要領を得なかった。『死体に語りかける』など、その時点で矛盾している。

　だが、ここで手をこまねいていても始まらない。すべての疑問はマルティナの口から解消してもらえばいい。今はただ、彼女の導きを信じるだけだった。

　アンリと共に祭さい壇だんまで歩み寄る。高さはちょうど自分の腰くらいで、壇上の中心はやや窪くぼんでおり、そこにガラスのような半透明の──どこか昆虫の翅はねを思わせる、薄うすい材質の板が嵌はめ込まれていた。その内側に人影が横たわっているのを見て取り、慧けい太た郎ろうは固かた唾ずを吞のむ。

「……ミル、メ……コレオ……？」

〈裸蟲ミルメコレオ〉だ。少なくとも慧太郎は、虫の特徴を有した外見の人間を、他に正しく表す言葉を知らない。だが、通常の〈裸蟲ミルメコレオ〉と『彼女』は、何かが決定的に異なっていた。

　歳としはおそらく二は十た歳ち前後だろう。光沢のある緑色の髪かみをした、美しい顔立ちの女性だった。

　いつからここで眠りについているのか、チョウの〈裸蟲ミルメコレオ〉とおぼしきその遺体は妙に瑞みず々みずしく、今にも目を覚さまして動き出しそうにすら感じる。

　しかし、やはり気になるのはその容姿だった。

　昆虫と人間の境界が曖あい昧まいというか、やけに一体感があるというか。まるで最初から『そういう生き物』として、この世に生を受けたかのような風情だ。

「マルティナに、似てる……？」

　呟つぶやいたのはアンリだった。マルティナと棺ひつぎのなかで眠る女性の類似点など、せいぜい肌が白いことぐらいに思われたが、彼女のその言葉の真意を質ただしている余裕はもうない。慧太郎はアンリから身体からだを離し、倒れ込むように棺の表面に手をついた。

　世界が回る。吐き気が止まらない。明らかに〈蟲天の瞳エレクトロン〉の再生力が追いついていない。

「無理しないで、慧太郎ッ！　あんた今、自分がどんな状態なのか、分かってないのよ！　せめてもう少し身体を休ませてから──」

　けれど、そんなアンリの悲痛な訴えを嘲あざ笑わらうかのように、これまでで最大級の揺れが足元を走り抜けた。さながら〈冥めい王おう蟲ちゆう〉が己おのれの終端部を大地から引き抜くため、その身を限界まで力ませているかのような大震だった。

　アンリが表情をくしゃくしゃにする。慧太郎は諦てい念ねんと共にかぶりを振った。

　もはや猶ゆう予よはないのだ。休んでいたら何もかも、あとの祭りになるかもしれない。

　これほどの大おお怪け我がを負った状態で、今、自じ己こ治ち癒ゆにすべて回されているだろう〈蟲天の瞳エレクトロン〉の力を、〈冥めい王おう蟲ちゆう〉を止めるために割さけばどうなるか──

　無論、ただでは済まないだろう。

　下へ手たをすれば、死ぬ。

　だから不覚にも一いつ瞬しゆん、「逃げ出したい」と思ってしまった。

　自分はこれまで平気で人を斬きってきたくせに。ついさきほども一人殺あやめてきたくせに。

　我が身可か愛わいさというのは、やはり人間に終始ついて回る性らしい。そう考えると、独ひとりでに口から乾いた笑みが零こぼれた。次いで、隣となりに立つ彼女に、たどたどしく語りかける。

「……アン、リ」

　情けなくて、格かつ好こう悪くて、事を始める前からもう憤ふん死ししてしまいそうだったけれど。

　それでも形なり振ふり構かまわず、素直にお願いすることにした。

「こわ、い……から、手を、つないで、て……くれ、ないか……？」

　アンリがハシバミ色の瞳ひとみを丸くする。でも、すぐにごしごしと目元を拭ぬぐって、こちらを安心させようとしてか無理やり明るい笑みを浮かべ、

「──任せなさいっ。あんたがどっか行っちゃわないように、お姉ちゃんがずっとギュッとしててあげるわ。だから、あともうちょっとだけ頑張れ、慧けい太た郎ろう！」

　そう力強く請うけ合あって、ふわりと手を握ってくれた。

　彼女の温もりが伝わってくる。その心地良さに、胸の奥で淡あわく火が灯る。

　この気持ちは、果たしていったい、なんといったか。怪け我がのせいで名前が出てこない。

　本当はとっくに分かっていたはずの感情なのに、これまで随分と回り道をしてしまったように思う。けれど、今ここできちんと捕まえてやらないと、またすぐに見失ってしまいそうだった。それが少しだけ寂しくもあり、なぜか心を安らがせてもくれる。

　瞼まぶたを閉じて、深く息を吸った。そして左目に意い識しきを集める。

　背後でバリバリと雷らい音おんを奏でながら、片かた翅はねの赤いトンボが像を結んだ。

　難しく考える必要も、そのゆとりもなかった。慧太郎は心中でただ一言こう唱となえた。




　──────おやすみなさい。




　封ふう印いんなどではなく、今度こそ正しい意味で。

　二度と眠りを妨げられぬように、誰だれもがやがては行き着く場所へ。

　棺ひつぎのなかに横たわる美しい女性チヨウが、微かすかに頰ほおを緩ゆるめたような気がする。




　　　　○




　変化の訪れは突然だった。

「……あっ」

　大通りを走る蒸気トラックの荷台から、彼方かなたの〈冥めい王おう蟲ちゆう〉を茫ぼう洋ようと眺めていたノエは、その巨きよ軀くが急速に白はく濁だく化かしてゆくのを認め、たちどころに事態を悟さとって声をあげた。

〈蟲天の瞳エレクトロン〉の所持者でなければ意思の疎そ通つうが図れない〈冥めい王おう蟲ちゆう〉は、組そ織しきの構成員たちがパリの街まちから撤てつ退たいする時間を稼ぐため、最初から放置してくる手て筈はずとなっていた。現に自分たちは今こうして鹵ろ獲かくした車両を用い、逃げる軍や警けい察さつに混じって街まちの外を目指している。

　そのままにしておけば、二、三日は暴れ回るという話だった〈冥めい王おう蟲ちゆう〉が、しかし出し抜けに化石化を進行させ始めたのだ。答えは一つしかなかった。

「──雪蘭シユエランの奴やつが、慧けい太た郎ろうに負けたんだな」

　声に驚おどろいて隣となりを振り向けば、昏こん倒とうしていたはずの父がいつの間にか目め覚ざめていた。屋根つきの荷台に屯たむろする仲間たちのなかから、左腕を失ったマクシムが進み出てきて父に声をかける。

「やあ、お目覚めかい？　気分はどう？　状況は理解できてるかな」

「なんとなくな。このザマ見りゃ、だいたいの予想はつく」

　父が荷台のなかを見回してそう応じた。組そ織しきの仲間たちは、作戦開始前と比べて、その数を半分ほどに減らしている。特に虎とらの子この〈七星コキシネル〉二名と、欧州の詠うたい手てまで欠いたのは、弁明の余地がない大損害だった。続いてマクシムが、些いささかばつが悪そうな面おも持もちになって、

「あ～……一応、訊きいておくけどさ。きみ、もしかして怒ってるかい？　なんなら、今ここでさっきの『やっちゃった件』について、お叱しかりを受けてもいいけど」

「……しねーよ。あのときゃ俺おれも頭に血が昇り過ぎてた。お前の判断が正しい。実際こうしてとっとと店を畳たたんでなきゃ、雪蘭の殿しんがりを無む駄だにしてたろうからな」

　だが、口では部下の行ないを不問にするとしながらも、父はやはり何か思うところがあるのだろう。巨大な化石のオブジェに変わってゆく〈冥めい王おう蟲ちゆう〉を、ひどく怖い顔で見み詰つめていた。

　膝ひざ抱がかえの姿勢で座り込んでいるノエは、頭から被かぶった長ちよう外がい套とうのなかで深く俯うつむく。

　惨ざん敗ぱいだ。

　目的は完かん遂すいしたものの、それは単なる大前提。作戦内容自体は決して褒ほめられたものではない。何より、自分がなんの役にも立てなかったことが辛つらかった。

　秋あき津つ慧太郎は父に黒星をつけたばかりか、連戦で雪蘭さえも討うち取とってみせたというのに。

　彼ひ我がにとてつもない実力差あることにも気づけず、敗れることの意味さえ正しく解せないまま、痴おこがましくも『真剣勝負』などと息巻いていた己おのれを今になって嗤わらう。

　ノエ・ヤクマルは、どうしようもなく弱い。その事実に身を焼かれそうだった。

「悔しいか、ノエ？」

　ふと、父が外け連れんのない口調で尋たずねてくる。

　顔を上げれば、頭に掌てのひらが置かれた。外套の上からごつごつした手で撫なでられながら、ノエは凜りん然ぜんとした面おも持もちの父に搾しぼり出だすように一言だけを返す。

「……はい、ですの」

「そうか、俺もだよ。──しかし、齢よわい六〇も過ぎてから自分の三分の一も歳とし食ってない奴に、まさかこんな思いにさせられるとはな。つくづく世のなか分からねぇもんだ」

「………………」

「手前を不利な状況に置く、なんて聞こえはいいが、そんな信条を実戦にまで持ち込んじまったあたり、何より俺おれがあいつのことを一番舐なめてたのかもな……」

　言いながら、父が業ごう突つく丸まる重しげ近ちかの柄つかに触れた。その指先が微かすかに震えているのを見て取り、ノエは親でもあり師でもある男の考えを推おして知しる。おそらく父は今後、自みずから禁じ手として戒いましめていた、あの『異形の小こ太だ刀ち』を腰に帯びるつもりなのだろう。

　でなければ勝てない──秋あき津つ慧けい太た郎ろうという剣けん客かくを、完かん膚ぷなきまでに認めた証あかしだった。

「……ノエも」

「？」

「ノエも、もっと強くなりますの」

　決然と宣せん誓せいする。今はまだ単なる負まけ惜おしみにしか聞こえなくとも、遥はるか先をゆく彼の背中に近いうち必ず追いついてみせる、と。

「次に勝つのは、絶対にノエとお父様ですの……っ！」

　頰ほおを澎ほう湃はいと流れるものを拭ぬぐいもせず叫んだ。泣いたのなど随分ひさしぶりのような気がする。

　こちらの頭を撫なでる手に力を籠こめ、父がようやく『らしい』笑みを浮かべた。

「──あぁ、まったく。世のなか分からねぇもんだ。こんだけ生きてもまだ、新しい驚おどろきと愉たのしみが出てきやがる。俺もまだまだってことかよ」

　そう語った父の視線が向かう先で、ほどなく〈冥めい王おう蟲ちゆう〉が崩くずれ始はじめた。化石化に伴ともない自重を支え切れなくなったのだろう。次々に地をどよもして落下した化石の塊かたまりは、衝しよう撃げきで粉々に砕くだけ散ちって驚おどろくほど広範囲に舞まい上あがる。追い立てられるように道路を進む蒸気トラックの元にまで流れてきたそれを、ノエは泣なき腫はらした目でぼんやりと見上げた。

　パリの街まちに遍あまねく降ふり注そそぐ化石の破片。それはまるで──




　　　　○




「──雪ヲ、見タコトガ、ナイ……？」

　なぜか仰ぎよう天てんしたように言った相手に、雪蘭シユエランは仏頂面で「ああ」と相あい槌づちを打った。

　場所は城の中庭。〈ブリュム・ド・シャルール〉のスカウトを受け、幾いく度どか任務をこなしてやっと本拠地に招かれたその日のことだ。雪蘭はのっけから甚はなはだ不ふ愉ゆ快かいな目に遭あっていた。

　きっかけは、案内役だと名乗った燕えん尾び服ふくの男──確かマクシムとかいったか──に引き合わされた、身の丈三メートルはあろうかという巨漢の台詞せりふだ。きみと同じ新人だよ、と紹介されたそいつが、こちらを目にした途端、いきなり失礼千万なことを口走ったのである。

　──フザケルナ！　ナゼコンナ場所ニ子供ガ居ル!?

　結論から言おう。反射的に手が出てしまった。

　今になって考えると、大男の前に顔合わせを済ましていた面々も含めて、誰だれも自分を大人扱いしてくれなかったことも原因の一つだったように思う。初対面の相手にあまり強気に出るわけにもいかず、憤ふん懣まんやるかたない思いを散々したあとだったのだ。

　自分にしてはよく我が慢まんしたほうだろう。なのに、ここにきて出で会あい頭がしらに怒鳴りつけてくる浅せん薄ぱくの輩やからが現れた。溜たまりに溜まった鬱うつ憤ぷんのはけ口にはうってつけだったといえよう。

　ただ、それでも思わずやってしまった直後は、内心、マクシムが仲ちゆう裁さいに入ってくれることを願っていたのだ。ところがあの男は、止めるどころか「じゃあ、あとは二人でよろしくね～」などと抜かして、無責任にも途中で姿を眩くらます始末。自分から拳こぶしを振り上げた手前、もはや雪蘭シユエランも引っ込みがつかず、仕方なく大男と殴り合う覚悟を決めた。

　意外だったのは、その大男がまったく反はん撃げきの姿勢を取らなかったことだ。

　どうやら何か誤解があるらしいと悟さとり、まずはほとぼりを冷ますこと数分。それから少し話し合おうかという流れになって、城内から中庭に場所を移したのち現在に至る。

「……では何か？　貴き様さまのあの台詞せりふに他意はなかったと？」

　雪蘭は芝生の上に胡坐あぐらをかきながら、少し離れたところにいる大男に訊きいた。

「アア……単ニ『子供ガ、イテハ危険ダ』……トイウ意味ノ、ツモリ、ダッタ……」

　なるほど、そういうことか。雪蘭は大きく鼻から息を抜いた。

　幼おさな子ごと勘違いされたのは確かなので業ごう腹はらには違いないが、しかしあれが侮ぶ蔑べつではなく義ぎ憤ふんによって為なされた発言だったとすると、殴りかかるほどの問題ではなかったかもしれない。てっきり「ここは子供の遊び場か」というような意味合いで言われたと思ったのだ。

「チッ、ややこしい！　おかげで拳が痛い、という意見もあるぞ！」

「……ソレハ、理り不ふ尽じんダト、思ウガ……」

「やかましい！　だいたい秘密結社の根ね城じろに、たかが子供一人、紛まぎれ込こんでいたくらいで、あれほど激げつ昂こうする必要がどこにある!?　普通、難なん癖くせをつけられたと考えるだろうが！」

　大男が困ったように頰ほおを搔かいた。いや、正確には首から上を覆おおう鉄の仮面を、だ。

　なぜそんなものを被かぶっているのかは知らないが、「……弱ったな。これは切り出しにくくなったぞ」とでも言いたげな所しよ作さだった。いや、あくまでそんな気がするだけだけれども。

「──ふん、まあいい。どのみち貴様は気に食わん。何しろデカイしな」

　デカイ奴やつはそれだけで腹が立つ。特にこの大男は最悪だ。隣となりにいると自分が豆まめ粒つぶのように思えてならない。なので雪蘭は、憤いきどおる理由も失うせたので、早々にこの場を立ち去ることにした。

　いや、立ち去ろうとしたのだが、しかしなぜか途中で呼び止められてしまった。

「待テ……マダ、先刻ノ答エ、ヲ……聞イテ、イナイ」

「答え？　なんの話だ？」

「雪ノ、話ダ……」

　あぁ、と思い出す。そういえば中庭に出てすぐに、そんな話もしたっけな、と。

　雪蘭がつい「この城は寒いな」と独ひとりごちたときのことだ。大男が呆あきれ気ぎ味みに「……ドコガダ？　コノ気温デハ、雪サエ降ラン……」と返してきて、それになんとなくカチンときた自分が「ふん、わたしはそもそも雪なぞ見たことがない」と応じたのである。

　そう、たったそれだけだ。

　なのに大男は、こちらの発言にやけに食いついてきた。

「……デ、モウ一度、尋たずネルガ……本当ニ、雪ヲ見タコトガ、ナイ……ノカ？」

「ああ。生まれ育った場所が暑かった、というのもあるが不思議とな」

「信ジ、ラレン……ソンナ人間モ、イル、ノダナ……」

　しきりに首を捻ひねる大男。それで雪蘭シユエランはなんとなくピンときて、

「貴き様さま、ひょっとして寒いところの出か？」

「……ソウ、ダ……雪ガ、降ラナイ日ノ、ホウガ……珍めずらシイヨウナ、土地ダ」

「ほう、凄すさまじいな。年がら年じゅう雪だらけでは、さぞや気が滅め入いることだろうよ」

　ちょっとした意地悪のつもりで言ったのだが、大男は生き真ま面じ目めに頷うなずいた。

「アア……人ガ、生キテユク、ニハ……アマリ、適サン場所、ダ……」

「なんだ、認めるのか？　拍ひよう子し抜ぬけする奴やつめ」

「……身ヲ以もッテ、知ッテイルカラ、ナ……圧のシ掛かカッテ来ル、雪ノ重ミヲ……冷タサヲ」

　大男は訥とつ々とつと語った。幼い時分に親に捨てられ、雪のなかへ置き去りにされた過去を。それから独ひとりで生きてゆく過程で、祖国の寒さがどれほど酷こくなものだったかを。

　その頃ころにはもう雪蘭も、持ち上げかけた腰を再び芝生に戻し、大男の昔語りに聞き入っていた。なぜかは自分でも分からなかったが、どことなく立たち去さり難がたいものを感じたのだ。

「ダガ……雪ハ恐ロシイ、ダケデハ、ナイ……美シイ、ノダ……特ニ、俺おれノ故く郷にノ雪景色ハ……他ノ、ドノ土地ト比シテモ、格別ニ、美シイ」

「なぜだ？　基本、雪なぞ白いだけだろうが。だったら、どれも同じ──」

「イイヤ、違ウ……マッタク、別物ダ……」

　大男は頑かたくなにそう主張した。例たとえ辛つらい思い出しかなくとも、やはり故郷は故郷ということなのだろう。だが、それは雪蘭にとっては些いささか認め難い理屈だった。

　何しろ『雪』である。それを意味する漢字は自分の名前にも含まれており、にも拘かかわらず一度も実物を拝おがんだことがないという皮肉を、実のところ雪蘭は密ひそかに気にしていたからだ。

　ゆえに、これまで見栄を張って「雪など大層なものではない」という自論を固持してきた雪蘭だったが、大男がいやに賛美を連発するものだから無性に悔しくなって、侃かん々かん諤がく々がくたる水掛け論の果てに思わず馬ば鹿かなことを口にしてしまった。

「そ、そこまで大言を吐くなら、わたしにその格別の雪とやらを見せてみろ！　実際に目にしてもし貴様の言うとおりだったらば、そのときは潔いさぎよく叩こう頭とうなりなんなりしてやる！」

「良カ、ロウ……ナラバ、イツカ必ズ、俺ノ故郷ニ……連レテ行ッテ、ヤル」

「ッ、な!?」

　まさか二つ返事で了承されるとは。さすがに顔が赤くなったと思う。

　故郷に連れてゆく──その言葉が捉とらえようによっては、まったく別の意味にも聞こえることを、このデカブツはちゃんと理解しているのだろうか？

「ぜっ……絶対だからな!?　わたしは噓うそつきと軟なん弱じやく者ものが嫌いだぞ!?」

　もう殆ほとんどヤケクソだった。自分から言い出した以上、吐いた唾つばは飲めなかったのだ。

　大男が肩を揺らす。仮面でその表情は窺うかがえなかったものの、きっと今こいつはびっくりするくらい穏おだやかに微ほほ笑えんでいるに違いないと、そんなことを確信させる仕草だった。

「アア……『約束』シヨウ」

　何気ない出会いと、何気ない諍いさかいを経て、何気なく交わされた口約束。

　だが、このとき交わした約束は、互いの仲を深めていくにつれ、雪蘭シユエランと大男にとって何よりも大切なものになった。他の誰だれも知らない、二人だけの意味ある誓い。

〈裸蟲ミルメコレオ〉に優やさしい世界が訪れた暁あかつきには、一緒にもっとも美しい景色を見にゆこう、と。

　そして──




　今、雪が降っていた。

　初夏のパリの街まちに、季き節せつ外はずれの雪が。

　ただただ白くて、ただただ綺き麗れいで。本当にそれは、溜ため息いきが出るくらい格別で。

「…………あぁ……」

　空をゆっくりと落下する雪蘭は、微睡まどろみのなかでその景色に見入った。

〈冥めい王おう蟲ちゆう〉が崩ほう壊かいを始めたため、体内から外に投げ出されたのだ──などという事態はもはや殆ど理解できていない。己おのれの周囲を舞まう雪の正体が、なんであるのかも分かっていない。

　今や身体からだの八割方を化石化させ、思考力を著いちじるしく落とした雪蘭にとって、じきに訪れるであろう最さい期ごの瞬しゆん間かんまでの数秒、いきなり目の前に現れたこの光景こそがすべてだった。

「これ、は……お前が……降らせて、いる、のか……？」

　おそらくそうなのだろうと思う。彼はああ見えて律りち儀ぎな性格をしていたから、わざわざ死んだあとになって約束を守りに来てくれたに違いない。

　二人で一緒に、美しい雪を見る。

　ならば、自分の目に入らないだけで、きっと彼も近くにいるはずだった。

　手を伸ばせば届く距離かもしれない。いや、それとももう少し離れているだろうか？

　割と照れ屋なものだから、二歩くらい間隔を空けて──そう、ちょっと後ろに引いたところに立っているのだ。そして、力加減もよく分からないまま、またこちらの頭を撫なでようとしている。雪蘭の知る彼はそういう人柄だった。

　どこか不器用で、ぎこちなくて。

　いつも冷静なくせに、ときどき子供みたいに幼くなる。

　しかし、そんな彼だからこそ、もし約束が果たされたなら、絶対に言おうと心に決めていた台詞せりふがあった。

　恥ずかしかった。足が震えるくらい怖かった。

　こんな気持ちになるのは、生まれて初めてかもしれない。

　でも、言葉それ自体は不思議と滑なめらかに口から出てきてくれたから。やっぱり、この想おもいこそが自分にとっての無二の真実なのだと再確認することができた。

　なんだかそれが、涙が溢あふれるくらい嬉うれしかった。

「…………ずっと……好き、だったぞ……ミー、シャ………………」
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　やがて、一いつ瞬しゆんの幻まぼろしが終わる。雪蘭シユエランの身体からだは細胞の一片に至るまで化石に変わり、しかしどのような奇跡か地上に叩たたきつけられる前に、粉々になって風に吹き散らされた。

　ようやく口にできた淡あわい恋心も、今いま際わのきわに見た幸福な夢も。

　名前のとおり無数の白花に変わって、世界で一番綺き麗れいなものに溶け合って。

　ただ、愛いとしい人の故も郷とへ。躊躇ためらうことなく、翔かけるような速さで。




　　　　○




　目を開ければ、空から美しいものが降っていた。

　夏の青空の下、渾こん々こんと降ふり注そそぐ雪。

　眼下に広がる瓦が礫れきの大地を清め、新しい世界を始めようとするかのように。

　ひどく幻げん想そう的てきな光景だった。だから、たぶんここは彼ひ岸がんなのだろうと思ったのだけれど。

「──おはよ、慧けい太た郎ろう。お早いお目め覚ざめね？」

　すぐ近くにいた彼女が、そんな勘違いを吹き飛ばしてくれた。

　シエルバレのシートに跨またがり、操そう縦じゆう桿かんを握るアンリの背に凭もたれかかっている慧太郎は、足下を流れてゆく街まち並なみを見下ろす。感覚という感覚が鈍にぶくて、今は節々の痛みさえも遠かった。ただ、身体からだには魔ま術じゆつによる治ち療りようの跡があり、どうやら一命は取り留めたらしいと分かる。

「まだ寝てていいわよ。たぶんもう、峠とうげは越えたでしょうから」

　こくりと頷うなずいた。既すでに声を出すことさえ億おつ劫くうだったから。

「ほんとに、こっちは大変だったわよ。いきなり〈冥めい王おう蟲ちゆう〉が崩くずれ始はじめて、気絶しちゃったあんたを治療しながら、シエルバレで大急ぎで脱出して。全部あたし一人でやったのよ？」

　すごくない？　と訊きかれる。ああ、確かにすごい。命の恩人だ。

　いや、思えば彼女には出会った当初から、何かにつけて世話になりっ放しだったか。

　感かん謝しやの気持ちを伝えたいものの、それにもっとも適していたはずの言葉──さきほど〈冥めい王おう蟲ちゆう〉の核の前で摑つかんだあの想おもいは、案の定、既すでに胸中からどこかへ逃にげ果おおせていた。

「お、クロエとマルティナ発見♪　あはは、二人とも手を振ってるわ」

「………………」

「でもまぁ、一段落したのはいいけど、マルティナのことは問題よね。ティエールが見み逃のがすはずもないだろうし。ねえ、慧太郎。あんたこれから──ってあれ？　もう寝ちゃった？」

　いいや、まだ起きてるよ。まだなんとか、ぎりぎり頑張ってる。

　ただ、やはり身体は速すみやかな休息を欲していて、凄すさまじい睡すい魔まが押し寄せてきていた。だから、その前にせめてこれだけはと、慧太郎はカラカラに干上がった喉のどに力を入れる。

「アン、リ……そろそろ、弟は……卒業しても、いいかな……？」

　彼女がこちらの言葉をどう受け取ったかは分からない。言い切るやいなや意い識しきがまた遠のき始めたからだ。ただ、気配から察するに彼女はなぜかまず大いに慌あわてたようだった。

　しかし、暫しばらくして落ち着きを取り戻したのだろう。とても女の子らしい口調でこう続けた。

「……ええ、そうね。あんたは、こんなにも立派なムッシュだものね。だからあたしも、いい加減、姉貴ヅラはやめることにするわ。だってそうしなきゃ──」

　くすり、と上品にはにかんで、

「──自分の気持ちに、正直になれないものね？」

　それを最後に、意識が深い場所へと落ちてゆく。唇に何か柔らかくて温かいものが、ぎこちなく触れたような気もするけれど、その感触もすぐにどこかへ洗い流されてしまった。
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　長かった今日を終え、慧太郎は暫しばしの眠りにつく。

　また明日、走り出すために。













　　　　エピローグ







　まだ陽ひも昇ったばかりだというのに、既すでに駅舎には人ひと集だかりの山ができていた。

　あの大だい惨さん事じから二週間余り。街まちの崩ほう壊かいと共にパリ市内の駅は全滅したが、ようやく今日になって郊外のものは運行を再開したため、ただちに帰宅を望む観光客や復ふつ興こうが終わるまで他県に移ろうと考えた人々が、我先にと始発の列車に群がったらしい。

　そんななか、慧けい太た郎ろうたちが切符を手に入れられたのは、まったくの僥ぎよう倖こう──などという都合の良い話は当然あるわけもなく、ティエールという名の権力のおかげだった。

「ふんっ、当然でしょ！　あたしたちの頑張りを考えれば、この程度じゃまだ全然、割に合わないくらいよ！　金一封の一つや二つ、寄越してほしいもんだわ！」

　そう憤ふん慨がいしたのは、もちろんアンリだ。彼女は四人掛けの席のうち、窓まど際ぎわに座った慧太郎の対面に腰掛けていた。行きは部屋つきの夜行列車だったものの、現在のパリ周辺の状況では贅ぜい沢たくなど言えるはずもなく、通常の列車で乗のり継つぎをしながら帰ることになったのである。

「いや、まぁそうかもしれないけど……『金一封の一つや二つ』って……」

　考え方が微妙に小市民的というか、そこは素直に『大金』では駄だ目めなのだろうか？

「では、なぜそう要求なさらなかったのです？」

　訊きいたのは、慧太郎の隣となりのクロエだった。彼女の正面にはマザー・テレーズがおり、いつもどおり楚そ々そとした笑みを浮かべている。クロエの質問には彼女が応じた。

「決まっていますよ、クロエ。アンリエットは根が優やさしい子ですからね。パリ復興のためには多額の費用が要いるだろうと考え、自みずからは清貧を旨むねとするクリスチャンらしく──」

「っていうのは建前でね、単にこれ以上、ティエールに借りを作りたくなかっただけよ」

「……ハァ。どうして貴女あなたという子は、いつもいつも私のフォローを無む駄だにするのかしら」

「だって、マザーのフォローって一発で『心にもない』って分かるんだもの」

　アンリは窓際に頰ほお杖づえをつきながら続けた。

「ま、実際のところ欲をかくのは禁きん物もつでしょ。あのタヌキとは適度な距離を保たなきゃ」

「…………」

　その「適度な距離」というのが何を意味しているのか、慧太郎はまだ彼女の口から聞かされていない。だが、おそらく何かの取り引きをしたのだろうとは感じている。でなければ、ティエールが自分たちをこうして、むざむざフィニステール県まで帰すはずがないからだ。あとで詳くわしく問とい質たださなければいけないだろう。

「ケイはもう、お身体からだのほうは宜よろしいのですか？　あのときは、その……酷ひどい状態でしたが」

「そーそー。手足が全部捥もげかけてるわ、内ない臓ぞうも幾いくつか欠けてるわで、あんた死体同然だったんだからね？　おかげでクロエがびーびー泣くし」

「ア、　アンリエットだって、ずっとつきっ切りで看病していたではないですか！」

「でも、あたしはちゃんとこいつが、全快するって分かってたもの」

　そんな二人のやり取りに苦笑しつつ、慧けい太た郎ろうは身体からだの凝こりを解ほぐしながら応じた。

「うん、今はもう本当になんとも。暫しばらく養生に努めたしね」

　聞けば、自分はあの戦いのあと三日も目を覚さまさなかったらしい。幸さいわいアンリが的確に応急処置をしてくれたため、あとは〈蟲天の瞳エレクトロン〉の再生力や魔ま術じゆつによる治ち癒ゆで回復することは分かっていたそうなのだが、それでもやはり三日間もの意い識しき不ふ明めいというのは尋じん常じようではない。おかげでクロエなどは生きた心地がしなかったそうだ。

　慧太郎が目を覚ましてからは、基本的に皆でパリの街まちで救助活動に努めた。どのみち暫らく足止めを余よ儀ぎなくされるなら、自分たちも僅わずかながら力添えをしようという話になったのだ。

　だが、街には今も多数の行方不明者がおり、そのことを考えると我知らず眉み間けんに皺しわが寄ってしまう。本当ならもう少しくらい手伝いたかったのだが、ボーメスニルを始めとする軍人たちに「これ以上、民間人の手は煩わずらわせられない」と断られてしまったのだ。

「こ～ら、慧太郎。あんたまた、昏くらい顔になってるわよ？」

「……うん、分かってる。まずは救えた命に胸を張れ、だろ？」

　アンリの指摘にそう応じる。できる限りのことはした、なんて納得の仕方はあまり好きではないけれど、それでも守れた人命も確かに存在しているのだ。彼女が常つね々づね言っているとおり、落ち込んでばかりいても始まらなかった。

　と、そこで不意に──こん、こん、と傍かたわらの窓を叩たたく音。

　驚おどろいてそちらを見やれば、駅のホームに見慣れた顔があった。慧太郎は慌あわてて窓を開け、そこに並んでいた対照的な男二人を、車内からまじまじと見み詰つめる。

「ヴィドックさん？　それに、ムッシュ・ダーウィンも。なんでここに？」

「おいおい、なんでって言い草はないだろうが。見送りだよ。他に何かあるか？」

　巨漢の自称・名めい探たん偵ていがそう嘯うそぶいて口角を吊つり上あげれば、隣となりに佇たたずむ自称・地質学会の寵ちよう児じが相変わらずの突とつ拍ぴよう子しのなさで、くるりと回って変なポーズを決めて高笑いを響ひびかせた。

「ふははははは！　私のおケツどもがおケツを振って田舎におケツ帰ると聞いたのでな！　愛好家としておケツ礼儀を果たしに来てやったまでのことでおケ──ぅべほッ!?」

「おケツおケツうるさい！　あと、誰だれがあんたのよ!?」

　そして、即座にアンリの鉄てつ拳けん制せい裁さいで黙らされた。派手にぶっ倒れるダーウィン。

　彼のあまりのブレなさに引ひき攣つった笑みを浮かべていると、ふとホームの向こうに立つ丸い体形の紳士と目が合った。今日は至って普通の装よそおいだが、紛まぎれもなくボーメスニルだ。どうやら彼もまた、自分たちの見送りに来てくれたらしい。

　ティエールの奸かん計けいのことで、こちらに負い目を感じているのか、ボーメスニルは列車には近づいてこなかった。ただ、無言で小さく敬礼してきたので、慧けい太た郎ろうも敬礼で返すことにする。

「……ったく！　で、なに？　なんであんたらが一緒にいるわけ？」

　そのあいだに、ひとくさりダーウィンに説教──彼はいつの間にかホームに正座させられていた──をしたアンリが、二人に向けてそう問とい質ただす。ヴィドックが肩を竦すくめて応じた。

「いや、単に仕事上の関係だ。この旦だん那なに暫しばらく雇用主クライアントになってもらうことになってな」

「は？　ダーウィンがあんたを雇うの？　なんで？」

「スキナーの件だ」

　と手短に言ったのはダーウィンだった。殊こと更さら、語気や口調が変わったわけではないのだけれど、普段があまりにも奇き天て烈れつ過ぎる人物なせいか、たまに普通の言動をすると心情の機き微びが手に取るように分かる。彼の言葉には静かながらも如によ実じつな怒りが込められていた。

「……〈ブリュム・ド・シャルール〉を追うつもりなの？」

「ふん、当然だ。この天才に舐なめた真ま似ねをしたツケは、なんとしても払わせる。まあ、正確には連中を追うのは、ここにいるザ・モミアゲなわけだが」

「要は利害の一致ってやつだよ。俺おれも自分の庭だったパリを荒らされて、正直かなりトサカにきててな。──ただ、あいにくと俺は探たん偵ていだ。動くには依頼っていう名分がいる。お得意様だったボナパルト派の急進と手が切れて、ちっとばかり困ってたんだわ」

　アンリが腕組みして唸うなった。僅わずかに迷ったような素振りをしたのち、

「分かってると思うけど……連中、とんでもなく危ない相手よ？」

「知ってるよ。だったら逆に訊きくけどな、お前さんたちは手を引くつもりなのか？」

　それを指摘されると弱かった。慧太郎もアンリもクロエも、今や明確に〈ブリュム・ド・シャルール〉を追う理由がある。彼らにだけ危険だから首を突っ込むなとは言えない。

「なら──あんたたちも行くのね？　アメリカに」

　ヴィドックとダーウィンが、当然とばかりに頷うなずいた。

　アメリカ。新大陸。未いまだ歴史が浅いがゆえ、夢と欲望が渦うず巻まく赤き荒野。

　慧太郎は俄にわかに想起する。三日間の眠りから目め覚ざめたあと、まず最初にアンリとクロエの口から語られた、あの事件の最後の一幕を。そこで得られた驚おどろくべき情報を。

　それは、今この列車に乗っていない、ある友人の口から齎もたらされたものだった。




　　　　○




「──じゃあ、そろそろ行くわね」

　彼女が脈みやく絡らくなくそう言ったとき、アンリは「なぜ」よりも「やはり」という思いを抱いた。

　ただ、それでも感情的には到底納得がいかなくて、完全に気絶した慧太郎をシートに残し、今しも着陸したシエルバレから降りると、柳りゆう眉びを逆立ててマルティナに詰つめ寄よった。

「……ふざけないで。行くって、どういうこと？」

「言葉どおりの意味よ、アンリエット。このままパリにいれば、多くの情報を知るわたしはティエールに身柄を拘こう束そくされる。悪いけど、そんなのはまっぴら御ご免めんなのよ」

〈冥めい王おう蟲ちゆう〉の残ざん骸がいが白く降ふり注そそぐ大通りで、アンリは和解できたはずだった友人と、再び正面から対たい峙じする。背後には慧けい太た郎ろうを労いたわるクロエ、少し離れたところにはヴィドックがいた。

　マルティナが続ける。ミニハットに積もった化石の粒つぶを払い落としながら、

「フランスにいる限り、どこも安全じゃないわ。だから、国外に出るつもり」

「ッ、馬ば鹿か言わないで！　そんなの……全然、約束が違う！」

「そうね。学園のみんなの前で、ダンゴムシにはなってあげられないわ」

　どこまで本気なのか、淡々とそんなことを言う。アンリはかぶりを振って言い募った。

「だいたい、国外ってどこに行くつもりよ!?　アテなんてないでしょ!?」

「いいえ、あるわ。アメリカよ」

　と即答され、思わず眉まゆを顰ひそめる。アメリカ？　なぜ、よりにもよってアメリカなのだ？　あそこは今、色々と問題がある国なのに。その内実は下へ手たをすればフランス以上に血ち腥なまぐさい。

　そんなこちらの疑問を読み取ったか、マルテイナは至し極ごくあっさりと続けてきた。

「──あの国に『次の封ふう印いん地ち』があるの」

「なっ!?」

　あまりにも突然且かつ衝しよう撃げき的てきな内容に、一いつ瞬しゆん、不覚にも混乱しかけたと思う。

　次の封印地。

　言わずもがな、それはつまり〈冥めい王おう蟲ちゆう〉が封じられた、『第六の』という意味だろう。

〈ブリュム・ド・シャルール〉は、今度はアメリカで活動を行なう気なのか？　このパリと同じような惨さん劇げきが、あの新大陸でもまた起きるというのか？

「そう心配しなくても、たぶんまだ時間はあるわ。〈三蟲士レ・トロワ・ムスクテール〉の一人──『左の盾』が、詠うたい手てがまだ見つかっていないとぼやいていたもの」

　左の盾。初めて聞く役やく職しよく名めいだったが、続けられた言葉のほうがより重要だった。

「……もっとも、封印のほうは既すでに特定し終わってるみたいだったけれど」

「ッ、どこ!?」

「聞かされてないわ。基本、そういう情報は作戦実行の段階で、一握りの人間だけに開示される決まりだから。ただ、『左の盾』はインディアンの一部族が、『原始の詩』と詠い手の伝承に関わっていると睨にらんでいたみたい。必然的に彼ら由来の土地でしょうね」

　インディアン。北米の先住民。確かにあの国で『古い民族』といえば彼らのことだろう。

「わたしの詠い手としての役割はもう終わったけれど、ここまで深く関わってきた以上、あとのことを他ひ人と任まかせにはできない。事態を止めるにしても見守るにしても、アメリカには行く必要を感じていたの。いい機会だから、このまま海を渡るわ」

「だ、だけど！　あんたが〈ブリュム・ド・シャルール〉に手を貸した元々の理由は──」

　ただ、思い出を噓うそにしたくなかったからだと、そう言ったのはマルティナ自身だ。

　けれど、彼女は頑として首を横に振った。

「元の動機がなんにせよ、わたしが欧州の封ふう印いんを解いて、たくさんの犠ぎ牲せい者しやを出したのは事実よ。相応の覚悟を決めて行なったことだから、後悔なんてしていないし、誰だれに謝あやまるつもりもないけれど……でも、けじめは大切だわ。自分で始めたことを、途中で放り出す気はないのよ」

「……っ」

「組そ織しきとはもう縁えんが切れたけれど、わたしはわたしで事の行く末を最後まで追うつもり」

　アンリは俯うつむいた。また目の奥が熱くなりかけ、本当に嫌になる。これではなんのためにマルティナと争ったのか分からなかった。自分はただ、友達を失いたくなかっただけなのに。

「……じゃあ、もう『さよなら』ってこと……？」

「それは貴女あなた次第ですよ、アンリエット」

　背後から強い口調で言われ、驚おどろいて振り返る。さきほどまで慧けい太た郎ろうのそばにいたクロエが、蒼あおい瞳ひとみにいつになく真しん摯しな色を湛たたえて、間近からこちらを見み詰つめていた。

「少なくともわたしは、『さようなら』で済ます気はありません」

「どういう、意味よ……？」

「わたしも〈ブリュム・ド・シャルール〉を追うつもりだ、と言っているのです」

　彼女の宣言に、アンリは目を丸くした。

「この問題は、もうわたしにとっても他人事ではない。クロエ・エマニュエル個人に何かあるのか、それとも祖父の過去にまだ秘密が存在するのか──それは定かではありませんが、マクシムの口振りからするに、どうやらわたしもまた彼らのターゲットのようだ。敵が襲おそいかかってくると分かっているのに、ただ守りに徹てつするだけなのは信条に反します」

　それにマクシムとの因いん縁ねんも、まだ清算し切れていませんしね、と迷いなく語るクロエ。次いで彼女は、シエルバレの上に伏せっている慧太郎を振り返り、

「ケイもまた同上です。〈ブリュム・ド・シャルール〉が放っておくわけはありませんし、何よりケイ自身が進んで彼らと関わる道を選ぶはずだ。ならば──アンリエット、貴女は？」

「………………」

　事ここに至れば、もうアンリも彼女の言わんとすることを理解していた。

　無論、答えなど決まり切っている。当初はただ、慧太郎の冤えん罪ざいを晴らすことだけが理由だったが、今となってはそんなもの、ただのきっかけに過ぎない。だいたい、それだけが目的ならば、今回の件を盾にティエールに取り引きを持ちかけて、どうとでもすることができるだろう。

　ジャンヌ＝アンリエット・カジミール・ファーブル。

　クリザリッドやマルティナが言うには、唯ゆい一いつ、女王の予言に登場しないイレギュラー。

　端は役やくのくせに舞ぶ台たいにしがみつき続ける恥知らずで、〈ブリュム・ド・シャルール〉とも個人的な因いん縁ねんをまるで持たない、ごくごく普通にごくごく特とく殊しゆなムシ好き女。

　つまり、自分だけは真正、己おのが意志で進むべき道レールを定めなければならない。

　否いな、『定められる』と考えるべきなのだろう。

　無限の可能性──などと気取った言い方はしない。ただ、本当に予言なんてものがこの世にあるなら、転てん轍てつ機きをあちこち手当たり次第に仕掛けて、誰だれかが敷しいた馬ば鹿かでっかいレールを思う存分ひっちゃかめっちゃかにしてやれる資格くらいはありそうだった。

「ふふ……いいわね、それ」

　思わず笑みが零こぼれた。今しがたまでの鬱うつ々うつとした気分が噓うそのように晴れてゆく。

　だから正面と背後、それぞれに立つ友人二人に、両手を掲げて威い勢せい良く見み得えを切った。

「上等っ、やったろーじゃないの！」

　マルティナがほんの微かすかに頰ほおを緩ゆるめた。クロエが得たりと目元を弓なりにする。

「なら、決まりね。わたしたちが今ここで交わすべき挨あい拶さつは──」

「はい！　『さようなら』ではなく、『また近いうちに』です！」

　ぱちんっ、と二人がこちらと手を合わせる。なんだか、これまであやふやに縺もつれ合あっていた繫つながりの糸が、今ようやくきちんと綺き麗れいな形を伴ともなったような気がした。

「……あ～、お嬢じようさん方？　水を差すようで悪いんだが、早くしたほうがいいみたいだぜ？」

　と、そこで声をあげたのはヴィドックだった。彼がちょいちょいと指差す方向を見れば、何やら通りの向こうを通り過ぎてゆく、何台もの蒸気自動車の姿がある。すぐにピンときた。

「噓うそっ、まさかティエール？　マルティナを探してるの!?」

「……さすがに行動が早い。〈冥めい王おう蟲ちゆう〉の排除が確認できた途端、わたしの確保に動いたか」

　ぶつぶつと呟つぶやいたかと思えば、次の瞬しゆん間かんにはマルティナは擬ぎ態たいを解いていた。そして黒いビロードの翅はねを震わせ、ふわりと宙に舞まい上あがる。クロエが慌あわてて叫んだ。

「そんなっ……もうですか!?　まだゆっくり話せてもいないのに！」

「本当にね。あと少し時間があれば、わたしが知っている限りの情報を、貴女あなたたちに教えてあげられたのだけれど……どうも、のんびりしている暇ひまはなさそうだわ」

　アンリは名残なごり惜おしむ気持ちを抑おさえて頷うなずく。本当は引き止めたかったけれど、彼女がティエールに捕まるのは、状況的にも感情的にも宜よろしくない。もしかしたら慧けい太た郎ろうはあとで怒るかもしれないけれど、それでもアンリはマルティナに自由でいて欲しかった。だから──

「……またね、マルティナ」

「ええ、アンリエット。それにクロエも。一足先に、アメリカで待ってるわ」

　クロエがぐずつきながら「……はい、また」と呟く。ヴィドックはマルティナに詰きつ問もんしたいことが山ほどあるだろうに、こちらに気を遣ったのか見て見ぬふりを決め込んでくれた。

　マルティナがやおら高度を取る。そして、そのまま蒼そう天てんの向こうへ吸い込まれるように飛んでゆく。しかし彼女の姿が見えなくなる前に、アンリは衝しよう動どうに駆かられて声を張り上げていた。

「マルティナ────ッ！」

「ッ」

「あたしねーっ！　図書館であんたと初めて会って他愛もないお喋しやべりをしたあの日！　ほんとは心のなかで、ちょっとドキドキしてたのーっ！　もしかしたらこの子が、学園であたしの最初の友達になるのかもしれないって！　あんたはどうーっ!?」

　彼女が空中で振り返る。僅わずかに驚おどろいたような面おも持もち。

　けれど、それはすぐに雪解けのように、まったく異なる表情へと変わり、

「……ばかね。友達になるときは、みんなそうなのよ。お互い、おんなじ気持ちになるの。だから、わたしだってもちろん、ドキドキしてた。こんなこと、子供だって知ってるわ」

　目元を潤うるませながら彼女が初めて見せた、それはそれは本当に花のような笑顔で。

　そして、マルティナは今度こそ空に昇って行った。

　麟りん粉ぷんのヴェールを曳ひきながら、降りしきる雪花のなかを颯さつ爽そうと。




　　　　○




「──実を言っちゃうとさ、あんたは少し怒るんじゃないかなぁ、とも思ってたのよね」

　あの日、自分が気絶したあとの経緯いきさつを再び語り聞かせてくれたアンリは、ふとそんなことを言ってきた。蒸気機関車は既すでに駅を出発しており、窓の外を流れるように緑が過ぎてゆく。今は席にクロエとテレーズの姿はない。彼女たちは移動売店を探しに行ったのだ。

「で、どう？　マルティナがなんの裁きも受けず逃げたのは、やっぱり気に入らない？」

「……いや、そんなことはないよ。僕は法の番人ってわけじゃないしさ」

　確かに、少し靄もや々もやとする気持ちはある。だがそれは、慧けい太た郎ろう自身の問題なのだ。

　罪を犯したなら裁かれるべきとは思うけれど、マルティナの場合、ティエールの手に落ちれば利用されるだけだし、従来の法に則のつとればおそらく死刑になる。慧太郎が「裁かれるべき」という考え方をするのは、罰ばつが罪に対するある種の『赦ゆるし』だからで、人死にへ繫つながるというののならやはりそれは納なつ得とくし難がたいものが残るのだ。だから、正直なところマルティナが逃げてくれて内心ほっとしていた。無論、こんな考え方は卑ひ怯きよう以外の何物でもないのだけれど。

「……マルティナはさ、たぶん法の裁きを拒こばんでいるわけではないと思うよ」

「でしょうね。本人も言ってたもの。『けじめは大切だ』って」

　自分が深いところで関わった物事だから、すべてを最後まで見届けたいと考えているだけなのだろう。逆に言ってしまえば、それが終わったあと彼女はもしかしたら最悪──

「させないわ、そんなこと。そのときはあたしが必ず止める」

　こちらと同じことを考えていたのだろう。アンリが強こわい語調でそう言った。

　慧けい太た郎ろうも大きく首しゆ肯こうする。確かにそれだけは絶対に駄だ目めだった。

「──で、あんたはどうするの？　やっぱり、アメリカに行くの？」

「うん、それはもちろん。もう〈ブリュム・ド・シャルール〉とは縁えん切きりできないしね」

　お尋たずね者ものの身の上ならば、フランスから出ることも叶かなわなかったろうが、それはもう心配いらなくなった。さきほど聞いたのだ。アンリがティエールと交わした取り引きの内容を。

「晴れて自由の身、か」

「そーよ？　もう秋あき津つケイちゃんになる必要はなくなったわけ。はい、ご感想は？」

　なんだか不思議な気分だった。実際、自分の手配は既すでに解けており、新聞でも『ルクレール号の生存者、ケイタロウ・アキツは、事件に関与していなかったことが判明』と報じられたのだけれど、まだこれっぽっちも実感が湧わかない。ようやく念願が叶ったのだから、当然、嬉うれしくないわけではないのだけれど。

「どうする？　なんなら一いつ旦たん、日本に戻る？」

「……色々考えたんだけど、やめておくことにするよ。六つ目の封ふう印いん地ちがいつ解かれるのかも分からないのに、のんびり里帰りなんてしていられないし、それに今帰っちゃうとなんだか気が緩ゆるんじゃいそうだから。何もかも半はん端ぱにしたまま家に戻りたくはないんだ」

　郷きよう愁しゆうの想おもいは強かったが、元々自分は「広い世界を見て来い」と兄に送り出されたのだ。見けん識しきを広める旅はまだ途中。すべてを放り出して一時帰国というのはいかにも座りが悪かった。

「ま、さすがに手紙くらいは書こうと思ってるけどね。──それより、アンリこそ良かったのか？　ティエール首相と『随時、情報のやり取りをする』なんて約束をしちゃって」

「いーのいーの。こっちにも充分、旨うま味みがあるもの。それに、どのみちティエールはあたしたちに監視か何かをつける気だったろうしね。だったらいっそ『利用できる範囲でお互い利用し合う』って堂々と取り決め交わしちゃったほうが動きやすいわ」

「なら、学園のことは？　クロエにも聞いたけど、本当に休学するつもりなのか？」

「そりゃそうでしょ。じゃないとアメリカに行けないじゃない」

　さも当然とばかりに言う。なんというか、相変わらず待ったなしの行動力だ。

「マザーにももうお許しはもらったしね。父さんと母さんだって別に何も言わないと思う。仕送りはこれからも続ける気だし。……ただ、クロエのほうは、ちょっと揉もめるかもねー」

「あぁ、そのことなんだけど、僕なんかクロエに変なこと頼まれたんだよ」

「？　変なこと？」

「うん。両親に会ってくれないか──って、どうしたアンリ？　急に噎むせたりして」

　彼女はげほげほと凄すさまじい勢いで空から咳ぜきをしたのち、

「……あ、あんたそれ、まさか受けたわけじゃないでしょうね!?」

「え、受けたよ？　僕がいれば両親を説とき伏ふせられるから、って言われたから」

「馬ばっ鹿か、気づきなさいよ、あんた!?　狙ねらわれてんのよ！　カルバリン砲ほうの危機よ!?」

「……うん。たまにアンリはわけが分からなくなるよな、ほんと」

「ぐぬぬ、あンの肉にく食しよく獣じゆう～ッ！　正体を教えてやった途端、牙きばを剝むきやがったわね!?」

　正体。

　その単語に、慧けい太た郎ろうは一気に精気を失い、吹ふき溜だまった埃ほこりの如ごとくどんよりとなった。

　無論、『正体』とは言うまでもなく、慧太郎の本来の性別のことだ。そう、秋あき津つ慧太郎はパリで事件が終わったあと、遂ついにクロエに自分が男性であることを明かしたのである。

　ちなみに、どうやって明かしたのかは割愛する。口頭で説明してもまったく信じなかったクロエに、ぶち切れたアンリが「ほら、これが証拠のマスケット銃じゆうよ！　泣く子も黙るわ！」とかやったのだけれど、慧太郎にとっては忌いまわし過すぎる思い出なので詳しよう細さいは割愛する。

　で、結論から言ってしまえば──恥ち辱じよくを吞のんで証拠まで見せたのに、なぜかクロエには真実が正しく伝わらなかった。いや、そればかりか彼女は大いに事を曲解した。

　あの運命の日、クロエはいきなりこう叫んだのである。




　──そ、そんな……まさか。

　──ケイが…………ケイがっ、『ついてるマドアゼル』だったなんて！




「『ついてるマドモアゼル』ってなんだよ!?　もうわけが分からないよッ！」

「え、どうしたの急に？　いきなり叫んで」

「……ご、ごめん。あのトンデモな台詞せりふがまた脳のう裏りで蘇よみがえって……」

　慧太郎は顔を両手で覆おおってさめざめと泣く。アンリが「あ～」と遠い目つきになった。

「……やっぱりあいつさ、たぶん変な性せい癖へき持ってるのよ。だって、あんたが男だってこと最初からびたいち認める気なかったじゃない。そのうえ、急に真顔で『ついてるマドモアゼルと、ついてないマドモアゼルでは、子供はできるのでしょうか？』とか訊きいてくるし」

「知らないよそんなの！　狂きよう気きの沙さ汰ただよッ！」

「うん、未知の世界だものね。怖いわよね。分かる分かる。分かるから落ち着いて？」

　どうどう、とアンリに宥なだめられ、なんとか冷静さを取り戻す。

「──で、とにかくクロエの家には行く、と？」

「や、だって誰だれかが説得の場に居合わせてあげないと、クロエ、可か哀わい想そうじゃないか」

　慧太郎自身、武家の子だから分かる。家名に拘こだわる親というのは総じて頭が固い。クロエの場合は祖父のことでしがらみもある。緩かん衝しよう材ざいの役目を果たす第三者がいたほうが良いだろう。

「……ふん、まぁいいわ。だったら、あたしもついてく」

「へ、なんで？　あ、そうか。さては食事目当てなん──ぐえっ」

「あんた、あたしをなんだと思ってんのよ!?　人がこんなに心配してやってるのにっ！」

　襟えり首くびを摑つかんでがくがくとやられてしまった。なんで急に怒り出すのだろう？　そんなふうに喉のどを押さえて首を捻ひねっていたら、ふとアンリが窓の外に視線を流して声をあげる。

「あ、『魔針トンボリベルーリユ・エギーユ』だわ」

　釣つられて見れば、窓すれすれのところを、トンボの〈蟲ギヴル〉が飛ひ翔しようしていた。

　体長二、三メートルほどの、四枚の薄うす翅ばねを有した先鋭的な影が、列車の速度に追従して小刻みに中空を泳ぐ。前にしか飛べないがゆえ、それだけならば何よりも速いムシ。

　やがて、巨大なトンボは列車を追い越して、線路が続くその先へ一直線に飛んで行った。

　慧けい太た郎ろうは窓を開けて乗り出し、その行方ゆくえをじっと目で追い続ける。

　誰だれもが喪うしなったものを顧かえりみずにはいられないこの荒地のような世界で、自分を含め多くの人間たちは『彼』のようになんの憂うれいもなく前には進めない。

　何かあるたびに、いがみ合って、殺し合って、なくして、悲しんで、ときには二度と立ち上がることもできなくなって──本当にこのレールの果てに、楽園アルマスなんてあるのだろうか？

　ある、と慧太郎は思う。

　今だから、はっきりとそう言える。

　フランスに来てから経験した多くの事柄。そのなかで馬ば鹿かなりに頭を捻って育はぐくんだ答え。皆で一緒におぼつかないながらも前進してゆく方法。

　いがみ合ったら取りなせばいい。殺し合ったら止めればいい。なくしたらまた見つける手伝いをすればいいし、悲しんでいたら言葉を尽つくして励ませばいい。

　人が二度と立ち上がれなくなる前に、まず救わなければいけないもの。

　ゆっくりとだけれど着実に、人々が歩いてゆくための原動力。

　たぶん自分は、そのために戦っている。

「……アンリ、どうかな？　やっぱりまだ楽園アルマスは遠いかな？」

　呼びかければ、やはり彼女も自分同様に窓から身を乗り出し、吹きつけてくる涼風に枯かれ葉は色いろの髪かみを靡なびかせていた。こちらを映すハシバミ色の瞳ひとみが猫みたいに細まる。

「さぁ、どうかしら。その答えはあんたのほうが、よく分かってるんじゃない？」

　慧太郎は微ほほ笑えむ。そんなものは言うまでもなかった。

　楽園アルマスは、遠い。まだまだ遠い。たぶん、もっとずっと先にある。

　だけど──

「今ならさ、手を伸ばせば、ちゃんと届くような気がするんだ！」

　翳かざした掌てのひらの向こうに、トンボの姿はもう見えない。『彼』はノロマな自分たちを置いて、薄はく情じようにも先に行ってしまった。

　それでも、遥はるけき彼方かなたへ確かに道は続いている。





〈Ｆｉｎ〉












　　　　あとがき




　ヒーホウ！　なんと今回は僅わずか一ヵ月で再登場っ、物もの草ぐさ純じゆん平ぺいです！

　……ええ、自分でもびっくりですね。あまりにも刊行ペースが遅いもんで、たまに簞笥たんすの裏とかでひっそり死んでる黒いあんちきしょーを彷ほう彿ふつとさせる僕ですが、まだなんとかカサカサやってます。生きてるって素晴らしい。

　さて、二ヵ月連続刊行の下巻に相当する今巻、いかがだったでしょうか？

　三・四巻合わせて今回のテーマが『道／レール』だというのは前巻でお話ししましたが、これはキャラたちだけではなく、ミス・ファーブルという作品の大まかな流れも示し唆さしておりまして。敵てき組そ織しきの思惑とかも見えてきて、勘の良い方なら「なるほどね、こういうふうな感じになってゆくのか」と、なんとなく話の全体像が摑つかめたのではないでしょうか？

　他にも、慧けい太た郎ろうが出したある一つの解答、アンリたち三人娘の関係の決着、チョロッと出てきた〈ブリュム・ド・シャルール〉の大幹部の皆様、そして都合二〇〇ページにも渡るバトル地じ獄ごく──と、盛り沢山の内容になったかと思います。『書き過ぎちゃった病』以外にも『詰つめ込こみ過ぎちゃった病』にも罹かかっている僕ですが、今回は分冊だったのでページ数的には普段よりもだいぶラクでした。今までになく長丁場だったため、やや疲れましたが。

　ただ、上下巻構成って少し怖いなぁとも思いました。だってほら、下巻で何か物語全体にかかる大きなミスが見つかったとき、上巻のほうを修正できないってこともあり得るじゃないですか。今回は平気でしたが、やるときは入念にプロットを組まないといけないなぁ……。

　はい、などと言っているあいだに、ページ数が心こころ許もとなくなりましたので、毎度の如ごとく坂を転ころげ落おちるような気分で謝しや辞じです。

　担当の清きよ瀬せさん＆拙せつ作さくに関わってくださった皆様、いつものとおりすみません。そして、ありがとうございます。今回は割かし余裕があったからイイじゃん、とか言い訳にもなりませんよね？　そもそも分冊って試みが無茶なわけですから。反省してます、ほんとです。

　藤ふじちょこ先生にも大変お忙しいなか、色々と無理をお願いしてしまいました。二ヵ月もスケジュール空けて頂いたうえ、今回、初めて絵に起こされたキャラも多く、申し訳ないやら嬉うれしいやら。三巻と四巻のカバーが繫つながってるのを見て、物草ちょっと感動いたしました。

　でもって、読者の皆様。最近の流行とかラノベ的なあれこれとかそのへんの事情をスパッと気にせず書きたい放題に書いてしまう僕ですが、そんな蛮ばん行こうが許されているのも、ひとえに応援してくださる皆さんのおかげです。精しよう進じんしますので、これからもどうか一つ。

　ではでは、恒こう例れいの挨あい拶さつをば──せーのっ、力の限りヒーホウ！





二〇一四年　六月某ぼう日じつ　　　　　物草純平


















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




ファンレターあて先

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「物草純平先生」係

「藤ちょこ先生」係
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